
[image: ]


[image: ]




[image: ]




[image: ]




[image: ]




[image: ]




[image: ]




BLACK BLOOD BROTHERS 6


─ブラック・ブラッド・ブラザーズ　九牙集結─





あざの耕平















[image: ]





富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　草河遊也
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　毎日が楽しい。


　今日が楽しくて、明日が待ち遠しい。


　みんなは不安そうな顔を見せるが。


　そんなの平気だ。何があっても恐こわくない。


　こんなにも、みんな大好きで。


　こんなにも、愛いとおしくて。


　温かくて。


　まぶしくて。


　それに、二人がいてくれる。


　二人と一いつ緒しよなら、それだけで笑顔になれる。


　幸せになることができる。


　こんな嬉うれしいことってない──





　なのに、なぜだろう。
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「いいか良く聞け愚ぐ弟ていども」


　無理矢理正せい座ざさせた弟たちの前で、姉弟の四番目、ナブローシュカ・バラライコフは言った。


「殺しは、芸げい術じゆつだ」


　狭せまく薄うす暗ぐらい部屋である。唯ゆい一いつの光こう源げんである月明かりが、円形の窓まどから差し込んでいる。


　床ゆかに落とされた月光の足あし跡あとは、呼こ吸きゆうするようにわずかに揺ゆらいでいた。ここが船室で、船体が潮ちよう流りゆうに揺ゆれているためだ。窓の外に広がるのは、月下で戯たわむれる太平洋の海原うなばらである。人の営いとなみを感じさせない大自然が、雄大ゆうだいな美観を見せている。


　しかし、窓外そうがいの美観を楽しむ者は、その場にはいなかった。


　船室にいるのは二人の青年と二人の少年だ。並ならんで正座している──させられている者が三名。彼らの前で高説を垂たれる者が一名。後者は十七、八とおぼしき少年だった。


　拝はい聴ちようする弟たちの態たい度どは三者三様だ。一人は生き真ま面じ目めに静聴し、一人は苦虫を嚙かみ潰つぶし、一人は辟へき易えきとした様子で正座した足を苛いら々いら動かしていた。


　姉弟の五番目。黒い前まえ髪がみを両目が隠かくれるほど伸のばした、小こ柄がらな青年、ハンス・李リー。


　姉弟の六番目。茶色い巻まき毛と鳶とび色いろの瞳ひとみの、ひょろりとした優やさ男おとこ、マーベリック・ベンク。


　そして、姉弟の七番目。目の下にタトゥーを入れ、髪を短く刈かり込こんだ少年、ヤフリー・趙チヤオ。


　世界中の対吸きゆう血けつ鬼き組そ織しきが、刺し違ちがえてでもその存そん在ざいを殲せん滅めつすることを至し上じようの使命とする標的ターゲツト──『九龍の血統クーロン・チヤイルド』。


　彼らこそが、その生き残りだった。九クー龍ロン王おうの直ちよつ系けいたる、九姉弟たちだ。


「理り解かいの鈍にぶい諸君らのために、もう一度言う。殺しとは芸術に他ほかならない。わかるか？　いや、わかるまいな。諸君ら如ごときにわかろうはずがないな。芸術とはすなわち選ばれた者にのみ許ゆるされる領りよう域いきであり、諸君ら凡ぼん夫ぷの理り解かいが及およぶところではないのだからな」


「……だったら言うなよな」


　ぼそり、と口にした瞬しゆん間かん、ヤフリーのあごをナブロのつま先が芸術的な軌き道どうで蹴けり上あげた。


　正座していたヤフリーが、縦たて方ほう向こうに回転し、落下する。いつものことなので、ハンスは眉まゆひと筋すじ動かさなかった。いつものことながら、マーベリックはつい嘆たん息そくをもらした。


　一方、弟を足あし蹴げにしたナブロは、何事もなかったかのように、三人に背せを向けた。左手は腰こしの後ろに回され、右手にはワイングラスを持っている。奇き襲しゆうの大蹴りを繰くり出したあとでも、グラスの中のワインには細さざ波なみひとつ立っていない。


　そのグラスを月光にかざし、ワインの色合いを見つめながら、


「……雑ざつ音おんが入った」


　とナブロは小さくつぶやいた。


　口にする内容には妙みようなこだわりがあるものの、ナブロの口調や態度には、いまいち熱意が感じられない。それもそのはずで、彼は要するに、退たい屈くつなので説教をして時間を潰しているのである。いつものこととはいえ、つき合わされる弟たちにすればいい迷めい惑わくだ。


　外見がまた奇き抜ばつだった。


　容よう姿しは大変整っている。貴き公こう子し然ぜんとした白はく皙せきの美び貌ぼうである。無む駄だを削そぎ落とした瘦そう身しんに、吸すい付くような細身のスーツ。シルクのネクタイ。胸むねポケットにはハンカチーフ。ワインを味わう仕草までが、いちいち様になっていた。


　しかし、致ち命めい的てきなまでに表情が乏とぼしい。色しき素その薄い瞳はどこかとらえどころがなく、何を考えているのか読むことができない。感情表現においては、彫ちよう像ぞうにも劣おとるほどだ。


　それでいて、身にしたスーツはというと、濃のう紺こんの生き地じに極ごく太ぶとのラインが引かれた、ど派は手でなストライプ柄がらである。弟を蹴り上げた足にも、ぴかぴかに磨みがき上げられたエナメル靴ぐつを履はいている。


　そして、何よりも人目を引くのが、彼の髪だ。起き抜けのベートーヴェンもかくやという鳥の巣の如き癖くせ毛げで、しかも赤毛。わずかにくすんだ──そのくせやけに目立つそれは、赤というよりニンジン色、もっと言えばオレンジ色に見えた。彼のコードネームである『橙蜂オレンジ・ビー』の由来こそ、この独どく特とくの髪の色だった。


　古来、月下の世界で暗殺の依い頼らいを請うけ負おい、同族から恐おそれられてきた『老ろう牙がニザリ』の血けつ統とう。


　そんな凄すこ腕うで揃ぞろいの血族にあって、転化直後より「天才」の名をほしいままにし、「千年に一人」と讃たたえられながら、最後は一族の掟おきてを破って『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に染そまった裏うら切ぎり者もの。


　それが、九姉弟の四番目、『橙蜂オレンジ・ビー』ナブロである。


「……バトルなど所しよ詮せん遊ゆう技ぎに過すぎない。剣けん技ぎ、体術、魔ま術じゆつ、また心理面での駆かけ引きも含ふくめ、すべては敵てきを倒たおすための手段であって、それ単体では本ほん質しつ的に無意味。そもそも『敵を倒す』という状じよう況きよう自じ体たい、対象を殺害するための過か程ていだ。『殺し』とは、そうした些さ末まつ事じの上位に存在する、より純じゆん粋すい且かつ高度なイデアでありコンセプトであるのだ。わかるか？　いや、わかるまいな。諸君らにわかろうはずがないな。なぜなら諸君らは凡ぼん愚ぐに過ぎず、天才たるボクの思考をたどることなど不ふ可か能のうなのだからな。そして、天才にのみ許された領域を芸術と呼よぶ以上、つまり殺しは芸術なのだ。わかるか？」


「…………」


　無表情なまま、ナブロは続ける。うんざり顔のマーベリックがついぼやきそうになり、慌あわてて嚙み殺した。何しろ、軽口の代だい償しように宙ちゆう返がえりをした弟は、うつぶせに倒れたまま、まだ痙けい攣れんしている。


　試ためしにハンスの様子をうかがえば、彼は正座したまま背筋を伸のばして、ナブロの話にいちいち頷うなずいていた。


「つまり、殺し屋とはアーティストだ──ということですな、兄上」


「そうそれ」


　ナブロがパチンと指を鳴らしてハンスを差した。ハンスは禅ぜん僧そうの如き面おも持もちで、「ううむ」と腕を組んだ。マーベリックは渋しぶい顔をした。


　そこへ、ダメージから復ふつ活かつしたヤフリーが、よろよろと顔を持ち上げた。


「つ、つーか、兄あに貴きよ？」


　三人の兄が揃そろって彼を振ふり返る。


「あ、ゴメン。ナブロ兄──」


「ナブローシュカ様と呼べ」


　再ふたたび神速の前蹴りが炸さく裂れつし、ヤフリーの身体からだが空中で二回転する。小柄なので良く回る。マーベリックは右手で顔を覆おおった。


「ってーなっ！　くそっ。いちいち蹴るなよな！」


「愛の鞭むちだ」


「ぜってー噓うそだっ」


「わかるか？　いや、わかるまいな」


「わかるわっ。それぐらい！」


　ヤフリーは思わず牙きばを剝むき出しにして食ってかかった。が、いつもの通り、ナブロは緊きん張ちよう感かんひとつない顔で弟の視し線せんを受け止めた。質たちの悪いことに、彼には別に悪気はないのである。スキンシップぐらいに思っているのだ。


　ヤフリーを無視して、渋じゆう面めんのマーベリックへ視線を向けると、


「……反はん抗こう期きか？」


「本人の目の前で、他人に確かく認にんを取るな！」


「自分では認みとめづらいだろ。気を遣つかったつもりだが？」


「そんな気遣い、超ちよういらねー」


　ヤフリーが真っ赤になって怒ど鳴なると、ナブロはやれやれと両肩を竦すくめた。非ひは明らかにナブロにあるはずなのに、まるで聞き分けのない弟と寛かん容ような兄のような図である。


「それで？　『つーか』の続きはなんだ。何が言いたいのだ、ヤフリー」


「つーか、その台詞せりふがまんま俺おれの言いたいことだよっ。殺しが芸術なのはわかったさ。ああいや、いいって。俺にはわからないってんだろ？　だから、俺にはわからないってことがわかったよ。で、それをわざわざ正座して聞かそうって意図はなんなんだよ。兄貴は結局、俺たちに何が言いたいんだよ？」


「だから、殺しが芸術だと──」


「それはわかったって言ってんじゃん！　俺が言いたいのは兄貴が何を言いたいのかってことで、それをさっきから言ってんだよ、俺はっ」


「……反抗期」


「違うだろ！」


　弟の言い分が、本当にわからないのだろう。ナブロはほんの少し柳りゆう眉びをひそめた。それから不意に、何かを了りよう解かいした様子で頷いた。


　弟の肩にぽんと手を置き、


「すまない、ヤフリー。お前、寂さびしかったんだな」


「こ、殺してえ……」


　ヤフリーがわなわなと身体を震ふるわせ、マーベリックが何度目かのため息をもらす。


　ハンスが耳元に口を寄せ、


「マーベリック」


「……なんだよ、兄ちゃん」


「我々は基き本ほん的に成長しない。だが、ヤフリーが今後永えい遠えんに反抗期だと、これは無視できぬ問題だぞ」


「……あー……心配ないよ。あいつはいい子だから」


　マーベリックは力なく微ほほ笑えんだ。ハンスはぴくりとも笑わず、「なら安心だ」と真ま面じ目めに頷いた。彼も彼で、どこかずれている。ヤフリーも難なん儀ぎな「家族」を持ったな、と他ひ人と事ごとのようにマーベリックは思った。


　船室のドアが開いたのは、そんなときだった。


「にぎやかだな」


　顔を出したのは、赤しやく銅どう色いろの肌はだをした見上げるほどの偉い丈じよう夫ふだった。巨きよ漢かんだが、その肉体は見事なバランスを形成している。


　彫ほりの深い顔立ちをあごひげが縁ふち取どり、唇くちびるにはわずかな微び笑しよう。弟たちに向けられた瞳ひとみには、深い英知と親愛が見て取れた。


　姉弟の三番目。千年の時を生き、かつてはアラビアにその人ありと言われた、元『舞まい姫ひめバサラ』の血けつ統とうの大だい吸きゆう血けつ鬼き、ダール・ディーンだ。


　ダールが登場すると、ハンスは無言で会え釈しやくをし、マーベリックは露ろ骨こつにほっとした顔を見せた。ヤフリーも、この兄の前ではみっともないところは見せたくないらしい。恨うらみがましい目をナブロに向けたあと、なんとか憤ふん懣まんを引っ込めた。


　そんな弟たちの態度には気付かないまま、ナブロは気さくにグラスを持つ手を持ち上げた。


「ダール。久ひさしぶり」


「確たしかに久しいな、ナブロ。といっても、俺たちにすれば、あってないようなわずかな時間ではあるが」


「気にするな。『久しぶり』というのはただの、慣かん用よう句くだ」


　素そっ気けなくナブロが答えた。「変わらんな」とダールは苦笑した。変わらないのもまた、彼ら吸血鬼の宿命のひとつだ。


　かつては生まれ故こ郷きようの民みん族ぞく衣い装しようを身にしていたダールも、いまはその巨きよ軀くをスタンドカラーの白いコートに包んでいる。まるで、神に仕える僧そうのようだが、皮肉にもその装よそおいは、彼の厳げん格かくさと包ほう容よう力りよくに似に合あっていた。唯ゆい一いつ、頭に巻まいたターバンだけが、かつての名な残ごりを残している。


　ちなみに、ハンスは地味なグレイのシャツにスラックス。マーベリックは洒しや落れたアロハ。ヤフリーはいつものストリート・ファッションだ。


　もっとも、どのような服装に身を包んでいようと、彼らの本ほん質しつは変わらない。闇やみの中で蠢うごめく人ひと影かげと、怪あやしく光る五対の瞳。閃ひらめいては消える、ぼんやりと白い牙。ここに集つどっているのは、紛まぎれもない魔ま物ものたちなのだ。


「いつ戻もどった？」


　ダールが聞くと、ナブロは「昨さく晩ばん」と答えた。


「ダールとは行き違ちがいだった。武ぶ器きの調達だって？」


「ああ。手が空あいてたんでな。マーベリック。物は船倉に入れておいた。あとでリストと確認しておいてくれ」


「了りよう解かい」


「お手を煩わずらわせて申し訳わけありませんでした、兄上」


「気にするな、ハンス。ちょうどラウとも連れん絡らくを取る必要があったんだからな」


　ダールの台詞に、ヤフリーが思い出したように顔を向けた。


「そういや、ラウの奴やつ、どうだった？」


「奴も相変わらずだ。お前に伝言を預かってるぞ。『さぼるな』と」


「……さぼるの前ぜん提ていかよ。しかも俺にだけ？」


「ハンスが日々の鍛たん錬れんを怠おこたる訳はないし、マーベリックには言うだけ無む駄だなんだそうだ」


　ダールが肩を竦めると、ハンスは当然のように頷き、マーベリックは舌したを出した。


　姉弟の八番目、ラウ・王ウオンは、剣術の達人だ。その腕を見み込こまれ、ハンス、マーベリック、ヤフリーら三人の兄に、剣の指し導どうを行っているのである。


　ただ、彼はここ数年、ある目的のために一人別行動を取っている。今回の招しよう集しゆうにも、彼だけは応おうじていなかった。


「どうせなら、ダール兄貴が教えてくれればいいのに。剣の腕なら、何たって兄貴がピカイチじゃんか」


「俺の剣は独どく特とくだからな。お前、俺の真ま似ねをして妙みような型かたで戦ってるそうだが、基き礎そを疎おろそかにするのは愚おろかだぞ」


「ちぇっ。ダール兄あに貴きまで説教かよ」


「よろしい、ヤフリー。ならばこの天才ナブローシュカ様が直々に、老ろう牙がに伝わる暗殺剣を──」


「……止やめてくれ」


　げっそりしてヤフリーが呻うめいた。ナブロに教えを請こおうものなら、訓練の度たびに真剣で切り刻きざまれるのは目に見えている。


「そういえば、聞いたぞ、ナブロ。お前、アメリカではしくじったそうじゃないか」


　ダールが意地悪く尋たずねると、ナブロは珍めずらしく顔をしかめた。


「あと一歩で逃にげられた。あの神父、勘かんの良さだけは、吸血鬼じみてる」


「さすがだな。まだ鈍にぶってはいない、ということか」


「ザザも悪い。もう三日待ってれば、追いかけて仕し留とめられたのに」


　仕事の途と中ちゆうで強ごう引いんに呼び戻もどされたことが、ナブロには不満らしい。


　その才さい能のうと『橙蜂オレンジ・ビー』の武名が広く知られているものの、ナブロが闇の中を生きた時間は、百年と少々だ。千年近く生きたダールに比くらべれば、その「格かく」は比べられるものではない。これはザザに対しても同様で、九姉弟の序じよ列れつでいっても、ナブロは二人の弟分となる。


　しかし、閉へい鎖さ的てきなことで知られる『老牙ニザリ』の血族内で育ったためか、ナブロにはその辺りの感覚が薄うすかった。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の気き質しつもあるのだろうが、姉弟でもっともナチュラルに偉えらぶっているのが彼なのだ。


「まあ、ナブロ兄ちゃんには気の毒だけど、実はいま神父に死なれるのは困こまるんだ」


　とマーベリックが取りなすように言った。


「神父ほどの大物が暗殺されたとなれば、周りに広がる波は紋もんもでかいからね。せっかく順調に進んでる計画に支し障しようが出るってんで、ザザ兄ちゃんが急いで呼び戻したんだよ。神父に関しては、当面の動きを封ふうじれば十分だって判はん断だんしたわけ」


「最初から殺させるつもりはなかったのか？　ならば、そう言えばいいではないか」


「いやあ、言ったら兄ちゃん、めんどくさがって行かないだろ？」


「当然だ」


　真顔で即そく答とうするナブロ。マーベリックは苦く笑しようするしかない。


　ダールが、「ふむ……」とあごひげを撫なでる。


「その『ウォーカーマン』はどこだ？　俺が戻るまでには新しい端たん末まつを船に寄よ越こすと言っていたはずだが、まだ着いていないのか？」


　何気ない質問だったのだが、それを聞いた弟たちは、皆みな一いち様ように目を逸そらした。ナブロですら、その話題には触ふれたくないのか、口を閉とざしてしまう。


　弟たちの態度に、ダールは軽く眉まゆをひそめた。


　すると、まるで狙ねらっていたかのようなタイミングで、船室のドアが開いた。


「呼んだかしら、ダール君！」


　ダールの頰ほおが引きつった。
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　九姉弟がアジトのひとつとする大型クルーザー。その中で個こ室しつを独どく占せんしているのは、姉弟内における絶ぜつ対たい的権力者である姉と、末の妹の二人だった。


　ツインベッドにナイトテーブル。サイドボードにチェア。決して広くはない部屋に、シンプルでセンスのいい調度品が配置されている。柔やわらかい間かん接せつ照明が室内をベージュ色に染めていた。


　その部屋で、姉はベッドに横たわり、英字新聞を眺ながめていた。


　艶あでやかな女じよ性せいだ。物もの憂うい様子で横たわる姿すがたでさえ、何かしら華はながある。


　外見は二十代半ば。切れ長の翠みどりの瞳ひとみと黒いルージュを引いた唇くちびるが、鋭するどさと妖あやしさを彼女の美び貌ぼうに添そえている。長く伸のびた滑なめらかな黒くろ髪かみと、対照的な白い肌はだ。シャツにジーンズというラフな服装が、飾かざり気のない彼女の美しさを引き立たせていた。


　九クー龍ロン王なきあと、血族を束たばねる姉弟の一番目。『黒くろ蛇へび』の異い名みようをとる、カサンドラ・ジル・ウォーロックである。


　一方妹は、鏡の前に座すわって髪を三つ編あみにしようとしていた。寝ね癖ぐせをつけてしまったので、なかなか苦戦している。


　年の頃ころは十歳さい前後。姉のような際きわ立だった容よう貌ぼうではないが、野花のような印象の可愛かわいらしい少女だ。大人しいようでいて、よく見れば利発そうな顔つきをしている。


　ただ、少女の右目だけは、特とく徴ちよう的だった。左の瞳は髪と同じ黒色なのに、右の瞳は鮮あざやかなスミレ色をしている。しかも、日向ひなたの子こ猫ねこを思わせる、縦たてに長い瞳どう孔こうをしているのだ。それは、人と吸血鬼ブラツク・ブラツドのハーフである、ダンピールの証あかしだった。


　九姉弟の末まつ子し。彼女は、始祖ソース・ブラツド九龍王の、実の娘むすめなのである。


「ワイン」


　呼ばれて、少女──ワインは鏡に映うつる姉に目を向けた。カーサは新聞を置くと、ワインに向かって微ほほ笑えんだ。


「おいで。私がやろう」


「え。でも──」


「いいよ」


　一瞬遠えん慮りよしたワインだが、カーサが重ねて手て招まねきすると、はにかみながら鏡の前を離はなれた。


　膝ひざを揃そろえてベッドの縁ふちに腰こしを下ろす。カーサは身体からだを起こすと、行ぎよう儀ぎ悪わるく胡坐あぐらをかいて、背中を向けるワインの髪を手に取った。


　カーサは手先が器用である。その繊せん細さいでしなやかな動きを、ワインは興きよう味み深そうに、鏡越しに見つめていた。


「ワインの髪は編みやすいな。性せい格かくに似にて素す直なおだ」


「ほんと？」


「ほんとさ」


「うーん。でも、お姉ちゃんってこれまでに他の人の髪を編んだことなんかあるの？」


　ワインはからかうような口調で言った。良くも悪くも奔ほん放ぽうな姉だけに、他人の髪を編んでいる姿など想像できなかったのだ。


　しかしカーサは、手は休めないまま、「あるとも」と鼻を鳴らした。


「昔は気が向けば、とある日本人の髪を編んでやったもんさ。そいつの髪もまた、性格に似た石頭の直毛でね。二回に一回は途と中ちゆうで起きて抵てい抗こうされたよ」


「……起きる？　抵抗？」


「せっかく斬ざん新しんなデザインにしてやってたのに、生意気だろ？　まあ、たいていの場合は、腕ずくで黙だまらせたがね」


　髪を編むカーサが一瞬遠い視線になり、ミルクを舐なめる牝め豹ひようのような冷笑を浮うかべた。なぜかそれ以上は聞かない方がいい気がしたので、ワインは話題を変えることにした。


「でも、わたしはお姉ちゃんみたいな髪がいい。すごく綺き麗れいだもん」


「おや。ありがとう、ワイン」


「ほんとよ？　光の具合で色んな風に見えるし。手で触さわっても気持ちいいもの」


「そう？」


　カーサが悪戯いたずらっぽくささやいた。すると、突然彼女の黒髪がふわりと宙ちゆうに浮き上がった。力場思念ハイド・ハンドだ。


　獲え物ものを狙う蛇のように、カーサの髪がワインに忍しのび寄る。かと思うと、するするとうなじに巻き付き、毛先が耳元をくすぐった。ワインは思わず声を上げた。


「わっ。ちょっと！　お姉ちゃん!?」


「動くなワイン。手元が狂くるう」


「だったら止やめてよ。きゃっ！　く、くすぐったいって！」


「私の髪は好きなんだろ？」


「こんなことする髪は嫌きらいです！」


　悲鳴を上げつつ、それでも生き真ま面じ目めに身動きを堪こらえるワイン。カーサはクスクス笑っていたが、手早く髪を編み上げて、ぽんとワインの背中を叩たたいた。


　力場が解とけて、髪がワインの身体にしなだれかかる。「もうっ」と頰ほおを膨ふくらませたワインだったが、落ち着いたあとは姉の髪を手に取り、羨うらやましそうに手のひらで撫なでた。


「……いいなあ。やっぱり、綺麗」


「ワインの髪だって可愛いよ。なんなら、たまには違う髪型にしてみるかい？」


「ううん。わたし、この三つ編み好きだから。……あ、そうだ。今度はお姉ちゃんも三つ編みにしてみなよ。お揃いになったら、わたし嬉うれしい」


「三つ編み？　私が？」


「だって可愛いんでしょ？」


　肩越しに振り返り、ワインがにっこりと笑顔を見せる。一本取られたカーサが、困こまったように頰をかいた。


「まあ、ワインのご所望なら、揃いにするのも吝やぶさかじゃないよ」
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「ほんとに！」


「もっともそのときは、馬ば鹿かな弟どもを身動きひとつ取れないようにして、乙おと女めの秘ひ密みつを守る必要はあるかな。特にうちには他人に乗り移うつれる大馬鹿がいるから、奴には前もって厳げん重じゆうに警けい告こくしておかないと。好こう奇き心しんの代だい償しようがどれほど高くつくか、よくわかるように」


「……ごめん、お姉ちゃん。ただの冗じよう談だんだから」


　提てい案あんを翻ひるがえした妹に、カーサは肩を竦めた。もう一度ぽんと肩を叩く。


「──どうやらダールも帰ったらしい。髪も終わったし、みんなのところに行こうか」


「ダールお兄ちゃんが？」


　ワインにも、吸血鬼の気配を感じる能力は身に付いている。ただ、ダールほどの大物になると常つねにその気配をセーブしているため、離れていてはわからないのだ。その点カーサはさすがで、他の弟たちの気配の揺ゆらぎからダールの到とう着ちやくを読み取ったのである。


　ダールの帰き還かんを知ったワインは、一瞬晴れやかな表情を見せた。だが、次の瞬間にはその表情にわずかな影が差した。些さ細さいな変化だったが、カーサは見逃さなかった。


「ワイン？」


「ん？　なんでもないよ」


　その言葉通り、ワインはなんでもない顔をしてベッドから立ち上がった。「さ、行こ」と姉に呼びかけてドアに向かう。


　カーサは無言だったが、代わりに彼女の髪が動いた。編んだばかりのお下げに絡からまり、絶ぜつ妙みようの力加か減げんで、妹を後ろに引っ張る。


　文字通り後ろ髪を引かれ、ワインがベッドに仰あお向むけに倒れた。「お姉ちゃん!?」と抗こう議ぎしかけた妹を、カーサは背はい後ごから優やさしく抱だきしめた。


「……ワインはダールが嫌いかい？」


「そ、そんな訳ないじゃない！　怒おこるよ？」


「うん。わかってる。ごめん。ワインが嫌いなのは、これから私たちがやろうとしてることだよな」


　抱きすくめ、後ろからささやく声に、ワインは反はん論ろんを返せなかった。


「ワインは、戦いが嫌いだもんな」


「……そんなこと、ないよ」


　力を抜き、身体を姉に預けるようにしてワインはつぶやいた。カーサは何も答えない。


　九クー龍ロンの血は乱らんを好む。


　闘とう争そうは、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』にとって避さけては通れぬ宿命であり、同時に『血』が命じる使命でもある。姉弟にとって、生とはそのまま戦いを意味するのだ。


　しかし、ハーフであるワインは、その宿しゆく業ごうから半なかば逃のがれている。心根が優しい分、争い事が嫌いなのだ。そして、そんな自分を疎うとんでもいる。大好きな姉や兄たちと違う自分が、許ゆるせないからだった。カーサは、そんな妹の気持ちをよくわかっていた。


「皮肉だな」


「え？」


「混こん血けつの私が救われた九クー龍ロンの血で、混血のお前が苦しむなんて」


「お姉ちゃん……！　わたしはそんな──苦しんでなんかないよ。ほんとだよ？」


　ワインは懸けん命めいに抗こう弁べんした。振り返って姉を見ようとするが、カーサはワインの背中に顔を埋うめるようにして目を合わせない。それでもワインは繰くり返し言った。


「ほんとだよ。わたしは、みんなの妹だもん。そうでしょ？」


「……ああ。その通りだ」


　カーサはワインの背中に額ひたいを押し当てたまま、静かに頷いた。黒髪の先がちょんちょんと妹の頰をつつく。ワインは笑顔を取り戻して、子こ供どもを叱しかるように姉の髪先を手のひらで叩いた。


　と──


「当たり前でしょ、ワインちゃん！　ワインちゃんは僕ぼくらの大事な大事な妹だよ！」


　部屋のドアが強きよう烈れつな勢いきおいで開き、一人の少女が飛び込んできた。


　美少女である。ハイティーンの、まるで人形のような少女だ。腰こしまで届とどくブロンドが、細長いツインテールに束たばねられていた。


　ぱっちりと開いた瞳ひとみは上品なブラウンで、二重まぶたを飾かざる長い睫まつ毛げは自然なカーブを描えがいている。肌はだには染しみひとつなく、手足は白鳥のように細ほそい。そして、そんな儚はかなげですらある身体からだを、これでもかというほどフリルの付いたフレアスカートのドレスが覆おおっていた。全身ピンク色で、首のチョーカーだけが漆しつ黒こくのエナメルだ。


　少女はミュージカルさながらの身振り手振りで身み悶もだえしながら、


「ああ、可か哀わい想そうなワイン。健けな気げなワイン。そんなつまらないことで、その小さな胸を痛いためていただなんて！　僕はなんて気がつかない奴だろう。でも大丈夫だよ、ワインちゃん。出自なんて関係ないさ。僕らはみんな、君のことが大好きなんだからっ。寂しがることなんか、これっぽっちもない。さあ、僕の胸で思う存ぞん分ぶんに泣きなさい！」


　と、カーサからワインをひったくるようにして、力一杯に抱きしめた。


　ワインは目を白黒させた。


「え、な、なに？　まさか、ザザお兄ちゃ──」


「いまはお姉ちゃんと呼んでちょうだいっ。ザザお姉ちゃんと！」


　少女は狂くるおしく言った。さすがのワインも、ええー、という顔をした。


　姉弟の二番目。かつては『ウォーカーマン』の異名で知られた闇の世界のフィクサーは、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に染まったいま、自らをザザと名乗っている。


　ザザは、姉弟の中で誰だれよりも長い時間を、その精せい神しんを他者から他者へと乗り移うつることで生きてきた。あるときは吸血鬼に。またあるときは人間に。そうやって、昼と夜を渡わたり歩いてきた、世界的にも希け有うな吸血鬼なのである。


　そして、どうやらいまは、この少女が『ウォーカーマン』の端たん末まつらしい。


「いくら優やさしいお兄ちゃんでも、男相手じゃ言いにくいことがあったでしょう！　でもこれからは平気よ、ワインちゃん。なんでも僕に相談して。二度と君に寂しい思いはさせないから！」


「お、お姉ちゃんなら、もういるよ！」


　あっぷあっぷと溺おぼれるようにワインが言った。ザザはハッとしたようにワインの抱ほう擁ようを解といて、ベッドに座る姉に向きを変えた。


「そうでした！　うっかりご挨あい拶さつを忘わすれてましたわっ」


　と、可か憐れんな両手を胸の前で揉もみしだき、瞳をきらきらさせてカーサの胸へとダイブする。


「ご機き嫌げんようっ、お姉さ──ぶ！」


　可憐な少女の顔面に、妖よう艶えんな美女の拳こぶしがヒットした。ナブロが見れば感心しそうな、芸術的な一発だ。


「き、決め台詞ぜりふを!?」


「さあワインこっちにおいで。そんなところに立ってると、また変へん態たいに抱きつかれちゃうぞ」


　爽さわやかにザザを無視して、カーサがワインにほほえみかける。無視された上の妹は、鼻を押さえながら涙なみだ声ごえを出した。


「あんまりですわ、お姉様っ。いまの僕は、生身の人間なのに！」


「黙だまれ変態。イカレた奴やつとは思っていたが、まさかこれほどまでとはな。この私ともあろうものが、戦せん慄りつを禁きんじ得ないよ」


　そのまま人を殺せそうな視線で、カーサがザザを冷ややかに見下ろす。さすがにワインもフォロー不ふ可か能のうだ。とはいえ、ザザもザザで、わざわざシルクのハンカチを取り出し、悔くやしげに縁ふちを嚙かんだりしている。外見とは裏うら腹はらに、案外頑がん丈じような端末のようである。


「その辺にしておけ、カーサ。また新しい端末を寄越すとなれば、その分ロスが大きくなる」


　そう言ってドアの前に現れたのはダールだった。姉と兄──ではなく、二人の姉のやり取りに、賢けん人じんらしからぬ、なんとも言えない表情を見せている。


　彼に続いて、弟たちも室内に入ってきた。


　ザザに白い目を向けるナブロ。相変わらず無口なハンス。ざまあみろと笑いを嚙みしめるマーベリック。何やってんだと赤面するヤフリー。


　九龍王の九姉弟。


　その、八人が揃そろっていた。


「ダール。不幸なことだが、身内から変態がでた。今日から我われ々われは八姉弟だ」


「カーサ。気持ちはわかるが、そのぐらいにしておけ。あなたもだ、『ウォーカーマン』。確かにその身体なら警けい戒かいされることも少ないだろうが、そんな格好をしていては台無しだろう」


「ダール君っ。お姉ちゃんたちを呼び捨すてにするんじゃありません。どうしてあなたは、いつまでたっても他た人にん行ぎよう儀ぎなのっ」


「……ザザ。せめて普ふ通つうに話せ」


「ナブロちゃんまで！　ていうか、あなた口の利きき方に気をつけなさいって、いつもいつも言ってるでしょうっ？」


　二人の弟を相手に、ザザはキイキイと嚙み付いた。それを見守る下の弟たちは、顔を見合わせて処しよ置ち無なしと首を振った。


「なあ、マーベリック兄貴。俺らこれから、特区に攻せめ入るんだよな？」


「当てにしてるぞ、ヤフリー」


　疲ひ労ろうの色いろ濃こい弟の肩を、達観した面おも持もちのマーベリックがしっかりと叩たたく。


　ハンスがぽつりと、


「……可愛い」


「──は？」


　マーベリックとヤフリーが硬こう直ちよくした。ハンスが慌あわてて咳せき払ばらいをする。ダールはカーサに武器調達の報ほう告こくを始め、ザザはナブロに目上の者に対する言葉遣づかいを説き始めた。狭せまい船室は、いまやぎゅうぎゅう詰づめだ。


　しかし、ワインの頰はいつの間にか穏おだやかに綻ほころんでいた。


　彼女らは史上もっとも凶きよう悪あくなテロリスト・グループのひとつである。


　人と吸血鬼の別なく、世界中が彼女らの絶ぜつ滅めつを願っている。


　でも……だから、なんだというのだろうか？


「──お父さん、取り戻そうね」


　ワインのひと言に、姉弟の視線が集中した。


　ワインは思う。生きるために戦う。当然のことではないか。躊躇ためらう理由など、どこにあるだろう。ましてや、ここに揃っているのは天下御ご免めんの怪物モンスターたち──吸血鬼の一族なのだから。


「……特区はいま膿んでいる」


　ザザが言った。声は同じなのに、さっきまでとは印象がまるで違う。外見に揺ゆらぐことのない、彼の個こ性せいがはっきりと浮き出ている。


「龍りゆう王おうとウォーロック家。『カンパニー』とＣＥＯ連合マネー・キヤビネツト。『銀ぎん刀とう』。そして、『緋眼のゼルマン』。傷きず口ぐちには事欠かない。水上の魔都は爛らん熟じゆくし、もはや腐ふ食しよくを止めることはできない。そして──」


　吸血鬼おうは腐ふ土どより甦よみがえる──そう、ザザは言葉を結び、血族の長へと目を向けた。


　カーサは頷いた。ベッドの上で片かた膝ひざを立て、妖よう艶えんな唇の端はしを心持ち持ち上げる。


　それはそれは不ふ敵てきな表情で、


「そろそろ始めるとしよう。香ホン港コン再び、だ」





　　　２





　女の抵てい抗こうはすぐに途と絶だえた。視経侵攻アイ・レイドが成功したのだ。


　口こう腔こうに満ちる温かな熱。彼は夢む中ちゆうでそれを飲み干ほした。三か月ぶりの吸血。三か月ぶりの生命いのちだ。我われを忘れそうになる。構かまうものかと、彼は開き直った。どうせ自分は、すでに目をつけられている。一昨日の晩、渇かわきに屈くつして血を吸すおうとし、失敗したのだ。その際さい、目もく撃げき者しやを出してしまった。


　昨日今日と騒さわぎにならなかったのは、『カンパニー』が動き、事じ件けんをもみ消した証しよう拠こだろう。だが、騒ぎにならなかったからといって自分が無事で済すむわけではない。『カンパニー』が寛かん容ようを示しめしたとしても、奴らは決して見み逃のがさない。なら、いまこうしてのどを潤うるおす快かい楽らくに身を委ゆだねて何が悪いだろう。


　指先に力がこもった。牙きばがより深く首くび筋すじに埋うまり、女の身体がビクリと痙けい攣れんした。


　もう少し。もう少しだけ。命までは奪うばわない。だから、この熱をもう少しだけ味わっていたい……


　だが、彼は不意に全身を強こわ張ばらせた。視線を感じたのだ。


　硬こう直ちよくしたまま目だけを動かして視線を追う。彼が女を誘さそい込んだのは、ビルとビルの狭はざ間まだ。その、街灯の明かりも差し込まない闇やみのさらに奥おくから、視線は彼に向けられていた。


　汚よごれたポリバケツに、排はい気きダクト。路地を塞ふさがんばかりに積み上げられたデスクやキャビネット。そうした廃はい棄き物ぶつの上に、闇の中で光る一対の瞳ひとみがあった。


　目が合った。ぎょっとした。瞳は揺るぎもせず、じっと彼を──女の首筋に牙を立てて血をすする彼の姿を凝ぎよう視ししていた。


　目撃者。またしても見られた。しかし、これは？　なぜ騒がない。なぜ怯おびえないのか。吸血鬼ブラツク・ブラツドなのだ。彼を見ている視線の主もまた、彼と同じ、黒き血の血族なのだ。


　ただ、彼に向けられた視線には、恐きよう怖ふもなければ欲よく望ぼうもない。驚きすらほとんど感じなかった。正体不明の熱っぽさだけが伝わってくる。食い入るように、こちらを見ている。


　空で雲が動いた。


　月が差す。ビルの狭間に、うっすらと青白い光が──


　そのときだった。彼は、こちらに近づいてくる複ふく数すうの気配を察知した。全身に鳥とり肌はだが立った。思わず女の身体を放はなしていた。


　支ささえを失い、女が崩くずれ落ちる。意い識しきも失ったらしい。が、もはや彼は女に注意を払はらおうとはしなかった。こちらを見つめる視線さえ、急速に意識の隅すみへと追いやられた。彼は路地から飛び出した。人気のない夜の車道を、全力で駆かけた。


　近づいていた複数の気配が方向を変えた。彼を追つい尾びする。素す早ばやく、しかも着実に。戦せん慄りつは恐怖に塗ぬり変わった。間違いない。奴らだ。この「狩しゆ猟りよう」の感覚は、奴らのものだ。


　彼は必死に走った。だが離せない。それどころか近づいてくる。自らの気配を隠そうとせず、逆にプレッシャーをかけて彼を追い詰つめている。焦あせりが恐怖に拍はく車しやをかける。


　交差点に出た。


　その瞬間、遠方で銃じゆう声せいが聞こえ、次いで彼の右足に衝しよう撃げきが弾はじけた。


　勢いきおいがついていた身体が、アスファルトの上に投げ出された。全身を襲おそう打撃に息が詰まる。骨ほねが何本か折れるのがわかった。痛いたみが神しん経けいを走り抜けた。


　この程てい度どの傷きずは吸血鬼にとって問題ではない。打撃の痛みも息を整える間に和やわらいだ。だが、足の痛みだけは消えなかった。燃もえるような激げき痛つうが、頭の中を占せん拠きよした。


　銀頭弾シルバー・チツプだ。遠えん距きよ離りから、高速で走る彼に向けての射しや撃げき。狙そ撃げきされた。


　ほとんど反射的に、彼は身体を捻ひねっていた。直後、彼が倒れていた場所に、二発目の弾だん丸がんが着弾した。どこから？　わからない。恐怖でまともな思考ができない。ただ闇やみ雲くもに、這はいずって逃げる。その跡あとを、二度、三度と着弾がなぞっていく。


　程ほどなく、交差点に追っ手が現れた。


　闇に溶とけ込けむ、都市迷めい彩さい戦せん闘とう服ふく。頭部を覆い隠かくすヘルメットと、そこにマウントされた多目的ディスプレイ。男たちは、身を屈かがめた低い姿し勢せいのまま、音もなく交差点を封ふう鎖さする。手にしているのは短銃身のライフル。Ｍ４Ａ１カービンだ。一糸乱みだれぬ移動の最中も、銃口はピン留どめされたように彼を照しよう準じゆんして動かない。高度に鍛きたえられ、洗せん練れんされたその動作は、もはや人間に可か能のうな領りよう域いきを超こえていた。


『カンパニー』が特区に招まねき入れた猟りよう犬けんたち。


　人類の命に従したがい、同族へ牙を剝く、米軍の対吸血鬼戦闘部隊。


　人じん為い的てきに吸血鬼ブラツク・ブラツドへと転化した、吸血鬼化特殊部隊ブラツク・ブラツド・フオースだ。


「……『赤い牙レツド・フアング』」


　そのつぶやきがもれたとき、彼には一いつ個こ分ぶん隊たいの銃口が集中していた。銃身に取り付けられたレーザーポインターの赤い光が、血しぶきのように点々と身体を埋うめている。彼らの態度と同様、感かん傷しようの入る余よ地ちがない無む機き質しつな光点だ。


「投とう降こうしろ」


　と誰かが言った。誰が言ったのかはわからない。誰もが同じように見えた。


　彼は頷うなずかなかった。それ以外に選せん択たく肢しがないとわかっているのに、身体が凍こおり付いて身動きが取れない。時間だけが通り過ぎてゆく。十秒か。それとも一時間か。


「投降の意い志しは？」


　と誰かが繰くり返した。彼が気付かぬうちに、光点が心しん臓ぞうに集まっていた。言外に含まれた、最さい後ご通つう牒ちようの意志。それでも、彼は動けない。


　ごく無む造ぞう作さに、引き金が引かれた。


　だが、発射された銀頭弾シルバー・チツプは、彼に届く前に空中で停止した。


　弾かれたように、男たちが彼から離れる。放射状に散さん開かいし、距離を取った上でもう一度カービンを構え直す。


　両者の間にできあがったスペースに、夜空から人影が舞まい降おりた。


　赤い帽ぼう子しに、赤いスーツ。肩まで届く黒くろ髪かみに、切れ長の黒い瞳。すらりとした涼すずやかな青年で、身のこなしには、しなやかな弾力とキレがある。フル装そう備びの一個分隊と対たい峙じしながら、その表情には太ふて々ぶてしさが滲にじんでいた。手にした日本刀が、銀ぎん色に鈍にぶく光っている。


「ここまでです」


　と赤い人影は告つげた。


　突とつ然ぜんの乱らん入にゆう者しやにも、男たちは動どう揺ようを見せなかった。銀でコーティングされた日本刀。それを操あやつる要注意人物に関する情報は、言うまでもなく、事前に与あたえられている。


　赤い人影と『赤い牙レツド・フアング』は、そのまま無言でにらみ合った。


　少し遅おくれて、アスファルトを蹴ける複ふく数すうの足音が聞こえてきた。それにバイク──いや、スクーターのエンジン音だ。


　日本刀の切っ先が一いつ閃せんする。軽い警けい告こくだ。その意図を汲くみ、剣の振られた先で交差点を封鎖していた男が、大人しく場所を開けた。


　そこへ、ベスパに乗った一人の少女と、彼女に率ひきいられた吸血鬼の集しゆう団だんが駆かけつけた。


「長老!?　どうしてっ」


「馬鹿っ。何を一人で自や棄けになってるんだ、お前は！」


　足を撃うたれてまだ立てない彼に、駆けつけた集団の一人が怒ど鳴なり返した。そんなやり取りを横目に、先頭を切って乗り込んできた少女は、ベスパを交差点の中央まで走らせた。


　これといった特とく徴ちようとてない、二十歳はたち前の少女である。しかし彼女は、急ブレーキで車体を傾かたむかせながら、恐おそれることなく吸血鬼たちをにらみつけた。


　まるで、騎き兵へい隊たいの切り込み隊長のように、颯さつ爽そうと声を出す。


「あなたたち、手を引きなさいっ。事情は知ってるけど、明らかにやり過ぎよっ。その人の身み柄がらは、この葛かつ城らぎミミコが預あずかります！」
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　いま、この時期、こんな場所で、本気で激げき突とつするはずがない。


　そう思っていなければ不安で見ていられないほど、ミミコの眼がん前ぜんで繰くり広げられる戦いは、激はげしいものに思われた。


　交差点という空間を、縦じゆう横おう無む尽じんに赤い影が駆かける。路面を蹴り、ビルの外がい壁へきへ。身を翻ひるがえして、街がい灯とうの上へ。銀色の輝きが幾いく度ども閃ひらめき、殺さつ到とうする兵士たちと複ふく雑ざつに交こう錯さくした。


　敵の手に握にぎられているのは、銀の刃を備そなえた対吸血鬼用コンバット・ナイフだ。仲間が後こう退たいすると、すかさず銀頭弾シルバー・チツプの点射が集中する。息の合ったコンビネーションである。しかし、赤い影はそれを巧たくみに躱かわしている。一いつ進しん一いつ退たい。見ようによっては、複雑で大がかりな乱らん舞ぶが展てん開かいされているようだ。


『銀刀』望もち月づきジローと『赤い牙レツド・フアング』の交戦は、そろそろ七分に及およぼうとしていた。


「ミミコちゃん。もっと下がって！　流れ弾だまに当たるわよっ」


「大丈夫。向こうも、丸腰の人間を狙ねらったりしません！」


「馬鹿っ。流れ弾に丸腰も何もないでしょ」


　ミミコを叱しかるのは、彼女が引いん率そつしてきた血族の長おさだ。特区の下か層そう社会で生きる弱小血族のリーダーで、名はフェイニー・周チヤウという。見た目はミミコよりさらに若わかく、中学生ぐらいの少女の姿すがたをしている。それでも、血族の中では最年長者である。


　足を撃うたれた吸血鬼は、周の血族なのだ。彼女から要よう請せいを受けて、ミミコはここに駆けつけたのだった。


「彼女の言うとおりだ。君が倒たおれては、我々に護ご衛えいを任まかせてくれているジロー殿どのに申し訳が立たない。彼にしても戦いづらくなるだけだ」


　そう説得するのは、鰐わに革がわのジャケットを着た、三十手前の男だった。キケロ・ロッシーニ。以前は『義ぎ士しピクロテテス』の血統を率ひきいていた吸血鬼だ。


　二人の忠ちゆう告こくに、ミミコは唇を嚙かんだ。ただ見守るだけの自分が、仕方ないとはいえ口く惜やしかった。


　しかし、彼女が葛かつ藤とうにケリを付けるより早く、なんの前まえ触ぶれもないままに『赤い牙レツド・フアング』は撤てつ退たいを開始した。


　一度退ひき始めると、瞬またたく間に戦場を離り脱だつする。鮮あざやかなものだ。ミミコは思わず肩の力を抜いた。


　同時に、ミミコの前にジローが着地した。


　赤いスーツが踊おどるように翻る。彼の表情は、戦闘直後とは思えないほど平然としたものだった。チン、と音を立てて銀刀を鞘さやに収おさめると、にこやかにミミコに振り向いた。


「お待たせしました。怪け我がは……ないようですね。何よりです」


「ジローさんこそ。大丈夫なの？」


「当然です。さっきのは単なる小手調べですよ。連中の方もまったく本気ではなかった」


「あれで？」


　ミミコが驚おどろいて聞き返すと、ジローは幾いく分ぶん真顔になった。


「……個こ々この動きに、部隊の練度。さすが『本ほん職しよく』というべきか、かなりのものです。同じ規き模ぼの対吸血鬼部隊や吸血鬼集団とは、比べ物になりません」


「そ、そうなんだ」


　確かに、さっき戦った兵士たちには、浮うき足あしだったところや激しい戦意のようなものは感じなかった。逆に、訓練をこなしているような落ち着きさえあった気がする。


「それに、今日の彼らは、転びたてアンダー・イヤーとの戦闘を想そう定ていした装そう備びだったはずです。重火器が少なかった。噂うわさでは、『赤い牙レツド・フアング』の本ほん領りようは対古血戦オールド・ブラツドせんにあると聞きます。彼らはおそらく前ぜん衛えいでしょうから、重火器でサポートする後衛を、もう一チーム投入して連動させる。それが本来の姿ではないでしょうかね。門もん外がい漢かんなので、断だん言げんはできませんが」


　ジローが難むずかしそうな顔で言うと、「それなら俺も聞いた」と、キケロが口を挟はさんだ。


「いま特区に入っているのは、一部の先行部隊らしい。本隊の到とう着ちやくは、このあとだとか……」


「ちょっとちょっと。あんな物ぶつ騒そうなのが、まだ増ふえるの？　特区はいったい、どうしちゃったのよ。『カンパニー』は何を考えてるの？」


　周が呆あきれたようにぼやいた。だが、ただ呆れているわけではなく、高まる不安を誤ご魔ま化かしているようだった。ミミコも同じ思いだ。彼らが特区の地を踏ふんで以来、何人の人間レツド・ブラツドと吸血鬼ブラツク・ブラツドが、同じ思いを抱いたことだろう。


「とにかく」とジローがまとめる口ぶりで言った。


「今夜は一度解かい散さんするとしましょう。闇に生きる我々が、こんな場所にたむろしているのも拙まずい」


　ジローの言うとおり、最近の特区では、『カンパニー』の圧あつ力りよくが通じない海外メディアも増えている。いつどこで人間社会に正体を暴あばかれないとも限かぎらないのだ。


　キケロは頷き、


「また連絡する」


　と言い残して去っていった。


　周もまた、連れてきた同族に負ふ傷しようした仲間を運ぶよう指し示じを出した。


「今日はありがとう、ミミコちゃん。このお礼は、きっとする。あいつのことは心配しないで。明日、私たち自身の手で、『カンパニー』に出頭させるから」


「はい。調ちよう停てい部ぶに直ちよく接せつ話を通して下さい。できれば陣じん内ない部長本人に。あそこはまだ、協定を遵じゆん守しゆしてくれてます。なんとかしてくれるはずですから」


　ミミコはそう念を押した。周たちは小さいながらも協定血族なのである。そうである以上、『カンパニー』は彼女らの要望に応こたえる義ぎ務むがある。


　しかし、逆ぎやくに言えば、たとえ協定血族であっても、反抗の意い志しを見せれば容よう赦しやはしない。それが、『赤い牙レツド・フアング』の立場ということになる。彼らと、彼らの契けい約やく者しやである『カンパニー』の関係が、理想的とは言い難い証しよう拠こだった。


　周の血族が立ち去ると、残ったのはミミコとジローだけになった。


　二人は顔を見合わせ、どちらからともなくため息をもらした。


「フリーの調停屋も大変ですね」


「大変なのはみんな同じよ。日ひ陰かげで暮くらす吸血鬼ブラツク・ブラツドたちも、協定を結ぶ大血族も。それにきっと、『カンパニー』のみんなも、ね」


　ミミコは中古ベスパのシートに座ったまま、空を見上げて、ふう、と息をついた。


　慌てて飛び出してきたので、いまの彼女はブラウスにスカートの軽けい装そうだ。晩ばん秋しゆうの夜気は肌に冷たい。ジローが上着を脱ぬぎ、黙だまってミミコの肩にかけてくれた。ミミコは軽く目を丸めて笑い、「ありがとう」と礼を言った。


　吸血鬼たちが去ったあと、交差点は静まりかえっている。二人はなんとなく、その静せい寂じやくに身を委ゆだねた。


　葛城ミミコが『カンパニー』を追放されてから、およそ半年が経けい過かしていた。


　ロモスという吸血鬼が、公こう衆しゆうの面前で力を振ふるい、人を殺害した、あの事じ件けん。大方の予想通り、あの事件は特区の有り様を──引いては、特区を裏うらで操あやつってきた『カンパニー』の基き本ほん方ほう針しんを、根底から揺ゆるがす結果になった。


　タイミングも悪かった。


　特区は、成立以来十一年間にわたり、人と吸血鬼が秘ひ密みつ裏りに共きよう存ぞんする都市として栄えてきた。その繁はん栄えいは、両種族のパートナーシップがあってこそ、もたらされてきたものだ。


　だが、特区には、ある重大な秘密が隠かくされていた。十一年前、世界に衝しよう撃げきを与あたえた『九クー龍ロンショック』の元げん凶きよう、九クー龍ロン王おう。彼の遺い灰はいを、彼を倒した吸血鬼たちが、特区へと持ち込み、封ふう印いんしていたのだ。その吸血鬼たちこそ、特区の開発に惜おしみない協力を捧ささげてきた、協定血族の盟めい主しゆ。『東の龍王』セイと、ウォーロック家のケイン・ウォーロックだった。香ホン港コン聖せい戦せんで共に戦った、ジローの戦友たちである。


　カーサらによる襲しゆう撃げきを経へたあと、『カンパニー』は吸血鬼たちの秘密を知ることになった。そして、両者の関係に暗雲が立ち込める瞬間を狙ねらったかのように、ロモスの事件が起こった。ミミコが『カンパニー』を出るきっかけになったのも、まさにこの事件だった。


　その後、『カンパニー』は資し金きん提てい供きよう者しやであるＣＥＯ連合マネー・キヤビネツトの提案に従したがい、米軍が秘密裏に設せつ立りつしていた吸血鬼化特殊部隊ブラツク・ブラツド・フオース『赤い牙レツド・フアング』を招しよう聘へいする。これは、『カンパニー』上層部が、より強力な対吸血鬼抑よく止し力りよくを求めた結果だ。最悪の場合は、セイやケインといった力のある古血オールド・ブラツドを相手にしても戦える。そのレベルの戦力が必要だと、『カンパニー』が判はん断だんしたためなのである。彼らは彼らで、特区の平へい穏おんを維い持じするために必死なのだ。


「……みんな良かれと思ってやってるはずなのに。上う手まくいかないよね」


「はい」


　独どく白はくめいたミミコの台詞せりふに、ジローは素す直なおに同意した。


「せめて、ゼルマンが暴走していなければ、『カンパニー』の上層部も、これほど急な判断は下さなかったでしょうに……」


「どうかな？　たぶん、変わんなかったと思うよ。違ちがう種族同士が抱かかえる問題だもん。多少時期が早まっただけで、遅おそかれ早かれ亀き裂れつは生まれてたと思う」


　ミミコは淡たん々たんと意見を述のべる。ジローは視線を彼女に向けた。ミミコはじっと、夜空を見上げていた。


　特区に生じた亀裂とは、人と吸血鬼の間の亀裂である。狩かる者と狩られる者。立場が正反対の二つの種族が持つ、宿命的な亀裂なのだ。


「……でも、いいんだよ。問題を抱えたまま、いつまでも平和に──なんて、都つ合ごうのいいことは無理だろうしね。いつかは正面から向き合わなきゃ。まあ、それがあんな形で噴ふき出してきたのは残念だし、あたし自身まだ辛つらいけど……それでも、こうなったからには、前に進むしかないよ」


「厳きびしい話です」


「うん。でも、きっと大だい丈じよう夫ぶよ。セイさんやケインさんはもちろん、尾お根ね崎ざき会長だって張ジヤン部長だって、みんな悪い人じゃないんだもん」


　赤いジャケットを羽は織おり、ベスパのシートに腰こし掛かけたまま、ミミコはジローに向き直ると、「ね？」とアヒル口に小さな笑みを作った。


　ジローは目を細めた。


　彼女の真まっ直すぐで健すこやかな姿し勢せいが、好ましくてならない。そんな表情だ。


「みんな悪い人じゃない──の中に、約一名、含ふくまれていなかったようですが？」


「……中には悪党もいると思うの。残念なことに」


　誰の顔を思い出しているのか、ミミコの唇くちびるがへの字になった。


　この半年間、変化していたのは特区の事情と『カンパニー』だけではない。スケールは遥はるかに卑ひ小しようとはいえ、ミミコの日にち常じようも大きく変化した。


　何しろ、元ストリート・チルドレンで、働き出したあとも『カンパニー』の調停部しか知らなかったミミコである。それが、一方的に上司から解かい雇こを言い渡わたされ、なんの支し援えんも与えられないまま社会に放り出されたのだ。


　ジローとコタロウがついてきてくれたから良かったようなものの、それでもなお、クビになった最初の一、二か月は大変だった。それはもう、とんでもなかった。波は瀾らん万ばん丈じようとか疾しつ風ぷう怒ど涛とう、あるいはライク・ア・ローリングストーンといった形けい容ようでも追いつかないほど、苦労もしたし、酷ひどい目にも遭あった。これまでの人生でも経験したことがなかった暗黒時代といえる。


　しかし、新たに得たものも少なくなかった。


　現在ミミコは、どの組そ織しきにも所しよ属ぞくしない「もぐりの調停屋」として仕事をしている。これは、『カンパニー』の変節に不信を抱いだく血族や、協定を結んでいない血族、また『カンパニー』からは相手にされないような弱小血族たちを相手に揉もめ事を解決する、相談役のような仕事である。


　たとえば、周たちだ。彼女の血族と知り合ったのは調停員コンプロマイザーのときだが、本当に親しくなったのは、クビになったあとである。正直、迷めい惑わくをかけた度合いの方が大きいと思うのだが、彼女はミミコに信しん義ぎと友情を示してくれた。協定血族であるにもかかわらず、『カンパニー』よりミミコの方を信しん頼らいし、頼たよってくれているのである。


　彼女だけではない。ミミコに相談を持ちかける吸血鬼は、いまでは大おお勢ぜいいた。『カンパニー』の信頼が揺ゆらいでいる証しよう拠ことも言えるが、ミミコの活かつ躍やくが、弱い立場の吸血鬼たちに救いを与えている証あかしでもある。


　評ひよう判ばんを聞きつけたのか、最近では、一年前に大だい失しつ態たいを演えんじて苦労をかけたキケロまでが、力を貸かしてくれるようになった。彼は長老の座ざを部下に託たくしてまで、ミミコに協力してくれている。彼女が示してくれた誠せい意いと尽じん力りよくに、どうしても応こたえたいらしい。背筋が伸のびる思いだ。


　ときどき考えることがある。


　もし、いまもまだ『カンパニー』に所属していれば、どうだっただろうか、と。


　組織の中にいる限かぎり、ミミコも所しよ詮せんは歯車のひとつである。自らを見失うことなく、正しいと思うことに全力を尽つくす。そんな仕事は、できなくなっていたかもしれない。


「けど、それはそれ。これはこれ。あたし思うんだけど、獅し子しの子こ供どもだって、千せん尋じんの谷たにに突つき落とされたら、親を恨うらむと思うの。そこにどんな意図があったとしても、感かん謝しやはできないと思うのよ。たとえ親の方が、その……」


「恨まれることさえ、承しよう知ちの上でも？」


「……うん」


　シートの上で両りよう膝ひざを抱かかえるようにして、ミミコはぶすっと頰ほおを膨ふくらませた。ジローは苦笑して、それ以上何も言わなかった。


　果たして自分は、ちゃんと成長しているのだろうか。自分を見みい出だし、鍛きたえてくれた元上司に、少しでも近づいているのだろうか。


　ミミコはあまり自信がなかった。いまはまだ、周りのことだけで精せい一いつ杯ぱいなのだから。


「……帰りますか」


「そうだね」


　ジローがささやき、ミミコが頷く。そして不意に、「あれ？」と首を捻ひねった。


「コタロウ君はどうしたの？　ここに来るときは一いつ緒しよだったのに」


「ああ。あいつは──」


　とジローは眉まゆ根ねを寄よせて、ミミコたちが現れた車道の先に目を向けた。


「何やら途と中ちゆうで脇わき道みちに逸それて行きました。危き険けんは感じなかったので、そのままにしておいたのですが……ほら。ようやく追いつきましたよ」


　その言葉に振り向いてみれば、確たしかに小さな人ひと影かげがこちらを目指してえっちらおっちら走ってくる。


　遠目にも目立つふわふわとした金きん髪ぱつが、弾はずむように元気に揺れている。青い瞳ひとみが二人を見つけると、慌あわてた様子で駆かけ足になった。


　ジローの弟、コタロウだ。二人に近づくと「とうっ！」と叫さけび、ざざーと両足を滑すべらせながら両手を広げてクマ拳けんの構かまえを取った。クマ拳というのは、コタロウの編あみ出した必殺拳法である。


　勇ましい目つきで辺りを見み渡わたし、


「兄者、お待たせ！　さあ、悪者をやっつけよう。敵てきはどこに隠れてるの？　ぼく一緒に探さがしてあげるよ！」


「探すまでもありません。悪者ならここにいます」


「痛いたい!?　兄者がぼくを殴なぐった！　これはまさか、実戦こそ最高の修しゆ行ぎようであるとゆー兄者の教え！」


「あっはっは。自分の都合のいいようにしか考えないとは、悪者の基き本ほんを押おさえてますね、コタロウ」


「ええっ？　ぼくが悪者？」


「道草して遅ち刻こくするのは悪者です」


「そんな～。遅刻だったら兄者だっていつも……あっ。イタっ！　痛いよ、兄者!?」


　クマ拳の防ぼう御ぎよをかいくぐり、ジローの拳が雨あめ霰あられと降ふり注そそぐ。コタロウは両手と両足をばたつかせたが、兄の攻こう撃げきは容よう赦しやなく的てき確かくだった。


　身長差のある兄弟なので、スーツ姿のマジシャンが実物大のマリオネットに阿あ波わ踊おどりを踊らせているように見える。のどかだなあ、とミミコは思った。


　ひと通りお仕置きを済すませたあとで、ジローはやれやれと肩を揉もんだ。コタロウは頭を押おさえてうずくまっている。


「まったく、お前という奴は……いったい何をしていたのですっ。仕事中に道草など言語道どう断だん。お前には護衛クローザーの自覚がないのですか？」


「ごめんなさい～」


「どうせ、また野の良ら猫ねこでも見つけて、追いかけていたのでしょう」


「ち、違ちがうよ」


「ほう。では何をしていたんです？」


　ジローが聞く。コタロウはなんとか立ち上がると、兄に真ま面じ目めな顔を向けた。


　ジローは腕組みをして弟の言い訳わけを待った。


　数秒ののち、


「……あれ。なんだったっけ？」


「……ふ」


　まったくこの子は、という苦笑を浮かべて、ジローは組んだ両腕を大きく広げた。


　クマ拳の構え。


　兄熊が振ふり下ろした一撃は、弟熊を五分間ほど強きよう制せい冬とう眠みんに追い込んだ。冬眠から覚さめたコタロウが巣す穴あなから這はい出すようによろよろ起きあがるのを待って、ミミコは二人に向けてクラクションを鳴らした。


「二人とも気が済んだかしら？　そろそろ帰るわよ」


「致いたし方ありません。コタロウ。次からはもっと真面目に頑がん張ばるのですよ？」


「は、はい～」


　まだ目を回しながら、コタロウはコクリと頷いた。とはいえ足あし下もともふらついている。


「なんか危あぶなっかしいわねえ。ほら。後ろに乗って、コタロウ君」


「ミミコさん。あまりこやつを甘あまやかさないでください」


「いいじゃない。ジローさんが十分厳きびしくやってるんだからさ。あ、このジャケット、着くまで借かしてね」


　そう言って、おんぼろのエンジンを回すと、ミミコはコタロウと一緒にベスパを走らせた。ジローは肩を竦すくめ、スタッ、スタッ、と月面を走るような身軽さで、ベスパのあとを追いかけた。


　途中、ミミコは肩かた越ごしに、


「ほら、ちゃんとつかまって。落っこちちゃうよ、コタロウ君」


「……ミミちゃん」


「なに？」


「ぼく、お腹なか空すいた」


「やれやれ」


　これなら特区も安心だ。そんなことを思いながら、ミミコは寝ね静しずまった街を走り抜けた。
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「なんだと」


　深夜の突然の報ほう告こくに、尾根崎ミタカは思わず声を荒あららげた。


「いまなんと言った？　区内で『銀刀』と交戦しただと？」


「交戦──というよりは挨あい拶さつのようなものですね。周辺への被ひ害がいは無む視しできるレベル。当然目撃者も皆かい無む。何も問題はありません」


　ダークスーツにノーネクタイの男は、慌あわてた様子もなく唇を曲げた。


　やせ気味の身体からだに、サイズの合っていないダブついたスーツ。目つきは上うわ目め遣づかいで、あご先に刃は物もので切られた古い傷きず跡あとが残っている。表情こそ太ふて々ぶてしいが、せいぜい街のちんぴらといった印象だ。


　しかし彼は、『カンパニー』の会長、尾根崎ミタカと、その腹ふく心しん、張雷考ジヤンレイカオの凝ぎよう視しを受けて、わずかな緊きん張ちようも見せていない。外見がどうあれ、かなりの胆たん力りよくの持ち主なのだ。


　米軍が部隊と共に派は遣けんした『赤い牙レツド・フアング』の戦術顧問タクテイカル・アドバイザー。それが彼だった。東洋人である。本名ではなく、フォックスというコードネームのみ名乗っている。部隊の重要な関係者ではあるが、兵士とは違ちがい、彼は生身の人間だ。


「まあ、兵は仕方ないとして、指し揮き官かんクラスは断だん固こ人間で、というのが、お偉えら方がたの統とう一いつ見けん解かいでして」


　とは、彼自身の弁べんである。


『赤い牙レツド・フアング』の吸血鬼たちは、全員『豪ごう王おうフォワード』の血統に属ぞくしている。吸血鬼化特殊部隊ブラツク・ブラツド・フオースの設せつ立りつ自体、豪王の協力があって初めて成立したことなのだ。


　しかし、少なくともいまのところは、部隊に豪王の影えい響きようは見当たらなかった。後方から『赤い牙レツド・フアング』の指揮を執とっているのも全員軍の人間である。シビリアン・コントロールならぬ、ヒューマン・コントロールといったところだろうか。


「なんなら現げん場ばに出た分隊長から直ちよく接せつ報告をさせますが……さすがにご不安でしょう？　本部ここに余所者よそものの吸血鬼を入れるのは？」


　上目遣いに、フォックスが言った。嘲ちよう笑しようしているような態たい度どだが、彼はいつでもこんな風なのだ。尾根崎はしばし無言でにらみ返し、


「ああ。その必要はない」


　と、感情を排はい除じよした声で、冷たく言い返した。


　フォックスは頷き、報告書をぞんざいに丸めた。


「……特区に在住する古血オールド・ブラツドの中でも、『銀刀』というのは厄やつ介かいな個こ体たいです。どの勢力とも半はん端ぱに繫つながりがあり、どの勢力からも一目置かれている。そして、表向き協定を遵じゆん守しゆしているが、『カンパニー』の制せい御ぎよは受け付けない。もっとも危険なイレギュラーとなり得うる存そん在ざいですな」


「なら、不要な接せつ触しよくは極きよく力りよく避さけるべきだったのではないかね？」


「いえいえ。こういうファクターを放置するのは、リスク・コントロールの観点から言って過あやまちです。慎しん重ちようを期きす必要はありますが、むしろ積せつ極きよく的てきにコンタクトを取り続ける方がいい。見えないところで悪さをされるよりは、見えるところで暴あばれさせた方が、対たい応おうも取り易やすいというもので」


　フォックスが肩を竦すくめる。


　言葉遣いこそ丁てい寧ねいなものの、彼の物言いには真しん剣けん味みがまったく感じられない。だが、口にしているのは、ひとつの正せい論ろんである。彼はさっきジローを「厄介」と評ひようしたが、尾根崎にすれば、その評価は彼にこそ相応ふさわしかった。


　いま彼らが会かい談だんしているのは、特区第八地区エイト・ヤードにある、『カンパニー』本部のコンベンション・ルームだ。かつてはここで鎮ちん圧あつチームの報告を受け、また稀まれにセイやケインの訪ほう問もんも受けた場所である。


　その同じ場所に、本名すら知らない男が立ち、不ふ遜そんな口調で尾根崎に報告をしている。尾根崎自みずからの決けつ断だんとはいえ、複ふく雑ざつな気分だった。


「……それで？　部隊の者たちは、『銀刀』の第一印象をどのように語っている？」


「特別なことは何も。先ほども言いましたが、今晩の接触はあくまで挨拶。顔合わせのレベルです。まあ、わかったことと言えば、悪名高き狂きよう剣けん士し殿どのも、対たい峙じした相手を無む闇やみに斬きり捨すてるほど無む思し慮りよではない、といったところですかね」


「つまりは、何もわかっていない、ということか」


「はい。左様で」


　再び肩を竦めるフォックス。尾根崎の皮肉など、意にも介かいしていない。


　すると、それまで無言で控ひかえていた張が、「少しお聞きしたいのだが」と重々しく口を開けた。


「先行して特区入りした部隊は、近きん接せつ戦闘を主とするチームらしいですな」


「その通りです、張部長。まあ、彼らは元もと陸軍のレンジャー部隊や海軍のシールズから選せん抜ばつされた選より抜ぬきですから、一通りなんでもこなせますがね。転化後は主に、敵てき地ちへの浸しん透とう突とつ破ぱや、都市部におけるカウンター・テロの訓練を積つんでいます」


「明後日到着予定の本隊は、より広こう範はん囲いにわたるスキルをお持ちだとか？」


「それも、仰おつしやる通り。各種火器の扱あつかいはもちろん、タンクからヘリの操そう縦じゆうに、薬物及び爆ばく発はつ物ぶつの処しよ理り。電子戦に諜ちよう報ほう活かつ動どう、破は壊かい工こう作さくに資し金きん操そう作さ、等々。それはもう、ピザの宅たく配はいから蘭らんの栽さい培ばいまで、やれと言われればたいがいのことはこなせるスーパーマン揃ぞろいですよ。もっとも、日光浴は苦手ですが」


　別に自じ慢まんする様子でもなく、フォックスは部隊の実力を請け合った。張は一度だけ、彼の説明に頷うなずいた。


「彼らも『挨拶』の予定があるのですかな？　もしそうなら、あらかじめ通達しておいて頂けると、わたくしも夜中に老ろう骨こつに鞭むち打うって駆かけつけずとも済すむのですが」


　張がこの手の皮肉を口にするのは珍めずらしい。相変わらず冷れい厳げんとした面おも持もちだが、薄うすく開いた瞳からもれる眼光は、『赤い牙レツド・フアング』の挑ちよう発はつ行こう為いを責めている。フォックスも弁わきまえているらしい。表向き神しん妙みような態度になって、「釘くぎを刺さしておきます」と返答した。


　もっとも、この男の場合、表面上どれだけ畏かしこまってみても、常つねに腹に一いち物もつ秘ひめている印象が付きまとう。そのいかがわしさは、とても軍ぐん属ぞくの人間とは思えなかった。


「今後はより連れん絡らくを密みつにするとお約束しますよ。明日はまた、鎮ちん圧あつチームの案内で、特区の視し察さつを行う予定だ。念のため、今晩の現場も見ておきましょう」


　ところで──と、フォックスは話題を変えた。


「例の件の調ちよう査さはどうなりました？　相変わらず、手がかりはなしですか？」


「例の件とは、どちらのことだ？」


「ああ、そうでした。これは失礼。いやなに。ゼルマン・クロックの件に進しん展てんがないのは、知っていますよ。『銀刀』よりさらに危険なイレギュラー要よう因いんですからね。捜そう査さの進しん捗ちよくは、常に把は握あくしています。いまうかがったのは、もう片方の懸けん案あん事じ項こうについてです」


　フォックスの質問を受け、尾根崎が張に目配せをした。張はちらっと上司に応こたえると、重々しく頷いた。


「残念ですが芳かんばしくありません」


「ふむ……まあ、『東の龍りゆう王おう』が仕組んだことですしな。しかし、九クー龍ロン王の遺い灰はいが封ふう印いんされているという第十一地区イレブン・ヤードの所しよ在ざいは、特区の安あん全ぜん保ほ障しよう上じよう、欠かせない情報です。遺灰に対しどのようなアプローチを取るにせよ、その在ざい処しょだけはなんとしてでも抑おさえておかねば」


「同感です、ミスター・フォックス。情報部も全力を挙あげて調査中です」


　事実である。九龍王の遺灰はカーサたちの目的でもあるのだ。『カンパニー』としても無視することはできない案あん件けんだった。


　しかし、この件にかんしては吸血鬼サイドの協力を得ることができない。情報部は半年にわたって手を尽つくしているが、調査は難なん航こうしていた。


「第十一地区イレブン・ヤードが特区の防ぼう衛えい上じようキーとなるのは揺るがせない事実だ。協定血族側とも交こう渉しようを続けているが、ことこの件に関しては、彼らも頑かたくなでな」


　尾根崎が微かすかに苦い口くち振ぶりで言った。


　実じつ際さい、この一件は、両種族の歩み寄りにブレーキをかける最大の要よう因いんとなっている。セイたちが主しゆ張ちようする秘ひ密みつ保ほ持じのメリットもわからないではない。だが納なつ得とくはいかなかった。どうしても、裏にある事情を──そんな事情があるかないかすら定かではないというのに──考えてしまうのである。


　疑ぎ心しん。


　それこそが、特区を蝕むしばむ毒どくの正体なのだ。頭では理り解かいしているのだが、効こう果か的てきな対たい策さくは浮うかばなかった。


　と、そこでフォックスが馴なれ馴なれしい態度を見せた。


「ところで会長。第十一地区イレブン・ヤードといえば、遺灰にまつわる面おも白しろい噂うわさを耳にしたんですが、ご存じですかな」


「……何をだね？」


「今晩の件にも関わりのある話ですよ。九龍王の死についての」


　もったいぶるフォックスに、尾根崎が眉まゆをひそめる。フォックスは気にせず、マイペースに先を続けた。


「かの九龍王がいかにして灰になったか。その経けい緯いはご存じですよね？」


「『銀刀』が彼を斬きった。そう聞いている」


「はい。香港聖戦の勝敗を決定づけた大一番──あるいは番ばん狂くるわせと言ってもよいでしょう。何しろ当時『銀刀』は、転化してようやく百年という吸血鬼。むろん、百年となれば立りつ派ぱな古血オールド・ブラツドですし、並なみの吸血鬼とは格かくが違ちがうでしょう。だがそれでも、聖戦に参加していた者の中には、数百年を生きた大物がゴロゴロしていました。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』との戦いぶりに注目が集まっていたとはいえ、多くの者にとって意外な結果だったはずです」


「……それで？」


「なぜだと思います？」


　フォックスが尋たずねた。上目遣いの瞳に、一瞬鋭するどい光が宿った。


　だが、その程てい度どのことでは尾根崎は動じない。無言で視線を跳はね返すと、フォックスはするりと口調を砕くだけたものに戻した。


「武ぶ器き、ですよ。彼の勝利の秘ひ訣けつ」


「武器？　例の銀刀か？」


　望月ジローの二つ名は、『銀刀』という。その由ゆ来らいは、彼が聖戦で用いた愛あい刀とうにある。ジローは『九龍の血統クーロン・チヤイルド』との戦いの際さい、吸血鬼の弱点たる銀で刃をコーティングした日本刀を使ったのだ。


　自らにとっても害となる銀の刀で戦ったジローは、その鬼き気き迫せまる戦いぶりと合わせて、敵味方を問わず強い印象を残した。この世界では有名な逸いつ話わだ。


　しかしフォックスは、尾根崎の確認に「いいえ」と首を振った。


「確かに彼は、銀でコーティングされた日本刀を使い、敵と戦いました。いま現在彼が所有している物もそうです。しかし、九龍王を斬ったのは、あれではない。別の刀です」


「何？」


　尾根崎が半はん眼がんになった。と、突然張が話を遮さえぎった。


「……あなたが仰おつしやるのは、『真銀ジエンイン』のことですかな」


　会話していた二人が張へと視線を移うつした。張は片方は無視。しかし、上司から向けられた視線に対しては、おもむろに口を開けた。


「『真銀刀ジエンインタオ』。『真銀剣ジエンインジエン』。あるいは単たんに、『真しんなる銀ぎん』、と名めい称しようは様々です。この世には、吸血鬼ブラツク・ブラツドにとって銀以上に致ち命めい的な『真銀ジエンイン』なる物ぶつ質しつがあり、それで製せい造ぞうされた武具が、神話の時代に存在した、と。この業界──特に大陸の吸血鬼ハンターの間で、古くから伝わる言い伝えです」


「……その伝説の武具とやらを、『銀刀』が所有していたというのかね？　それを使って、九龍王を殺害したと？」


　突然聞かされたおとぎ話に、尾根崎も困こん惑わくを隠せない。腹ふく心しんに問いかける顔は、冗じよう談だんめかすべきなのか迷まよっているようだった。


　だが、答える張にはふざけたところはない。


「真銀の武具──たいていは剣とされていますが──この剣に関する伝でん承しようは、どれも古く曖あい昧まいです。数も少ない。ですが、そのほとんどは、大陸系吸血鬼の王と伝えられる『真しん祖そ混こん沌とん』にまつわるものです。この世に現れた中で、もっとも偉い大だいな吸血鬼、混沌。その混沌を八つに裂さいたのが、彼自らがこの世に生みだした真銀の剣なのだと」


　尾根崎の眉がぴくりと動いた。『真祖混沌』。それは、『東の龍王』セイが属する血けつ統とうの始祖ソース・ブラツドなのだ。そして、言うまでもなく、セイは香港で九龍王と戦っている。ジローと共に。


「龍王が『銀刀』に、その剣を渡したというのか？　九龍王を倒たおすために？」


「噂はありました。もちろん、まったくなんの確かく証しようもない噂です。ただ──」


「ただ？」


「『銀刀』が九龍王を倒したのは奇き跡せき的てきなことだった。それは、客観的に見て間違いないでしょう」


　張がそう言って言葉を切る。すると、それを受うけ継ついで、フォックスが話を再さい開かいした。


「その剣が灰と共に埋まい葬そうされている。そういう情報があるのですよ。龍王は、九龍王を倒した聖せい剣けんを、遺灰の封印にも用いているとね。頷ける話でしょう？」


「……ソースはどこだ」


「そいつはちょっと……」


　フォックスはにんまりと口をつぐむ。尾根崎は「ふん」と鼻を鳴らした。


「伝説の剣に、確かく証しようのない推すい論ろん。ソースの明かせない情報。いったい君は何が言いたいんだ？」


「興きよう味みが湧わきませんか？」


「フォックス君。ここはホテルのサロンでもなければ、バーのカウンターでもない。発言するのを止めたりはせんが、話題の内容は選んで欲ほしいものだ」


「そうですか？　この場に相応ふさわしい話題だと思うんですがね。私は」


　悪びれた様子もなく、フォックスはおどけて見せた。自分で名乗っているのか組織そしきの誰かの命名だかは知らないが、『狐フオツクス』とはよくぞ言ったものだ。


「考えてみて下さい。言い伝えが本当なら、真銀の剣というのは、まさに究きゆう極きよくの抗吸血鬼材ＡＢＢＭだ。あなた方が我々を特区に呼んだのはなんのためです？　特区で人類が主しゆ導どう権けんを握にぎるためではありませんでしたか？　とするならば、この剣の存在には、様々な用よう途とが考えられるはずです」


　フォックスの言いように、尾根崎は口をつぐんだ。


　わざわざ受け答えするほどのことでもない。フォックス自身、このことを重要な議題として口にしている訳ではないはずだ。


　だが……


「……戦術顧問がおとぎ話に執しゆう心しんするようでは、我々としても遺い憾かんだな。『赤い牙レツド・フアング』の有ゆう用よう性せいを疑ぎ問もん視ししたくなる」


「これは手て厳きびしい。なるほど、確かに。本隊の到着を前に、私も雑ざつ務むに追われております。軽口を叩くのはこの辺にしておきましょう」


　案の定、フォックスはあっさり引き下がった。


　いったいどういうつもりなのか。あるいは裏など何も考えていないのか。この男を把は握あくするのには、まだ時間がかかりそうだ。尾根崎はそう判断するしかなかった。


　すると、「失礼ですが」と張が口を挟はさんだ。


「情報ソースがどこかは置くとしても、あなた自身、相当事情に通じておられるようにお見受けします。九龍王を倒したのが『銀刀』だという事実でさえ、米軍では知る者も少ないでしょう。ましてや彼が真銀の剣を用いたという噂など、それを知る者はほとんどいない。あなたはひょっとして──」


　遠回しな張の確認を、フォックスは理解した。頷き、太々しく笑うと、「はい」と素直に返事をした。


「聖戦に参加していました。過日の『銀刀』も、この目で目もく撃げきしています。私は香港生まれなんですよ。だから、個人的には、特区に来られたのは、とても嬉うれしいのです。どうかあまり、嫌わないでもらいたいものですな」


　厚あつかましくもそう言うと、フォックスは『カンパニー』の指導者たちに、深々と一礼した。





　　　４





「『緋ひ眼がんのゼルマン』。及およばずながら、龍王セイに挑ちよう戦せん申し上げる」





　居い合あわせた鎮圧チームの人間たちは、口を揃そろえて言う。


　いまこうして自分が生き延のびているのが不思議でならない、と。
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　両者の対たい峙じは、短くも濃のう密みつだった。


　ビルの屋上には、小柄な影。ゆったりとした、だがどこか風ふう格かくを漂ただよわせる古めかしい中ちゆう華か服ふくに身を包み、幼おさない少年が立っている。黒髪を首の後ろで小さく束たばね、目には丸いサングラスをかけていた。眼下を──「敵てき」を見下ろす顔には、ほとんど苦く悶もんと言っていいような表情が刻きざまれている。あどけない唇が固く結ばれ、小さな拳こぶしが微かすかに震ふるえていた。


　対して、ビルに囲まれた空あき地に立つ人影には、力みや気負いがなかった。黒いジャージの上下。脱ぬいだニット帽ぼうを握り締め、何かを誓ちかう形で胸に当てながら、身動きひとつせずに頭上を──「王」を見上げている。その表情は透とう明めいで、清すが々すがしささえ漂っていた。夜風に揺れる赤い髪。透き通った赤い瞳。


　まるで一いつ幅ぷくの絵かい画がのようだった。だが、極きよく限げんまで張り詰めた時間と空気をキャンバスに再現することは、いかなる画が聖せいにも不ふ可か能のうに違いない。


　セイが言う。


「控ひかえよ。ゼルマン・クロック」


　ゼルマンは答える。


「できない。セイ。もう、無理だ」


「特区を灰かい燼じんに帰きす気か」


「特区のことなど知らない」


「他の者を巻まき込こむぞ」


「オレが良ければ、他はいい」


「愚おろかな。『闘とう将しよう』の誇ほこりはなんとした」


「何も。『血』はもはや、オレに何も語らない」


　ひと言ひと言が巨きよ石せきの如ごとくのしかかるセイの問いに、ゼルマンは淀よどみなく応おうじた。妖あやしくも危あやうい彼の美び貌ぼうが、潔いさぎよいまでの純じゆん粋すいさに染そまっている。まるで、外見そのままの少年のようだ。


　セイが奥おく歯ばを嚙かみしめる。その唇から、わずかに、牙きばが姿を見せた。


「あくまでも、破は滅めつを望むか」


　ゼルマンが笑った。彼とは思えない、純じゆん朴ぼくなほどの笑みだった。


「セイ。あなたがいてくれて良かった」


　そしてゼルマンは、静かに目を閉じた。


　彼の身体からだから、何かが溢あふれ始めた。目には見えないが、感覚に訴うつたえる霧きり。強力な吸血鬼ブラツク・ブラツドが力を振るう際に発生する、眩霧リーク・ブラツド現象だ。


　ゼルマンのそれは、激はげしくも性急でもなかった。むしろ静かに、整然としていた。目を閉ざしてたたずむ彼を中心に、わずかに渦うずを巻きながら地面の上を覆おおっていく。


　ゼルマンの傍かたわらには、意い識しきを失ったまま倒れている男がいた。がっしりとした体たい軀くに、血まみれのスーツ。ケイン・ウォーロックだ。ゼルマンの放つ気配にぴくりと反応を見せたが、彼の身体は埋まい葬そうされるように、眩霧リーク・ブラツドに覆い隠かくされていった。


　狭せまい空き地に眩霧リーク・ブラツドが立ち込めると、次は少しずつ嵩かさを増ましていく。まるで朝あさ靄もやに包つつまれた湖のように、寂さびれた空き地は幻げん想そうの世界へと様相を移うつした。


　眩霧リーク・ブラツドが続く。


　まだ、続く。


　少しずつ、渦を巻く速度がテンポを上げ始めた。足あし下もとを埋うめる幻想の霧が、大きく、小さく、波打ち始める。大きく、小さく。鋭するどく、早く。それは血けつ脈みやくの動きだ。期待に高鳴る、胸むねの鼓こ動どうだ。


　セイが静かに手を挙げた。手を挙げ、サングラスを取った。現あらわれた両目は、閉とざされている。特区をすっぽりと覆い尽くし、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の侵しん入にゆうを阻はばむ『結界』。セイはその『結界』を維い持じするために、力の大半を費ついやしている。瞳ひとみを閉じているのも、『結界』に力を割さく影えい響きようなのだ。


　セイとゼルマンは、互たがいに両目を閉ざしたまま対峙した。


　霧の脈動が止まった。


　カッ、とゼルマンが両目を見開いた。鮮せん烈れつな赤い輝かがやきが、瞳の中でスパークした。


「──螺ら炎えん」


　空間に輝き点てんが生じた。小さな、指先ほどの輝点。空恐おそろしいほどの熱量を内包した、白熱する輝点だ。輝点は、放たれたピラニアのように飛び跳はねるや、大気を蹴立てながら空へと駆け上った。エネルギーを持て余あます勢いきおいで荒あれ狂くるい、真まっ直すぐ、屋上のセイを目指す。


　そして、セイの眼前へと到とう達たつすると、輝点は突然消失した。収しゆう縮しゆくしたのだ。制せい御ぎよできるかできないかというギリギリまで練ねり込まれた超ちよう高こう密みつ度どの火炎。それが、限界を超えて、さらに中心へと圧あつ縮しゆくされ、そして──


　セイが、目を開けた。


　宙に浮かぶ輝点を、周囲の空間ごと隔離する。奇き門もん遁とん甲こう。セイが操あやつる『真しん祖そ』の術は、空間そのものの把は握あくと制御、自じ在ざいな操作に、その神しん髄ずいがある。龍王セイが有する力の、最たるものが、この術だ。


　が、『闘将』の「火」もまた、神世より伝わる技わざだ。古いにしえにおいては火の神アグニの火炎とされ、今日にいたるまで、かの血統の力の象しよう徴ちようで在あり続ける力。吸血鬼ブラツク・ブラツドが持つ特とく殊しゆ能力の中でも屈くつ指しの破は壊かい力りよくを持つのが視経発火アイ・イグナイトだが、その頂点に、『闘将アスラ』の螺ら炎えんがある。


　隔かく離りされた空間内で炸さく裂れつした熱量は、それを抑おさえるセイをも脅おびやかした。


　セイの全身から、何かが爆発的に発はつ散さんされた。眩霧リーク・ブラツドだ。両手の手のひらを前方にかざす。同時に、体内の血が手首から先へと流れ込む。血けつ圧あつに耐えきれず、指先の血管が裂さけた。鮮せん血けつが飛び散る──のではなく、体内より外へと飛び出していく。かざした両手が複ふく雑ざつな動きを見せた。セイは高速で印を結んだ。飛び出した血が、印を取り込んで空中に模も様ようを成す。龍王の血液に宿る力が、描えがかれた模様に誘ゆう導どうされる。空間がぐにゃりと歪わい曲きよくした。陽ようから陰いんに。そして、陰から陽に戻ったとき、螺ら炎えんはこの世界から姿を消していた。


　一瞬の交こう錯さく。


　いったい誰が見抜いただろう。その一瞬で、ゼルマンは特区全域を焦しよう土どと化しうる獰もう猛れつな力を解とき放はなち、セイはゼルマンの放った力を余あますところなく封ふう殺さつしたのである。


　休む間もなく、熱波がセイを襲おそった。熱波は津つ波なみのようにビルの屋上を一瞬で舐なめ尽くした。が、セイの周囲にだけは近寄れない。屋上のコンクリートが瞬間的に溶よう解かいする中、セイの服や髪ははためきさえしない。


　だが、熱波は攻こう撃げきではなかった。熱波の中から、赤い髪とさらに赤い双そう眸ぼうがセイに肉にく薄はくした。一瞬でビルの上に跳ちよう躍やくしたのだ。赤い双眸がセイを捉とらえる。セーブを放ほう棄きした眼がん球きゆうから、火炎の奔ほん流りゆうが押し寄せた。さらには、奔流を割ってゼルマンの拳が迫る。セイは牙を剝いた。急きゆう迫はくするゼルマンの鼻先に、掌しよう底ていを突き付けた。


　子こ供どもの戯たわむれのような掌底。そこから押し寄せる、大だい瀑ばく布ふの如き力場思念ハイド・ハンド。溶解したコンクリートが、悲鳴を上げて吹き飛んだ。屋上から地下の基き部ぶへと、ビルに一直線の亀裂が走った。


　空中に押し止とどめられたゼルマンは、両腕を交差させて打ち寄せる力場思念ハイド・ハンドに耐たえる。思念のガードをくぐり抜けた余よ波はが、彼のジャージを引き裂いた。流血が蛇へびのようにのたうつ。ゼルマンの唇が、壮そう絶ぜつな笑みを浮かべる。


　ビルが崩壊した。


　二匹ひきの吸血鬼は、隣となりのビルに飛び移った。


　いまさらのように、辺り一帯の空気が変わり始めた。空間に満ちる力の均きん衡こうが崩くずれ始めている。変化はこの場所に留まらず、特区中に及んでいるはずだった。セイが『結界』を解いた影響である。


　セイの力がぐんぐん上じよう昇しようし始めた。特区の周しゆう縁えんに拡かく散さんしていた力が、彼の身体に集合しているのだ。いったいどれほどの力を『結界』に費ついやしていたのか。この都市はまさしく龍王の加か護ご下かに置かれる都市なのである。


「ゼルマン！」


「もういい。何も言うなっ」


　セイの呼びかけを、ゼルマンは言下に切り捨てる。頭の中は次の攻せめ手でいっぱいだった。セイの本ほん領りようはこれからだ。ゼルマンも、まだエンジンが回りきっていない。もっと。まだまだ、もっと。「退たい屈くつ」の入り込む余地がない、濃密な時間が欲しい。「永えい遠えん」と引き替かえにしても、惜おしくない「一瞬」が欲しい。その刹せつ那なに、没ぼつ頭とうしたい。


　そこには、歓かん喜きもなく、絶望もないに違いない。替わりに、それらすべてより遥はるかに確かな、「何か」で満たされているに違いない。そのときゼルマンは、彼を蝕むしばみ続けた「虚きよ無む」に、ついに勝利することができるはずだ。


　思考を超えた衝しよう動どうに突き動かされて、ゼルマンはセイに挑いどみ続けた。炎は飛び移ったビルにも燃え移っている。空気の対流が渦うずを作っている。赤い髪が奔ほん放ぽうに翻ひるがえり、赤い瞳が爛らん爛らんとセイを見み据すえる。切れ切れの黒いジャージを四し肢しにまとわりつかせながら取った構かまえは、人というよりも一匹の美しい猛もう獣じゆうを思わせた。


　本能のままに、ゼルマンは駆かけた。小細工など弄ろうする必要はない。ただ全力で動き、全力で戦う。セイが罵ば声せいを吐き捨てた。なんと言ったのか、ゼルマンには聞き取れない。ただ、少し小気味よい。あんなセイは、初めて見た。


　と──


「最後だ、ゼルマン。いや、アスラ。混沌の命である。沈ちん静せいせよ！」


　セイとゼルマンの視線が交差した。ゼルマンの視経発火アイ・イグナイトを上回る力が、赤い眼球に食い込んだ。そして、彼の内部に潜もぐり込んだ。


　視経侵攻アイ・レイド。だが、なんという──ダムの水門を取り払はらったかのように、ただの視線に桁けた違ちがいの圧力が込められている。


　そして、次の瞬間、セイの小さな身体から、火柱が立ち上ったかに思われた。もはや質しつ量りようを備そなえているとしか思えないほど濃のう厚こうな眩霧リーク・ブラツド。霧の柱は間かん欠けつ泉せんのような勢いのまま天を突き、そして夜空で大きなうねりを見せた。躍やく動どう的てきなうねりは、やがてより鮮せん明めいな輪りん郭かくを描いてゆく。夜空を大海に見立て、自由に泳ぐ、その姿。見上げるゼルマンの背せ筋すじに、冷たい電流が走った。


　竜りゆうだ。


　西洋においては悪魔の化け身しん。東洋においては神の獣けものとされる空想上の生物が、二十一世紀の特区上空で顕けん現げんしていた。しかもでかい。途と轍てつもなく大きい。眩霧リーク・ブラツドの凄すさまじい放出は続いており、竜の巨きよ体たいは増大し続けている。遥か上空にありながら、空を埋め尽くすほどに巨大化している。特区そのものと比ひ肩けんし得うるほどに、その生物は巨大だった。


　わかっている。いま見ている光景は、幻まぼろしだ。さっき打ち込まれた視経侵攻アイ・レイド。この幻を仕込まれたのだ。


　だが、頭のどこかで腑ふに落ちてもいた。セイはこれまでも特区を囲んでいたのである。ならば、これが彼の本当の姿と言えるのではないだろうか。


「──く」
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　目が離せない。身体が勝手に震ふるえている。


　やがて、天に鎮ちん座ざする巨大な竜は、ゆっくりと鎌かま首くびを大地に向けた。煌きら々きらと輝かがやく、玉のような二つの瞳。その片方だけで世界中の富とみと等とう価かにできそうなほど、美しく、大きな玉だ。ゼルマンと目があった。非ひ現げん実じつ感かんがゼルマンの脳のう裏りを貫つらぬいた。


　竜の頭部が大きく動いて飛び込んできた。天界の底が抜けたような迫はく力りよく。巨大なあぎとが大きく開かれ、ゼルマンを大地ごとひと呑のみにしようと降ふってくる。


　戦わなければ。


　そのために、自分は。


　火をイメージする。すべてを灰かい塵じんに帰きす、滅ほろびの火を。赤く、蒼あおく、ついには白く輝く、白熱の火炎をイメージする。自らをその火炎と化し、それ以外のあらゆる感かん情じよう──ノイズを、一つ残らず焼き尽くしていく。ただ純じゆん粋すいに炎と化して燃え上がる。


　気分が良いのか悪いのか、自分でもわからなかった。そんな余よ分ぶんな判はん断だんを、荒あらぶる火にくべて奮ふるい立たせた。牙きばと力を剝むき出しにした凄せい惨さんな形相で、ゼルマンは天の竜に吼ほえた。


　だが、気がつけば、ゼルマンは焦しよう燥そうに駆かられていた。


　力の差に絶望を感じたからではない。勝ち目がないからでもない。そんなことは、名乗りを上げる前から分かり切っていた。戦いの果ての死。その可能性をも含ふくめて、自分はセイに挑いどんだはずだ。


　そうではない。そうではなく──


　気付いてしまったのだ。頭の片かた隅すみに、冷静さが戻もどっていることに。我われに返っている自分に。虚無が、忍しのび寄よっていることに。


　セイは自分を突つき放はなした。歴然たる力の格かく差さで。文もん句くを言う筋すじ合あいはない。力ある者にはそれが許ゆるされる。


　そして、突き放された自分は、そこで足を止めてしまった。戦いの熱から外れてしまったのだ。


　なんと、無様な。


　ゼルマンの動揺など斟しん酌しやくするはずもなく、王の偉いが天の高みから降り注ぐ。勝てない。それは構わない。だが戦えないとはなんたることか。火が熱を失ってなんとする。


　ぽつりと染みのように湧わいていた虚無が、急速に拡かく大だいした。迷まよい、荒あれ、偉大な王に挑んだあげく、ようやく辿たどり着いた場所に立ちながら、気がついたとき、ゼルマンは途と方ほうに暮くれていた。


　そして──


　熱から冷め、空白になっていた彼の意い識しきに、異ことなる意い志しが割わり込こんだ。彼の内側から発生した、もうひとつの意志だ。長らく聞かなかった、懐なつかしい声。彼の『血』が、彼に命じた。


　撤てつ退たいしろ、と。


　抗あらがうこともできず、身体からだが先に動いた。ゼルマンは逃にげた。


　空からセイが降おりてくる。恐きよう怖ふはないが、戦意も枯かれた。もう訳わけがわからない。ただ、ゼルマンが見捨てた自分自身を、彼の『血』は、諦あきらめなかった。





　ゼルマンの意識を呼よび起おこしたのは──意外にも──夜気を裂さくヘリのプロペラ音だった。


　──……なに？


　我に返り、辺りを見回す。ゼルマンはビルの屋上に立っていた。地上には倒壊とうかいしたビルが横たわっている。セイとの戦いで倒壊したビルだ。つまり、いま立っているのは、途中で飛び移った方のビルの屋上だ。


　着ているジャージはぼろぼろになっていた。セイの姿すがたはない。それどころか、空き地を見下ろしてもケインの姿すら見つからなかった。鎮ちん圧あつチームも撤てつ退たいしている。代わりに近づいているのは、消しよう防ぼう隊たいの人間だ。上空を行き交かうヘリも、マスコミの飛ばしているヘリらしい。


　視経侵攻アイ・レイドが解とかれたのだ。


「……！」


　バリバリと音がした。自分が牙を嚙かみしめる音だ。牙が皮ひ膚ふを突き破やぶり、溢あふれた血の滴しずくがあご先からぽつりと落ちた。


「戦いに狂うことすら、できなくなっちまった──ってわけかい」


　驚きよう愕がくが去ったあとには、敗北感と無力感、そして虚無が待っていた。自じ嘲ちようしようとして失敗する。自じ制せいと矜きよう持じがあっけなく崩くずれ、目もくらむ怒いかりに苛さいなまれる。


　撤退しろ、だと。


　彼は手を開き、搔かきむしるようにして自らの心しん臓ぞうに爪つめを突き立てた。血が噴ふき出して手を赤く染める。だが、この程てい度どで死ねないことは、過か去この経けい験けんで知っていた。ゼルマンは歯を食いしばり、こぼれる血を己の手に受け止め続けた。





　それが、半年前の勝負の記憶だ。
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　ひたひたと、投げ出した足あし下もとへ波が緩ゆるやかに打ち寄せていた。


　閉へい鎖さされた夜の波止場。海底へと降りていく階かい段だん状じようの堤てい防ぼうの中なか程ほどに、ゼルマンは腰こしを下ろしていた。


　辺りには潮しおのにおいが満ちている。ごく稀まれに沖おきへと向かう船が過ぎると、打ち寄せる波は少しだけ高くなって、彼の足を冷たく濡ぬらした。しかしゼルマンは座すわり込んだまま、少しも動こうとしなかった。


　赤い瞳ひとみは夜より暗い闇やみを宿して、星々を映うつす海面に向けられている。黴かびた毛もう布ふで身体を覆おおっているが、その下では、見る影もなく荒あれ果てた赤毛が、額ひたいや首くび筋すじから垂れ下がっていた。呆あきれたことに、いまもまだ、ボロ切れと化したジャージ姿のままだった。


　セイに挑ちよう戦せんしてから半年。ゼルマンは一いつ切さいの活動を投げ出し、地下に潜せん伏ぷくし続けている。食事はもちろん、血の一いつ滴てきも口にしていない。睡すい眠みんすら取っていなかった。八百年を生きた彼にとって、半年などほんの一いつ瞬しゆんだ。だが、こんな風に宙ちゆうぶらりんのまま半年を過ごしたのは、記き憶おくにある限かぎりでは初めてのことだった。


　こうしていると、様々な思念が泡あわのように浮うかんでは消えていく。無む秩ちつ序じよな思考と、無む軌き道どうな感情。ゼルマンは戦いに生き残ったが、確たしかに何かを破は壊かいされていたのだ。


　しかし、皮肉なことに『血』のささやきは甦よみがえったようだった。失調した彼の精せい神しんに、『血』は常つねにささやき続けているのである。窮きゆう地ちに陥おちいったとき、彼に様々な助言を与えてきた、『闘とう将しようアスラ』の血脈。いまとなっては、異い常じよう者しやの幻げん聴ちように等しい気分だ。


　──つまりは、いまのオレは窮地にあると、そう思われているんだろうぜ。


　そしてそれは、おそらく事実なのだろう。どうでもいいことだった。


　ただ、彼の正気をつなぎ止めているのは、間違いなく『血』のささやきだった。特に、『血』がセイとの戦いを冷静に分ぶん析せきするとき、ゼルマンはついつい、その声に意識を傾かたむけていた。『闘将アスラ』の血けつ統とうとして、闇に生を承うけ八百年。認みとめようが認めまいが、彼は骨ほねの髄ずいまで戦士なのである。


　──あのとき、オレの螺ら炎えんはセイの空間制御に、完全に無力化された。


　駆かけ引きも何もなく、最初に叩き付けた、彼の最大の力。螺ら炎えんを解とき放はなったのは、ラサで同族と戦ったとき以来だ。最後の同族を消し炭に変えた彼の炎は、些いささかの衰おとろえも見せていなかった。それを正面から抑おさえ込んだセイの力量には舌したを巻まく思いだが、引っかかる点もなくはない。


　──あのとき螺ら炎えんは、すでに解放されていた。


　火力を封ふうじた状態で放出し、セイの側で爆ばく発はつさせる。これは、あのときゼルマンがとっさに加えたアレンジだ。そして、その目もく論ろ見みは成功する寸すん前ぜんまで行った。セイが術じゆつを発動したとき、すでに引き金は引かれたあとだった。


　──にもかかわらず、オレの火は間に合わなかった。


　そんなことがあるだろうか。爆発する螺ら炎えんの力は、ゼルマンであっても止めることはできない。現に、空間を隔かく離りされたあとですら、螺ら炎えんはその隔離空間を食い破やぶろうとしたほどなのだ。あの印。血の模も様よう。セイは高速で術を展てん開かいしたが、螺ら炎えんの爆発力を上回っていたはずはない。いったい、どうやって？


　鍵かぎは奇き門もん遁とん甲こうにある。『血』はそうささやいていた。


　そもそも奇門遁甲とは、『真しん祖そ混こん沌とん』の血統を知り、彼らに仕えた人間たちが、あとから結びつけて呼ぶようになった名めい称しように過ぎない。真祖が用いる力を理解する際に、風水の理り論ろんを利用した名な残ごりだと聞く。『血』の考えに拠よれば、思念による空間への干かん渉しようこそが、その正体だ。


　では、「空間」とは何か。


　これは、簡かん単たんなようでいて正確に定てい義ぎすることは極きわめて難むずかしい。古典力学の観点から言えば、物質から独どく立りつして存そん在ざいする空っぽの「容よう器き」ということになるだろう。そこを満たす物質が何もない場所。ユークリッドの幾き何か学がくによって定義される三次元空間だ。


　他方、物質の存在を先に想定し、その物質と物質の位置、関係性によって生じる概がい念ねんこそ空間なのだという説も存在した。空間に対する定義は哲てつ学がく的てき意味合いも強く、現代でも限げん定ていされた用法で用いる以外、明確な正せい解かいというものはないのである。存在論や認識論上の問題にも関かかわってくるのだ。


　セイはその空間に干渉する力を持つ。長い長い時間をかけて培つちかわれた、雄ゆう大だいな思念の力があってこそだろう。


　だが、物理学の世界においては、「空間」はもうひとつの概念と極めて密みつ接せつに──いや、同一のものの異ことなる面と見なされてもいる。


　すなわち、「時間」だ。


　空間と時間を独立した概念ではなく、ひとつの連続性として理解する。それが二十世紀に人間たちが生みだした、相対性理論である。


　セイがどのように空間に干渉しているのか。それはおよそゼルマンの理解が及およぶ範はん疇ちゆうではないだろう。しかし『血』は諦あきらめない。執しつ拗ように推すい測そくし、想像する。


　たとえば、セイが空間に干渉するとき、セイの中には空間に対する何らかの認識が存在しているはずだ。セイが「空間」というものを、どのように認識しているか。その理り屈くつさえわかれば、セイの力の方向性が──その効こう力りよくと限界が見えてくる。そして、セイの認識が、空間と時間を同じもの──太たい極きよく図ずにある陰いんと陽ようのように捉とらえているのならば、彼の力は空間のみならず、時間にまで及んでいるのではあるまいか？


　タイミングは、アウトだった。ゼルマンの螺ら炎えんは、確実にヒットしたはずだった。


　だが、螺ら炎えんの爆発が持つ、拡かく散さん力りよくと速度。時間と空間に対する大きな「値あたい」を、その両面から抑え込まれていたとしたら？


　──怪かい物ぶつ、だな。


　時に挑いどみ、共ともに在ありし王。ゼルマンがセイに挑戦する際、口にした言上の一節だ。何も知らない自分を思うと、ついシニカルな笑えみが浮うかんだ。


　そしてゼルマンは、数日ぶりに身じろぎをした。頭の後ろで腕を組み、階段状の堤てい防ぼうに背中を預あずける。


　彼の内なる『血』はひとつの結論を出していた。そしてまた、導みちびき出した結論を踏ふまえた上で、もう一度セイに挑む手段へと思考をシフトさせていた。


　時空を支し配はいする敵てき。その敵に挑む突とつ破ぱ口こうは何か。


　恐おそるべきことに、『闘将アスラ』の『血』は、その問題にもすでにひとつの解を用意している。


　だが、ゼルマン自身の興きよう味みは、それとは異ことなる点に向いていた。


　──あのとき、セイが最さい後ごに口にした言葉……


　沈静せよ、とセイは言った。ゼルマンにではなく、アスラに向かって。そして自らはこう名乗ったのだ。これは、混沌の命令だ、と。


　──あれは、いったい……


　深い意味などなかったのかもしれない。単に彼とセイ自身の血けつ統とうを指して言っただけ。それだけの台詞せりふなのかもしれない。


　しかし、気になった。特に、『血』のお節せつ介かいでまともな思考が可能になるまで回かい復ふくしたいまでは、あの言葉には彼に向けて発せられた何らかの意味が含まれている、と、そんな気がしてならなかった。


　そして、どういう訳か、この疑ぎ問もんに対しては、『血』は何も答えようとしなかった。


　──あのときセイは、オレを見て言った。それともオレの中の『血』に対して？　そうだったのか？


　わからない。おそらく、ここで死んだように停てい滞たいしたまま、どれだけ考えたところで、答えはでないだろう。


　それならそれでいいと思った。


　同時に、答えを知りたいとも思っていた。


　沈ちん黙もくが破やぶられたのは、そのときだった。


「……ゼルマン様」


　万感の込こもった声は、若わかい女性のものだった。仰あお向むけに横たわったまま、ゼルマンは視線を横に投げた。


　階段状の堤防を、よろよろとよろめきながら一人の女性が降りてきた。打ち寄せる波が足を濡ぬらしたが、女性は気付こうともしない。こちらを見る目は涙なみだぐんでおり、心身の疲ひ労ろうにくすんだ美び貌ぼうが、歓かん喜きに打ち震ふるえていた。


「ようやく……やっと……」


　込み上げる想おもいが強すぎて、言葉にすることができずにいる。『カンパニー』の情報部が血ち眼まなこになって捜そう索さくするゼルマンを、彼らより早く、しかも単たん独どくで探さがし当てたのだ。並なみ大たい抵ていのことではなかったはずだ。


　しかし、彼女の執しゆう念ねんは、いま報むくわれた。ゼルマンは顔色ひとつ変えない。が、そんなことを気にするような彼女ではなかった。セイとの激げき突とつを最後に、消息を絶たっていた主あるじ。その主の無事な姿を目にし、こうして巡めぐり会うことができた。それだけで十分なのである。


　黙って見つめる主の側に近寄り、白しら峯みねサユカはゆっくりと片かた膝ひざをついた。頭こうべを深々と垂たれる。傷いたんだ前髪が額にかかり、赤くなった目元を覆おおい隠した。


「あなたを見失った僕しもべを、どうかお許ゆるし下さい、ゼルマン様。白峯サユカ。ただいま御ご前ぜんに参りました」


　ゼルマンは何も答えない。彼はこの半年間、ただのひと言も発していないのである。それでもサユカは、頭を垂れた姿勢のまま、辛しん抱ぼう強づよく主の言葉を待ち続けた。


　半年ぶりに再さい会かいした主しゆ従じゆうの間に、長い長い沈黙が続く。


「それだけか」


　とゼルマンがようやく口を開けた。たったひと言。しかしサユカは彼の言わんとするところを、たちどころに理解した。


「……ゼルマン様。あなた様が必要とお考えならば、胸の裡うちをお話し下さい。その必要がないのなら、何も仰おつしやらずとも構いません。ただ……ただ、どうかひとつだけ──」


　サユカが顔を上げる。無心に主を慕したう視線が、赤い瞳と絡からみ合った。


「どうか、お側に……」


「…………」


　ゼルマンは何も答えなかった。ぼんやりと思った。これまでの彼の人生において、自分に心しん酔すいする人間は大勢いた。命を差し出す者も。この人間もその一人だ。なんら報いのないことを知りながら、どうして彼ら彼女らは、自分の側に近づくのだろう。


　想いの丈たけを告げられたところで、感かん慨がいのひとつも湧わきはしない。彼を見つめる瞳が涙に潤うるむ。そんな様を見せられて、さて、自分はどうすれば良いのか。どうすることを望んでいるのか。


　ただ、サユカが現れた瞬間、彼の中で停止していた天てん秤びんが、片かた方ほうに傾かたむいた。


　答えを知りたい、と思う方向へ。


「サユカ」


「は、はいっ」


「第十一地区イレブン・ヤードを探せ」


　意表を突く命令に、サユカが困こん惑わくの表情を見せる。それを見て、ゼルマンはようやく笑った。サユカが知る以前の彼より、より一いつ層そう酷こく薄はくで、翳かげりのある笑みだ。


「真なる銀がいる。埋まい葬そうされた剣が」


　それが突破口。『血』の叩たたき出した結論だ。


　──乗ってみるさ。


　そして、ゼルマン・クロックは半年に及ぶ沈黙を破り、再ふたたび活動を開始したのだった。





　　　５





「──ふう、今日も大変だったわね」


　シャワーから出たミミコは、髪かみを拭ふきながらため息をついた。


　身体の外はさっぱりしたが、身体の内側は疲ひ労ろう感でずっしりしている。ジローたちに言った通り、さっさと寝ねてしまう方がいいだろう。調停の仕事は身体が資し本ほん。特に、独立して働くいまとなっては、健けん康こう管理は切実な重じゆう要よう事じ項こうである。


『カンパニー』をクビになったあと、ミミコと兄弟はそれまで暮らしていた古ビルを追い出されていた。いま三人が暮らしているのは、第二地区セカンド・ヤードの外れである。コテージ風のこぢんまりした小屋だ。


　ただ、その立地が変わっていた。コテージがあるのは、ビルの屋上なのである。電気や水道も下のビルから引いている。色々不便はあるのだが、何しろ古ビルを出たときは無一文に近かった。こんな場所でも住まいを確かく保ほできたのはありがたい話だろう。


　窓まどから外を見れば、さっきまで曇くもりがちだった空が、いまは晴れている。ミミコはペットボトルの烏ウー龍ロン茶ちやを手に、コテージを出てビルの屋上に降りた。


　コテージのあるビルは、背の低い三階建てだ。旧市街区オールド・ヤードでよく見かける、築ちく数十年の年代物である。三方を同じほど古びた五、六階建てのビルに囲まれているため、ひっそり隠されているようなロケーションだった。


　ただ、正面は道路をひとつ挟はさんで、すぐに海だ。おかげで風通しが良く、見晴らしも悪くない。フェンスなどないので酔よっ払ぱらっているときは危あぶないが、幸いまだ転落した者はいなかった。外に出たミミコは濡ぬれた髪を海風にそよがせ、新しん鮮せんな夜気を胸に吸い込んだ。ひんやりと冷たいが、火ほ照てった肌はだには心ここ地ちよい。


　月が綺き麗れいだ。


　対岸には本土の姿も見える。海うみ沿ぞいの街の明かり。その背後で、闇の中に眠ねむる、なだらかな稜りよう線せん。視線を横に向けていけば、本土と特区を繫つなぐ『黄昏橋トワイライト・ブリツジ』が見えた。


　就しゆう寝しん前まえにこの風景を見るのが、いまのミミコの日課だった。心の安らぐ、平和な眺ながめである。少しは自分もあやかりたい。


「……さ。寝るか」


　烏龍茶を飲み干ほして、ミミコはコテージへと踵きびすを返した。が、その足が止まった。


「あれ？　コタロウ君、まだ起きてたの？」


　コタロウは屋上の一番隅すみに座っていた。コテージからもれる明かりの届かない、暗がりの中だ。縁ふちに腰こし掛かけ、足を投げ出して、ぼんやりと月を見上げていた。声をかけられると、「あ、ミミちゃん」といつもの笑顔で振り向いた。


「どうしたの？　何してるのよ、こんなとこで」


「ん。別に……」


「別にって」


　ミミコは小首を傾かしげた。


　なんだかいつもより元気がない気がする。まあ、コタロウの場合は普ふ段だんが元気過ぎるから、単なる気のせいかもしれないが。


　そういえば、どうして屋上に出たとき、すぐにコタロウに気付かなかったのだろう。普段のコタロウならすぐ声をかけるはずだし、コタロウがミミコに気付かなかったにしても、ミミコの方が目に止めていたはずだ。何しろいるだけで目立つ少年なのである。


　ミミコが黙っていると、コタロウはまた無言で月を見上げた。日頃騒そう々ぞうしいから忘わすれがちだが、そうして静かな横顔を見ていると、驚くほど綺き麗れいな少年であることがよくわかる。


　ミミコは、「ん～」と唸うなったあと、ふわりと力を抜き、軽い足取りでコタロウの側に近づいた。


　隣となりにしゃがみ、コタロウの顔を横からのぞき込む。


「どうしたの？　珍めずらしくメランコリックじゃない。ひょっとして、ついにコタロウ君にも悩なやみ事ができちゃった？」


　ミミコはコタロウの桜さくら色いろのほっぺたを、ちょん、と指でつついた。風ふ呂ろあがりの自分より肌がすべらかなのが、乙おと女め心にはちょっぴり複ふく雑ざつだ。


　ミミコが触ふれると、コタロウはくすぐったそうに笑った。彼らしい明るい笑顔。しかし、改めて見ていると、何か違ちがう。「夜よ更ふかししないで、さっさと寝なさい」と笑いながら叱しかることを躊躇ためらってしまう、そんな笑顔だ。


「なんなら、あたしが相談に乗るよ。ジローさんには内ない緒しよにしといてあげるから」


　ジローはまだ外だ。一緒に帰ってきたあと、すぐにまた外出してしまった。本人は夜の散歩と言っているが、どうやら特区の治安が悪化している現状を受けて、彼なりに目を光らせているらしい。


「ありがとう、ミミちゃん。でもぼく、別に悩みなんかない……と思う」


「ほんとに～？　これでも調停のプロなんだから、頼たよりになるわよ？」


「あれ？　いまはプロだっけ？」


「し、仕事と魂たましいは、プロフェッショナルよ」


　と、そこはきちんと胸むねを張はる。


「毎日毎日吸血鬼ブラツク・ブラツドの皆さんの悩み相談されてるんですからね。コタロウ君の悩みなんか、ちょちょいのちょいよ。あ、お金の相談は時間がかかるけど……」


「じゃあ恋こいの相談は？」


「コ──！」


　ミミコの顔面が崩ほう壊かいした。


「コ、コイ！　『恋』──ですか!?　それはそれは、その、大変結構な……!?」


「噓うそだけど」


「ちょ──コタロウ君っ。あなた、そんなとこだけジローさんに似にてきたら、将しよう来らいろくな大人になれないわよ！」


　せっかくシャワーを浴あびたのに、妙みような汗あせをかいてしまった。いや、そこまで動どう揺ようするようなことではないのだが、何しろ予想外のカウンターだったのだ。


　コタロウが笑う。邪じや気きのない笑みに、ミミコは「もうっ」と頰を膨ふくらませてそっぽを向いた。これでは、頼りになるお姉さんスタイルが台無しだ。


　にしても──


　恋？


　確たしかに、あり得えない相談ではないのかもしれないが。


　と、ミミコは余よ所そを向いたまま探さぐるような目を向けてみた。するとコタロウは、不思議と透とう明めいな表情でミミコの方を見つめていた。


　焦しよう点てんが合っていない。いや、ミミコの顔を見ているのではなく──


「ねえ、ミミちゃん」


「な、なに？」


「ミミちゃんは、兄者のこと好き？」


　さっきの不意打ちがあったため、今度はそれほど動揺せずに済すんだ。それでも、ついつい目元が熱くなるのを、ミミコは自覚した。それを誤ご魔ま化かすように、ミミコは膨れっ面つらになった。


「コタロウ君っ。人をからかうなら、話なんか聞いて──」


「ぼく好きだよ」


「え？」


「兄者も好き。ミミちゃんも好き。二人とも大好きだよ」


　穏おだやかな笑顔のまま、コタロウが言った。ミミコが毒気を抜ぬかれた顔になる。


　ひょっとして、はぐらかされているのだろうか？　しかしコタロウの表情からは、そんな裏うらは読み取れない。


　ミミコは散さん々ざん悩んだ末、降こう参さんするように首を竦すくめた。クスッと笑い、


「あたしも好きよ～、二人とも。もうあたしたち、家族だもんね」


　その言葉を聞いて、コタロウは破は顔がんした。とても嬉うれしそうに。コタロウの笑顔を見届けるとミミコは立ち上がった。


「さ。もう寝ましょ、コタロウ君」


「ん──ぼく、もうちょっとだけ、ここにいる」


「そう？」


　ミミコは一瞬困こまった顔になった。しかし、すぐに肩を竦めた。


　下手な考え休むに似たりだ。コタロウにだって、ぼんやりしたいときぐらいあるだろう。


「じゃあ、あたし先に失礼するね。ジローさんがいないからって、あんまり夜更かしし過ぎないのよ？」


「うん」


　コタロウが頷く。ミミコは手を振って、コテージに戻っていった。
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　ミミコがコテージに戻り、しばらくして明かりが消えた。眠りにつくコテージを見つめたあと、コタロウはまた身体の向きを変えて、ぼんやりと月を見上げた。


　コタロウは、あまり深く物事を考えない。話をするときも、思ったままを自然に口にする。さっきもそうだった。兄のことが好きだなあと思ったから、ミミコにも聞いてみたのだし、ミミコのことが好きだから、好きだと言ってみただけである。


　でも違うのだ。好きなのは本当だが、伝えたいのはもっと──もっともっと好きなんだという気持ちなのだ。


　コタロウには好きなものがたくさんある。特区も好きだし、特区に住んでいる人たちも好きだ。セイに、ケイン。ヒバリ。サキ。スワン。リンスケも。他にもいる。ミミコの上司の陣じん内ないという人も好きだし、『カンパニー』の尾お根ね崎ざき会長や、張ジヤンというお爺じいさんも好きだ。ゼルマンやサユカももちろん好きだ。周チヤウやキケロといった、最近仲良くなった者たちも大好きである。本当に。心の底から。


　そして、そんな大好きな人たちの真ん中に、兄とミミコがいるのである。二人のことを思うと、好きという気持ちが無む限げんに広がっていくのだ。


　この「好き」は、この愛情は、どうすれば伝わるのだろうか。


　コタロウは唇くちびるを動かした。重たい息を吐はいた。


　どうして自分は、あんなところに立っていたのだろう。ちゃんと、ミミコのあとについて行っていたはずなのに。


　自分はあそこで何をしていたのだろう。あんなビルの狭はざ間まで。捨すてられた粗そ大だいゴミの上に上ってまで。何をして──何を見ていたのだろう。時間が経たつのも忘わすれるほど。


　頑がん張ばれば思い出せそうな気はするのだ。でも……


「……お腹なか、空すいたなあ」


　コタロウは目をつぶった。苦しげに息を吐いた。足を持ち上げると膝ひざを抱かかえ込み、ぎゅっと自らを抱だきしめた。


　毎日が楽しい。


　今日が楽しくて、明日が待ち遠しい。


　みんなは不安そうな顔を見せるが。


　そんなの平気だ。何があっても恐くない。


　こんなにも、みんな大好きで。


　こんなにも、愛いとおしくて。


　温かくて。


　まぶしくて。


　それに、二人がいてくれる。


　二人と一緒なら、それだけで笑顔になれる。


　幸せになることができる。


　こんな嬉しいことってない──





　なのに、なぜだろう。




　ひどく、のどが渇かわく。









　　二章　発ほつ端たんはゆくりなく
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「ジロー。こっちだ」


　聞き慣なれた声を耳にして、ジローは帽ぼう子しのつばの下から、視し線せんを向けた。


　遊歩道のオープン式カフェテラス。テーブルのひとつに、陣じん内ないショウゴの姿すがたがあった。ジローは向きを変えて近ちか寄よると、同じテーブルに腰を下ろした。


　陣内が新聞を畳たたむ。テーブルのエスプレッソからは、まだ湯気が上がっていた。彼も着いたばかりなのだ。


「どうせなら中に入りませんか」


「たまにはいいだろ。曇くもり空じゃないか」


「太陽が昇のぼってることに変わりはありませんよ」


「却きやつ下かだ。いつもいつもお前につき合ってたら、健康を損そこなう」


　陣内は平然とコーヒーカップに口を付けた。ジローは大げさに嘆たん息そくした。


「時の流れは哀かなしいものです。あの陣内ショウゴが健康に気を遣つかう日が来ましたか」


「吸血鬼ブラツク・ブラツドに合わせて万年寝ね不ぶ足そくになるのは、現場の連中の仕事だ。いまや私は管かん理り職しよくだぞ。偉えらいんだ」


「なんと嘆なげかわしい。反はん骨こつ精せい神しんに満ちていた青年は、どこに行ってしまったのです」


「さすがは明治ひと桁けただな。説教の年寄り臭くささも年ねん季き入りだ」


　知的でも洗せん練れんされてもいない挨あい拶さつを交わしたのち、二人は互たがいの不毛さに気がついた。視線を逸そらし合い、どちらからともなくゴホンと咳せき払ばらいをする。


　顔を合わせる度たびにこの様なのだから、成長しないのはお互い様だろう。曇どん天てん模も様ようの空の下、テラスにはＢＧＭで古いアナログのジャズが流れていた。


　ジローがコーヒーを注文するのを待って、陣内は本題を切り出した。


「……で。どうだった？　新大陸の吸血鬼は？」


「相変わらず地じ獄ごく耳みみですね。まあ、ちょっとしたものでしたよ。さすがによく鍛えられている」


「『銀刀』殿どのでも苦戦したか？　だがほとんど転びたてアンダー・イヤーだろう」


「個人個人ならどうということはありません。実を言えば、部隊としても大した脅きよう威いではないと思います。少なくともいまのところは」


　とジローは驕おごる風でもなく、率そつ直ちよくな評ひよう価かを口にした。


「それより恐こわいのは、ああいう部隊が実際に活動しているという現実そのものですね。しかも、この特区で」


　吸血鬼たちの軍隊を維い持じし運用するのがどれほど大変なことか、ジローにも少しは想像がつく。秘ひ密みつを守るための情報操作や、兵士たちのフィジカル、メンタル両面のケア。特に兵へい站たんは、相当の負ふ担たんを強しいられるはずだ。通常の軍隊では経けい験けんのない負担を。


『赤い牙レツド・フアング』は、そうした並なみ々なみならぬバックアップを受けて、初めて活動可能な部隊のはずである。そこにつぎ込まれる熱意や思おも惑わく、人間たちの思想が、ジローには恐おそろしい。


「部隊の装そう備びや補ほ給きゆうを支ささえるスタッフ。軍や血族といった本国との繫つながり。『赤い牙レツド・フアング』という存在が特区にもたらしている影えい響きようとは、部隊の武ぶ力りよくだけで測はかれるものではない」


　ジローの説明に、「なるほどな」と陣内も同意した。昨晩キケロや周チヤウが見せた不安の源みなもとは、特区が進んでいる方向性そのものなのだ。『赤い牙レツド・フアング』の吸血鬼たちは、その不ふ吉きつさの象しよう徴ちようなのである。


「『カンパニー』での評ひよう判ばんはどうなんです。鎮ちん圧あつチームなどは、さぞかし目め障ざわりに思っているのではないのですか？」


「まあな。彼らに限らず、『赤い牙レツド・フアング』に対する心しん証しようは、あまり芳かんばしいものじゃない」


　陣内が難むずかしい顔をした。


　秘密を抱かかえる組そ織しきだけに、『カンパニー』内部の組織的結束は固い。少なくも現場においては。


　だが、それは逆に言うと排はい他た的てきな空気を持つ組織でもあるということだ。新参者に対する風当たりは強いのである。ましてや、『豪ごう王おうフォワード』の血統からなる米軍の特殊部隊となれば、簡単に友好的な態度を取れるはずがなかった。中でも、ジローの指し摘てき通り、鎮圧チームは内心穏おだやかではないはずだ。上層部が『赤い牙レツド・フアング』を招しよう聘へいしたのは、彼らの実力では心こころ許もとないと判断した結果なのだから。


「おかげで調停部うちの連中、最近は妙に鎮圧チームと馬が合うようでな。つるんで上の陰かげ口ぐちばかり叩たたいてるよ。微ほほ笑えましいやら、情なさけないやら。どうせ嚙かみ付くなら、もう少し骨ほねのあるところを見せて欲ほしいがね。行動で」


　陣内が皮肉っぽく苦笑する。しかし、ジローはその台詞の意味を正確に捉とらえ、軽口を引っ込めた。


「……調停部は相変わらず、本部から孤こ立りつしているんですか？」


「ああ。『赤い牙レツド・フアング』もそうだが、いまの『カンパニー』の方ほう針しんは、調停部のものと真っ向から対立する。張ジヤン部長が色々気を利きかせてくれてるんで、表向き大人の対応を取ってはいるが……」


　陣内は香ホン港コン聖せい戦せんでも活かつ躍やくした人物だ。セイやケインとも親しい繫がりがあり、九クー龍ロン王の遺い灰はいについても事前に知っていた。そのため、『カンパニー』上層部からは吸血鬼寄りの立場と見なされ、何かと冷れい遇ぐうされているのである。一時は、陣内を調停部から切り離そうとする人事まであったのだ。


　特に、会長の尾根崎と陣内の不和は、『カンパニー』にとって最大の癌がんとなっている。間に張が入っていなければ、陣内はとっくにミミコのあとを追って『カンパニー』を追放されていただろう。


「『赤い牙レツド・フアング』の本隊が到とう着ちやくすれば、特区の体たい制せいはさらに変化するだろう。そうなれば、ただでさえ緊きん張ちようしているセイやケインたちとの関係が、もう一段悪化するのは確かく実じつだ。豪王の介かい入にゆうも考こう慮りよする必要があるしな。正直言って、頭が痛いたい」


「調停はあなたの仕事でしょう」


「うん。まあ、そうなんだがね」


　陣内は幾いく分ぶん情けない表情で、渋しぶ々しぶと認みとめた。ジローは自らの同どう居きよ人にんを思い出して、こっそり微笑を浮かべた。親子でもないのに、ときどき妙に似に通かよった仕草を見せる。


「そろそろ助けを求めてはいかがです？」


「助け？　この悩なやめる管理職を助けてくれる有ゆう能のうな人材が特区にいるのかね？」


「いますよ。期待の若わか手てが。『カンパニー』から人心──ならぬ吸血鬼心が離はなれつつあるいま、彼らの支し持じを一身に受けています。その割わりに、貧びん乏ぼうに喘あえいでいますが」


「……ひょっとしてアヒル口の子かね」


「はい。アヒル口の子です」


　陣内は顔をしかめた。


「相変わらずジョークにセンスがない」


　と、憎にくまれ口を叩いたが、それはポーズだ。陣内が顔をしかめる前に一いつ瞬しゆんだけ誇ほこらしそうな表情を見せたのを、長いつき合いのジローは、見み逃のがしていなかった。


「素直じゃありませんね。まあ、負うた娘こに助力を乞こうのは、中年男性としては忸じく怩じたるものがあるのやもしれませんが」


「待てジロー。いま貴き様さま、言ってはならない言葉を口にしたな」


「老いては子に従したがえと言います」


「老いてない。子持ちでもない」


　陣内は断だん固ことして言った。ジローは軽やかにスルーした。


「もともとそのつもりだったのでしょう？　あのときあなたは、今日の特区の状じよう況きようを見み越こしていた。だから敢あえてミミコさんを『カンパニー』から遠ざけたんだ。違ちがいますか？」


　ジローが正面から押し込むと、陣内は渋じゆう面めんになった。「こだわるじゃないか」と面めん倒どうそうに小声でぼやいた。


「ミミコさんのために言わせてもらっているのです。あなたにクビにされて事じ務む所しよを出てきたときの彼女ときたら、とても見ていられませんでした。意図はわかりますが、せめて、もう少しやり方があったのではありませんか」


「こっちも結けつ構こう切せつ羽ぱ詰つまってたんだ、あのときは」


　そう言ってコーヒーを手に取る。ジローはじろりと陣内をにらんでいたが、さすがと言うべきか、一度開き直ると陣内の鉄面皮は磨みがきがかかっている。やがてジローも諦あきらめて、自分もカップに手を伸ばした。


　平日の午前中という時間のため、カフェにはあまり客がいない。ぽつぽつと目につくのは、暇ひまを持て余あます学生の姿だ。


　現在にではなく、未来に対してのみ責せき任にんを背せ負おう者たち。気楽で、自由で、少しばかり不安定な──本来ならミミコも、彼らと同じ年代なのである。


「……彼女を」


　ぼそっ、と陣内がつぶやいた。ジローは無言で目を向けた。


「『カンパニー』のゴタゴタと関わらせるつもりはない。うちと協定血族のことも。『赤い牙レツド・フアング』のことも。そこまでは、私が引き受ける」


「ショウゴ。私が言うのもなんですが、彼女の実力や人望は、間違いなくあなたの力に──」


「私の力になる必要はない。彼女の力は、そのあとに取っておいてもらう」


「あと？」


「全部終わったあとだ。黒蛇もひっくるめて。そのころには、特区もさぞすっきりしてるだろうからな。ミミコ君もやり易やすかろうさ」


　ジローがぴくりと表情を引き締しめた。その双そう眸ぼうに、昨晩の戦せん闘とうでは見られなかった、切れ味鋭するどい眼光が宿っている。


「……やはり、来ますか」


「お前はどう思う」


　ジローの問いかけに、陣内は聞き返した。二人とも、答えはわかっているのだ。


　そして、「すっきり」すると言うことは──


「いまの『カンパニー』では、カーサたちの襲しゆう撃げきに持ちこたえられないと？」


「わからん」


「身も蓋ふたもないことを」


「……実は他にも嫌いやなネタがあってな」


「聞きたくありませんねえ」


「なら聞かせてやろう。ここ数日、神父との連れん絡らくが途と切ぎれている」


　ジローが軽く目を瞠みはった。神父というのは、彼らのよく知る人物のニックネームだ。聖せい戦せんでは香港に生きる民間人を指し揮きして『九龍の血統クーロン・チヤイルド』と戦った。二人の戦友である。


　ただ、吸血鬼ブラツク・ブラツドとして闇やみから参加したジローや、人と吸血鬼の仲立ちをした裏うらの功労者である陣内と違い、神父は自ら人類の旗頭となり、人々の先頭に立って戦った。そのため、聖戦終結後は「香港聖戦の最大の英えい雄ゆう」として世界的名声を得たＶＩＰとなっている。またその一方で、「人と吸血鬼の共きよう存ぞんする都市」という尾根崎の特区構こう想そうに賛さん同どうし、鎮圧チーム設せつ立りつに尽じん力りよくした人物でもある。


「しかし、彼はまだアメリカでしょう？　いまもまだ米軍の対吸血鬼部隊に特別教官として招まねかれているのではありませんでしたか？」


「向こうで行ゆく方え不明になった。米軍も捜そう索さく中ちゆうらしい。いまリンスケが調べてるが、特区こつちにいたんじゃ詳くわしくはな。かといって、いまあいつに渡と米べいされると動きづらくなる」


「……まさか『赤い牙レツド・フアング』絡がらみですか？」


「わからない。神父も神父で、突とつ飛ぴな行動を取る奴やつだ。今回も例の、『神の声を聞いた！』ってパターンならいいんだが……」


　陣内の口調は重かった。無理もないだろう。いま彼が抱かかえる無数の懸けん案あん事じ項こうは、彼にしか処しよ理りできず、また彼でないと支ささえられないものばかりだ。尾根崎や張。セイやケイン。彼らの誰一人が欠けても特区という特とく殊しゆな都市は成り行かないが、その彼らを必死に繫つなぎ止めているのが陣内なのである。だからこそ、誰よりも難しい立場に立たされているのだ。


　ジローにも歯がゆい思いはある。本音を言えば、いまジローは、在ざい野やにいるミミコのためにではなく、陣内のためにこそ動くべきなのだろう。政せい治じ的てき駆かけ引ひきなどできずとも、陣内ならばジローが自分で考えて動く以上に効こう果か的てきに、『銀ぎん刀とう』望もち月づきジローを活用することができる。事実、十一年前の香港では、ジローは陣内の剣けんとなることで、以後語り草になるほどの戦果を上げているのである。


　しかし、陣内はジローをミミコと組ませた。だからジローも「自分を使え」とは言わない。思っても口には出さない。そして、おそらくは陣内も、ジローの胸むねの裡うちなど承しよう知ちの上で、何も要求してこないのだろう。


「……『赤い牙レツド・フアング』の本隊は、いつ到着するのです？」


「明日だ」


「明日？　そんなに早くですか？」


「スケジュール通りだ。なんの遅ち延えんもないのは、大したものだと思うがね」


　と陣内は米軍の段取りを評ひよう価かする。心証はどうあれ、認みとめるべきところは素直に認めるのが彼のやり方だ。なぜか、身内相手だと勝手が変わるのだが。


「今日もこのあとは、『赤い牙レツド・フアング』の戦術顧問タクテイカル・アドバイザーを連れて特区の案内をせねばならん。しかも鎮圧チームのバドリック君と一いつ緒しよに」


「それはまた……ご苦労様です」


「ふん。まあ、現場に一番詳くわしいのは、調停部と鎮圧チームだからな。指名してきたのも向こうらしいから文もん句くは言えんが……どうも面倒な仕事ばかり押し付けられている気がしてならない」


「これぞ日ひ頃ごろの行いという奴やつですね」


「理り不ふ尽じんな話だ。管理職なのに。偉えらいのに」


　陣内は仏ぶつ頂ちよう面づらで眉み間けんにしわを寄せたが、腕時計を見て「お、いかん」と席を立った。


「時間だ。ああ、ここの払はらいは私が持つぞ。どうせ経けい費ひだ。『カンパニー』の」


「これはどうも。初めてあなたが偉く見えましたよ、ショウゴ」


　陣内が肩かたを竦すくめる。ジローも小さく笑った。


「じゃあな、ジロー。職しよく無なしのレディーによろしく──は言わないでいいが、たまには美う味まい物でも食べさせてやれよ。甲か斐い性しようなし」


「あなたこそ。一度ぐらいミミコさんの手料理を味あじわってみなさい。見落としていた大事な物に気がつくはずですよ」


　陣内はおどけるように目を回した。そして軽く手を振ると、テーブルを離れていった。ジローは黙だまって彼の背中を見送った。


　管理職と自ら公言しつつも、現場から離れない。彼らしい、とジローは思った。


　目を伏ふせ、冷めかけたコーヒーを味わいながら、


「……きっとミミコさんも、ああいう風になるんでしょうね」


「……さあ。それはどうかしら」


　ぎょっとしてジローは椅い子すを鳴らした。


　ついさっきまで陣内が座すわっていた向かいの席。そこに、キャップ帽ぼうを目ま深ぶかに被かぶった少女が座っていた。少女が帽子を取る。現れたのは、じとっとジローをにらむ瞳と、ぶすっと尖とがったアヒル口だった。


「うわあ、ミミコさん……き、奇き遇ぐうですね」


「吸血鬼ブラツク・ブラツドの癖くせに気づきもしないなんて。弛たるんでるわよ、ジローさん」


「面めん目ぼくない。何しろ日中ですので」


　ジローは強こわ張ばった愛あい想そ笑わらいを浮かべた。愛想笑いの下では、激はげしく狼狽うろたえているのが丸わかりだ。ミミコはじとっとした目で、吸血鬼の笑顔をにらみ続けた。


　ぼそりと、鋭く、


「……裏うら切ぎり者もの」


「そ、そんな」


「……内通者」


「誤ご解かいですよ」


「何が誤解ですかっ。いまこの席に座って、あなたと楽しく談だん笑しようしてたのは、身寄りのない未成年を一方的に解かい雇こした、とある大だい企き業ぎようの部長じゃなくて？」


「いや、別に楽しんでいた訳では……」


「少しばかり口答えを、それもごく真っ当な口答えをした途と端たんに、長いつき合いの部下から職と住まいを取り上げるような冷血漢と、あなたは同席してたんじゃなくって？」


「ええ、まあ、その」


「ここのレシート、部長が持ってったわよね？　つまり奢おごられたわけですか、ジローさんは？　あたしの収しゆう入にゆうを絶った、張ちよう本ほん人にんからっ？」


　ひと言発するたびに、身を乗り出すミミコの顔が、テーブルを乗り越えてジローへと近づいてくる。三角の眼まなこにへの字の口。ジローは両手を上げて全面的に降こう伏ふくした。下へ手たな言い訳は、より深しん刻こくな事じ態たいを招まねくと考えたのだ。賢けん明めいな判はん断だんだろう。


「申し訳ありません。黙っていたのは謝あやまります。実は──」


「──だいぶ前からちょくちょく会って情報交換してたんでしょ？　知ってるわ。それぐらい」


　ジローは驚おどろいてぱちくりと瞬まばたきをした。


　ミミコは両手を膝に置いて、椅子に座り直していた。どうやら、買い物に出た途と中ちゆうだったらしい。小さなハンドバッグを持っている。ブラウスの上にコートを着て、下はデニムのスカート姿だった。帽子もそうだが、余よ所そ行いきの格かつ好こうである。


「ご存ぞんじだったのですか？」


「そりゃあね。出で不ぶ精しようのジローさんが何日かおきにこそこそと、しかも日が沈しずむ前に出て行くのを見てれば、ピンと来るわよ」


「お見それしました……しかし、それなら何も、怒おこることは──」


「怒ることは？　怒ることは、なんなの？　あなた、あたしの生活を根底から覆くつがえして自分はのうのうと喫きつ茶さ店てんでコーヒー飲んでるような輩やからと、和わ気き藹あい々あいと──」


「はっ。失言でした。いやまったく、お怒りはごもっともです、ミミコさん」


　瞬時に両目を吊つり上げるミミコに、ジローは神しん妙みような面持ちで頭を下げた。陣内といいミミコといい、どちらも素す直なおではない。むろん、口には出したりしないが。


　ミミコは腕うでを組んで、わざとらしくため息をついた。


「まったく……大の男が二人揃そろって。仲が良くってうらやましーわ」


「コーヒーを飲んでただけですよ」


「あらそーお？　あたしなんかたまの息抜きで買い物に来ても、お金ないから独ひとりでウィンドウショッピングよ？　あーあ。やっぱり帰って寝ねてようかしら」


「勘かん弁べんしてください、ミミコさん」


　ジローが川に落ちた捨て犬のように顔をしかめる。ミミコは柴しば犬いぬの反省に耳を貸かすシャム猫ねこのような表情をしていたが、最後にはふっと険けんのある表情を綻ほころばせた。


「それで？　部長とは何を話してたの？」


「はあ。色々と」


「何よ。男同士の秘ひ密みつってわけ」


　ふーん、とミミコが半眼にした目を向ける。もっとも、口元は笑っているようだ。


「やれやれ。兄きよう弟だい揃そろって、あたしに隠かくし事ごとなんて。ミミコさんも舐なめられたもんねえ」


「おや。コタロウが何か粗そ相そうでも？」


「粗相って訳じゃないけど……でもさ。あの子最近、ちょっと変じゃない？　今日だってあたしが起きたときには、どこか遊びに行ってたみたいだし。昨日の晩ばんだって──」


　と、口を滑すべらせかけたミミコだが、ジローが両目に関心を浮かべるのを見て、つい口をつぐんだ。さて話したものか、と検けん討とうするような顔をする。


　んーと深しん刻こくぶって悩なやんだ末、


「ねえ、ジローさん」


「はい」


「コタロウ君てさ」


「はい」


「好きな子いるのかな？」


「……はい？」


　これぞ間ま抜ぬけ顔と言わんばかりの間抜け顔になって、ジローが聞き返した。ミミコは思わず噴ふき出した。ハンドバッグを手に、椅い子すから立ち上がり、もったいぶった仕草で人差し指を頰に当てる。


「やっぱいいや。さて。あたしはお買い物の続きでもして来ようっと」


「ま、待ってください、ミミコさん。いまなんと？　コタロウがなんですって？」


「別に～。それより、ジローさん。このあと暇ひま？　暇ならつき合ってよ」


「え？　いやでも、まだ陽ひは高い──」


「何よ。何か美お味いしいものでも食べさせてくれるんじゃないの？　この甲か斐い性しようなし」


「き、聞いてらっしゃいましたか」


「どうせ部長から散々収しゆう賄わいしてるんでしょ。そんなヨゴレタお金は、真っ当な勤きん労ろう少しよう女じよがキレイに使ってあげます」


「わ、賄わい賂ろなど受け取ってませんよ」


　ジローは身の潔けつ白ぱくを訴うつたえたが、ミミコは「駄だぁ目め」と舌したを出した。


「裏切り者には制せい裁さいを。ほら。行くわよ、ジローさん」


「……畏かしこまりました」


　諦あきらめてジローも席を立つ。もっとも、言うほど嫌いやがっている訳ではない。このところミミコは気負いっぱなしだったし、息抜きに外出していたのなら、それにつき合うのもいいだろうと思っているのだ。そんなジローの内心を見み越こしているのか、ミミコもご機き嫌げんの様子である。


　ハンドバッグを小気味よく振り回してミミコがカフェを出る。あの師しにして、この弟で子しありか──と密ひそかに苦笑しながら、ジローは両手をポケットに突っこむと、大人しく彼女のあとについていった。





　　　２





　第十一地区イレブン・ヤードを探さがせ。


　主の命令は、彼を見事に捜し出したサユカにとっても、生なま半はん可かなことではなかった。『カンパニー』情報部がいまだに手かがりひとつつかめずにいる話だ。特区が十一年間にわたって秘ひ匿とくし続けた場所なのである。なんの後ろ盾だてもない一人の女性には、荷が重い難なん題だいだった。


　しかし、少なくともいま現在、サユカの足取りは軽かった。


　曇くもり空のショッピング・モール。サユカは大きな買い物袋ぶくろを抱かかえて、独ひとりで舗ほ道どうを歩いていた。以前のようなスーツ姿すがたではなく、ユニセックスのワイシャツにパンツ、足下はスニーカーとカジュアルな装よそおいである。それでも、彼女の持つ上品な美しさは、少しも損そこなわれていない。両手一いつ杯ぱいに一いつ生しよう懸けん命めい袋を抱え持つ姿がアンバランスで、すれ違った通行人たちは思わず顔を和なごませていた。


　ミミコが古ビルを追い出されたのに前後して、サユカもまた、自らの日常を一変させた。ゼルマンの失しつ踪そうを知ったのち、それまでの生活をかなぐり捨てて、主あるじの行ゆく方えを追うようになったのである。いまも定まった住まいはなく、ホテルを点々とする暮くらしを続けている。


　だが、それももうお終いだ。これからは独りではない。帰る先に待つ主のことを思うと、サユカの唇くちびるは幸せそうな微ほほ笑えみに満たされた。それはまさしく、待ち侘わびた恋こい人びととの再さい会かいに、心こころ浮うかれる女性の表情だった。


　──今日にでも、あのホテルは引き払わないとね。悪くはないけど、ちょっと狭せまいし。どこか、ゼルマン様に相応ふさわしい場所を用意しなくては。


『カンパニー』の捜索はまだ続いている。ゼルマンは気にも留とめないだろうが、いまの特区の情じよう勢せいを考えると、所しよ在ざいを知られるのは避さけたいところだ。これからは捜索ではなく、逃とう亡ぼうの日々を送ることになる。


　なら買い物をしても邪じや魔まになるだけ、とサユカもわかっているのだが……気がつくとこうなっていた。気が緩ゆるむのを自じ制せいできなかったのだ。


　この半年間は灰はい色いろの毎日だった。朝から晩まで情報収集に駆け回り、安宿に戻った後は倒れ込むように眠ねむる。様々な場所に潜せん伏ぷくし、その場その場で適てき当とうな物を口にしていたが、いつどこで寝て何を食べたかは、まるで覚えていなかった。笑顔はもちろん、一時期は表情すらも忘れていた。つまるところ、白しら峯みねサユカの活動とは、すべてゼルマンを中心に成り立っていたのである。彼のいない時間が、どれほど虚むなしく恐ろしかったことか。サユカが捜索に没ぼつ頭とうし続けたのも、結局は彼を失う恐怖から逃のがれるためだった。


　だからこそ、ゼルマンが側そばにいるというだけで、こんなにも救すくわれた気になれる。二人では食べきれないほど新しん鮮せんな食材を買い込んだり、使うかどうかもわからない食器や着き替がえを買ってみたり。持ちきれないほどの買い物も、浮かれている証しよう拠こだろう。


　──こんなバカみたいな真ま似ねして、ゼルマン様は笑われるかしら。


　それなら望むところだ。自分は喜んで道化になる。わずかな間でもゼルマンの気を紛まぎらわせることができるなら……


　と、そこでサユカの瞳が翳かげった。幸せそうだった笑みが、少し哀かなしげな、寂さびしい微び笑しように変わった。


　汚よごれた毛布を被かぶり、海辺に座る主の姿を思い出す。半年間の沈ちん黙もく。逃亡とも見られかねない潜伏。何がゼルマンをそうした行動に走らせたのか、サユカには想像できない。


　ゼルマン・クロックは、セイに敗やぶれた。それはわかっている。しかし、ゼルマンが敗北のショックで失しつ踪そうしたのだとは思えない。龍りゆう王おうセイの力、その「偉大さ」さえ、ゼルマンは認みとめていたのだ。戦いを挑いどんだとき、彼の脳のう裏りにあったのは、自らの勝利ではなかっただろう。もっと別の何か。もっと異ことなる価か値ち観かんだったはずだ。


　そして、再び動き出したとき、彼の第一声は「第十一地区イレブン・ヤードを探せ」だった。


　主の命である。サユカに否いなのあるはずもない。しかし、主が第十一地区イレブン・ヤードを探す理由が、彼女の思し慕ぼと忠ちゆう誠せい心しんとを悩なやませる。


　──真なる銀がいる。ゼルマン様はそう仰おつしやった……


　真なる銀とはなんなのか。埋まい葬そうされた剣けんとはいったい？　しかもそこには、九クー龍ロン王の遺い灰はいがある。他でもない、セイの手によって封ふう印いんされた墓ぼ所しよだ。特区でこれ以上に不ふ吉きつな場所もないだろう。そんな場所を、どうしてゼルマンは……


　──ゼルマン様は『死』を求めている……


　それは、ゼルマンがセイに挑ちよう戦せんする前、彼の元を訪おとずれた『ウォーカーマン』が言った台詞せりふだ。サユカの夢ゆめや希望、胸に描えがく幸せを、蝕むしばみ続けている台詞である。


　吸血鬼ブラツク・ブラツドは不老であり、その精神も成長が遅おそい。これは、姿の変わらない肉体に精神が影響を受けるためだ。瑞みず々みずしい感動を失わずに済む反面、欲や絶望を克こく服ふくすることも難しい。成せい熟じゆくした人じん格かくを得える困こん難なんさは、人も吸血鬼も変わらないのである。


　ところが、吸血鬼は不老であると同時に不死の存在だった。害がいされれば死に至いたることもあるが、人の血を吸い続ける限り、永えい遠えんに近い時間を生きていくことができる。できてしまう。そして、大多数の未み熟じゆくな精神にとり、永遠に生き続けることは必ずしも幸福とは結びつかないものなのだ。


　長い時間を生きた吸血鬼は、やがて己おのれの生に倦うむようになる。これから先も永遠に生きていかねばならない事実に耐たえられなくなる。そして、意識的、あるいは無意識のうちに死を焦こがれるようになる。


　ゼルマンは八百年という時間を生きた古血オールド・ブラツドであり、『闘とう将しようアスラ』の血を継つぐ、最後の生き残りだった。死を求めていると指し摘てきされたとき、彼は否ひ定ていしなかった。


　そのゼルマンが第十一地区イレブン・ヤードを求めている。


　──私は……


　主が胸中に死への欲よつ求きゆうを抱いていると知ったとき、サユカは何かしなくては思った。気高く誇ほこり高い主の「生」を、失意の裡うちに終わらせてはならない、と。


　しかし、自分に何ができるか、何をすべきなのかがわからなかった。主の命令に従うことは、主の死を早めることに繫つながりかねない。といって、第十一地区イレブン・ヤードの探たん索さくを拒きよ否ひすれば、ゼルマンはサユカを切り捨て、自分で探そうとするだろう。考え直すことを嘆たん願がんしようにも、サユカはゼルマンが第十一地区イレブン・ヤードを探す理由も知らない。そもそも、いまゼルマンが何を望んでいるかすらわからないでいる。こんな状態で、彼のために何ができるというのか。


　──駄目よ。諦あきらめてはいけない。最後まで諦めないって、そう決めたじゃない。


　こうして巡めぐり会えたのだ。それだけでも自分は恵めぐまれている。再会のとき、サユカはゼルマンに、ただ側に置いて欲しいと願ねがった。ゼルマンはそれを受け入れてくれたのだと思う。側にいて共に感じ、共に考えながら最善の道を模も索さくする。そのために力を尽つくす。そうしてこそ、白峯サユカがゼルマン・クロックの僕しもべとなった意味がある。


　いつの間にか、足が止まっていた。サユカは頭かぶりを振ふり、無理に笑顔を作った。


　身体からだを揺ゆすって、バランスを崩くずしかけていた荷物を持ち直す。そのとき右手首に引っかけていた手て提さげ袋ぶくろが落ちそうになり、サユカは慌あわてて体勢を戻した。


　ビニールでコーティングされた、しっかりした造つくりの紙袋だ。有名なファッションブランドのロゴが描えがかれている。中身は男物のジャージとニット帽。サユカが何よりも先に買い求めた、ゼルマンのための服である。


　サユカの表情が優やさしくなる。指先だけでぎゅっと紙袋の紐ひもを握にぎりしめた。


「……やっぱり、ゼルマン様には格好良くいて欲しいものね」


　ルーズなようでクール。シニカルでいてシャープ。それがゼルマン・クロックだ。間に合わせの服は用意したが、いつまでも彼に相応ふさわしくない装よそおいをさせていたのでは、主ではなく、僕の沽こ券けんに関わる。


「帰ろう」


　主の待つ部屋に。それから少しずつ始めればいいのだ。サユカはもう一度前を向き、軽く頷いて歩き出した。


　しかし、意識が紙袋に向いていたためか、反対側の荷物が疎おろそかになっていた。サユカが歩き出した途端、ネギやブロッコリーがのぞく袋の口から、リンゴがひとつ転がり落ちた。


「あ」


　と慌てて足を止める間にも、赤いリンゴは舗ほ道どうの上を転がっていく。


　サユカは苦笑した。荷物が多すぎるので両手は塞ふさがっているし、追いついてもしゃがみ込むことすらできない。諦めようかと思ったとき、ちょうど通りかかった通行人の足に当たって、リンゴが止まった。


　ほっとして声をかけようとする。しかし、リンゴを止めた人物を見て、サユカの顔が引きつった。子こ供どもだったのだ。それも、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの、天使のように愛らしい容よう姿しをした少年である。


「『銀刀』の弟──！」


　正直、心情的には『カンパニー』以上に見つかりたくなかった相手だ。しかも、いまの自分は、こんな姿である。嫌なタイミングだった。


　しかし、サユカの渋じゆう面めんは、すぐに不ふ審しんな顔に変わった。彼──コタロウの性せい格かくは知っている。よく言えば純じゆん真しん。悪く言えば無む神しん経けい。要するに子供だ。誰に対しても馴なれ馴れしいので、サユカの顔を見ればすぐに話しかけてきそうなものだ。


　ところがコタロウは、足あし下もとにリンゴが転がってきたことにすら、すぐには反はん応のうを示しめさなかった。まるで白はく昼ちゆう夢むでも見ているようなぼんやりした表情で、前方を眺ながめている。リンゴが足に当たると、のろのろと視し線せんを落とし、転がってきた先を追ってようやくサユカに顔を向けた。


　二人の目があった。


　サユカの全身に震ふるえが走った。


　彼の目を見た瞬間、まるで暗い夜の大海に、一人で投げ出されたような気がした。何か、自分では測はかることの出来ない巨大なものに、ただその場に居い合あわせたがためにのみ込まれてしまう。そんな感覚を覚えたのである。ゼルマン相手にもなかった感覚だ。


　それは一秒にも満たない出来事だった。サユカが、自分が感じた異い様ような感覚に反応するよりも早く、目の前の小さな吸血鬼は、唐とう突とつに彼女のよく知る少年に戻っていた。


「あー！　サユカさんだ！」


「…………」


「うわー。久ひさしぶりだねっ。何してんの──って。わ、何その荷物！　それ全部サユカさんが買ったの？　すっごい買い物だね。ミミちゃんもスーパーのサービスデイとかデパートのバーゲンのときは、そんな風に一いつ杯ぱい買い込んでたよ。ぼく外で待たされて、荷物持ちとかしてたもん。あ、このリンゴ、サユカさんのだよね」


　落ちたリンゴを拾い、とことこ駆かけ寄よって笑いかけるコタロウ。もうすっかり、普段通りだ。さっきの不思議な雰ふん囲い気きはどこにもない。


　──き、気のせいなの？


　サユカの戸と惑まどいにも気付かず、コタロウは無む邪じや気きに笑ってリンゴを差し出した。


「はい。でも、持てる？　なんならぼく、半分持ってあげようか？」


「……あ、ありがとう。でもいいのよ。袋の中に入れてくれれば……」


「んー、ごめん。手が届かないや。サユカさんしゃがめる？　あ、無理か。じゃあ、この手提げ袋、中はスカスカみたいだから──」


「駄目です！　それに触さわらないで！」


「ええ、そ、そう？　手はちゃんと洗あらってるよ？　んっと、じゃあ……そうだっ。投げ入れてあげるよ。その袋動かさないでね。えい」


「イタ！」


「ありゃ。ごめんなさいっ。手元が狂くるっちゃった」


　リンゴのぶつかった鼻の頭が赤くなる。つーんと涙目でにらむと、コタロウはアハハと髪をかいた。笑って許ゆるして貰もらおうとしているらしい。


　やはりさっきのは錯さつ覚かくだったようだ。コタロウは、彼女の知る通りの、馴なれ馴れしく礼れい儀ぎを知らない子供だった。サユカは別に子供嫌いではないが、この少年だけはどうにもペースを崩くずされるから嫌なのである。


「……もういいです。そのリンゴはあなたにあげるわ」


「ほんとに！　いいの？　じゃあ貰っちゃうね。ありがとー」


「それじゃ」


　目を輝かがやかせるコタロウを残し、なるべく平静を保たもってサユカは歩き出した。


　しかし甘あまかった。それぐらいでコタロウの好こう奇き心しんを振り切ることはできなかった。


「あ、待ってよ、サユカさん。せっかく久しぶりに会えたのにさ」


「……望月コタロウ君。悪いんだけど、いま忙いそがしいの。ついてこないでちょうだい」


　サユカは邪じや険けんに言うが、コタロウには通じない。荷物を抱えて早く歩けないのをいいことに、まったく当然のような顔で隣となりに並んだ。


「そういえば、ゼルマンさんは？　サユカさんずっと捜してたじゃない。もう見つかった？」


「……いいえ。まだ──」


「あ、そうかっ。見つかったから、こんなに一杯買い物してるんだね？　ひょっとして今日はお祝い？　てことは、ゼルマンさん無事だったんだ。よかったねー。セイと喧けん嘩かしたって聞いたときはびっくりしたけど、ちゃんと元気でいたんだあ」


　サユカが言い繕つくろうより早く、コタロウは勝手に決めつけていた。しかも当たっている。そう言えば、普段は間が抜けているのに、ときどき妙に勘かんがいい、嫌な子供だった。


　──ええい、もうっ。『銀刀』といい、この血けつ統とうはどうしていつも私の悩なやみを増ふやすのかしら。


　いまさら言い繕うのもかえって不自然だった。まったくもって憎にくたらしい。


　幸い、サユカは逃亡生活中に、幾いく度どかミミコと接せつ触しよくを持っていた。いまのミミコが『カンパニー』と切れている──むしろ、『カンパニー』上層部とは対立する立ち位置にいることも知っている。調停部とはまだ繫つながりがあるかもしれないが、その調停部は『カンパニー』内で孤こ立りつしているはずだ。ゼルマンの情じよう報ほうが伝わる可か能のう性せいは低いだろう。なんならあとでミミコに連絡を取って、固かたく口止めをしておけばいい。サユカはそこまで素す早ばやく計算し、なんとか腹はらの虫を収めた。


　しかし、続くコタロウの台詞を聞いて、たちまち柳りゆう眉びを吊つり上げた。


「じゃあサユカさん、ぼくもゼルマンさんとこに行くよ！　久しぶりにゼルマンさんに会いたいし、会ってセイと仲直りするよう言ってあげる。ぼく二人とも仲良しだから、二人とも説得できると思うん──」


「冗じよう談だんじゃありません！」


「ほえ？」


　突然の大声に、コタロウが目を丸くする。彼だけでなく周りの人間まで何事かと目を向けた。サユカは赤くなって、気まずそうに咳せき払ばらいをした。つくづく、この血統には祟たたられる。一いつ緒しよに暮くらすミミコの気が知れないというものだ。


「ゼ、ゼルマン様は誰ともお会いになりません。いいから君はあっちに行って下さい」


「そんな～。いいじゃない、ぼくも会わせてよ。荷物半分持ってあげるよ？　ぼくこれでも力持ちなんだから」


「結構です。お引き取り下さい」


「えー」


　コタロウは思い切りぶうたれたが、サユカはつんと澄すまして譲ゆずらなかった。


　仮かりにも逃亡中である。ましてや、こんな子こ供どもを連れ込んだ日には、張はり詰つめたゼルマンの身辺を引っかき回すことになる。何よりサユカが耐たえられない。一緒に連れて帰るなど、断だんじてあり得えない選せん択たく肢しだった。


　だが、サユカのツキはリンゴとともに転がり落ちていたらしい。すぐに状じよう況きようを考え直さざるを得ない羽目になった。


「おや？　あれって確かミミちゃんの──」


「──！」


　ショッピング・モールを抜けた先の広場。そこに一台のジープが停てい車しやしていた。幌ほろは外してオープンにしている。後部座ざ席せきに座るのは、『カンパニー』調停部の部長、陣内ショウゴ。運転席でハンドルを握にぎるのは、鎮圧チームの隊長代理、バドリック・セリバンだ。


　──どうしてここに？


　思わず立ち竦すくんでいると、停車中のジープに一人の男が近づいていった。こちらは見覚えのない男性だ。歳としはおそらくは三十手前。ダークスーツをだらしなく着き崩くずしている。ジープの二人に手を挙あげると、何か話しかけながら気さくな様子で後部座席のドアを開けた。


　──くっ。


　ダークスーツの男はともかく、他の二人にはサユカの顔が割われている。ここで鉢はち合あわせるわけにはいかない。まだジープとは距きよ離りがあった。いまのうちに、とサユカは方向を変えた。


　しかし、


「そうそう。確か陣内さんだ！　兄者も昔から知ってるんだよ。あ、あの前の席の人、鎮圧チームの偉い人だよね。ひょっとしてみんなでドライブしてるのかな？　いいな。ぼくも混まぜてもらおうかな」


　と、早くも手を振りながらコタロウがジープの方に向かう。サユカは「待って！」と反射的に呼び止めた。というより、呼び止めるしかなかった。


「──え？」


「待って下さい、コタロウ君。いまは、その……」


「なに？　どうしたの？」


　リンゴを持ったまま、コタロウが首を傾かしげる。それからジープの方を振り返り、サユカを見上げ、またジープを振り返った。自分は買い物袋で半ば顔が隠かくれているが、コタロウはこの距離からでも十分に目立ってしまう。サユカは気が気ではない。


　しばらくジープを眺ながめていたコタロウが、やがて再ふたたびサユカに顔を向けた。その愛らしげな顔が、にっこりと──いや、ニタリと笑っていた。サユカは思わず「う」と呻うめいた。


「えへへ」


「う、うふふ……」


「ねえ、サユカさん」


「な、なにかしら、コタロウ君」


「ぼく、ゼルマンさんに会いたいなあ。とても」


「…………」


「きっとドライブより、その方が楽しいよね」


「………………」


　このガキの教育と躾しつけについては、果たして望月ジローと葛城ミミコのどちらに抗こう議ぎするべきだろうか。サユカは想像の中で二人を二回ずつ、コタロウをその三倍引っぱたいてから、重苦しいため息をついた。


　──仕方がないわね……


　それに、いま思い出したが、ゼルマンはどういう訳だが、このコタロウと気が合うようなのである。以前も二人して、一緒に──サユカを差し置いて！──食事などしていたほどだ。


　──この子と会えば、ゼルマン様も少しは……


　どうせバレてしまったのだ。コタロウ自身にも口止めしておくに越したことはない。ゼルマンの口から「黙だまっていろ」と言って貰もらえば、コタロウも少しは言うことを聞くだろう。まあ、どれほど効こう果かがあるかは知れたものではないが。


「……大人おとなしくしてるのよ」


「大丈夫！　ぼくはいつも大人しいもん」


　平然と断だん言げんするところが、また忌いま々いましい。サユカは想像の中で二人の保ほ護ご者しやと当人をもう一度引っぱたいたあと、渋々ながらコタロウを連れて、その場をあとにした。
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「おや。どうされました、陣内部長？」


「……いや。いま、知った顔を見たような気がしたので」


　ショッピング・モールへの入り口を見ながら、陣内は首を捻ひねった。だが、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少年と買い物袋を山ほど抱えた女性の姿は、すでに見えなくなっている。


「しかし、なんであの二人が一緒に？　まさか、あの男が見つかったのか？　それで賢けん者じや殿どのが……」


「賢者？」


「あ、いや。失礼しました、ミスター・フォックス。こちらの話です」


「そうですか？　でも、『ミスター』は不ふ要ようですよ。コードネームに『ミスター』もないでしょう」


　フォックスが唇くちびるだけで笑う。陣内も笑みを返し、「そうですな」と頷うなずいた。


「バドリック君。出してくれ」


「……了りよう解かいしました」


　バドリックが不ふ機き嫌げんそうに応こたえてジープを発車した。


　褐かつ色しよくの肌はだをした体つきのいい男で、見るからに剛ごう健けん実じつ直ちよくな雰ふん囲い気きだ。命令だから仕方なく従っているが、この任にん務むが不本意でならないらしい。


　不本意なのはお前だけじゃないよ、と同情しつつ、そんなことはおくびにも出さずに、陣内は隣に座った男に話しかけた。


「どうでしたか。モールの中は？」


「驚きました。言われた店を見てきたが、まったく普通の店だ。従じゆう業ぎよう員いんが吸血鬼とは言われなければ気づかなかったでしょう」


「陽ひの差ささない地下の店ですからね。オーナーはウォーロック家の『マリーン・バンク』。吸血鬼たちの生活をサポートする一例です」


「あれも『カンパニー』の指し導どうで？」


「いえ。彼らが自主的にやっていることです。正直、そこまでは『カンパニー』も手が届かない。何かトラブルがあったとき、もしくは予想されたときだけですよ。我々が動くのは」


「さすがは人と吸血鬼が共存する都市。特区が築きずいてきた十年以上の実じつ績せきは、すでに日常に根付いているわけですか」


　陣内の説明に、フォックスは大げさなほど感心して見せた。もっとも目は冷静だ。社交辞じ令れいなのだろう。「ありがとうございます」と何食わぬ顔で答えながら、案外わかりやすい奴やつかもしれないな、などと陣内は評価を下していた。


　だが、


「正直特区に入ってからは肌はだ身み離はなさず持ち歩いているんですが……ほとんど意味はないようです。なるべく軽いのを選んだんだが、それでも邪じや魔まですしね」


　フォックスはそう言って、スーツの懐ふところから拳けん銃じゆうを取り出し、指で弄もてあそんだ。小型の短銃身リボルバースナブノウズ。コルトのデテクティブ・スペシャルだ。


　陣内は微かすかに笑った。笑ったがそれは、この場で拳銃を見せつける意図が、とっさに読めなかったからだ。


「気持ちはわかります。軍人、それも対吸血鬼部隊の軍人なら、吸血鬼の大都市で丸まる腰ごしというのも心許ないでしょう」


「……ですが」


　とルームミラーを見た運転席のバドリックが、苦い声で口を挟はさんだ。


「せめてサブマシンガンでないと、転びたてアンダー・イヤー相手でも命中させるのは困こん難なんです。銀頭弾シルバー・チツプにしろ、当たらないと意味はありません」


「はは。ごもっとも。とはいえ、これ、中身は普通の弾丸ですよ。人間用ですんで」


「人間用？」


「手札カードの一枚とお考え下さい。多い方がいいでしょ？　こういうのは」


　フォックスがコルトをホルスターに戻す。彼が持っていると、まるでオモチャを扱あつかっているようだ。バドリックははぐらかされた顔になり、陣内は黙ってフォックスの横顔を眺めた。


「……調停員コンプロマイザーは武ぶ装そうしないのですか？　吸血鬼相手の交こう渉しようとなると、危険はつきものでしょう？」


「各自の判断に任せています。危険がつきものというのは、仰おつしやる通りですから」


「そういえば護ご衛えいもつけるんでしたね。『クローザー』と呼んでいる。やはり吸血鬼ハンターとか、そういった方々ですか？」


「……タイプはそれぞれですね。傭よう兵へい崩くずれもいれば、元警けい察さつ官かんという護衛クローザーもいる。中には吸血鬼ブラツク・ブラツドも──」


「いた。ですね」


「……ええ」


　フォックスはシートに身体からだを埋うめた。幌ほろは開けているので風が髪かみをなびかせている。


　横目で陣内を見やり、


「できればお会いしたかった。いまからでも可か能のうでしょうか？」


「どうでしょう。昨日までなら考えたのですが」


「あはは。噂通り、情報通ですな。陣内部長は。それに率そつ直ちよくだ。助かります」


「情報は調停員コンプロマイザーの命ですからね。そして、情報の連帯が『カンパニー』の武器でもあります。ゆくゆくは『赤い牙レツド・フアング』とも、そうした体たい制せいを築きたいと思っていますよ」


「申し訳ない。私も同意見なんですが、何しろ新参者の上、現時点の我々は、あくまで軍事力を提てい供きようしているだけですからね。『カンパニー』内部の方ほう針しんにどこまで口を出すべきか悩なやましい問題もありまして」


「お察しします。今日の機会を設もうけて下さったのも、そうしたご好意の一いつ環かんなんですね」


　それはビジネスマン同士が交わす、ごく当あたり障さわりのないやり取りに思われた。和なごやかな声の底には、密かなスパイスが利いていた。


　フォックスが『銀刀』のことをちらつかせると、陣内は昨晩の衝しよう突とつの件をにおわせる。上層部と調停部、鎮圧チームの関係性を話題にすれば、それに対する互いのスタンスを──というより表向きの建前を──必要な範はん囲いで相手に示す。耳を澄すませるバドリックは、会話の意味を正確に追えずにいた。が、それでも二人の間に漂ただよい始めたきな臭くさい空気を嗅かぎ取って、表情を強こわ張ばらせていた。


「それで、どうでした？」


「どうとは？」


「うちの連中のことですよ。一応『後こう輩はい』ってことになりますが……少しは評ひよう価かしてくれてましたか？」


　なんでもない態たい度どでフォックスが尋たずねる。なんだ面白くなってきたじゃないか、と内心太々しく思いながら、陣内はすっとぼけた顔で「そうですね」と応じた。


『赤い牙レツド・フアング』は対吸血鬼戦の訓練を積つんだ吸血鬼だ。そして、ジローの別名は『同族殺し』。対吸血鬼戦の実戦を、誰よりも重ねた吸血鬼なのである。


　またフォックスは、そんな質しつ問もん──『カンパニー』とは縁えんの切れたジローに関する質問を、それもつい昨晩の件に関する質問を、陣内に直接尋ねた。これは、彼がすでに二人の関係、香ホン港コン聖せい戦せんでの繫つながりを知っている証しよう拠こであり、且かつ、自分がそのことを知っているという事実をこちらに伝えてきた意味を持つ。探さぐりを入れますがどう答えますか、とわざわざ尋ねているのだ。


　そして聞かれた陣内は、韜とう晦かいする素そ振ぶりさえ見せない。


「怖こわがってましたよ。末すえ恐おそろしい、と」


「これはこれは……失礼ですが、陣内部長。私、なんだか楽しくなってきました」


「奇き遇ぐうですね。私もです」


　二人は互いに目を見て笑う。オープンにしているのに、バドリックの額ひたいには汗あせが浮うかんでいた。


「実を言うと『調停員コンプロマイザー』という仕事には、個人的にとても興味があったのです。特区という場所を象しよう徴ちようする職しよく種しゆですからね」


「そう言って頂けると光栄です。私もまさにそのように考えていますし、そのことを誇ほこりに思っていますよ」


「どうですか、実際？　上う手まくいくもんなんですか？」


「だから十一年間、特区は繁栄して来ました。さっきあなたが見学された通り」


「でも揺らいでますよね。私が言うのもなんだが」


「仕方がありません。簡かん単たんなことではありませんから」


「あの吸血鬼……名前は確か、ロモス、でしたか」


「課か題だいは多い。否ひ定ていはしませんよ」


「ふむ。たとえば……たとえば、ですが……邪じや魔まさえなければ、将来的には本当に上手く行きますか？　人と吸血鬼は、本当に共存できると？」


「邪魔、というのは？」


「おわかりでしょう？　あ、我々のことじゃありませんよ。本国のことでもなく」


　二人の視線が交こう錯さくする。陣内は少し驚おどろいた。フォックスの目にあるのは、純粋な好奇心──ただそれだけのように見えたからだ。


　だから陣内は本音を吐はいた。


「『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の存そん在ざいもまた、人と吸血鬼の共存を考える上で避さけることのできない問題です。彼らの妨ぼう害がいを除じよ外がいして意見を述のべても、ナンセンスでしょう」


「つまり──」


「ですから、それを考こう慮りよした上で申しますが、共存は、可能です。何人かの吸血鬼との出会いが、私にそれを確かく信しんさせてくれました」


　その力強い断言と誇らしげな──そして平然とした顔つきに、バドリックまで思わずミラー越しの視線を向けた。フォックスはしばらく唇を結んでいた。なぜだろうか。彼は感動しているようにさえ見えた。


「素す晴ばらしい──」


　と、ささやき、


「ではもう一歩だけ踏ふみ込んだ質問をさせて下さい。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』もまた吸血鬼の一血統です。彼らとの共存は可能だとお考えですか」


　フォックスは相変わらず、裏うらのない──もしくは読めない──純じゆん粋すいな好奇心を見せている。対して、陣内の双そう眸ぼうは隠しようもなく鋭するどさを帯びた。


「いえ。それはおそらく不ふ可か能のうです」


「……ははあ。やはり血を吸っただけで相手を転化するというのは──」


「それもありますが、一番の問題は彼らの血統が負う、宿命にある」


　陣内が言った。フォックスもまた目を光らせた。


「宿命？」


「ご存じではありませんか？　九龍の血は乱を好む、と。これはただのジンクスではない。彼らはね。共存など、望まないのですよ。いや、香港で示した闘とう争そうと自由。あれが、彼らの望む共存なんです」


　陣内は厳きびしく言った。フォックスは黙だまり込んだ。


　二人の無言は、しばらくの間続いた。ジープは風とエンジン音、そして深い意味を内包する、複ふく雑ざつでゆるがせにできない、濃のう密みつな沈黙に包まれた。


「……なるほど。それでは仕方ありませんね」


「……はい。残念だ、と本当にそう思いますよ」


　フォックスが目を閉じる。陣内はじっと彼を見つめている。


　フォックスが目を開けたとき、彼はまた元の飄ひよう々ひようとした態度に戻っていた。


「ところで、調停員コンプロマイザーの事務所は本部ビルとは別にあるそうですね。比べると、ずいぶん古い、不便な建物だと聞きましたが」


　先の読めない会話の振り方だった。しかし、陣内はまったく引っかかりを見せない。


「慣なれれば不便とも思いませんよ。私などはいちいちエレベーターを待たないといけない本部の方が面めん倒どうですね」


「どうして違う場所に？　やはり吸血鬼の襲しゆう撃げきに対しての備そなえですか」


「それもあるが、理由は様々です。『カンパニー』設立当初は、組そ織しきの中ちゆう枢すうを分割することでリスクを分ける意味もあった。いまとなっては、中枢は本部に集中していますがね。しかし一番の理由は、やはり立地です。情報部などは第八地区エイト・ヤードの方が都合がいいが、あの辺は吸血鬼が出入りするには少し不向きです。調停部のある第五地区フイフス・ヤードは特区の真ん中ですし、どんなタイプの人間が出歩いていても、さほど目につきませんから」


「ああ……そう言えば新市街区ニユー・ヤードには欧おう州しゆう系けいの血統が、旧市街区オールド・ヤードには大陸系の血統が多いのでしたね。そういう意味でも、どちらかに偏かたよるのは好ましくなかったのか」


「それもあります」


「案内してもらって構いませんか？　一度見ておきたい」


「いいですよ。バドリック君」


　軽く請け合い、陣内がバドリックに声をかける。しかしフォックスから顔を背そむけた陣内の瞳は、まるで戦時のような鋭い眼光を、背後のフォックスに向けていた。陣内の目が様相を変えたのは、調停部に案内しろ、と言われた直後だった。


　そんな視線を密ひそかに向けたまま、まったく調子の変わらない声で、


「しかし『赤い牙レツド・フアング』の戦術顧問が、我々の調停に興味を持ってくれるとは思いませんでした。正直意外ですが、嬉しいことですよ」


「私個人は、ね。ただ『赤い牙レツド・フアング』を出されると調子が悪いかな。明日には本隊が到着しますし」


　と、陣内の眼光に気付いたのか否いなか、フォックスもまた意味ありげな微笑を浮かべる。


「ご存じと思いますが、『赤い牙レツド・フアング』の指し揮き権けんは、人間が握にぎっている。ただ例外がありまして、本隊の──つまり兵を束ねる隊長は、吸血鬼なんですよ。この方が、あまり話し合いとかを好まれないものですから……」


「……『豪ごう王おうフォワード』の側近か何かですか？」


「いえ。それどころか、古血オールド・ブラツドです」


　陣内は目を瞠った。


『豪王フォワード』の血統は世界中の血族の中でも、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に次いで若わかい血統だ。始祖ソース・ブラツドの豪王が誕たん生じようしたのも前世紀半ば。第二次世界大戦終結後のことである。つまり、彼の血統に、百年以上生きた古血オールド・ブラツドは存在しないのだ。


「……異なる血統の吸血鬼なんですか？　どうしてそんな──」


「新たな始祖ソース・ブラツドに敬けい意いを払はらい、まだ若い彼を補ほ佐さしている後見人だそうです。日本風に言うと大老タイローになるのかな？　ここだけの話、私としてもどんな態度を取るべきか悩なやみ所でしてね」


「どの血統の吸血鬼かもわかっていないんですか？」


「はい。秘密にされているんですよ。私など面めん識しきもありません。ただ──」


　とフォックスは投げやりな仕草で肩を竦すくめた。
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「なんでも、剣の達人だそうで。いやあ、バドリックさんの忠ちゆう告こく通り、明日からはサブマシンガンを持ち歩くことも考えねばなりませんなあ」





　　　３





「ＭＨ─６Ｍ、四機。ＡＨ─64Ｄ、二機……」


　リストに列挙された項目を読み上げる尾お根ね崎ざきは、いつしか死者の罪ざい状じようを告げる閻えん魔まのような顔つきになっていた。


「なんだ、この最後の項目は？　この途と方ほうもない予よ算さん枠わくは？　いったいなんの冗じよう談だんだ」


「……ヘリですね」


「ヘリ？」


「ＭＨ─６Ｍはリトル・バード。ＡＨ─64Ｄは──アパッチ・ロングボウです」


　張ジヤンは簡かん潔けつに説明する。尾根崎はぽかんとした。


「アパッチ？　アパッチだと？　攻撃ヘリではないか。奴やつらは、そんな物を特区の上空で飛ばす気か!?」


　手にしていた報ほう告こく書しよをデスクに放り出す。尾根崎は椅い子すを回して、背はい後ごのガラス窓に向いた。特区第八地区エイト・ヤードの誇る摩ま天てん楼ろうも、今日は曇くもり空の下で生せい彩さいをなくしていた。まるで自分の心しん情じようを映うつしているかのようである。いまにも雨が降ふりそうな、そんな世界に見えた。


　尾根崎が放り出した報告書を、デスクの前に立つ張が拾い上げた。情報部の彼はすでに内容を知っている。しかし、感情を滅めつ多たに浮かべない双そう眸ぼうは、報告書を丹たん念ねんにもう一度読み直していった。


「リトル・バードというのは小型の多た用よう途と型がたヘリです。強きよう襲しゆう偵てい察さつ、兵員輸ゆ送そうなどに使用されます。特区の交通状況では、ヘリというのは有効な移い動どう手段ですからな。機種は違うが、鎮圧チームでも隊員の輸送用ヘリは採用されています。アパッチは──説明するまでもありますまい。湾わん岸がん戦せん争そうで活躍した、米軍の主力攻撃ヘリ。火器管制ＦＣＲレーダーを搭載した最新型のはずです。まあ、こういったことは、ミスター・セリバンが詳くわしい。のちほど呼び寄せて意見を聞きましょう」


　すでにヘリの搬はん入にゆうは終わっている。いまごろは、先行して特区入りした部隊のもとで、調整が行われているはずだ。


　淡たん々たんとした張の解かい説せつを耳にし、「……まさに軍隊だな」と尾根崎は吐き捨てた。


「アパッチなど、目撃された場合、どう言い訳するつもりなのだ。奴らのことは日本政府にも伏ふせているというのに。それともまさか、隠し通せると思っているのか」


　特区という場所を考えると、アパッチのような攻撃ヘリを秘ひ密みつ裏りに運用することは、まず不可能だ。人口が多い上に、昼夜を問わず活動を続ける都市なのである。


「さすがに、単なるいざこざで攻撃ヘリを出すつもりではないでしょう。血族間の大規き模ぼな抗こう争そう、あるいは古血オールド・ブラツドの暴ぼう走そう。そういう破は局きよく的てきな事態を想定しているはずです。そして、そういう事態になれば、もはや情じよう報ほう漏ろう洩えいになど気を向けている場合ではない。そう考えているのではないでしょうか」


「ろくでもない想定だ。しかし……」


「はい。元を正せば我々のオーダーです」


　古血オールド・ブラツドを相手にしても制せい圧あつ可か能のうな武力。それが、尾根崎が特区に必要と判断した力である。そして、尾根崎の注文に応じ、米軍が用意した答えが、この報告書だった。


『赤い牙レツド・フアング』本隊の武装。むろん、ここに記されているのは一部である。


「いまいる連中にしても、装備は相当な物だった。銀頭弾シルバー・チツプ装そう塡てんの汎はん用ようライフルはもちろん、バックアップ用の拳銃やナイフに、ボディ・アーマー。最新鋭の通信機器に各種デバイス。デジタル情報化された指揮システムも見たが、もはや素人しろうと目めにはＳＦの世界だ」


「米軍には先進歩兵装備システムランド・ウオーリアーというプロジェクトがあり、様々な実験と開発が進められています。おそらく、『赤い牙レツド・フアング』の前ぜん衛えい部ぶ隊たいが装備しているのは、それを吸血鬼用にカスタマイズした物でしょう。いまはまだ大人しいが、本気で古血オールド・ブラツドを相手にするつもりなら、今後は重火器の割わり合あいが増えるはずです。戦闘力のみを追求するのであれば、兵士一人一人に戦車や戦闘機レベルの装備を持たせればいいのですから」


　人間には機械的にしか操あやつれない重量の火器であっても、吸血鬼なら話は別だ。戦闘車しや輛りように搭とう載さいするより、遥はるかに小回りを利きかせた運用が可能となる。しかも敏びん捷しように。


「……まだそうしないのは、特区という活かつ動どう地ち域いきに合わせているからか？」


「それもあるでしょう。しかし、彼らとしても、まだ試し行こう錯さく誤ごの中なのだと思われます。吸血鬼の兵士、というものに対して」


「というと？」


「先進歩兵装備システムランド・ウオーリアーでは兵士一人一人を無線ネットワークで繫つなぎ、各兵の置かれた状況や健康状態などを常にモニターしながら、その一人一人に直接指示を与えます。これは、兵の生せい存ぞん性せい及び戦闘能力の向上を目的としたものですが……『赤い牙レツド・フアング』の場合は兵の制御と監視かんし──もっといえば転化した兵士たちの暴ぼう走そうを防ふせぐという意味合いも強いと思われます。あの戦闘服やヘルメットに爆ばく薬やくが仕込まれていたとしても、私は驚おどろきません。むしろ、いざという場合に兵士を抹まつ殺さつする用意が何もないとすれば、その方が驚きです」


　張の冷れい徹てつな見解に、尾根崎はやや鼻はな白じらんだ。しかし意見には同意した。


　米軍が『豪王フォワード』の血族と手を結んだのはここ数年のことだ。まして米軍は『九クー龍ロンショック』以降、他国に率そつ先せんして吸血鬼撲ぼく滅めつ運動を展てん開かいしていた経けい緯いがある。吸血鬼に対する偏へん見けんは強いはずだった。軍内部でも『赤い牙レツド・フアング』のことはトップ・シークレットにされているが、そこには対外的な配はい慮りよの他に、内部に対する配慮も含ふくまれているのだ。


「そうまでして吸血鬼の力が欲しかったということなんだろうが……採さい算さんの合う投とう資しかどうか、怪あやしいものだな」


「『赤い牙レツド・フアング』の運用費は、ほとんどＣＥＯ連合マネー・キヤビネツトから出ています。代表のリチャード・レーガルは、米軍とはつうかあの仲だ。予よ算さん編へん成せいは遠えん慮りよなく組んでいるのでしょう」


　だとしても、と尾根崎は表情を硬かたくする。米軍の吸血鬼化特殊部隊ブラツク・ブラツド・フオース構想がどれほどの損そん失しつを出そうが知ったことではない。だが、その損失を特区で取り戻そうなどと考えているのなら、そんな思い上がりは断じて阻止そしせねばならない。


　米軍が何を目もく論ろんでいるのか。そして、その中で『カンパニー』が必要とする物は何か。よくよく見み極きわめてかかる必要がある。


「攻撃ヘリに先進歩兵装備システムランド・ウオーリアー。トラック数台分の銀頭弾シルバー・チツプ……対古血オールド・ブラツド戦を本気で考えると、これぐらいは必要というわけか」


「軍隊の方式で計算すれば、そうなるのでしょう。軍の戦せん略りやくの基き本ほんとなるのは、結局のところ数。物量ですから」


「逆に言うと、これなら古血オールド・ブラツドレベルの吸血鬼にも対たい処しよできると考えているわけだな。ふむ……お前の意見はどうだ？」


「……ひとつ面おも白しろい武ぶ器きがあります」


　と張は報告書の最後を捲めくって尾根崎に差し出した。そこには一枚の写真がプリントされていた。写っているのは、台座に置かれた細長い鉄の塊かたまりだ。


　長さは約一メートル半。幅はばはもっとも太い箇か所しよでおよそ三十センチ。機能性のみを優ゆう先せんしたフォルムは、何かの機械工具のようにも見える。また全体から漂ただよう無ぶ骨こつさ故ゆえか、対戦車ライフルのような巨きよ大だいな長銃にも見えた。幾いくつかのコードが絡からまっており、特に太いコードが写真の枠わくの外に伸のびていた。


「これは？」


「レーザーガンです。そこには写っていませんが、写真から切れたコードは、小型冷れい蔵ぞう庫こほどのバッテリーパックに繫つながっています」


　尾根崎は呆あきれ顔で張を見やった。しかし、張の態度は真しん剣けんだ。


「いよいよＳＦになってきたな」


「実じつ用よう性せい次し第だいですが、吸血鬼を相手にするなら極めて有効な武器となる可能性があります」


「レーザーがか？」


「防ふせげませんから」


　簡潔な張の返答に、「ああ」と尾根崎も気付いた顔になった。


　本来、吸血鬼を倒たおす際さいの定じよう石せきというのは、その吸血鬼の弱点を攻せめることである。太陽に弱いなら日中に戦うべきだし、ニンニク臭しゆうが苦手ならガーリック・ガスを用意する。『九クー龍ロンショック』以前、張のような吸血鬼ハンターたちは、そうやって人を凌りよう駕がする吸血鬼たちを倒してきたのだ。


　ただ、吸血鬼の弱点は血統によって異なる。万能な抗吸血鬼材アンチ・ブラツク・ブラツド・マテリアルは銀だが、たとえ銀頭弾シルバー・チツプで銃じゆう撃げきしても、力のある吸血鬼なら力場思念ハイド・ハンドで止めることが可能だ。


　だがレーザーなら？　通常の力場思念ハイド・ハンドでは、止めることはまず不可能である。そしてレーザーなら炎ほのおと同じように、吸血鬼の力の源である血を、直接焼き滅ほろぼすことができる。


「吸血鬼たちの中でも、レーザーによる攻撃を経けい験けんした者は皆かい無むです。銃弾を止めるようには、止められるはずがない。もちろん、断だん言げんはできません。添付されていた資料だけでは不明な点が多い。どの程てい度どの破は壊かい力りよくがあるのか。連れん射しやは可能なのか。遠距離からの狙そ撃げきは。またその場合命中精せい度どはどのレベル保ほ証しようされるのか。ですが、仮かりにそれらの課題点をクリアできているのなら──遠距離から一瞬で心臓を撃うち抜ぬき、次いで頭部を破は壊かいする。そんな真ま似ねも可能かも知れません。これならば、吸血鬼がその力を振るう暇ひまさえ与あたえずに、秘ひ密みつ裏りに抹まつ殺さつできる」


「……暗殺、か」


　尾根崎の双眸が冷たい光を放つ。張はあえて感情を殺して、「会長」と強い声を出した。


「はっきり申し上げますが、古血オールド・ブラツドとの間に深しん刻こくで解決不能なトラブルが発生したとき、特区の現状を維い持じしたまま事態を打開する方法は、暗殺ぐらいしか存在しません」


　そのような事態に陥おちいったとき、『赤い牙レツド・フアング』は喜々として吸血鬼たちとの全面戦争に踏ふみ切るはずだ。そして、特区は戦場と化すのである。香ホン港コンのように。


　張はじっと尾根崎を見み据すえた。いざというときの覚かく悟ごを、組織のトップに求めているように見える。


　しかし、尾根崎は突然苦く笑しようすると、「張──」とおかしさの滲にじむ声で呼びかけた。


「試しているのか？　懐なつかしいな。お前に試ためされるのは、『カンパニー』に誘さそったとき以来だ」


　すると、張もまた白くなったひげを微笑で揺ゆらし、「失礼しました」と頭を下げた。


「無礼な真ま似ねをお詫わびします。ですがいまは、『カンパニー』設せつ立りつを決意したときに匹ひつ敵てきする重要な時期かと思われます。会長のお考えを、わたくし自身確かく認にんしておきたかった」


「なら明めい言げんしておこう。私が求めるのは、あくまでも『抑よく止し力りよく』だ。血族との関係が緊きん迫ぱくしたとして、そのとき最終的に目指すべきは、互いの共存のみ。戦争ではない。よって『赤い牙レツド・フアング』の存在には使い方次第で価値を認めるが、暗殺は必要ない。……これでいいかな？」


「感かん謝しやします。尾根崎会長」


　尾根崎が、そして答えを得た張も、それぞれ何なに食くわぬ顔で笑った。食わせ者の隠いん者じやと、彼の教育を受ける王。そんな、親しくとも馴なれ合あうことのない、心地よい緊張感がある。


　張は尾根崎の説得に応じて、『カンパニー』の重職に就ついた。元吸血鬼ハンターである張ですら、尾根崎の理想には強い共感──というより憧あこがれを覚えたからだ。そして彼がゼロから特区という大都市を造つくり上げる過か程ていを見守り、彼に偉い人じんの風ふう格かくを認めるに至いたった。自分の力が世界の構成に役立っている。そう思えることが誇ほこりだった。


　しかし、張の忠ちゆう誠せい心しんは無む条じよう件けんに注がれているわけではない。己の誇りが失われるとき、彼は尾根崎を裏切らぬまでも、大きな失望を覚えるだろう。それが回かい避ひできたのは、双方にとって喜ばしいことだった。


「……ただし」


　と、弛し緩かんした尾根崎の態度が、再び引き締まる。


「相手が『九龍の血統クーロン・チヤイルド』となれば、その限りではないがな」


「……はい」


「張。『赤い牙レツド・フアング』なら奴らに勝てるか？」


「難むずかしいでしょう。彼らには圧倒的に経けい験けんが足りない。勝つためには──」


「──経験者の協力が必要？」


「はい。幸いにして特区にはいます。何人も」


　張が彼らしくもなく、期待の込こもる目つきを尾根崎に向けた。


　尾根崎は口くちを結んだ。椅子に背中を預け、両目を閉ざし、そのままじっと身動きを止めた。まるで眠ねむってしまったようだった。しかし張は口を挟はさまず、背筋を伸ばした姿勢で会長の葛かつ藤とうを見守った。


　結論が出たのは、実に十二分後だった。


「……明日はセイたちと会議があったな」


「はい。到着する『赤い牙レツド・フアング』に関する説明のために」


「同じ席に、バドリックを呼べ。フォックスもだ。中断していたが、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の脅きよう威いに対する具ぐ体たい的てき対たい応おう策さく。あれだけは、まとめておく。セイやケインにしろ、我々にしろ、また『赤い牙レツド・フアング』にしろ、ことこの一件に関しては利害が一いつ致ちするはずだ」


　ぐっ、と張が唇の端を数ミリ持ち上げた。会心の笑み。軋あつ轢れきに耐たえ、困こん難なんな調整を諦あきらめることなく続けてきた末に、ようやく希望の光を見た。そんな表情だ。


「提てい案あんがあります」


「なんだ」


「会議の司会は調停部に任まかせましょう」


　すると尾根崎は苦虫を嚙み潰つぶしたような顔をした。確かに、適てき切せつな人選である。というより、それしかないという選択だ。「仕方がないな」と言うしかなかった。


「……確かに、あいつしかおるまい。能力的にも、立場的にも」


「いえいえ。そういう理由ではなく──」


　と、不審げな目で問いかける尾根崎に、張は素そ知しらぬ表情で答えた。


「最近、面倒な仕事はなるべく彼に押し付けるようにしておるのです。どうも陣内部長は、管理職と中間管理職の違いを、よくわかっておらんようですので」





　　　４





　ミミコはご満まん悦えつの様子であった。


「いやー、思ったより面白かったわね。あの展てん望ぼう台だい。曇ってたのが残念」


「曇り空でなければ、私は蒸じよう発はつしていました」


「またそんな、だらしないことを。良かったでしょ？　見晴らしとか」


「さあ。夜の散歩でビルの屋上とかはよく行きますから」


　素っ気ないジローの返事に、ミミコが頰ほおを膨ふくらます。


「ああ、ジローさん。あなた自分の発はつ言げんが今晩のおかずにどんな深しん刻こくな打だ撃げきを与あたえてるか自覚してるかしら？」


「え、そんな。私はただ正直に──」


「正直にですって？　酷ひどいわ。せっかくの素直なあたしの感動を」


「夕食のおかずを引き合いに出す時点で、素直な感動など絵空事です。第一、目が笑ってますよ、ミミコさん」


　横目でにらむジローの指し摘てきに、隣となりのミミコは「ふーん」と顔を逸そらせた。確かに目が笑っているらしい。口元までむずむずしてきた。


　二人が並んで歩いているのは、第七地区セブン・ヤードの植物公園だった。開けた敷しき地ちに幾いくつもの花か壇だんや林を抱える、運うん河が沿ぞいの公園だ。平日のためか、それとも空そら模も様ようのせいか、人の姿は普段よりずっと少ない。そもそもシーズンではないのだろう。花の多くは枯かれているし、木々の枝えだも次第に冬ふゆ支じ度たくを始めていて寒々しかった。


　前方には、広い桧ひのき林ばやし。背の高い桧の向こうに、隣りん接せつするショッピング・モールのカラフルな屋根が見えた。さらにその奥には三十階建てのシティ・ホテル。だが前方以外はほとんど運河と空き地に囲まれているので、視界は広かった。


　まだ空はほのかに明るい。灰はい色いろの雲が裏側から太陽光を受けて、所々白く輝かがやいていた。天高く馬うま肥こゆる秋もすでに冬へと移うつりつつあるが、まだ雲は遥はるか高みで特区の屋根を作っている。


　とはいえ、最近では日没もあっという間になった。時と計けいを確かく認にんしたミミコは、


「そろそろ帰ろっか。ここからだと遠いし。途と中ちゆうで夕食の買い物もしたいしね」


「ですね」


　ジローが頷く。昼間から連れ回されたせいか、少し元気がない様子だった。それを見てしまうと、やはり悪い気がするミミコである。


「……ごめんね、ジローさん。結局こんな時間まで引き回しちゃって」


「ああ、気にしなくていいですよ。こんなにのんびりするのは、私も久ひさしぶりでした。いい休きゆう暇かになりました」


「ん、そう？　そう言ってくれると、嬉うれしいけど」


「昼間食べた蕎そ麦ばも美お味いしかったではありませんか。ほら。私が奢おごって差し上げた」


「あら。あたしはそのあとで食べたジェラートが美味しかったわ。ほら。あたしがジローさんの分も買ってあげた」


「あとなんでしたか。ネイルアート？　爪つめ一枚に絵を描かくのが、どうしてあんな──」


「そうそう、写真展は気に入ってたみたいじゃない。考えてみれば、朝日や夕日は写真でなきゃ見れないもんね。ジローさんたら、涙なみだぐんじゃって。ネイルアートでチケットもらえたおかげね」


「しかし、そのあとのイヤリング。あれを衝しよう動どう買がいさせるというのは──」


「う、ごめん。あれは正直やりすぎたかな」


　ミミコがハンドバックを持ち上げて、ちろっと舌したを出す。その中に、ミミコがごねてジローに買わせた、イヤリングが入っているのだ。


「女の子にとって、男の人に欲ほしい物を買わせるっていうのは、最高のストレス解かい消しよう法ほうなの。吸血鬼ブラツク・ブラツドが血を吸すうようなものなの。だから、ね？　たまにはいいでしょ？」


　可愛く謝あやまるミミコに、「まあいいんですけどね」と半はん眼がんのジローが返事をする。それにしても、吸血鬼が血を吸うようなものとは、言い得て妙な喩たとえかもしれない。


「あとはさっきの展望台ですか」


「うーん。あたしは良かったと思うけどなあ。でも確かに、いつも屋根の上歩いてるジローさんにすれば、どうってことないのも無理ないか」


「どうってことない、と言うほどではありませんでしたが」


「ちぇー。高いところが好きな吸血鬼はいいわねえ。地べたを這はいずる人間としては、羨うらやましいわ」


「なんだか棘とげのある言い方ですね」


「気にしないで。どうせ素す直なおじゃないから」


　澄すまし顔でミミコが答える。ほんとに素直じゃない。


　ジローは苦笑し、軽く周りを見回してから、


「わかりました、ミミコさん。ではちょっと失礼して」


「え」


　辺りに人がいなくなったのを確認して、ジローはミミコを腕に抱え上げた。そのまま軽けい快かいに走ると、前の桧林に向かって、大きくジャンプする。


「わ──」


　ミミコがとっさに目をつぶる。ぎゅっとジローのシャツを握にぎり締しめる。


　再び目を開けたとき、ミミコは一番高い桧の木のてっぺんにいた。ジローは丈夫な枝えだを選んで、目を丸くするミミコを、そっと座らせた。


「まあ、高さはどうということはありませんが、こういうアングルは新しん鮮せんでしょう」


「……うん」


　周りは黒い桧の頂上に囲まれている。低い位置にさっきまで歩いていた公園があり、その向こうには運河が見えた。


　突然の来訪者に驚おどろいたのだろう。林に住む小鳥たちが、周囲の枝に集まってきた。人に慣なれているのか怖こわがる様子はなく、小さくさえずりながらミミコたちを眺めている。


「あは」


　とミミコの笑みがこぼれた。


「なるほど。これが吸血鬼の視点か。うんっ。とても良いものね！」


「気に入って頂けて何よりです」


「あ、あの鳥、可愛かわいいっ。ジローさん、あの鳥なんて言うの？」


「ええ、鳥の種類ですか？　うーん……」


　ジローが困こまった顔で腕組みをする。ミミコはクスクス笑った。


「駄だ目めねえ、ジローさん。せっかく格かつ好こういいセッティングしてくれたんだから、こういうときは、ばしっと答えてくれないと」


「済すみませんね。無学な野や暮ぼで」


　ジローは口を曲げて、拗すねるように言った。ミミコはまだ笑いながら、ハンドバックを肩かたにかけ、枝に座すわったまま両足をぶらつかせた。


　高い木々のてっぺんに腰こし掛かけ、周りには枝葉と小鳥たち。幹みきを挟はさんで直すぐ隣となりには、優やさしい吸血鬼が立っている。まるで絵本の中のようなシーンだ。少しくすぐったい。


「……残念ね。晴れてたら、いまごろ夕焼けよ。ここからなら、きっと綺き麗れいに見えたのに」


「ですから、その場合はミミコさんには自力で木登りをして頂いただかねばなりませんよ」


「あ、そうだった。でも……そうね。今度頑がん張ばって上ったら、ジローさんのために写真撮とっておいてあげるわ」


「それはどうも。しかし高くつきそうですね。今度は指輪かネックレスか」


「こーら。憎にくまれ口を叩たたかないの。ジローさんだって夕焼けは綺麗だって思うんでしょ」


「……ええ。見られなくなったのは、かなり残念に思ってます」


　ジローはそう言って視し線せんを遠方の運うん河がに投げる。西の方角。日が沈しずむ方だ。


「……ねえ。いまでも覚えてる？　夕焼けが、どんなだったか」


「もちろん。特に最後に見た夕日は忘わすれられません。もう百年も前のロンドンでのことですが……」
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「あ、そうか。百年か」


「はい。茜あかね色いろに染そまるウエストミンスター宮きゆう殿でんと時と計けい塔とう。きらきら輝かがやく、テムズ河がわの水面みなも。綺麗でしたよ。とても。言葉では、なかなか伝えられません」


　その風景を重ねているのか、運河を眺ながめるジローの顔が、懐なつかしそうな面おも差ざしになった。


　そうなのよね、とミミコは改めて小さな感動を覚えていた。


　この人は、百年も前からこの世界に生きているのだ。そして、百年前は、自分と同じ人間だったのだ。


　そんな人が、いま自分の隣にいて、百年前の光景を語ってくれる。不思議な気持ちだ。百年前の夕焼けは、いまと比くらべてどんな風だったのだろうか。彼はその夕焼けを、どんな想おもいで見つめていたのだろうか。そしていま、どんな想いでその光景を思い出しているのだろうか。


　人と吸血鬼。赤い血の血族レツド・ブラツドと、黒い血の血族ブラツク・ブラツド。異ことなるけど、同じなのだ。木の上にジャンプするとか。夕焼けを眺めるとか。人にもできることとできないことがあって、吸血鬼にもできることとできないことがある。その範はん囲いは違ちがっていても、その心は──想おもいは、変わらない。


「──ミミコさん」


「ん？」


「あなたには感かん謝しやしています。私は、あなたに会えて、本当に良かった」


「ええ!?　な、何よ、急にっ」


　思わず枝えだから落ちそうになり、ミミコは心しん臓ぞうをバクバクさせた。


　ジローはそんなミミコをちらっと横目に見やり、澄すまし顔でまた視線を遠くに向けた。


　ひと言ひと言を確たしかめるように、


「本当です。百年の夜を生き、香港で剣けんを捧ささげた主あるじを失ったとき、私の人生はこれで幕まくを下ろしたと思っていました。あとは『血』の義ぎ務むを立りつ派ぱに果はたそう。そのためにだけ生き続けよう、と。聖域せいいきから出るときも、私の中にあったのは義務感でした。責せき任にんを無事に果たしたい。彼女に──この身に受け継ついだ『血』に、恥はずかしくないように務つとめたい。ただそれだけだったんです」


　ジローの横顔が憂うれいを帯おびる。いまだ癒いやされぬジローの傷跡に、ミミコは言葉をかけられない。


「しかし」とジローは口元を弛ゆるめた。


「いま私はかつてのように人生を楽しんでいる。かつてのように笑い、かつてように喜びを味わっています。自分でも驚おどろきだ。そして、こんな素す晴ばらしいことはない。出で来き損そこないの未み熟じゆく者ものには、もったいない幸運ですよ。身に過すぎた友人たち。そして、あなたのおかげです」


「……ジローさん」


　ジローがもう一度ミミコを見る。優しくほほえみかけ、すぐに照れくさそうに帽ぼう子しのつばを下げた。


　ミミコの胸むねは早はや鐘がねを打っていた。どうしようもなく顔が赤らんだ。


　嬉うれしかった。


　そして、衝しよう撃げきに身を凍こおらせていた。


　忘れていた。ジローの宿命を。ジローとコタロウが背せ負おう、残ざん酷こくな運命を。なんてことだろう。『カンパニー』をクビになったり。頼たよれる者もないまま放ほう浪ろうしたり。ジローたちと頑がん張ばって働いたり。毎日に精せい一いつ杯ぱいで、毎日が楽しくて。すっかり忘れてしまっていたのだ。こんなにも大事なことを。


　兄弟を特区に導みちびいた最初の夜。ジローが言った言葉が、いま鮮あざやかに脳のう裏りに甦よみがえった。





　──『これから特区での日々が始まる。私にとって最後の──そしてたぶん、最高に楽しい日々です』





　いつかジローはいなくなる。コタロウに食べられて。


　なのに自分は、それを忘れていた。いつも一緒にいるのに。一緒に暮らして、一緒に働いているのに。今日だってずっと一緒に、それがとても楽しくて──


「──ミミコさん？　どうかしましたか？」


　ジローが首を傾かしげ、ミミコは慌あわてて笑顔を向けた。


「あ、あはは。ごめんなさい。だって、ジローさんが急に変なこと言うから」


「へ、変なこととは心外です。これでも私は真しん剣けんに──」


「うん。わかってる。ありがとう、ジローさん。嬉しいよ」


「……そう……ですか」


　ミミコの笑顔に、今度はジローが赤くなる。コホンと小さく咳せき払ばらいをしたが、照れ隠かくしにしては嬉しそうな顔だった。


　対して、ミミコは混こん乱らんしていた。必死に平静な態たい度どを装よそおいつつも、心の中はパニックだった。


　落ち着かなくてはいけない。何も、これほど動どう揺ようするようなことではない。まだ先のことなのだ。まだ、時間は残っているのだから。


　なのにミミコは、気がつくと聞いていた。


「それならさ。ジローさんも……まだまだ人生楽しみたいんだよね？」


「ん。そうですね。いまでも十分ですが」


「で、でもずっと続く方がいいじゃない。それに、感謝してるんでしょ？　みんなに。だったらみんなのためにも、長生きしないと」


「……そうなるといいと思っています。まあ、こればっかりは神様の御み心こころ次し第だいですね。吸血鬼の私が言うと、不ふ敬けいかもしれませんが」


　ジローが笑う。ミミコも笑い返した。いい答えだ。いまはまだ、それで十分だ。


　なのにミミコは、また聞いていた。「だったら」と、わずかに声が震ふるえていた。


「だったら──さ。もし、だよ？　もし……もしもいま、その……コタロウ君が、そういうことになったら……」


　何を言おうとしているのだ。言ってはならない。そんなことを聞いても。だって、答えはわかっている。聞きたくない。


「……ジローさん。どうする、の？」


　ジローは一いつ瞬しゆん申もうし訳わけなさそうな顔になった。止やめて、と叫さけびそうになるのをミミコは必死に堪こらえた。


　そしてジローは胸むねを張はった。はっきりと言った。


「『血』の宿命に殉じゆんじます」


　ほら。やっぱり……


「……そっか」


　ミミコは笑う。視界が遠のくような気がした。耳の奥おくでジジジと嫌いやな音がした。


　まるで他人ごとのような声で、


「ジローさん」


　卑ひ怯きよう者ものめ。


「大変だね」


　どうしてそんな。


「いいえ。もうずっと前に、私は私の運命を受け入れました。誇ほこりに思っています」


「そう。だったら……」


　あたしは？


「寂さびしくなるね」


　あたしはどうなるの？


　あなたがいなくなったあと、あたしは……


「寂しく、なるよ……」


　ミミコは顔を伏ふせた。まだ死んだような笑え顔がおが張り付いていた。


　ジローが辛つらそうに、「ミミコさん」と声をかけた。腹はらが立った。そんな辛そうにするなら、あんな酷ひどいこと、言わなければいいのに。聞かれても、噓うそをつけばいいのに。同どう情じようするぐらいなら、ずっと一緒にいてくれればいいのに。


　ミミコは顔を上げた。


「帰ろっか」


「ええ」


　ジローがほっとしたように頷うなずいた。ミミコは密かに唇くちびるを嚙かみしめた。


　前向きに考えてみる。頑張って、元気を出す。


　こんな唐とう変へん木ぼくに期待なんかしない。いつだって自分は、それでもきっと大だい丈じよう夫ぶ、と自分に言い聞かせて、それで頑張ってきたのだ。ストリート・チルドレンのときも。調停で失敗したときも。カーサたちが攻せめてきたときや、陣じん内ない部長にクビにされたときも、挫くじけずにやってきたのだ。


　だから、頑張らなければ。


「……じゃあ、はい。下ろして、ジローさん」


　ミミコが腰掛けたままジローに向かって両手を広げる。まるで馬車を降おりるお姫ひめ様さまのように。ジローは肩かたを竦すくめると、恭うやうやしくミミコの両手を取った。


　ふわりと身体からだが浮うき上がり、ジローの胸に引き寄よせられる。ミミコはとっさにジローに腕うでを回した。もう一度体重が消える。落下する。ミミコが小さな吐と息いきをもらす。


　叶かなうなら、このまま……


　と──


「きゃ!?」


　突とつ然ぜんジローが体たい勢せいを崩くずした。上下が逆さかさまになり、ジローが頭から落下する。それでもジローは、悲鳴を上げるミミコを反はん射しや的てきに抱かかえ込こんだ。身体を捻ひねり、肩から大地に落下。重たい音がして、ミミコも地面に投げ出された。


「ちょ、ちょっとジローさん！　なんなのによ、急に──」


　目を回したミミコは怒ど鳴なり声を上げたが、ジローの様子に気付くと顔色を変えた。ジローは、両りよう膝ひざをつき、うずくまったまま固まっていた。帽ぼう子しが転ころがり、黒くろ髪かみが逆立っている。額ひたいは地面に押おし当てられ、切れ長の瞳ひとみは大きく見開かれていた。肩が小こ刻きざみにぶるぶる震えていた。


「……コタロウ」


「え？」


「コタロウ……どうした？」


　ジローが声をもらす。独どく白はくのようだが、明らかに呼よびかけだ。ただ事ではない。


「ジローさんっ。どうしたの？」


　とミミコは駆かけ寄より、ジローの両りよう肩かたをつかんだ。


　その瞬しゆん間かんだった。うずくまるジローの全身から、大量の瘴気が噴ふき出した。


　目に見えないのに、見る以上に確たしかな存そん在ざい感かん。眩霧リーク・ブラツドだ。恐おそろしく濃のう厚こうで、しかも禍まが々まがしい。まともに浴あびたミミコは、一瞬で闇やみに包まれた気がした。古い──恐ろしく古い太古の気配が、全身をすり抜ぬけて行く。


「な、何よ、これ！」


　ジローから噴き出した眩霧リーク・ブラツドは、霧む散さんすることなく桧ひのき林ばやしに充じゆう満まんした。ジローを中心に、リズムを取って、踊おどる。ドクン、ドクン、と。これは鼓こ動どうだ。原始のリズムで、眩霧リーク・ブラツドが跳はねるように踊る。何かを搔かき立てている。何を？　ジローをだ。


　ジローがようやく身じろぎした。


「……ガ」


　獣けものじみた声をもらし、右手を地面について身体を起こしていく。左手は腰こしの鞘さやをまさぐっていた。まるでジローの意い志しとは関係なく、腕が勝手に動いているような動作だ。銀ぎん刀とうを捜さがしている。


「ジローさん！　どうしたのよ、いったいっ。何があったの？　何する気なの!?」


「コタロウ……が」


「コタロウ君？　コタロウ君がどうかした？　何か感じるの？」


「助け……止め、ねば……グッ」


　ガハッとジローが咳せき込こんだ。眩霧リーク・ブラツドはまだ噴き出し続けている。ジローの眩霧リーク・ブラツドは以い前ぜんにも見た──いや、感じたことがある。だが、いまのこれは、何か違ちがう。ジローのものよりずっと古い。彼のもっとも奥おく底そこから、こんこんと湧わき出てくる。


　ハッとミミコは思い出した。


　一番最初に血を吸すわれたとき。あのときの、共きよう鳴めい現げん象しよう。ジョアン・曾ツアンによって人ひと質じちになったコタロウを追いかける途と中ちゆうで、一度だけこれと似にたものを感じた。ジローの中に眠ねむる、ジローより遥はるかに古い血流──


「……ミミコさん、離はなれて……っ」


「駄だ目めよっ。だって、こんな──」


　ミミコが激はげしく首を振ふる。一瞬、ジローの目が別の誰だれかになり、また戻もどった。戻ってすぐに、ジローはミミコを突つき飛ばした。


　ミミコが尻しり餅もちをついた。ジローがむくりと立ち上がった。また上半身は苦しげによじられている。右手はいつしか心しん臓ぞうの上を握にぎり締しめている。左手は銀刀の柄つか。よろめきながら足を前に踏ふみ出し、「ハッ」と強く息を吐はいた。前のめりに突き出された頭部から、長い黒髪がハリネズミのように逆立った。牙きばが剝むき出しになり、喘あえぐように開いた口から唾だ液えきが滴したたり落ちた。


　ジローの両目が強きよう烈れつな光を放はなつ。


「──我が君！」


　それはジローの声に聞こえなかった。眩霧リーク・ブラツドが激しく舞まい上がり、ジローは慄りつ然ぜんとするミミコを残して、矢のように空中に跳ちよう躍やくした。





　　　５





　そこはよくあるシティ・ホテルのツインルームだった。２８０３号室。クリーム色の壁かべにクリーム色のカーペット。ベッドメイクされたツインベッド。テレビとテーブル。清せい潔けつ感かんはあるが典型的な造つくりの部へ屋やである。


　ただ、景け色しきは悪くなかった。窓まどから外に目を移うつせば、眼がん下かには華はなやかなショッピング・モールが見え、その先に植物公園と運うん河が。そして第八地区エイト・ヤードと第九地区ナイン・ヤードの摩ま天てん楼ろう群ぐんの眺ちよう望ぼうがあった。あいにく天てん候こうは良くないが、開放感のある見晴らしだ。きっとサユカもこの景色を見せたくて、このホテルを選んだのだろう。窓まど際ぎわのソファに片かた膝ひざを立てて座すわりながら、ゼルマンは静かに外の景観を眺ながめていた。


　サユカの懇こん願がんもあって身体からだは洗あらってある。赤い髪かみも、いまはさらりと額ひたいや頰ほおにかかっていた。着ている物はサユカがとりあえず用意した物で、白い長なが袖そでのＴシャツとジーンズである。その場しのぎに用意した物らしく、サイズもやや大きかった。靴くつはまだないので裸足はだしのままだ。


　不思議なことに、半年間聞こえ続けた『血』のささやきが、こうしている間は消えていた。『血』にもなんらかの意い志しがあるのか。それとも彼が窮きゆう地ちから脱だつしたと判はん断だんしたのか。あるいは『血』の声なんてものは、そもそも自分の無む意い識しきが創つくり出した幻げん聴ちようだったのか。


　答えはわからないが、以前のような苛いら立だちは薄うすれていた。ゼルマンは、自みずからの感かん情じようがフラットになっていることを自覚した。戦いに臨のぞむ前の、心の有り様に似にている。


「……いい傾けい向こうだ」


　研とぎ澄すまされた刃やいばのような心しん境きよう。荒あらぶる獣けもののような激げき情じよう。異ことなるようで、実は似ている。余よ計けいなものがない、というシンプルさが。そして、それが自分。戦いの場での自分。そうあるべきだと思っている。ケインのときといい、セイのときといい、雑ざつ念ねんが多すぎた。勝てる勝てないではなく、それは恥はじだ。


　ゼルマンは両足をソファに上げた。両腕で膝ひざを抱かかえ、顔を埋うずめて丸くなる。


　自分の中の虚きよ無むと向き合った。


　虚無は、しっかりとそこにあった。


　ゼルマンが危き険けんを求め、戦せん闘とうを求めるのは、その中に真っ白な時間があるからだ。セイとの戦いでも感じた、灼しやく熱ねつの時間。白熱の閃せん光こう。虚無とはつまり闇やみのようなもの。音もなく忍しのびよって退たい屈くつな日にち常じようを覆おおい尽つくそうとするが、強い光なら払はらうことができる。


　しかし、強い光とは長く続かないものだ。強い光で追いやられた闇は、光が消えたあと戻ってくる。より濃こく深くなって。それをまた、さらに強い光で払う。また、闇が戻る。その繰くり返しで、結局は切りがない。


　しかし、それが『闘とう将しようアスラ』の血が示しめす、導みちびきだと思うのだ。


　永えい遠えんに続く虚無との戦い。それこそがゼルマンが属ぞくする血統の宿命だと、いまはそう思っている。だからこそ血族の者たちは死ぬまで戦い続けたのではないか。群むれることもなく、繁はん栄えいも求めず。まさに、最後の一人になるまで、ずっと。


　そういうのなら、悪くない。風かぜの吹ふき荒れる荒こう野やに独ひとり立つようで、いっそ心ここ地ちよい。


　では、そんな血統の最後の生き残りとして、取るべき道はなんだろうか？


「……燃もえ尽つきること」


　灼熱の裡うちに。閃光の中で。ついに虚無を駆く逐ちくし尽くしたとき、その瞬しゆん間かんを永遠にする。光の中へ消えて。これなら、どうだろう？


　──いいよな？　それで、あってるだろ？


『血』は何も答えなかった。しかし、ゼルマンはもう構かまわなかった。自分はこの結末を気に入った。だからもう、それでいいのだ。


　──次こそは……


　部屋のドアが開いた。ゼルマンは目ま蓋ぶたを薄うすく持ち上げて、気け怠だるげに横目に見た。


　入ってきたのはもちろんサユカだった。部屋に入ったところで、買い物袋ぶくろを抱かかえたまま立ち尽くしている。呆ぼう然ぜんとして、わずかに頰ほおが赤い。


　ゼルマンは戯たわむれで、視経侵攻アイ・レイドをしかけた。サユカが慌あわてるのも気にせず、彼女の心を読んでみる。


　まず映えい像ぞうがあった。まるでスナップショットで切り取ったような鮮せん明めいな一いち枚まいだ。クリーム色のホテルの部屋。灰はい色いろの窓の空。薄いグレイのソファ。少年のシャツの白と、ジーンズの淡あわいブルー。そんな、淡い色合いの中で、鮮せん烈れつな、赤い髪と赤い瞳。


　その少年は、シャツもジーンズもどこか適てき当とうに手足を入れているだけのように見えた。身体からだを丸めた姿すがたが、人よりは猫ねこ科かの猛もう獣じゆうじみた印いん象しようを与あたえていた。


　なんて綺き麗れいな生き物だろう。


　サユカの脳のう裏りにあったのは、ゼルマンの映像と、それに対する純粋な感動だけだった。ゼルマンは苦く笑しようした。やはりこの僕しもべは拾いものだったかもしれないと思った。こんな自分でさえ、苦笑させてしまうのだから。


「綺麗綺麗と、筋すじ金がね入いりの面食いだな、サユカ」


「も、も、申もうし訳わけありませんっ。失しつ礼れいしました、ゼルマン様！」


　耳の先まで真まっ赤かにして、サユカは頭を下げた。手にしていた買い物袋から、中身が盛せい大だいにぶちまけられる。サユカは慌ててそれらを拾い集めた。ゼルマンはもう一度苦笑して、ゆっくりと身体を伸のばした。


　ソファに座り直し、


「客がいるようだが？　しかもまた、妙みようなのを連れてきたもんだ」


「は、はい。その……のっぴきならない状じよう況きように遭そう遇ぐうしてしまいまして……ご迷めい惑わくなようなら、ただちに追い返しますっ。どうぞ、そう仰おつしやって──」


「構かまわん。通してやれ。だいぶじれてるようだぜ」


　ゼルマンがそう言うのを待っていたようなタイミングで、部屋のドアがノックされた。「サユカさん、まだ～」と扉とびら越ごしの声が聞こえる。


　サユカは不ふ本ほん意い極きわまりないようだったが、大人しくドアの鍵かぎを開けた。コタロウは待ちかねた様子で部屋に入った。


「こんにちは、ゼルマンさん！　久ひさしぶりだねっ。あ、サユカさん、荷物ここに置くよ。ふーやれやれ。なんだ。すごいいいとこじゃない。ゼルマンさんも元気そうだし。やー、なんかぼく、嬉うれしいなあ」


　買い物袋をテーブルに置くのと、部屋の中を見回すのと、ゼルマンに対する挨あい拶さつを全部同時に行いながら、コタロウは嬉しそうに満面を綻ほころばせた。色々気にくわないことがあるらしく、サユカの眉み間けんには早くもしわが寄より始めている。


　しかし、ゼルマンの反はん応のうは少し違っていた。彼は呆然としたのだ。


「……コタロウ、か？」


「ええっ？　何言ってんのさ、ゼルマンさん。まさかぼくの顔忘わすれちゃったの？　それはあんまりだよ。ぼくたち友達なのにっ」


　コタロウが大ショックな顔でゼルマンに縋すがり付いた。友達、のところでサユカの眉まゆがぴくりと腹はら立だたしげに反応したようだが、それに気付くゆとりは、ゼルマンにはなかった。


　──こいつ、いったい……


　外見が変わったわけではない。言動も以前のコタロウだ。しかし、この違和感はなんだろう。まるで脱だつ皮ぴしたての蛇へびのようだ。すべて同じなのに違う。生物としての質しつ感かんがまるで違っている。金色の髪も。白い肌はだも。青い瞳も。ふとした動きでさえ、以前は感じなかったキレと艶つやがある。縋り付き、少しだけ触ふれた彼の指先から、微び弱じやくな電流が流れてくる気がする。触れられた箇か所しよにしびれが走った。


　──それとも、ただの錯さつ覚かくなのか。


「お前……」


「な、なに？」


「……いや。変な物でも食ったのか、と思ってな」


「し、失礼だよ、ゼルマンさんっ。さっきリンゴ食べたけど、それだけだもんっ」


　コタロウがぷんすかと抗こう議ぎした。ゼルマンは目が離はなせない。


　視し線せんが勝手に、少年に吸すい寄よせられていた。まるで操あやつられているかのようだ。ざわざわと身体の底がむずがっている。ひどく落ち着かなかった。


「ちっ」


　と舌した打うちし、


「兄あに貴きはどうだ？　あのアヒル口は？　サユカから聞いたが、お前ら『カンパニー』を抜ぬけたんだってな」


「そうなんだよ。あ、でも平気だよ。みんな元気にやってる。ミミちゃんはね。いまは『もぐり』で調停員してるんだ」


「おやおや。お前好みの正せい義ぎの味方からは、遠ざかってるじゃないか」


「ふふふ。甘あまいよ、ゼルマンさん。『もぐり』っていうのは、権けん力りよくに隠かくれてオモテの正義では手の出せない悪者をやっつける、正義の味方の上じよう級きゆう職しよくなんだ。むしろ、普ふ通つうの正義の味方よりクールなんだから」


　コタロウが──おそらく「クール」を表ひよう現げんしているのだろう──青い瞳を細くし、唇くちびるの端はしを持ち上げて、チッチッと指を振った。フリーで働くミミコのことを、コタロウ的にはそのように認にん識しきしているらしい。


　そんなコタロウを見ながら、やはりゼルマンは落ち着かなかった。さっきまでフラットだった精せい神しんに、徐じよ々じよに細さざ波なみが立っていく。それが気にくわない。


「わかった」


　と強ごう引いんにコタロウの話を遮さえぎった。


　声に隠かくせないほどの険けんが出た。サユカが驚おどろいた表情を見せ、コタロウも口をつぐんだ。


　そんな気はなかった。ゼルマンは苛いら立だちを覚えた。


「ゼ、ゼルマンさん？」


「……もういい。帰って兄貴に伝えろ。『カンパニー』と切れたなら好都合だ。何も手を出さず、静観してろ、とな。奴やつとて、オレとぶつかるのは得とく策さくじゃないはずだ」


　苛立ちを表に出さないようにしたが、その分声は冷たく響ひびいた。コタロウの顔が悲しげに翳かげる。理由もわからないまま殴なぐられた。そんな子こ供どもの表ひよう情じようだ。ゼルマンは目を逸そらした。


「……ゼルマン様」


　口をつぐむコタロウに代わり、サユカが話しかけた。緊きん張ちようしている。思おもい詰つめた末に、話を切り出そうとしているのだ。その内ない容ようは、想そう像ぞうがついた。


「手を出すな、ということは、やはり『カンパニー』とは戦うおつもりなのですか？　龍りゆう王おうとも、もう一度？」


「黙だまってろ、サユカ」


「……いいえ。言わせてください」


　珍めずらしくもサユカはゼルマンの命令に逆さからった。反はん射しや的てきに鋭するどい視線をぶつけたが、彼女は自らを焼き殺せる視線を、しっかりと受け止めていた。


「ゼルマン様。私にはゼルマン様の胸きよう中ちゆうがわかりません。ゼルマン様の魂たましいが、戦いを求めている。そう言われれば、納なつ得とくはできます。争いが野や蛮ばんだなどと、頭から否ひ定ていする気もありません。ですが……ですがゼルマン様の求めている戦いというのは、いったいどんな戦いなのですか？　いえ、ゼルマン様は本当に戦いを求めておられるのですか？　それとても単に混乱を楽しんでおられるのですか？　それとも……それとも、もっと先の──戦った先にある──」


「…………」


　言葉を上う手まく紡つむげないのか、サユカは煩はん悶もんして顔を歪ゆがめた。そんな僕しもべを、ゼルマンは氷の眼まな差ざしで黙って見つめている。コタロウだけがおろおろと、二人の顔を見み比くらべていた。


「なぜ、いまなのです？　こんな状況で、どうして。戦うなら、より相応ふさわしい時と場所が、きっとあります。私が必ず用意いたします。がむしゃらに龍王に挑いどんでなんになります？　力を蓄たくわえ、龍王を凌りよう駕がするときを待って、再さい戦せんなさればいいではありませんか。それともやはり……ゼルマン様は自殺しようとなさってるんですか？　『ウォーカーマン』が言った通り──あんな奴の言うことが正しいと、自らお認みとめになられるのですかっ？」


　サユカはそう言うと、目を閉とじた。そして、慌てて開けた。その顔には、いまこの瞬間主あるじの逆げき鱗りんに触れて焼き殺されても悔くいはないと、はっきり書いてある。その上で、最後の瞬間まで主の姿を瞳に焼き付けようとしている。


「……サユカ」


「はい」


「答える前に聞こう。その質しつ問もんは──僕が知る必要のあることか？」


　いまだかつて、ゼルマンがこれほど酷こく薄はくな目をサユカに向けたことはなかった。それでもサユカは、そんな視線を向けてもらえることを誇ほこるかのように、晴れやかな泣き顔で頷いた。


「サユカはゼルマン様のために、全ぜん身しん全ぜん霊れいで尽つくしたいと思っています。だから、知りたい。知らないと、心からゼルマン様のために働けないのです。愚おろかな僕を、どうぞお笑い下さい。そして、そんな僕にもう用はないとお思いでしたら、いますぐ焼き殺してしまって下さい」


　両手を腰の前で組み、背せ筋すじを伸ばして、サユカはゼルマンを見つめた。涙なみだに濡ぬれる瞳が、主への敬けい愛あいに輝かがやいている。


　ゼルマンは、サユカを殺すかどうか考えてみた。自分に向けられるこの眼差しを、炎ほのおで覆おおい隠かくすところを想像してみた。


　できそうになかった。いつしかサユカは、『緋ひ眼がんのゼルマン』の火か炎えんを封ふうじるだけの力を身に付けていた。


　あの調停員コンプロマイザーの台詞せりふを思い出す。これが、赤い血の力レツド・ブラツド。形を持たず、目に見えずとも、その力は間違いなく存そん在ざいしている。黒い血の力ブラツク・ブラツドと、優ゆう劣れつの差は何ひとつない。


「──『闘将アスラ』の血は、戦いの中に輝きを見みい出だす」


「ゼルマン様──！」


　サユカが息を呑のむ。ゼルマンは構わず続けた。


「いや、『血』を持ち出すのはよそう。これは、オレの話だ。『ウォーカーマン』の言った通り、もう長いことオレの世界は輝きを失っていた。戦いの中にも。それ以外でも。だが、真に苛か烈れつな戦い、己おのれの生死をかけた戦いの中でなら、オレはまだ輝きを見出せる。すべて燃もえ上がらせて、輝きに没ぼつ頭とうできる。いまなら、まだ」


「…………」


「八百年、輝きを求めて戦ってきた。いや、戦いなんて言うと高こう尚しようだな。スリルでいい。危き険けんでも。そんなつまらないものを、それでもオレは真しん剣けんに渇かつ望ぼうし続けた。そして、そろそろ限げん界かいが来た。年とし経へた吸きゆう血けつ鬼きは死を求めるというが、おそらくオレもその一人なんだろう。ただ、余計なものを削そぎ落とし、己の欲よく望ぼうをギリギリまで煮に詰つめたとき、残っているのは死ではなく、光の方だった。それは、噓うそじゃない」


　淡たん々たんと語ったあと、ゼルマンは不意に顔を和なごませた。外見に相応しい、思春期の少年のような顔に。


「オレは、あの輝きの中で終わりたい」


「──！」


　堪こらえきれず、サユカの瞳から涙がこぼれ落ちた。止めどなくこぼれ落ちた。息を詰まらせながら、しかし必死に泣くのを堪えていた。姿勢を崩くずさず、真しん摯しに主の独どく白はくを見守り続けた。


　ゼルマンは不ふ埒らちに微ほほ笑えんだ。


「白しら峯みねサユカ」


「……はい」


「ゼルマン・クロックの最後につき合うか？」


　サユカが唇を嚙む。とうとう堪えきれなくなった嗚お咽えつに、口を手で覆おおった。


　そして声にならない声で、


「はい……ゼルマン様。最後のそのときまでお側そばに控ひかえ、あなた様に、お仕えします……」


　サユカは立ったまま両手で顔を覆った。そして泣き続けた。「サユカ」とゼルマンが声をかけた。声に呼よばれ、サユカはふらふらとソファに近づいた。


　ゼルマンの前で両膝をつく。ゼルマンの両手が伸びて、サユカの手に触れる。手をどかせようとするとサユカは少しだけ抵てい抗こうしたあと、泣き顔を彼に晒さらした。ゼルマンの指が、サユカの涙をそっとすくい取った。


「いいか」


「はい」


　サユカが目ま蓋ぶたを閉とじた。ゼルマンの指が首くび筋すじを這はい、シャツの襟えりをはだけさせた。仄ほの暗ぐらい部屋の窓まど際ぎわで、二人の影がゆっくりと重なった。


　吸血鬼は女を抱だき寄よせ、清らかな首筋に鋭い牙きばを立てた。


「……ゼルマン……さま」


　口こう腔くうを熱が満たす。熱が体内を巡めぐっていく。もうすっかり、舌したに、身体に馴な染じんだ味あじ。寂しがり屋の、そのくせ強く、しなやかな味だ。サユカも両腕を回してきた。無意識のうちにしがみつき、赤い髪を指でまさぐろうとする。次し第だいに呼こ吸きゆうが乱みだれ始めた。ゆっくりと我われを失っていく女を、ゼルマンはしっかり抱きしめて支ささえた。


「ゼルマンさま……ゼルマ、ン……」


　サユカの泣き声が、悲しみと歓かん喜き、そして決意に彩いろどられていく。その純じゆん粋すいな慕ぼ情じようが、ゼルマンの吸きゆう血けつ衝しよう動どうを駆かり立てる。


「ゼル……すき……」


　サユカの身体が大きく痙けい攣れんし、ゼルマンの髪とシャツを握にぎり締しめる。ゼルマンは力を抜き、サユカに突き立てた牙を静かに抜き取った。


　そのとき。


　──……な。


　ゼルマンの全身が強こわ張ばった。彼は目を剝むいた。サユカはすでに意い識しきを失っている。その肩かた越ごしに、彼を凝ぎよう視しする二つの瞳があった。


　コタロウがゼルマンを見ていた。


　いや、彼を、ではない。サユカから血を吸う、その吸きゆう血けつ行こう為いを、食い入るように見つめていたのだ。しかし、なんという視線だ。目があった訳でもないのに、コタロウの視線はゼルマンの動きを奪うばった。強力な磁じ力りよくを発しているかのように、身体を貫つらぬき、全身を痺しびれさせた。


「……お前!?」


　ゼルマンの腕の中から、満ち足りた様子で気を失ったサユカが崩れ落ちる。コタロウが近づいてきた。普ふ段だんとあまり変わらない、興きよう味み津しん々しんといった様子で。だが、普段通りなのに、その小さな身体から、あり得ないほどの『力』の波動を感じる。
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「……すごいや」


　コタロウがにこやかに言った。


「ねえ、ゼルマンさん。ぼく、そういうの、初めて見たよ」


　──なんだっ、こいつは!?


　コタロウが近づいてくる。目はゼルマンから逸そらさないのに、微び妙みように焦しよう点てんが合っていない。それでいて、絶ぜつ対たいに疎おろそかにできないと本ほん能のうが強きよう烈れつに警けい告こくする何かを、視線の中に感じ取れる。


　コタロウが近づいてくる。床ゆかに倒たおれたサユカの身体を踏ふまないよう、のんびりと回り込こむ。その間も、視線はゼルマンに据すえられている。ゼルマンは動けない。ソファの前に立った。ゼルマンの身体が、無意識のうちに後退あとずさった。だが、それ以上は後こう退たいできない。コタロウがソファに腕をついた。身を乗り出した。ふわふわした金色の巻まき毛と、美しい青色の瞳。無む邪じや気きな笑えみを浮うかべた天使のような容よう貌ぼうが、ゼルマンの秀しゆう麗れいな美貌に距きよ離りを近づけた。


　コタロウの息が頰にかかる。顔をのぞき込む。瞳の焦点が、ゆっくりと定まっていく。


　ゼルマンの背筋を氷塊ひようかいが滑すべり落ちた。その感覚がなんなのか、ゼルマンはすぐにはわからなかった。


　畏い怖ふ。


　それとも、禁きん忌き。


「ゼルマンさん」


　目が合った。ぼやけていた視線の焦点が、赤い瞳の中でぴたりと合わさった。


「血を吸うって──どんな気持ち？」


　次の瞬間、ゼルマンが悲鳴を上げる間もなく、コタロウが彼の内部に雪崩れ込んできた。


　視経侵攻アイ・レイド。だが、これまで経けい験けんした中で、これと比ひ肩けんし得うる視経侵攻アイ・レイドはただのひとつもなかった。ゼルマンの防御ぼうぎよや抵抗が、そもそも意味を成さない。一方的な蹂じゆう躙りんだ。いや、巨きよ大だいな嵐あらしにさらわれたとして、人はそれを蹂躙と呼ぶだろうか。セイの視経侵攻アイ・レイドは強力だった。ゼルマンのそれを、遥かに上回った。だが、コタロウのそれは、セイの比ではなかった。同じ尺しやく度どで測はかることができなかった。まるで月の引力が海の満ち引きを支し配はいするような、そんな圧あつ倒とう的てきなものをゼルマンに伝えてきた。


　コタロウの意い識しきが、ゼルマンの内部を大きく周回する。八百年にわたる彼の記き憶おくを、一枚の絵かい画がを鑑かん賞しようするように俯ふ瞰かんする。


「あ、アスラちゃん」


　コタロウが嬉しそうに笑った。ゼルマンの最さい奥おうで、『血』がコタロウに応えた。悪お寒かんがゼルマンを鷲わしづかみにし、気が狂くるいそうなほど激はげしく揺ゆさぶる。高い波にのみ込まれそうになる。


　だが、ゼルマンの意地が、彼を突つき動かした。


　コタロウが笑った瞬間の、ほんのわずかな弛ゆるみを突く。全力で右手を動かす。彼の右手は、彼の意い志しに従したがった。振ふり上げられた拳こぶしが霞かすむほどの速度で、コタロウのこめかみを痛つう打だした。


　コタロウの小さな身体が、人形のように吹ふき飛ばされる。ホテルの壁かべに衝しよう突とつし、突き破やぶって粉ふん塵じんを舞い上げた。


「──ハッ！」


　とゼルマンはソファの上で大きく喘あえいだ。手足を震ふるえさせながら、必死に息を吸い、吐はき出した。


　全身にびっしょりと汗あせをかいていた。心しん臓ぞうが怒ど涛とうの勢いきおいで脈打っている。


　サユカが音に目を覚ました。霞んでいた瞳が、部屋の状況を確認すると驚きに大きく開かれた。


「ゼ、ゼルマン様？　何を!?」


「──！」


　ゼルマンは答えない。サユカに構っている暇ひまはない。ソファから跳はね上がると、壁の穴を抜けて隣りん室しつに飛び込んだ。


　幸い隣は空室だった。崩くずれた壁が床とベッド上に散さん乱らんし、その中にコタロウがうつぶせに倒れていた。


　伸ばしかけた手が、触れる直前で止まる。知らず知らず、指先が震えている。


「くそっ」


　と吐はき捨すて、ゼルマンはコタロウの肩をつかんだ。


「コタロウっ。おいっ。コタロウ！」


　身体を揺すったあと、両肩をつかんで仰あお向むけにさせた。ぎくりとした。とっさに全力で殴なぐりつけたため、頑がん丈じようさが売りのコタロウも、意識をもうろうとさせている。だが、うっすらと開いた瞳は、まださっき感じた磁力を発しており、同じくうすく開かれた唇は、よく聞き取れない台詞せりふを口にしている。


「……そう……この子が、最後……それで……」


　──何を言っている？


　壁の穴から、襟えり元もとを整えるサユカが、恐おそる恐るとこちらをのぞいてきた。ただ事ではないと察さつしているのだろう。余計な口出しはせず、ゼルマンの指し示じを待っている。


　だが、ゼルマンにもどう対たい処しよすべきかわからなかった。


　コタロウがただの吸血鬼でないことは、最初に会ったときから見み抜ぬいていた。『賢けん者じやイヴ』の血けつ統とうにまつわる様々な噂うわさ話ばなし、伝説も、八百年の生の中で幾いく度どか耳にしている。


　しかし、言うまでもなく、多くの血族が背せ負おう、その血統の宿命や秘ひ密みつ、秘ひ儀ぎの類たぐいまでは知らない。『賢者イヴ』の血統の謎なぞ。それを知っているのは、血統に許ゆるされた、ごく少数の者たち。そして、コタロウと、ジローだけだ。


　と、コタロウが急にはっきりと目を開けた。


　ゼルマンの身体に緊きん張ちようが走る。コタロウはぱちくりと瞬まばたきをしたあと、寝ねそべったままきょろきょろ周囲をうかがった。ゼルマンは再ふたたび鳥とり肌はだを立てた。変わっている。ホテルの部屋に入ってきたとき感じた違和感が、さらに大きくなっている。もう一度、脱皮を繰り返したように。


「ジロー？」


　コタロウが言った。


「ジローは、どこ？」


　そして、目を開けたときと同じほど唐とう突とつに、コタロウは意識を失った。くてん、と完全に寝ね入いったようだ。ゼルマンは呼吸を確認。息をしている。小さな胸が、微かすかに上下していた。


　しかし、なんたることか。意識がないのに、力の波動が止まらない。


　そしてコタロウは、意識をなくす直前に、ジローの名を呼んだ。


　ジローの名を？


　護衛者の名を、だ。


　ゼルマンは牙を剝き出しにして笑った。


「こいつは……！」


　サユカが心配そうに、「ゼルマン様？」と声をかけた。その瞬間、ゼルマンの眼がん光こうがホテルの窓へ斬きり付けた。


「サユカ。伏ふせろ」


「え」


　言下に、窓側の壁が爆ばく発はつする。サユカの悲鳴。ゼルマンは力場思念ハイド・ハンドで己とコタロウ、そしてサユカをガードした。ガードしながら、爆発の中に飛び込んだ。


　ホテルの外──曇どん天てんの下に飛び出す。運うん河がに、公園。彼方かなたの高こう層そうビル群ぐん。窓から見た光景が、窓ガラスを通さないで、ゼルマンの前に広がっている。


　ゼルマンがいたのは、三十階建てのシティ・ホテルだ。その外がい壁へきを地面に見立てて、彼は壁に垂すい直ちよくに着地した。背はい後ごには灰色の曇くもり空。前方には平へい坦たんな広場のような外壁と、その先の書かき割わりじみた大地。


　壁に、赤いスーツの男が立っていた。手に銀ぎん色いろの日に本ほん刀とうを提さげ、牙を剝いた口で息を荒あららげながら、爛らん々らんと輝く双そう眸ぼうでゼルマンをにらみつけてくる。


「ゼルマン。我が君を、放せ」


　ジローが言った。しかし、その声は半ばジローのものではない。『賢者イヴ』の血統。その秘ひ中ちゆうの秘が、いまの目の前に立っているらしい。


「口の利きき方に気をつけな、『銀刀』。いや──」


　言ったあと、ゼルマンはちらりと唇を舌した先さきで湿しめらせた。


　どうやら、自分は興こう奮ふんしている。


「護衛者、望もち月づきジロー」









　　三章　綻ほころびは連なって
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　そこはホテルの一室だった。広いスイート・ルームに、ジャラジャラという軽い音が響ひびいている。麻マー雀ジヤン牌パイだ。


　卓たくを囲んでいるのは三名。


　一人は三十歳さいほどに見える白人男性。がっしりした体たい軀くを三みつ揃ぞろいのスーツに包つつみ、灰はい色いろの髪かみをラフになでつけている。鷲わしのように鋭するどい瞳ひとみも、髪と同じ灰色だ。ケイン・ウォーロックである。


　もう一人はいまいち年ねん齢れいのつかめない青年だった。髪は紫むらさき色いろに染そめ、所々に銀のメッシュを入れている。『カンパニー』の制せい服ふくを着ているが、その至いたる所にジャラジャラと銀やレザーのアクセサリーをぶら下げていた。ふざけた格かつ好こうだが、なぜかよく似に合あっている。自じ称しよう『カンパニー』査さ察さつ部ぶのエース、赤井リンスケだ。


　そして、残る一人は、龍りゆう王おうセイだった。


　リンスケはいつも通り──おそらく彼はこの世の終わりもそうしているのだろう──ヘラヘラしていた。しかし、残る二人は黙だまり込んでいる。特にケインは不ふ機き嫌げんそうで──といっても、彼もたいがいは不機嫌なのだが──牌を積み上げる最中にも、手首に巻まいた腕時計で時間を確かく認にんしていた。


「あ、それいただきっ。ロンね、ロン。じゃーん、国コク士シ無ム双ソウ～。見て見て、十三面待ちだったから、ダブル役満よ、これ。いやん。うれしー。親だから九六〇〇〇点ね。はい、ケインの旦だん那な。点てん棒ぼうちょーだい」


「…………」


　ケインは黙って、千点棒を二本リンスケの前に投げ出した。払いたくないのはもちろんだが、そもそもそれで全部なのである。リンスケも、わかって言っているのだ。


「はーい。じゃあ、旦那がトンだから、この局も私の独ひとり勝ちぃ。ゴメンなさいね、龍の大先生センセ。龍先生センセは頑がん張ばってるから悪くないのに、気の毒だわ」


「……だったら少しは遠えん慮りよしたらどうだ」


「あら意外。旦那は手て加か減げんしてほしいの？」


「誰が手加減しろと言った！　俺は、その軽口を遠慮しろと言ってるのだ、紫頭！」


「うわ、恐こわい。大声出さないでよね。そんなだから、たかが十五、六の赤毛のぼっちゃんに、こてんぱんにされるんじゃない。旦那が勝ってるのは、人間として歳食ってたってとこだけなんだから、少しはオトナになりなさいよ」


　ケインが憤ふん怒ぬの形相でリンスケをねめつける。リンスケは素そ知しらぬ顔で、小指を立てたまま点数計算表をつまみ上げた。


　特区広しといえども、いまケイン・ウォーロックにゼルマン・クロックの話題を──それもあからさまに揶や揄ゆする口調でふっかけられるのは、リンスケだけだろう。ジローですら、少しは気を遣う。


　柳やなぎに風のリンスケに、ケインはなんとか激げき発はつを堪こらえた。セイの目も気にしているのだろう。雷かみなりのように唸うなったあと、唇を結むすんだ。


　ケインとて名の知られた古血オールド・ブラツドだ。ゼルマンから受けたダメージは、とっくに回かい復ふくしている。


「ゼルマンに負けたことを屈くつ辱じよくとは思わん。これでも、己おのれの身の程ほどは弁わきまえている」


　と、戦いのあと意い識しきを取り戻したケインは、様子を見に来た陣内に、一度だけ告白した。


「だが、あの状じよう況きようになんの手も打てず、特区を危き険けんに晒さらしたことは悔くいている。痛いためつけられたことは恨うらみに思わんが、ゼルマンの軽けい挙きよにはいまも憤いきどおりを覚える。己の無力さにもな」


　またやれば、また負けるだろう。だが、ゼルマンは「止めて」みせる。それが、あのあとケインが陣内の前で誓ちかったことだった。


　リンスケが点数を付つけ終え、「さあもう一勝負」と腕まくりをした。そのとき、部屋のドアが決められた回数だけノックされた。


　三人の手が止まる。入ってきたのは疲つかれた様子の陣内だった。


「陣内、遅おそいぞ！　何十分遅ち刻こくしたと思っているのだ！」


「おかげで旦那は、大おお損ぞんだもんね～」


「ええい、うるさいっ。貴き様さまは黙っていろ、紫むらさき頭あたま！」


　にぎやかな面々に、陣内はくしゃりと苦笑いした。ネクタイを緩ゆるめながら卓に歩み寄っていく。


「勘かん弁べんして下さい、ケイン。ついさっきまで『赤い牙レツド・フアング』の戦術顧問タクテイカル・アドバイザーを、あちこち案内してたんですよ。まあ、予想していたより、遥はるかに面おも白しろかったし、収しゆう穫かくもありましたが」


　四つ目の椅い子すに座すわり、無言のセイに会え釈しやくする。陣内の顔を見ると、セイも少し明るい表情になって、「うむ」と会釈を返した。


「『赤い牙レツド・フアング』か……明日だったな」


「ええ。今日もこれから、その準じゆん備びがある。ほんとに働きづめなんですからね？　ろくに悪わる巧だくみをする暇ひまもない。実につまらない」


　不ふ謹きん慎しんな発言をする調停部部長に、リンスケは「はーん」と肩かたを竦すくめた。


「自じ業ごう自じ得とくよ。一番頼たよりになる部下を、自分でクビにしたんだから。いまさら後こう悔かいするぐらいなら、頭を下げて仕事を下した請うけに回せば？」


「……お前もしつこいな。もう半年前のことだぞ」


「しつこくもなるわよ。あの子、クビになったあとの数か月は、ほんっと悲ひ惨さんだったんだから。女王事じ件けんとかさ」


「そのわりには、楽しんで見てたじゃないか。手も差し伸のべず」


「ん。まあ……見てる方が楽しかったから──」


　リンスケが白々しく目を逸そらす。陣内はじっと調子のいい旧きゆう友ゆうをにらんだ。


「で？　その後、神父の消息は？」


「なし。正直不安になってきたわ。いざってとき用の連れん絡らく網もうでも反はん応のうがない。少なくとも、何かあったと見るべきね」


　リンスケの見けん解かいに、他の三人は深しん刻こくな視線を交かわし合った。ここにいるのは、全員香ホン港コン聖せい戦せんの経けい験けん者だ。当然、神父とも面めん識しきがある。


「生きているのか？」


　とケイン。


「死んだら死んだで、わかるようにはなってるの。断だん言げんはできないけど、まだ生きてると思う」


「ならどこに？」


「わかんないわよ。そんなの」


　ふて腐くされるリンスケに、ケインは「使えん」と舌した打うちする。


「陣内。お前の考えはどうだ。タイミングから見て『赤い牙レツド・フアング』と関係があるのか。それとも別の何かか。あるいは……」


「──『九龍の血統クーロン・チヤイルド』」


　セイがぼそりと言った。ケインの面おもてが厳しく引き締まる。リンスケも背筋を伸ばした。


「もしくは、両方か」


　陣内が言った。一同は驚いて彼を見つめた。


　だが、その次の瞬間、セイとケインの二人が、それとは別の驚きよう愕がくに口を開けた。椅子を蹴け立たてて立ち上がり、呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。二人とも、顔が蒼そう白はくになっていた。


「ど、どうしたのっ？」


　リンスケが目を丸くして聞いた。返事はない。リンスケは陣内と目配せを交わした。陣内もまた彼と同じ緊きん張ちよう感を漂ただよわせて、吸血鬼たちを見た。


　ケインが自失したように、


「ジローが……」


「ジローが？」


　ケインのこんな声は初めて聞いた。陣内の鼓こ動どうが早まっていった。


「ジローがどうしました。ケインっ」


「ジローが、暴ぼう走そうしている……しかも、これは……！」


　吸血鬼の感覚で、ジローの気配を捉とらえているらしい。しかし、暴走？　ジローが？　どこでだ？　まだ日は落ちていないというのに。


「場所はっ？　状況はっ？　リンスケ。張部長を呼び出せ！　ケインっ。答えて下さい」


　陣内がケインを怒鳴りつける。リンスケが携けい帯たいを取りだし、ナンバーを呼び出す。


　部屋に響くコール音。ケインはどこか遠くに感覚を向けたまま、牙きばを嚙かみしめている。


「なんたること……」


　とセイが震ふるえる声でささやいた。


「賢者が、孵る」





　　　２





　さて。


　ゼルマンは全身の神しん経けいに電流を流し、全細胞に戦せん闘とう態たい勢せいを命じた。


　裸足はだしの足の裏うらで、ホテルの壁へき面めんの感かん触しよくを確たしかめる。強くゆっくりと拳こぶしを開閉させる。


　外壁を撫なでるように、ビル風が吹いていた。赤い髪が真横になびく。ゼルマンはわずかに前ぜん傾けい姿し勢せいを取った。なびく髪の中から、さらに赤い双そう眸ぼうが敵てきを見み据すえた。


　ジローは、すでに体力を消しよう耗もうしているように見えた。


　肩で息をしている。と、見ている前で崩くずれるようによろめき、銀刀を壁に突き立ててそれにすがった。顔中に汗あせをかきながら、じっとゼルマンをにらみつけている。まるで熱病に冒おかされたような目だ、とゼルマンは思った。


　彼の黒髪も風になびいている。赤いコートの裾すそも。ふらつくジローは、いまにも風に飛ばされてしまいそうだ。


　だが、そんなわけはなかった。ゼルマンの赤い双眸が針のように細められた。


　ジローはいま、漆しつ黒こくの眩霧リーク・ブラツドを放出していた。どす黒い霧きりが煙えん突とつの黒こく煙えんのようにくっきりと風に流されている。むろん色彩はゼルマンの受ける印象だが、その霧は、ジローの眩霧リーク・ブラツドにしては明らかに古かった。化石のような、太古のにおいがする。それも、ただ古いというだけでなく、古くからずっと積み重なり、沈ちん殿でんし、堆たい積せきし続けてきたようなにおいだ。転化して百年と少ししか経たたない、ジローのものではあり得ない。


　では何か？　『血』だ。『賢者イヴ』の『血』。そして、『賢者イヴ』の『血』には、ある途と轍てつもない意味が含ふくまれている。


　かの血けつ統とうは、世界でもっとも古くから月下にあったと言い伝えられる血統だ。そして、賢者の血統が有するという魔力は、黒き血の能力を己の血に取り込むことである。血を吸った血統の能力を、己のものにすることができるのだ。


　ジローが、吸血鬼として考えられるほとんどすべての弱点を持っている理由は、ここにある。彼の弱点──これも能力の一側面だ──は、彼の血族が計り知れない長い時間の中で、集積してきたものなのだ。何しろ『賢者イヴ』の血統は、この世に生まれ落ちたすべての血統の血を己の中に蓄たくわえ、今日へと繫つなげてきたとまで言われている。だからこそ、数ある血統の中でも、『賢者イヴ』の血統は他の吸血鬼たちから格かく段だんの敬けい意いを払われているのである。


　──あらゆる、能力。


　当然、それは弱点だけではない。そんなはずがない。むしろ、日ひ頃ごろ弱点のみが浮うき彫ぼりになるのは、力の中ちゆう枢すうをセーブしているからだろう。そうする理由も見当はつく。仮かりに、ゼルマンの知識が半分でも当たっていたとして、『賢者イヴ』が蓄える力の総そう量りようは天文学的なはずだ。セーブしていなければ、身も心も保もたない。
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　──そのセーブが、外れかけてるとしたら……


　さっきのコタロウの異い変へんにも関係があるだろう。そして、あのジローの状態。熱病に冒されたような、とゼルマンは思ったが、案外正しい見立てのようだ。ジローはいま、自らの『血』に冒されている。


「さて」


　ならば、どうするか。


「ゼル、マン……」


　ジローが呻うめいた。もう口を利きくのも辛つらいらしい。解とけかけた封ふう印いんを、必死になって維い持じしようとしている。しかし、持ち直す可か能のう性せいは？


　──無む駄だだな。


　少なくとも、ジローにどうこうできるとは思えない。彼の思おも惑わくを超こえた意志。彼の力では及およばない封印なのだろう。無理に引き止めれば、先にジローが瓦が解かいする。あそこまで力がもれ出しているなら、もう解放するしかない。


　──利害が合うじゃないか……


　ゼルマンはニヤリとした。もう一押しでいいのだ。『血』の力は解放される。そして、そのあとは──


「ゼルマン！　──どけっ！」


「……やだね」


　ゼルマンの足が壁面を蹴けった。駆かける。落ちる。下方のジロー目がけ、急速落下。ジローがまなじりを決した。銀刀が横よこ薙なぎに振るわれた。かがみ込んで躱かわす。赤い毛髪が宙ちゆうに舞う。


　まずは小こ手て調しらべ。


　ゼルマンは両手を壁面につけた。身体からだをたわませ、跳ね上がる。ジローの鳩尾みぞおちに蹴りを潜らせた。ヒット。だが、裸足の足の裏に、異様な感触が伝わった。猛もう毒どくの沼に足をつけたような異い様ような感覚。鳥とり肌はだが立った。それでも、ゼルマンの唇は凄せい絶ぜつな笑みを結むすんだ。


　ジローが下に飛ばされた。しかし、すぐに片足を壁面に付けて落下を止めた。「はあっ」と仰のけ反ぞるようにして空気を貪むさぼる。大きく開けた口から、長い牙がのぞいている。


　ジローの眩霧リーク・ブラツドが脈みやく動どうを始めた。それまで風に飛ばされていた黒霧が、流れに逆らい、ジローの身体にまとわりつき始める。ジローが歯を嚙んで、体勢を取り直した。彼の両目がゼルマンをにらんだ。瞳の奥で朧おぼろな光が明めい滅めつする。


　力場思念ハイド・ハンド。


　ゼルマンはとっさに横に躱かわした。彼が立っていた壁面が、ガリガリガリと刮こそぎ取られていった。瓦が礫れきが宙に舞い、重力につかまって落下していく。すぐに下の人間たちも、二匹の吸血鬼に気付くだろう。


　どうする？


　ジローが駆け上がってきた。一瞬で間合いを詰める。早い。斬ざん撃げきを、ゼルマンは寸前で見切る。二の太た刀ちが来た。これも躱す。ジローの銀刀が空を切る。ただ反撃の隙すきはない。彼が剣を振るうたびに、眩霧リーク・ブラツドが大きくうねる。


　どうする？


　決めた。


「……よし、勝負だ」


　ゼルマンの手足が稲妻のように動いた。


　ジローの二の腕に、脇に、太ももに、ゼルマンの拳と蹴りがヒットする。爆ばく竹ちくのように途切れることなく、大おお槌づちのように重たい打撃。打撃が当たるたびに、あの嫌な感触の手て応ごたえがした。同時に、ジローの骨が次々粉ふん砕さいされるのがわかった。


　だが、ジローの傷きずは当たる端はしから回復していった。それどころか、傷つき、流れ出た血から、それまでよりさらに濃密な眩霧リーク・ブラツドが噴き出し始める。ジローの息づかいが大きく乱みだれた。その一方、徐じよ々じよにゼルマンの攻撃に反応し始めた。


　ジリジリとテンションが上がっていく。ゼルマンは神経を集中させる。


　──来るっ。


　ジローが、吠ほえた。


　斜め上段から鋭い斬り込み。同時に、のしかかるような強大な力場思念ハイド・ハンド。壁面がひび割れて陥かん没ぼつした。押さえつけ、動きを鈍にぶらせたところに斬撃が襲いかかる。


　ゼルマンは避よけない。双眸を見開き、両手を走らせる。白刃取り。刃をコーティングする銀に触ふれ、手のひらの皮ひ膚ふが嫌な音を立てて焼けた。構わずに刀身を捻ひねる。その動きに合わせて、身体を壁から離はなす。


　体重を支えていた力場を解かい除じよ。壁面が横に。大地が下に。足あし下もとのジローにのしかかるように、ゼルマンが攻撃を繰くり出す。首筋に切り裂くような蹴りを入れる。またあの感覚。怯ひるまず、接触した箇か所しよからジローの体内に向けて、力の波動を叩き込む。


　ケインがよく使っていた対吸血鬼用の技だ。敵の力の源みなもとである、血流を乱す術じゆつ。彼ほどの練度はないが、馬力は遥はるかに凌りよう駕がする。


　手加減無しで、全力を叩き込んだ。


　だが、返ってきた感触は、ゼルマンをして啞あ然ぜんとさせた。まるで底なしの貯水池に小石を投げ入れたようだった。驚きよう愕がくに気を取られた瞬間、ジローの皮膚が内側から裂けた。血管が血の内圧に耐たえきれず破やぶれたのだ。噴き出す鮮せん血けつ。鮮血にまみれたジローが、爆発するように眩霧リーク・ブラツドを噴き出した。


　ゼルマンとジローが、黒い霧に包み込こまれる。ジローが雄お叫たけびを上げるのが聞こえた。それともこれは悲鳴か？　銀刀を介かいして──銀のコーティングを突っ切って──ゼルマンの両手に無形の衝しよう撃げきが叩き付けられた。両腕が痺しびれ、握力が吹き飛ぶ。感覚が麻ま痺ひする中、それでも微かすかに、刃が手の中から抜き取られる気配を察さつした。


　──ヤバい──！


　力場をジローに叩き付ける。手応えあり。が、ジローは身じろぎひとつしない。即そく座ざに身体を飛び退のかせて緊きん急きゆう離り脱だつ。霧の中から白刃が迫せまる。


「ちっ」


　銀の切っ先がゼルマンの胸を切り裂いた。血が飛び散り、シャツが赤く染まる。再び力場を展開して、壁面を大地に見立てる。その上を転がって距離を開け、ゼルマンは素早く膝ひざを立てる姿勢になった。


　眩霧リーク・ブラツドをまとわせたジローが、追撃を仕掛けてきた。両手の感覚はまだ戻らない。


　視経発火アイ・イグナイト。


　灰色の背景に、鮮あざやかな炎ほのおが躍おどった。ジローの赤いスーツが、炎の赤に包まれる。が、炎の牙はジローに達しなかった。燃焼したのは彼の周囲の眩霧リーク・ブラツドだ。まるで鉄製のカーテンのように、炎の攻撃からジローを守った。


「ガアア！」


　ジローの銀刀が急きゆう迫はくする。反射的に後退しようとする身体を、ゼルマンはぴしゃりと叱しつ咤たする。


　引き寄せ、ギリギリまで引き付け、刃が通過する直前に最小限の動きで宙に舞う。ジローの頭上を飛び越える。手足で反動を付け、身体を捻る。回転する視界。灰色の天地が入れ替わる。ゼルマンはジローの背後に着地した。着地すると同時に、ブレイク。後ろ回し蹴りを叩き込む。背骨をへし折る、強烈な一撃だ。


　ジローの身体が反り返って吹き飛んだ。壁面に当たり、壁を数メートルも削けずり取ってから大きくバウンド。そのまま緩ゆるやかな放物線を描えがいて落下していく。ゼルマンが両腕を振って、後を追う。追い縋すがりながら、両手の感覚を確認。握力は戻っていた。壁を蹴る速度を上げる。


　ジローが身じろぎをした。壁に向かって銀刀を突き立てる。突き立った銀刀は火花を飛ばしたが、ジローの身体は停止した。


　銀刀にぶら下がって、揺れる。そのジロー目がけ、ゼルマンが流星のように走り寄る。


　垂たれ下がっていたジローの左腕が動いた。ジローはうなだれている。ほとんど意識がない。腕が勝手に、ゆっくり持ち上がったのだ。そして拡散した。いくつもの小さな黒い塊かたまりになり、飛ひ翔しようしてゼルマンに押し寄せた。


　コウモリだ。


「なっ!?」


　コウモリの群むれがゼルマンの周囲を取り巻き、小さな牙で傷つけながら通り過ぎた。ゼルマンは思わず足を止めた。群れはゼルマンの後方で、渦うずを巻くように再び飛翔。頭上からゼルマンに襲いかかってくる。


　── 『獣化フアング・アツプ』っ!?


　それも、これは身体の部位を独立して獣化させる術。いまは途と絶だえた『術聖マーリン』の血統に伝わっていた魔術だ。


「どうして奴が──」


　ゼルマンは衝撃に打たれ、両目を見開いた。


　──血を吸った血統の能力を、己のものに……！


「くそっ！」


　まとわりつくコウモリの群れを、視経発火アイ・イグナイトで一気に焼き払う。コウモリたちは一瞬で灰となり飛び散っていった。ゼルマンは視線をジローに戻した。ジローは力場を再展開し、のろのろと壁に足をつけていた。


　獣化した左腕の袖そでが、頼たよりなく風に揺らいでいる。だが、よく見れば、その中に芯ができつつあった。再生しているのだ。血が骨となり肉を形成して。ゼルマンの全身に怖気おぞけが走った。


　いまやジローは全身血塗ちまみれだ。血塗れの身体から、横に──大地の方向に向けて、血が滴したたり落ちる。しかし、落下する血は地面に届く前に、眩霧リーク・ブラツドとなって霧む散さんした。


　血の化け物。


　まさに、吸血鬼だ。


「……ゼルマン・クロック……」


　ジローが言った。言葉が聞き取りづらい。舌の動きがおかしいのだ。牙は異い常じようなほど長く伸び、目はもう完全に正気を失っている。


「……呼んだか、『銀刀』？」


　笑いの衝しよう動どうが込み上げるのを感じながら、ゼルマンが返事をした。


　突然、ジローが苦く悶もんの表情に顔を歪ゆがめた。額から流れてきた流血が彼の右目に入り、眼球を破壊したのだ。閉じた目ま蓋ぶたから、どろりと血が垂れる。そして、再び目が開いたとき、再生された──否いな、作り代えられた彼の右目は、赤黒く血走っていた。


　眼球だけがぎょろりと動いてゼルマンを捉とらえる。


　ぞくりとした。


『血』が、避けろと言った。


　ゼルマンは反射的に飛び退すさった。直後、ジローの視線が空間に劫火を生み落とした。


　視線を介かいして無から炎を生じさせる術。ついさっきまで、自分が駆く使ししていた能力だ。


「マジかよ！」


　ジローの右目がゼルマンを追つい尾びする。炎がその先を埋め尽くしていく。ゼルマンは鋭いステップを踏んで、これを躱かわした。炎ではなく相手の目の動きに集中する。射線の把は握あく。視経発火アイ・イグナイトを躱すには、それしかない。


　ジローが動いた。ゼルマンに飛びかかり、銀刀を振るう。ゼルマンは力場思念ハイド・ハンドを織おり交まぜながら、ジローの連続攻撃を躱した。


　ぎくしゃくとぎこちない、痙けい攣れんするような引きつった動きだ。しかし早い。何より、動きに恐さがある。一撃一撃に、怨おん念ねんじみた力が込められていた。放はなたれる戦意が、圧あつ迫ぱく感かんを伴ともなってゼルマンを息苦しくさせる。


　まだ全ぜん力りよくではないのだ。おそらくは、ほんの一部。恐おそろしく巨大で凶悪な怪かい物ぶつがジローという、あまりに小さな器うつわを不器用に操あやつっている。もどかしがる怪物の憤いきどおりが、その息づかいが、感じとれるようだった。ゼルマンはいま、ジローの中に封ふうじ込められた途と方ほうもない何かと戦っているのである。尖せん塔とうの頂いただきでダンスを踊るように。


　ジローとの距きよ離りが狭せばまった。剣の間合いの中で、銀刀が激しく翻ひるがえる。ゼルマンの視経発火アイ・イグナイト。覆おおい被かぶさるように構えていたジローを、今度こそ直撃する。ジローの血が蒸じよう発はつした。だが溜めが足りない。上半身を炎に包まれながら、ジローは剣を振り下ろした。


　銀の刃が左肩に食い込んだ。真っ赤な血の花が咲さいた。激げき痛つうが突き刺さる。だが、直前にくらった炎のために、剣の勢いが削がれていた。刃はゼルマンの鎖さ骨こつを折って停止した。


　来るか──と身構えたところに、来た。白刃取りをしたときと同じ、刃を介かいした、痛つう烈れつな衝撃。今度のは利いた。心臓の近く。鼓こ動どうが一瞬止まる。


　だが、意識だけは繫つなぎ止めた。反撃を。ゼルマンの拳が伸びる。狙ねらうはジローの心臓。血だ。とにかく、この『血』を叩く必要がある。


　ゼルマンの口から、裂れつ帛ぱくの気合いがもれた。


　全神経を集中して、ジローの胸の奥の心臓をイメージ。拳がインパクトした瞬間に、己の念を叩き付ける。


　鋭い音を立てて、壁面に巨大なひび割れが走った。


　──まだだ！


　もう一度。脱力しそうになる身体を怒鳴りつけた。歯はを嚙みしめ、残る力のすべてを集結させて──放出。


　空から振ぶりだった。


　手応えがないまま、力はジローの背中にすり抜けた。スーツだけを残し、ジローの身体からだの輪りん郭かくが崩くずれた。


　霧化フオグ・ラン。


　身体を霧に変える能力だ。吸血鬼の能力としてよく知られるものの中では、もっとも高度とされる魔術である。


　──冗じよう談だんじゃねえ。


　啞あ然ぜんとしたゼルマンの前で、身体を霧に変えて攻撃をやり過ごしたジローが、再び実体化した。ジローの両目は、朧な光を宿し、ゼルマンを見下ろしている。肩に食い込んでいた銀刀を抜いた。抜き取った切っ先がぴたりと静止して、ゼルマンの首に狙いを定める。


　ゼルマンは力を出し尽くしていた。ひと呼吸の空白ができた。避けられない。力場を展開できない。腕を犠ぎ牲せいに首を守るしか──しかし左腕は肩を斬られた影響で動きが鈍にぶい。右腕を回して──だが間に合うか？


　思考する間にもゼルマンの右腕は動く。ジローが銀刀を振り下ろす。


　ゼルマンは右手の手のひらで刃を受け止めた。銀刀は彼の手を手首まで縦たてに切り裂さいて動きを止めた。


　当たった方の一撃目。あれが利きいていたのだ。本来のジローの腕前なら、腕ごと身体を真っ二つにされている。


　ゼルマンは激痛を無視して右手を引いた。背はい後ごに倒れ込むようにジローと距離を開け、あらゆる力場を消す。重力に身を任まかせてホテルの壁面沿いに落下し、わずかなりとも力が回復したところで、再び壁に張り付いた。


　上を見上げると、ジローはまださっきの場所にいた。


　安あん堵ど以上の疑ぎ問もんを覚えた。


　──なぜ追ってこない。


　肩の傷。それに右手の傷は、それぞれ相当深い。しかも銀による負傷だ。すぐには回復できない。追い打ちをかけるならいましかないはずなのに。


　だが、ジローは追ってこないどころか、急速に力を弱め始めた。身体の傷が回復し、流血が止まる。それに伴い、眩霧リーク・ブラツドの噴出も抑おさえられていく。ジローの『血』が、暴走を止めた。すぐには信じられなかった。


「……どうして」


　やがてジローはふらりと大きくよろめくと、頭から地面に落下しだした。ゼルマンの横を通り過ぎ、そのまま大地へ。ジローを追って下方に目をやったゼルマンは、そこに疑問の答えを見つけた。


　ホテルの出入り口。遠巻きに騒さわいでいた野や次じ馬うまが、落下するジローを見て悲鳴を上げる。そんな中、一人逃げずにジローを見上げる人ひと影かげがあった。


　あの調停員コンプロマイザー。葛かつ城らぎミミコだ。そして、彼女の腕の中には、意識をなくしたままのコタロウがいる。


　──そうか。サユカが。


　小こ癪しやくな真ま似ねを。だが、この様では文もん句くも言えない。ゼルマンは一瞬の逡しゆん巡じゆんのあと、ジローが地面に激げき突とつする寸前に、彼の身体を力場思念ハイド・ハンドで掬すくい上げた。そして、目を丸くするミミコの前に放り出した。


　何度か呼吸を繰り返し、鼓動を落ち着かせてから周囲を見回した。


　ホテルの壁面とはいえ、よくもこんな目立つところで戦せん闘とうを繰くり広げたものだ。この曇くもり空では、炎はさぞかし人目についただろう。どれぐらいの目撃者が出たか……まあ、その辺は『カンパニー』にでも任せればいい。幸い、死人だけは出ていない。


　とにかく一度この場を離れ、サユカに合流し直すとしよう。


　ゼルマンが立ち上がる。銀の傷は、まだ癒いえない。激痛は間かん断だんなく襲おそいかかってきていた。しかし、直前にサユカの血を飲んでいなければ、ここまで戦えたか怪あやしいだろう。


「……できた僕しもべだぜ」


　ゼルマンは最後にもう一度、地面のジローに視線を投げた。


　我わが身で体験した、『賢けん者じやイヴ』の力。それに、あのコタロウ。これで終わりのはずはない。


「真なる銀もまだだしな。まったく」


　気づけばまた欲よくが出てきている。うきうきとする自みずからがいる。白熱の中に没ぼつする前に、やりたいことがまだあるようだ。


　ゼルマンは大地に背を向けると、ホテルの屋上を目指して壁を上り始めた。





　　　３





　飛び出したジローの行き先は、すぐにわかった。植物公園のすぐ側だったからだ。


　隣りん接せつするショッピング・モール。それを見下ろすシティ・ホテルである。その外壁上で、ジローは何者かと対たい峙じしていた。


　いや。あの特とく徴ちよう的な赤い髪。行ゆく方えの知れなかった、ゼルマン・クロックしかいない。


「どうして、ゼルマンが……コタロウ君があそこに？　ジローさんは……」


　頭の中が混乱して、上う手まく思考がまとまらない。それでもミミコは必死になってホテルを目指していた。


　周辺に高い建物がないため、見上げさえすればどこからでもホテルは見えた。つまり、それだけ人目につく場所なのだ。普ふ段だんならわざわざ頭上を見上げて歩く者は少ないだろう。だが、さっきの爆ばく発はつ。ゼルマンが飛び出してきた爆発を聞きつけ、いまでは大おお勢ぜいの人間が足を止めていた。


「バカ……ジローさんのバカ……ゼルマンのバカ……」


　あの二人は何をするつもりなのだ。まさか。まさか、そんな。こんな衆しゆう目もくのただ中で……


　戦いが始まった。ミミコの祈いのりも虚むなしく、二に匹ひきの吸きゆう血けつ鬼きはホテルの外がい壁へきを舞ぶ台たいに戦いを開始してしまった。


「バ──バッカ野や郎ろう！」


　泣きそうになるのを堪こらえて、ミミコは必死に走った。


　公園からショッピング・モールへ。モールを抜ぬけてホテルの前へ。すでに『カンパニー』には連れん絡らくを入れた。クビにされたとき腹はら立だち紛まぎれに、陣じん内ない部長の番号を消していたことが悔くやまれる。とりあえず事じ務む所しよの後こう輩はい、楠くすのきヒバリに連絡したが、果たして手配が間に合うか。そもそも、何をどう手配すればいいのか。


　ホテルのアプローチまで辿たどり着いた。


　辺りに散さん乱らんする瓦が礫れきに、改めて胸むねが重たくなる。と、そのとき、曇くもっているはずの頭上が、わずかに明るくなった。とっさに見上げ、ほぞを嚙かむ。ゼルマンが視経発火アイ・イグナイトを使っているのだ。紅ぐ蓮れんの炎ほのおが、ホテルの外壁上で輝かがやいていた。周囲の野や次じ馬うまからも悲鳴が上がった。これではいよいよ、目もく撃げき者しやが増ふえていくばかりだ。いや。彼らが本気で戦えばどうなるか。こんなホテル、あっという間に瓦礫に変わる。破は滅めつだ。


　しかし……


　──どうする？　どうすれば？


　駆かけつけては見たものの、あんな場所にいたのでは呼びかけることさえできない。仮かりに声が届とどいたとしても、二人が話を聞くとは思えない。馬ば鹿かみたいに頭上を見上げ、地面で足あし踏ぶみするばかりだ。地じべたを這はいずる人間。ジローをからかった台詞せりふが、吐はきそうなほどの無力感となってミミコを襲おそっていた。


　──どうしよう。どうしよう。ジローさんのバカ。どうして、こんな……


「ミミコさんっ」


　突とつ然ぜん名を呼よばれ、ミミコは飛び上がった。声がしたのはホテルのロビーからだ。そちらは、騒さわぎを知ったホテルの客が、泡あわを食って避ひ難なんしている最中だった。その人ごみの中から、見覚えのある顔がミミコに駆け寄よってきた。


　しかも、彼女が両手で抱だき上げているのは……


「サユカさんっ。それに──コタロウ君っ？」


　サユカは髪かみを乱みだしていたが、表ひよう情じようも足取りもしっかりとしていた。しかしコタロウは意い識しきがない。まるで眠ねむっているかのようだ。だが、こんな騒ぎの中で、コタロウが寝ねているはずはない。


　サユカはミミコに近づくと、


「この子を」


　と意識のないコタロウを差し出した。ミミコは慌あわててコタロウを受け取った。決して軽いとはいえない、子こ供どもの体重が両りよう腕うでにかかった。


　顔をのぞき込む。安らかな寝顔に見えた。あまりにも場ば違ちがいだ。


「コタロウ君、どうしたんです？　あの二人は？　いったい、ここで何があったんですか？」


　押おし寄よせる不安に我が慢まんができず、ミミコは矢や継つぎ早ばやに質しつ問もんを投げ掛かけた。サユカはしばし押し黙だまった。彼女の中で、状じよう況きようをまとめているのだ。


「……詳くわしくは私もわかりません。気がついたときには、ゼルマン様が──あれはおそらく、この子を殴なぐったんだと思います。それで、意識を失ったこの子を介かい抱ほうして……そのすぐあとに『銀ぎん刀とう』が来ました。ゼルマン様は彼が来たのを知り、迎むかえ撃うちに飛び出していったんです」


「な、なによ、それ……」


　ミミコが呆ぼう然ぜんとする。すぐに、抑おさえきれない怒いかりが胸むねの中で吹ふき荒あれた。


「殴ったですって！　こんな子供を……この子はゼルマンに懐なついてたのよっ。あなただって知ってるでしょっ。それを殴ったっ？　八百年生きた古血オールド・ブラツドのやることなの！」


　怒りの余あまり目の前が暗くなるほどだった。サユカはミミコの罵ば声せいをあまんじて受けた上で、「落ち着いて、ミミコさん」と冷静に言った。


「どうしてゼルマン様がそんな行こう為いに及およんだのか、私にもわかりません。ですが、理由があったはずです。そして、その理由は、おそらくその子の方にあった」


「だからって、何よ！　コタロウ君が気に食わないことでもしたっていうの？　それで殴ったと──」


「聞いて下さいっ。その子は今日、もともと様子がおかしかった。最初に会ったとき、私ですら感じたぐらいです。ゼルマン様も怪け訝げんな顔をされていました。原げん因いんは、この子の中にある、何かです。ここから見るだけでも、『銀刀』の様子も明らかにおかしい。何か因いん果が関かん係けいがあるはずです」


　ミミコの怒りは収おさまらない。しかし、サユカの真しん摯しな訴うつたえは、ミミコの理り性せいにしっかりと届とどいた。


　──様子がおかしかった？


　そう言えば昨日きのうの夜も。今日きようだって。自分はそう、ジローに伝えたではないか。だが、それはほんの些さ細さいな変調だったはずだ。こんな大事の原因になるようなことではなかったはずだ。


　──でも。


　と、もう一度頭上を見上げる。さっき飛び出していったジロー。おかしいといえば、あのときのジローこそ、いつものジローではなかった。


「確たしかに……」


　とサユカはミミコが落ち着きを取とり戻もどすのを待って、一度深々と頭を下げた。


「ゼルマン様がその子を殴ったのは、おそらく事実です。ゼルマン様も不本意だったと思います。が、そのことは私からもお詫わびします」


「お詫びされても……この状況は、どうにもならないじゃないっ」


「はい。ですから、これ以上この件けんで口こう論ろんする気はありません。その子は意識こそありませんが、身体に別べつ状じようはないようです。少なくとも、表面上は。呼こ吸きゆうもしっかりしています。いずれ目が覚めるとは思いますが、残念ながら確かく証しようは」


　サユカはどこまでも冷静だ。おかげでミミコもようやく気持ちが落ち着いてきた。


　あらためて腕の中のコタロウを見やる。本当に、ただ眠っているようにしか見えない。「コタロウ君？」と呼びかけてみる。反はん応のうはなかった。


「ホテルの人間には、利用客に避ひ難なん勧かん告こくを出すよう通達しておきました」


　サユカに言われて、ミミコはその必要性にようやく思い至いたった。そうだ。目撃者のことばかり頭にあったが、もっとも重要なのは犠ぎ牲せい者しやを出さないことだ。それに、結局は死者や負ふ傷しよう者しやを出さないことが、情じよう報ほうの秘ひ匿とくに繫つながる。最初に駆け付けた自分こそが、まっさきにやっておかねばならないことだった。


「……すみません。助かります」


「いえ。それに、ここから先は、私にはどうしようもありません」


　その通りだ。いま頭上で繰くり広げられている戦いは、人の介かい在ざいを許ゆるさない。


　そこへ、再ふたたび破は壊かいされた外がい壁へきの破は片へんが落下してきた。野次馬が悲鳴を上げる。ミミコとサユカは並んで上を見上げた。


　戦いは、まだ続いている。嫌いやな予感が募つのる。大だい事じ件けん。報道。半年前の悲ひ劇げきの再さい来らい。しかし、それだけではなかった。眠り続けるコタロウが、戦い続けるジローが不安だった。公園で交かわした会話が、あのとき見せたジローの表ひよう情じようが、胸の奥おくを搔かきむしった。


　嫌な予感は募る。


　まさか。


　もう？


「……ミミコさん」


　不意にサユカが真しん剣けんな眼まな差ざしを向けた。


「ここでお別れしましょう。私は行きます」


「え」


　戸と惑まどうミミコに、サユカはそれまでの他た人にん行ぎよう儀ぎな態たい度どを改めた。友人に対するように、にっこりとほほえみかける。


「ひょっとすると、これで最後かも。だから言っておきますね。私、ちゃんとした友達って呼べそうなのは、どうやらミミコさんだけだったみたい。一いつ緒しよに飲んだお酒。楽しかったですよ」


「ちょ、ちょっと──！」


　あまりに唐とう突とつな台詞せりふに、ミミコはしどろもどろになる。


「こんなときに何言ってんです。行くって、どこに？　ゼルマンを残して行く気ですかっ？」


「言ったでしょ？　もう、ここにいても私にできることはないから。それに、間もなく『カンパニー』も駆けつけるでしょう。ゼルマン様と合流するにも、ここじゃ都合が悪いんです」


　狼狽うろたえるミミコと対照的に、サユカに迷まよいは見当たらない。ミミコはなぜか酷ひどい焦しよう燥そうを感じた。目まぐるしい展てん開かいについて行けない。


　だが、それだけではなかった。まるで自分が取り残されていくような……
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「これからどうする気なんですか」


　とミミコは去ろうとするサユカを呼び止めた。


「半年も行ゆく方えを眩くらましたかと思うと、もうこんな事じ件けんを巻まき起こして！　あんなのについていってどうなります？　サユカさんまで、一緒に破は滅めつするのは、明らかじゃないですか？」


　そうだ、とミミコは思った。先は見えている。サユカにだってわかっているはず。


「あなたの気持ちは、あたしだって知ってます」


　本当だった。打ち明けられたこともあるし、そんなことなくても、わかっている。


　似にているから。だから──


「だから、考え直して下さい。ゼルマンなんかと一緒にいたって──あんな吸きゆう血けつ鬼きと一緒にいたって──」


　いつか。


「いつかはきっと──」


　独ひとりに。


「いいんです」


　とサユカは言った。


「決めたんです。……いえ、ずっと以前から、とっくに決めていました。何があろうと、私は死ぬまでゼルマン様の側そばにいる。実は迷ったけど、もう迷いません」


　それは、毅き然ぜんとした言葉だった。迷いや悩なやみを吹ふっ切って、本当に大切なものをつかむことができた証しよう拠こだ。サユカの横顔は凛り々りしく真まっ直すぐで、ミミコの瞳ひとみにあまりにもまぶしかった。


　──いいな……


　とミミコは思った。彼女が羨うらやましかった。


「──ん」


　もぞっと腕の中の小さな身体が身じろぎし、ミミコはびくりと身体を震わせた。


「コ、コタロウ君っ？」


　──起きるの？


　もぞもぞ動き出すコタロウを見て、サユカは口元をほころばせた。それからミミコたちに背せ中なかを向け、ホテルの裏うら庭にわがある方へと走り出した。


「サユカさんっ」


　ミミコが呼び止めるが、腕の中のコタロウの存そん在ざいが走り出すことを許ゆるさない。ミミコはサユカを見送り、身じろぎするコタロウに意い識しきを戻もどした。


　コタロウはしばらくむずがるような顔をしていたが、やがて呆あつ気けないほど簡かん単たんに目を開けた。


「ん……んん？　ミミちゃん？」


　コタロウの、大海の色を写し取ったような紺こん碧ぺき色いろの瞳。その目を見た瞬しゆん間かん、ミミコははっきりと感じた。


　違ちがう。


　コタロウだ。けど、コタロウじゃない。こんな感覚は、ずっと前にもどこかで……


　コタロウは寝ねぼけているように、「んー」とのんびりした声を出した。一度小さく欠伸あくびをし、抱だき上あげられていることに気付かない様子で身体からだを動かし、


「ミミちゃん。ジローは？」


　背せ筋すじが凍こおり付ついた。


　ジローたちが背負う宿命。それは、血けつ統とうの始祖ソース・ブラツド、『賢けん者じやイヴ』の転生だ。ジローは賢者アリス・イヴの手によって吸きゆう血けつ鬼きに転化した。イヴはジローを己おのれの護ご衛えい者しやに選んだのである。そして、『賢者イヴ』の護衛者は、彼女が死に至いたるとき、その『血』を吸すって自分の身体に保ほ存ぞんする。そして新たに生まれ変わった賢者を──すべての記き憶おくを失った賢者を保ほ護ごし、育てる。それが、コタロウである。コタロウは、『賢者イヴ』の生まれ変わりなのだ。


　いつの日か、コタロウはジローをその中の『血』ごと自分の中に取り込んで、記憶を取り戻す。ジローは『血』に吸きゆう収しゆうされ、コタロウは完全な始祖ソース・ブラツドとして復ふつ活かつを果はたすのだ。


　いつの日か。


「いや」


　反はん射しや的てきに、ミミコは口走っていた。


「いや。いやだ。そんなのないよ。待ってよ、コタロウ君……」


　コタロウが腕の中できょとんとする。まだ意い識しきが鮮せん明めいになっていないのだ。さっきまでミミコはコタロウの意識がないことを心配していた。しかしいま、そのときの何倍も強く、願っていた。


　もう一度、目を閉ざして、と。


「お願い。だって……だって、あたしいやだよ。そんなのいやだよ。まだ早い。早はや過すぎるよ。お願い。待って。まだ……まだ、どうか──」


　あまりにも無力な言葉が、ただ無む秩ちつ序じよにこぼれていった。涙なみだが噴ふき出し、ミミコは「ひっ」と弱々しくしゃくり上げた。


　自分ではどうにもできない。助けを求めたいが、誰だれに求めればいいかわからない。


「お願い。お願い。お願いだから」


　震えながら繰くり返すミミコを、コタロウがぼんやり見上げている。白い頰ほおに、ミミコの涙がこぼれ落ちた。


　そのとき突とつ然ぜんミミコは理り解かいした。脳のう裏りに、遥はるか遥か彼方かなたの光景が甦よみがえった。


　まさに陽ひが沈しずみゆかんとする空。河かわ面もに煌きらめく、無数の残照。斜しや陽ようを受けて茜あかねに染そまる、ウェストミンスター宮きゆう殿でんと橋。時と計けい塔とう。心が晴れ渡わたるような、美しい夕焼けの光景。


　百年前のロンドン。吸血鬼ジローの、始まりの地。


　共鳴現象だ。ジローに血を吸われ、カーサたちと戦った次の夜。まだ残っていた共鳴現象の作用で、ミミコはジローの過か去こを垣かい間ま見みた。人間だったころのジローの記憶を。その中に残る霧きりの都を。そして、金色の髪かみと青い瞳の、美しい女じよ性せいの姿すがたを。


「アリス」


　ミミコはコタロウを、すがるように抱だきしめた。


「お願いです、アリス。待って下さい。どうか。お願いだから」


　狂くるおしく懇こん願がんする。抱きしめられたコタロウが、不ふ思し議ぎそうにミミコに横目を向ける。


「ジローさんを取らないで──」


　どれぐらいそうしていただろうか。


　いつしかミミコは跪ひざまずき、コタロウの首くび筋すじに顔を埋うずめるようにして、彼を全身で抱きしめていた。そのミミコの耳元に、健すこやかな寝ね息いきが聞こえてきた。


　──……え？


　そっと顔を離はなす。コタロウは眠ねむっていた。そして、戻っていた。瞳を見なくてもわかる。いま自分の腕の中で寝ているのは、彼女のよく知る望月コタロウだ。


「アリス……」


　あっ、と思いついて、ミミコは外壁を見上げた。すると、予想した通り、ジローとゼルマンの戦いが終わりを迎えようとしていた。傷きずついたゼルマンが見守る前で、ジローの全身から力が抜けていく。


　ジローの力場思念ハイド・ハンドが消え、彼の身体が落ちてきた。


「ジローさん！」


　ミミコは悲鳴を上げる。しかし、ジローは地面に衝しよう突とつする寸すん前ぜんに、一度空中に停止し、それからぼとりと落下した。まるで、誰かに途と中ちゆうでつかまれたような動きだった。


　──誰が……ゼルマン？


　ゼルマンはまだホテルの外壁に残っている。しかし、ジローが落ちたのを見み届とどけると、その場を去るように屋上へと登り始めた。


　本当に終わったのだ。ミミコはコタロウを抱かかえたまま、へなへなとその場に蹲うずくまった。
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　硬かたいアスファルトの感かん触しよくに、ほとんど消えようとしていたジローの意識が繫つなぎ止められた。身体中の力が枯こ渇かつしているのがわかる。しかし、脳のう裏りには弟のことがあった。ジローは死力を尽くして起きあがろうとした。


「ジローさん！」


　その声は、混こん濁だくしていたジローの意識をはっきりと覚まさせた。澄すんだ水を浴びせられたようだ。熱に浮うかされていたような心が、活力を取り戻した。


　ただ名前を呼ばれただけなのに。まるで魔ま術じゆつだな、とジローは苦く笑しようした。


「……ミミコ、さん」


　身体を持ち上げる。ミミコが手を貸かしてくれた。そして、彼女の腕の中に安らかな弟の寝顔を見つけたとき、ジローは安あん堵どの余り力を抜いた。


　起き上がるのに失敗して尻しり餅もちをつく。


「きゃっ」


　手を貸しているミミコが、引っ張ぱられるようにジローの上に倒たおれた。挟はさまれたコタロウが「むぎゅ」と潰つぶれた声をもらすのが聞こえた。顔がほころぶ。よかった。元気そうだ。


　しかし……


　ジローは尻餅をついたまま辺りを見み渡わたした。惨さん状じよう。そんな言葉が浮かんだ。とんでもないことに、遠とお巻まきにまだこっちを見ている者がいる。目もく撃げきされた、どころの話ではない。ジローと目が合うと、悲鳴を上げて逃げていった。悲鳴を上げたいのはこっちだった。


　──やってしまったか……


　痛つう恨こんだ。『カンパニー』は果たしてこの件をどう処しよ理りするか。どこまで情報を操そう作さし、真実を隠かくし通せるか。青ざめた陣内の顔が思い浮うかぶ。ジローは胸きよう中ちゆうで、古い友に頭を下げた。


　しかし、これほど深しん刻こくな事じ態たいを引き起こしておきながら、ジローの気持ちはどこか昂こう揚ようしていた。


　体調は酷ひどい。傷こそ『血』が──彼が預あずかる血統の『血』が回かい復ふくさせているが、強大な力を駆く使しした反作用で、体内の脈動は切り刻きざまれたかのような状態だ。あの禍まが々まがしいまでの力の名な残ごりも、身体の隅すみ々ずみに色いろ濃こく残っている。コタロウの危き機きにのみ解かい放ほうされるよう、聖せい域いきの黒くろ姫ひめに頼たのんで封ふう印いんしてもらった、護衛者の力。ここまで引き出して使ったのは、香ホン港コン聖戦のとき以来だった。


　しかし、それでもやはり、ジローは自分が喜んでいることを自覚した。


　──我が君に。


『賢者イヴ』の存在を、感じることができたからだ。戦いの最中に、彼女と繫がっている自分を感じたからだ。


　一度は失われたあの愛いとおしい人と、再び感じ合うことができたからだ。


　──しかし……


　ジローはその場で胡座あぐらをかき、膝ひざの上で眠り続けるコタロウに目をやった。コタロウに変化はない。目覚めの兆ちよう候こうは確たしかにあったのに、いまはもう、すっかり元の弟に戻っている。


「ミミコさん……」


　とジローはコタロウを見ながら声をかけた。


　しかし、返事がない。ジローは視し線せんをミミコに移うつし、


「ミミコさん？」


　一緒に倒れ込んだミミコは、すでに独りで起きあがっていた。ジローに呼ばれ、なぜかびくりと全身を震ふるわせた。


「な、何？」


　と聞き返す声も震えている。ジローは不審に思いながらも、


「申し訳わけありません。言い訳などしても意味はないですが、せめて謝あやまります。こんな事じ態たいを引き起こすつもりはなかった。せめて、すぐにこの場を──」


「あ、待って。それは無む駄だよ」


「無駄？」


「そう。もう逃げても意味はないわ。完全に手て遅おくれだもん。それより、『カンパニー』が来たとき、ここにいないと。何があったか説明もしなきゃいけない。責せき任にんも取らされるはずね。だからその点については、腹はらをくくりましょう」


　その通りだ。事件はすでに起こってしまった。ジローは頷うなずいた。


「わかりました……では、もうひとつ聞かせて下さい。あなたは、どうやってコタロウを？　もうお察さつしでしょうが、私はさっきコタロウの危機を感じて飛び出しました。こいつはどこにいたんです？」


「サユカさんよ。彼女が連れてきてくれたの。コタロウ君、独ひとりでゼルマンたちと会ってたみたい」


「それでっ。この、粗そ忽こつ者ものは！」


　確かにコタロウは、ゼルマンと仲が良かった。失しつ踪そうしていたはずの彼とどこで鉢はち合あわせしたのかはわからないが、のこのこついて行くというのは、十分に考えられる。


　だが、独りでゼルマンのもとを訪おとずれ、そこで何があったのか？


　ただの危機なら、あれほど激げき烈れつな反はん応のうを、自分が──自分の中の『血』が示しめすはずがない。コタロウは転生しかけたのだ。あのホテルの一室で、いったい何があったのか。


　──いや、何が引き金になったのかは重要ではない。


　コタロウはいずれ必ず、そのときを迎むかえる。これは血けつ統とうの運命であり、すでにして定められた未来だ。その瞬間に至いたる過か程ていは様々に考えられるが、最終的に迎える結末はひとつだけで、それは絶ぜつ対たいに変わらない。


　それよりもむしろ、なぜいまコタロウがこんなに安定しているのかが謎なぞだった。


　間違いなく、目覚めかけていたのだ。それどころか、ほとんど目覚めていた。さっき感じた賢者の気配は、それほどに鮮せん明めいだった。ゼルマンの邪じや魔まさえ入らなければ、転生は行われていたはずなのである。ジローの中に預けられた、血統の『血』の譲じよう渡とで。


　それが、なぜ？


「ミミコさん。サユカさんに連れられてきたとき、こいつはどんな状態でした？　そのときからこんな風に、眠っていたんですか？」


「う、うん……」


「なら、何かおかしな点はありませんでしたか？　なんでもいい。気付いたことがあったなら、教えて下さい」


　護衛者の力が暴ぼう走そうを止めたのは、おそらく転生が中ちゆう断だんされたからだ。最初からいまと同じ様子で眠り続けていたなら、そもそも暴走していない。何かいつもと違うことがあったはずなのである。


　すると──


「……変だった」


「え？」


「サユカさんが言ってたよ。コタロウ君。ホテルで様子がいつもと違ってたって」


「確かですかっ」


「うん。そのあと一度意識をなくして、サユカさんが連れてきてくれたの」


「意識をなくしてから、ですか？」


　それではタイミングが合わない。『血』が戦いを止めたとき、コタロウはすでに外にいた──


「……寝てるコタロウ君を受け取ったらね。この子、一回目を覚ましかけた」


　ジローは慌あわててミミコを見上げた。そして気がついた。


　ミミコはまだ震ふるえている。何かを恐おそれているように。どうしたのだ？


「ミミコさん？　あなた──」


「だからあたし、お願いしたの。『まだ、待って』って。『お願いだから』って……」


「……え」


　ジローがぼそりと聞き返した。ミミコは顔を逸そらした。


　のろのろとコタロウに視線を落とす。それから、もう一度のろのろとミミコを見上げる。


　ミミコは横顔を見せていた。自分のいやらしさを恥はじるように。しかし、言い訳はしなかった。自分が間違っているとは思っていないから。


　ジローは真相を知った。ミミコが止めたのだ。転生しかけた『賢者イヴ』を、ミミコがもう一度眠りにつかせたのだ。


　驚きと、そして褒ほう美びを取り上げられたような、子こ供どもじみた怒いかりが芽め生ばえた。


「どうして……」


　だが、そのひと言がミミコにもたらした怒りは、ジローの比ひではなかった。


　ミミコはサッと青ざめると、目を血走らせてジローをにらみつけた。


「どうして、ですって？」


　とミミコは吐はき捨すてた。彼女の声には憎ぞう悪おすら込こめられていた。


「どうして、ですって？　決まってるでしょっ。コタロウ君が別人になりそうだったからよ！　ジローさんがコタロウ君に『食べられちゃう』と思ったからよ！　だからあたしは止めたの。ううん、『待って』もらったのっ。悪い？　あたし、間違ってたっ？」


「ミミコさん……」


「何よっ。残念そうな顔しちゃってさっ。悪かったわね。使命を果たす邪じや魔まをしてっ。ごめんなさいね。大事な人と再さい会かいできそうだったのに！　最低よ。こんなの。こんなのって……最っ低……」


　堪こらえようもない様子で、ミミコの両目に涙なみだが溢あふれた。優やさしい顔立ちが怒りと絶ぜつ望ぼうに歪ゆがめられた。ジローは目を瞠みはっていた。


「……どうしたのです、ミミコさん。そんな……私の血統の宿命は、よくご承しよう知ちのはずでしょう？」


「ええ、知ってますともっ。可か哀わい想そうなジローさんのことも。可哀想なコタロウ君のことも！　『賢者イヴ』のご立りつ派ぱな宿命のことは、嫌いやってほど知ってるわよ！」


「なら……さっきの公園でも話したではありませんか。ミミコさんだって──」


「あんなの噓うそに決まってるじゃないっ！　そんなこともわからないのっ？」


　ジローは言葉を失った。ミミコの激げき情じように圧あつ倒とうされていた。


　ミミコももう止められない。泣きながら髪かみを振ふり乱みだし、声を嗄からして叫さけんだ。


「何よ。何よ何よ何よっ。どうして？　よくもそんことが聞けるわね？　よくもそんなことが、あたしに向かって言えるわねっ！　どうしてって、そんなの決まってるわ！　あなたがいなくなるのが嫌だからよ！　あなたを失いたくないからよ！　だって──」


　ミミコがぎゅっと目を閉とじる。ぼろぼろ涙がこぼれ落ちる。うつむき、歯を嚙かみしめて、ミミコは唸うなるように言った。


「だって……好きなんだもん」
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　セイとケインは来なかった。事が賢者に関かかわるだけに、軽々と動くことを自みずから戒いましめたらしい。転生が不完全に終わったのを見届けると、あとで会うとだけ言った。


　リンスケも来れなかった。何しろ、『カンパニー』は蜂はちの巣すをつついたような状態になっている。盛せい大だいに愚ぐ痴ちりながらも、緊きん急きゆう招しよう集しゆうに応おうじざるを得なかった。


　だから、現げん場ばに来たのは陣内だった。


　出動した鎮ちん圧あつチーム。情じよう報ほう部ぶスタッフ。そして調停員コンプロマイザー。彼らが現場に直行するルートを先回りし、道すがら次々と合流。矢や継つぎ早に指し示じを出しながら現場を目指し、到とう着ちやくしたときには、すでに八はち割わり以上の手配を完了させていた。部下である調停員や鎮圧チームはもちろん、立場上陣内とは冷戦関係にある情報部の工作員たちですら唸り声をもらすほど、それは鮮あざやかな手て並なみだった。


　だが、瞠どう目もくすべきは彼の活かつ躍やくに留とどまらない。『カンパニー』は、半年前の悲ひ劇げきをしっかり教訓として自らの糧かてにしていた。中でも、情報部の初動は電でん撃げき的てきで、張ジヤン部長が状況を把は握あくして指示を下すより早く、緊急時の非ひ常じよう対たい応おうを怯ひるむことなく的てき確かくに敢かん行こうして、混こん乱らんの飛び火を抑え込こんだ。押おっ取とり刀がたなで駆けつけた張が、部下たちの働きに思わずニヤリとしたほどだ。


　軋きしみゆく特区の状況に忸じく怩じたる思いを抱いだいていたのは、何も上の人間たちばかりではなかった。特区は、大おお勢ぜいの人々の、公おおやけにはできない努力の積み重ねで、築きずき上げられてきた都市だ。彼らは、自分たちが造つくり上げた世界に二つとない都市が病やんでいく様に、誇ほこりを傷つけられ、胸を痛いためていた。それでも希望を捨すてずに、自らの仕事に従じゆう事じしてきた。だからこそ、危機に直面したとき、パニックに陥おちいるより先に、誰もがまず事じ態たいの収しゆう拾しゆうへと動けたのだ。


　自分たちは、まだ戦える。皮肉にも、ジローとゼルマンの衝しよう突とつは、現場の人間が自らの可か能のう性せいを再さい確かく認にんするきっかけとなっていた。


　ただ、駆けつけた陣内を待っていたのは、少し想像していなかった事態だった。正確には、現場で複ふく数すう発生していた対応すべき問題点の中に、事前に予想していなかったことが、ひとつだけ混まじっていた。


「…………」


　陣内が複ふく雑ざつな面おも持もちで立ち尽くす前で、二人は黙もく然ねんと黙り込んでいた。


　意識のない弟を抱いて、重たい表情のまま唇くちびるを結ぶジロー。


　髪を乱し、泣きはらした顔で、じっと目を伏ふせるミミコ。


　二人とも、事情を確認する陣内や情報部員の質問には、包み隠かくさず答えていた。なのに、お互いの顔は見ようとしない。声を交わすときすら相手を向かず、必要最さい小しよう限げんの言葉だけを口にしていた。


　陣内はジローとコタロウの秘ひ密みつを知っていた。また、ミミコがそれをジローから聞かされたことも、彼女の態度からそれとなく察していた。


　そして、この状況。


　素知らぬ顔の賢者は、絶対的な信頼を寄せる護衛者の腕の中で、幸せな寝息を立てている。陣内は恨うらみがましい視し線せんを向けずにいられなかった。


　結局ジローとミミコ、コタロウの三人は、陣内の見守る前で、情報部へと連行された。これから本部でさらに詳くわしい訊じん問もんを受けることになるだろう。


　陣内はため息をついた。あごをさすると、無ぶ精しようひげがざらついていた。


　明日には『赤い牙レツド・フアング』の本隊が到とう着ちやくする。また、それに先んじて尾お根ね崎ざきがセイやケインと席を持つらしく、その場にも顔を出すよう命じられた。失しつ踪そうしていたゼルマンも動き出したし、フォックスという男のことでも、すぐに手を回しておくべきことがあった。何より、まずはこの騒そう動どうを切り抜けるために死力を尽くさねばならない。やるべき事は山積みしている。目が回りそうだ。


　だと言うのに……


　陣内はもう一度ため息をついて右手を頭の上に載せた。舌した打うちした。部下が驚くのも構わず、「あーっ」と喚わめきながら、髪をかき回した。


「ったく、世話の焼ける！」


　だが、仕方がないのだ。自分は歳としを取った。だからこそ、歳を取らない友や、まだ若わかい弟で子しのためにできることがある。


　そして、できるお節せつ介かいは焼いてやるのが、自分の選んだ道なのだった。


　調停員コンプロマイザーとは、そういうことなのだ。





　　　４





　送そう電でん塔とうの上から見る世界は、少しずつ光を失っていった。山の緑。海岸線。海。夕ゆう闇やみが濃こさを増ましていく中、大気に溶とけていた陽よう光こうを吸すい取るように、湾わん岸がんの街まち並なみと、水上に浮かぶ都市が、ぽつりぽつり人工の輝きを灯ともし始めた。昼の世界と夜の世界が、影かげ絵えのように入れ替かわっていく。


　カーサは送電塔の上に立ち、静かな眼まな差ざしで彼方の水都を望んでいた。


　彼女には珍めずらしい、祈いのるかのような眼差し。両腕は知らず知らず自らの肩を抱くように引き寄せられ、不安を隠す白い表情は、どこか弱々しい印象すらあった。


　長いつややかな黒髪が、冷たい夕ゆう刻こくの風になびく。送電線に止まっていたカラスたちが、自分たちと同じ高さで揺ゆれる自分たちと同じ色の髪を興きよう味み深ぶかそうに眺ながめていた。それから、鋭く高い声で鳴くと、眼がん下かの森に降おりていった。羽はばたきで舞まい散ちった羽は根ねが、漆しつ黒こくの飛沫しぶきのように辺りに漂ただよった。


　空気が熱を失っていく。カーサの口元からもれる吐と息いきが、大気に白い尾おを引ひき始めた。


　やがてカーサは翠みどりの瞳を閉ざし、ため息を吐き出した。こぼれたのは、深い安あん堵ど。張はり詰つめていた身体が頼たよりなくふらつき、手が傍かたわらの鉄てつ柱ちゆうに添そえられる。


「……バカめ」


　かつての友の顔を思い浮かべ、カーサが小さくつぶやいた。


　そして、彼よりさらに長く共にあった女性を思い出し、拗すねるような舌打ちをした。


「どうしてお前はいつもいつも……こちらの思おも惑わくを、いとも容易たやすく台無しに……」


　どうせ本人はきょとんとしているのだ。意地悪め。本当に、まるで見み透すかしているかのようだ。


　自分では完全に消し去ったと信じていた、ほんの微かすかな躊ちゆう躇ちよさえも。


　カーサは苦く笑しようする。


　十一年前に自ら選んだ決けつ断だん。捨てたはずの躊躇。わかっていた。苦い勝利になることが。あるいは、救いの敗北になることが。


　手のひらを額ひたいに当てる。前まえ髪がみをかき上げる。らしくない。いまも昔も、あの二人に関かかわるとき、自分はどうしても、らしくなくなる。かつての自分は、そんならしくない己おのれを捻ひねくれ者なりに好んでいた。でも、いまは？　カーサは自じ嘲ちようする。駄目だ。かつてのようには、いかない。


　吸血鬼は成長しない。自分は変わった。だが、成長したとは言えそうにない。


　──カーサ。


　深みのある念話が届とどいた。カーサは慌あわてて己の脆もろさに蓋ふたをし、両手で頰ほおをぴしゃりと叩たたいた。


　カーサが体たい勢せいを立て直すと、まるで彼女が準じゆん備びするのを待っていたかのようなタイミングで、眼下の森から人ひと影かげが舞い上がってきた。


　カーサのいる高さまで一度の跳ちよう躍やくで飛び上がり、そのまま音もなく傍らに降り立ったのは、白いコートに身を包む巨きよ漢かん──ダールである。その程てい度どの跳躍などただの歩行と変わらないのか、力の波動にもまったく乱みだれは見当たらない。腰こしに提さげていた二本の長刀も、カチャリとも鳴らなかった。


「どうやら落ち着いたようだな」


「……ああ。冷や冷やさせてくれるよ」


　カーサがぼやくと、ダールはうっすらと苦笑した。


　視線を彼女と同じ方向に向ける。これだけの距きよ離りを開けてもなお胸をざわつかせた「目覚め」の気配が、いまは完全に沈ちん静せい化かしていた。


　まったく無関係の血統の『血』をも、期待と昂こう揚ように搔かき立てる。つくづく、始祖ソース・ブラツドとは吸血鬼ブラツク・ブラツドにとって特別な存そん在ざいなのだ。それとも、『賢者イヴ』が特別なのだろうか。


「しかし……」


　とダールは思し索さくする面おも持もちになった。


「まさかこのタイミングで目覚めかけるとはな。我われ々われの動きを察さつ知ちしているのだろうか？」


「知らないよ。あいつの頭の中など、考えるだけ無駄だ」


「予よ測そくできない相手を敵てきに回すのは危き険けんだぞ」


「予測できるぐらいなら、敵に回すまでもなく手て懐なずけてるさ。いっぱい餌えさをやって」


　ダールの苦笑が大きくなった。何もわかっていない転びたてアンダー・イヤーならいざ知らず、これほどまでに始祖ソース・ブラツドを扱こき下ろす古血オールド・ブラツドというものを、ダールは寡か聞ぶんにして知らない。


　互たがいに元の血統が異ことなる九姉弟の中でも、カーサとダールの二人は古い縁ゆかりを持っていた。跳はね返りだったカーサが格かく上うえのダールに挑ちよう戦せんし、彼が彼女の気き性しようと実力に一いち目もくを置くようになって以来、数百年来の腐くされ縁えんだ。カーサは絶対に認みとめないが、ウォーロック家の中で孤こ立りつしていた彼女にとっては、唯ゆい一いつの相談役ともいえる人物だった。


　ダールもまた、カーサの辿たどる数すう奇きな運命を、ときに危あやぶみ、ときに助言しながら見守ってきた。聖せい人じんとまで言われた彼が『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に染そまったのも、ひとつにはカーサの存在があったからこそなのである。いまではダールの方が、カーサの片かた腕うでというべき存在になっていた。


　ダールは、カーサがかつての友──『賢者イヴ』とその護衛者に抱いだく、複ふく雑ざつで根深い屈くつ折せつを知っている。彼女が決して他人に踏ふみ入らせない領りよう域いきに、その二人がいまなお住んでいることを。


「目覚めていれば、我らの勝算も失せていたかもしれないな。戦力の大小とは、異なる次元で」


「ふん。そのときはそのときだ。いまのあいつは男だしな。遠えん慮りよなく張はり倒たおしてやったさ」


　賢者は戻らなかった。だが、『銀刀』は残った。果たしてこれは吉きつ兆ちようか凶きよう兆ちようか。敵にとって、また味方にとっても、この違いは大きい。


　結果は間もなく出るだろう。が、ひとまずは……


「安心したか？」


「……嫌なことを聞くな」


　カーサが鼻を鳴らす。カーサも、ダールの前でだけは、若い女性めいた仕草を取ることがあった。


　が、それも一いつ瞬しゆんのことだ。


「なんにせよ、せっかく調ととのえた段だん取どりが台無しにならずに済すんだ。我われらが父の現げん世せへの執しゆう着ちやくが、賢者の気まぐれに勝まさったとしておこうか」


　そう言って、カーサは双そう眸ぼうを細めた。


唇くちびるに、獲え物ものを狙ねらう狩人かりゆうどの冷れい笑しようが浮かぶ。クールな美び貌ぼうが凄せい艶えんな魅み力りよくを得て、夜を迎むかえる薄うす墨ずみ色いろの空に、ひっそりと輝いた。


「──つまり変へん更こうはないのだな。よろしい」


　と、二人の頭上──送電塔の頂ちよう点てんで声がした。いつの前に現あらわれたのか、そこに貴き公こう子し然ぜんとした少年が片かた足あしだけで立っていた。


　ナブロだ。腕は組み、もう片方の足を持ち上げてバランスを取っている。オレンジの髪が夕ゆう闇やみに映はえていた。細身のスーツのベルトには、一本のレイピアが提げられている。刺し突とつを主しゆ眼がんに置いた刀とう剣けんで、柄つかには彼らしい派は手でな装そう飾しよくが施ほどこされている。『橙蜂オレンジ・ビー』の、もうひとつの由来。幾いく人にんもの古血オールド・ブラツドの血を吸ってきた魔ま剣けんである。


　現れたのは彼だけではなかった。カーサたちの足あし下もと。大地に続く送電塔の各所に、合計五つの人影が集結していた。


「腕が鳴りますな」


　そうつぶやいたのはハンスだ。細い鉄てつ骨こつの上で胡座あぐらを組み、日本刀を抱いたまま、長い前髪の下で瞳を光らせている。


「革かく命めい前夜って感じ？　悪くはないね。正直」


　とマーベリック。その肩かたに肩車をしているのは、緊張して表情を硬かたくしたワインだ。兄は妹を安心させるように、膝ひざ小こ僧ぞうをぽんぽんと叩たたいた。


「派手に行こうぜ。なあ、姉あね貴き」


　とヤフリーも強気に牙きばを剝むいて見せた。が、すぐさま彼の背せ中なかに負ぶさってもらったザザから、


「前回は散さん々ざんだったからね、ヤフリー君の場合」


　と混まぜっ返され、「うるせえっ」と顔を赤らめさせた。


　カーサは弟たちの面つら構がまえを順に見やったあと、ちらっと妹に視線を向けた。


　甘あまく叱しかる声で、


「……ワイン？」


「わ、わかってる。明日あしたはちゃんとお留る守す番ばんしてるから。でも、まだいいでしょ？　お願い、お姉ちゃん」


「……ああ。ならいい。よく見ておきな。明日、また世界の有り様が変わる。これが、最後の『いまの世界』の夜だ」


　カーサの台詞せりふに「うん」と応え、ワインは唾つばを飲のんだ。


　世界を変える。さらりと口にされた台詞を、誰も大げさだとは思わなかった。すでに彼らは、「世界が変えられる」様を一度目にしているのだ。十一年前の、香港で。


「ザザ。そっちの準備もいいんだな？」


「任せてよ、お姉ちゃん。というか、そんなに難むずかしいことじゃないんだ。『ひっくり返す』のは。難しいのは、ひっくり返した『あと』でね。その辺を考えて、色々仕込むのが肝かん要ようなのさ」


　ヤフリーにおんぶされたまま、ザザはカーサを見上げて笑う。ザザはいまも、ドレス姿すがたの少女の身体からだを使っていた。だが、その笑顔に隠しようもなくにじみ出る危険さは、小悪魔というには、あまりにも毒どくが強い。


　古いにしえの時代より、その策さく謀ぼうによってあまたの歴史をねじ曲げ、弄もてあそんだ、亡ぼう国こくの吸血鬼。たとえ人の身に精せい神しんを宿そうとも、牙から滴したたる猛もう毒どくに変わりはない。


「クリアすべき難なん関かんは多いけど、そこは僕ぼくを信じて、命いのち張はってもらおうか。運命を作る者フエイト・メーカー『ウォーカーマン』。自じ慢まんじゃないが、オッズは高いよ」


　血族の誇ほこる参さん謀ぼうの台詞に、カーサはあごを引いて頷いた。


「ラウも？」


「もちろんＯＫ。明日には九クー龍ロン王の遺い児じが、皆みな揃そろう」


　最後のひと言に、カーサだけでなく、その場に集つどった全員が小さく身み震ぶるいをした。


　武む者しや震い。


『九龍の血統クーロン・チヤイルド』にとって、この感覚こそもっとも好む感覚だ。カーサの瞳に宿っていた冷ややかな高ぶりが、姉弟全員に燃もえ移うつって送電塔を焦こがす大きな渦うずとなった。


　合計十六の視線が、狙ねらう獲え物ものを追って海上へ飛ぶ。「──ダール」と告げるカーサに応え、ダールの深いバリトンが響ひびいた。


「明日、月と太陽に、再び我らの牙を刻む。備そなえ、而しかして勝利せよ」


　ナブロが、ハンスが、マーベリックが、ヤフリーが、そしてワインが、頷き、あるいは迎げい合ごうの声を上げた。


　呪のろわれた血族の、荒あら々あらしい鬨ときの声。一族の叫さけびを耳にしながら、カーサは眼がん光こうを鋭くし、声にせずささやいた。


　行くぞ、ジロー──と。









　　四章　崩ほう壊かいは絢けん爛らんに
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　特区第五地区フイフス・ヤードにある『カンパニー』調ちよう停てい部ぶの事じ務む所しよは、昨さく夕ゆう発生した事じ件けん以来、フル稼か働どう状じよう態たいが続いていた。職しよく員いんたちの脳のう裏りを過よぎるのは、半年前のあの悲ひ劇げき。だが、職員たちの顔に浮うかぶのは、決然とした覚かく悟ごと意地だ。


　調停部は『カンパニー』の設せつ立りつ時じから存そん在ざいする部ぶ署しよである。その十一年にわたる歴史の中で、半年前の事件ほど巨きよ大だいなインパクトを与あたえた出来事はなかった。しかもあのとき、本部から半ば隔かく離り状態にあった調停部は、異い動どうとなった陣じん内ないが人事に逆さからって現げん場ばに駆かけつけるまで、まともに稼働することもできなかった。当時の記き憶おくは、特区を支ささえてきたとの自負が強い調停員コンプロマイザーたちにとって、拭ぬぐいがたい屈くつ辱じよくの汚お点てんである。


　だが、二度はない。調停部の人間たちは総そう力りよくを結集し、事態の収しゆう拾しゆうに動いていた。


　幸い今回は、目もく撃げき者しやの数に反して死し傷しよう者しやがいない。マスコミの報ほう道どうについても、情じよう報ほう部ぶのブロックが機先を制せいする形となっていた。口コミによる情報は飛び交かっているものの、パブリックなニュース・ソースはどこにもなかったのである。野や次じ馬うまが撮さつ影えいした低てい画が質しつの映えい像ぞうがいくつかネット上に流れたが、すべて情報部の操そう作さでもみ消され、あるいは誤ご魔ま化かされている。日が落ち、日付けが変わり、そして夜が明けて数時間が経けい過かしたいま、調停部の人間たちは、確かな手て応ごたえをつかんでいた。


　昨日の夕方に緊きん急きゆう招しよう集しゆうを受けて以来、初めて事務所に戻ってきた二人の調停員も、疲ひ労ろうより満足感が色いろ濃こい様子だった。


「まったく。あれからまだ半年よ？　よくもまあ、懲こりずにしでかしてくれるわよね、あのトンチキは。ジロー様が不ふ憫びん過すぎるわ」


　不満たらたらに、しかしその実晴れやかな表ひよう情じようで言ったのは、まだ若わかい、十代の女じよ性せい調停員だった。


　ソバージュにしたブルネットの長ちよう髪はつに、徹てつ夜や明あけとは思えない見み目め鮮あざやかなメイク。少女から大人の女性へと変わりつつある過か渡と期きの美び貌ぼうが、昨日から今朝にかけての働きを誇ほこるかのように輝かがやいている。グラマーな肢し体たいを包むオーダーメイドの制せい服ふくが徹夜明けでくたびれているが、それすらも勲くん章しようのようだ。


　彼女は、ミミコと同い年の調停員、スワン・鍾チエンという。中国人の父とイギリス人の母を持ち、実家はＣＥＯ連盟マネー・キヤビネツトにも名を連ねる華か僑きようの大家である。もともとは『カンパニー』との繫つながりを強くするために家の意向で調停部に入れられたそうだが、いまでは退たい職しよくを勧すすめる親と半分喧けん嘩かしながら、この職を続けている。外見と違ちがい、骨ほねのある少女なのだ。


　ジローに惚ほれているためか、ミミコが調停部に在ざい籍せきしていた頃ころは事あるごとに衝しよう突とつし、競きそい合っていた。顔を合わせれば嫌いやみの応おう酬しゆうをしてきたライバルだ。もっとも、彼女がクビになってからは、少し張はり合いをなくしていたらしい。今朝は、久ひさしぶりに悪口が言えるとあって、本人もいないのに活いき活きとしながらミミコを罵ののしっている。


「まったく信じられないわよ。クビになって大人しく余よ生せいを過ごしてるかと思えば、元の職場に仇あだを為なすだなんて。良りよう識しきってやつを疑うたがっちゃうわね。おかげでこっちは酷ひどい迷めい惑わく。いつかわたくしがこの手で余よ罪ざいを暴あばき、ジロー様を解かい放ほうして差し上げるわっ。いまに見てなさいよ、あのアヒル口！」


「まあそうぼやくな、スワン。聞けば、今回の件、ミミコに非ひはない。むしろ現げん場ばでよく頑がん張ばったそうじゃないか」


　同どう僚りようの物言いを苦く笑しようでたしなめるのは、引ひき締しまったスリムなプロポーションに、凛り々りしい面おも立だちをしたハンサムな美女だった。優やさしげな左の瞳ひとみと、縦たて長ながの瞳どう孔こうを持つ、カナリア色の右の瞳。ダンピールの腕うで利きき調停員コンプロマイザー、朱と鷺き籐とうサキである。


　サキは半年前の事件で、ミミコと一緒にロモスが暴ぼう走そうしたその場に居い合あわせている。事件への悔かい恨こんは人一倍強く、昨日の一いつ報ぽうを受けてからは、誰よりも精せい力りよく的てきに動いてきた。当然一いつ睡すいもしていないし飲まず食わずで休む暇ひまさえなかったのだが、ダンピールの体力は、彼女の決意をしっかりと支えている。


「何しろ、行ゆく方えの知れなかった『緋ひ眼がんのゼルマン』が姿を見せたんだ。彼が衆しゆう目もくの前に出てきながらこの程てい度どの騒そう動どうで済すんだ。むしろ僥ぎよう倖こうと言うべきじゃないか」


「それにしてもですよ、サキさん。その、半年間沈ちん黙もくを守っていたゼルマン・クロックが出てきた途と端たんに彼と騒さわぎを起こすだなんて、狙ねらってるのかと邪じや推すいしますわ」


「そういう星の元に生まれてるんだろう。たぶん」


　あながち冗じよう談だんとも聞こえない口調で言って、サキは自分のデスクの席に座すわった。


　パソコン端たん末まつを立ち上げ、各かく諜ちよう報ほう員いんから提てい出しゆつされた報ほう告こく書しよを確かく認にんする。スワンはサキの後ろに立って、彼女のディスプレイをのぞき込んだ。


「……悪くない感じですね」


「うん」


　昨夜は騒そう然ぜんとしていた事務所も、いまは落ち着きを取り戻しつつある。まだまだ予よ断だんは許ゆるされないが、少なくともロモスのときのような大事件には拡かく大だいせずに済すみそうだ。


「吸血鬼ブラツク・ブラツドたちの間でも動どう揺ようが少ない。二回目ということもあるだろうが、『赤い牙レツド・フアング』の存そん在ざいというのも、案外大きいのかもしれないな」


「あんな連中の、ですか？」


「にらみを利きかせる──というより、吸血鬼たちが過か剰じように恐おそれているのだろうけどね。龍王やウォーロック家、鎮ちん圧あつチームとは、またひと味あじ違ちがう存そん在ざい感かんだ。憎まれ役ヒールの効用といったところかな。尾お根ね崎ざき会長の狙いが的中した訳わけだ」


　冷静に状じよう況きようを分ぶん析せきするサキに、スワンは釈しやく然ぜんとしない、というより、したくない様子だった。この辺りが、先せん輩ぱいと後輩との懐ふところの違ちがいなのだろう。スワンは半年前の冷れい遇ぐうに対して、いまも上じよう層そう部ぶに反感を持っている。調停員の多くが彼女と同じだ。


　しかし、ベテラン調停員たちは、上層部の考えにも一定の理り解かいを示しめしていた。その上で、意見の違い、改かい善ぜんすべき点を主しゆ張ちようしているのである。まずは互たがいに理解を示す。それが調停の第一歩だと骨ほね身みに染しみ込こんでいるのだった。


　ひと通り情報を確認すると、サキは端末を落とした。そこへ、一人の少女がお盆ぼんを持って駆かけ寄よってきた。


「サキ先輩！　スワン先輩！　お疲つかれ様──って、きゃあ！」


　お約束のように足を躓つまずかせ、お盆に載のったコーヒーカップが宙ちゆうに舞まう。スワンは悲鳴を上げる寸すん前ぜんの表情で硬こう直ちよくしたが、サキはダンピールならではの機き敏びんさを発はつ揮きして、空中のカップを素す早ばやくつかんだ。


「よっ」


　と倒たおれ込こむ少女を身体からだで支え、カップの片かた方ほうをスワンに渡す。


「大だい丈じよう夫ぶか、ヒバリ？　お前も休んでないみたいだな」


「あ、ありがとうございます、サキ先輩。でも休んでなんかいられないですよ！　見習いとはいえ、わたしだってここの人間なんですから！」


　小こ柄がらな身体に元気を詰つめ込こんだ、調停員見習い、楠くすのきヒバリ。握にぎり拳こぶしでやる気を表現する後輩に、サキは笑え顔がおで応こたえて、彼女のトレードマークである団だん子ごに結ゆった髪をつついた。


「元気なのはいいが、少し落ち着いてな。コーヒーありがとう。いい香かおりだ」


「はい。ありがとうございます！　わたしこんなことしかできないから、戻もどってきたみんなに、眠ねむ気け覚ざましのコーヒーを淹いれて回ってるんです」


　その言葉に、後ろのスワンが頰ほおを引きつらせた。


　そう言えば、デスクに着く調停員たちの中には、制服に染みを付けている者が少なからずいる。可か愛わいい後輩なのだが、熱意が空回りしがちなのと不ぶ器き用ようなのが玉に瑕きずだ。お茶くみとお茶こぼしは、その最たる例だろう。


「サキ先輩。ミミコ先輩はどうなったんですか？　昨日情報部で取り調べを受けたんですよね」


「ヒバリちゃん。ミミコ先輩、じゃなくて、元先輩でしょ」


「もう、スワン先輩っ。わたしにとっては、ミミコ先輩はミミコ先輩なんですっ」


　ヒバリが頰を膨ふくらませる。スワンは澄すまし顔で肩かたを竦すくめ、サキがやれやれと二人を止めた。


「ミミコなら昨日遅おそくには解かい放ほうされたはずだ。さっきもスワンには言ったが、今回の件、彼女に非はない。むしろ騒ぎを起こしたのはジロー殿どのが原げん因いんらしいからな」


「ジローさんが!?　ひょっとして、ゼルマンに挑ちよう発はつされたとか、したんでしょうか？」


「いいえ。悪いのはミミコです」


「スワンっ。……とにかく、私にもまだ詳くわしいことはわからない。ジロー殿の方も明け方には取り調べが終わったそうだし、いずれ部長からなんらかの説明があるだろう」


　サキが真ま面じ目めな口くち振ぶりで説明する。この三人はミミコと親しかったので、ジローやコタロウともつき合いがあった。ミミコがクビになってからは少し縁えん遠どおくなっていただけに、かえって心配してしまうのである。


「きっと理由はあったはずです。ジロー様に限かぎって、無む思し慮りよに激げき発はつするだなんて、考えられませんわ」


　スワンの台詞せりふに、ヒバリが何度も首を上下させる。サキも同意して頷うなずき、


「同感だな。相手がゼルマンというのも気になる」


「ああ～、確かに気になります。心配です。わたし、あとで時間ができたら、ミミコ先輩のとこ尋たずねてみますね」


「あ、わたくしも行くわ。あんな貧びん乏ぼうくさい所は嫌だけど、ジロー様の傷しよう心しんを少しでも慰なぐさめて差し上げないと」


「……そうだな。本人の口から何があったか聞くのもいいだろう」


　ヒバリの提てい案あんに、二人の先輩も賛さん成せいした。しかし、二人が頷くのを見て、「あー……」とヒバリが気まずそうな顔になった。


「済すみません。お二人はその……ちょっと無理かも」


「あら。どうして？」


「何か問題でもあるのか、ヒバリ？」


　二人が怪け訝げんな顔を向ける。ヒバリは「実は──」と言いづらそうに切り出した。


「陣内部長からお二人宛あてに、預あずかってる物がありまして」


「あら。部長から？　部長はお戻りになってるの？」


「はい。さっき。でも、すぐに出て行かれました」


「そうか。トップ会議かいぎがどうとか、昨日言っていたな。というか、『赤い牙レツド・フアング』の本隊が到とう着ちやくするのは、今日の夜じゃないか。すっかり忘わすれていた」


　何しろこんな事じ態たいだ。『カンパニー』本部にしろ、果たして彼らを迎むかえ入れる準じゆん備びが整っているのか怪あやしいものである。


「予定を延のばせなかったのかしら」


「なんでも、向こうの隊長が強ごう引いんに押おし切ったそうだ。まあ確たしかに、こんな事態だからこそ、一いつ刻こくも早く戦力の増ぞう強きようを図はかるというのも一理ある。それより、陣内部長が何の言付けを？　急を要する指し示じなら、こうしてもいられないぞ」


　すると、ヒバリは一度自分の席に戻り、申もうし訳わけなさそうに何かを持ってきた。


　二組のチケットだ。それぞれ一枚ずつ、サキとスワンに手て渡わたした。


　二人の視し線せんがチケットを見つめ、次いで驚おどろきに目を大きくする。


「──航空券？」


「ちょ、ちょっと。これ、シンガポール行きの便じゃない。しかも出発は、今日の午後よ？　もう何時間もないじゃないの！」


　啞あ然ぜんとする二人に、ヒバリはさらに封ふう筒とうを差しだした。


「詳しい指示は、この中だそうです。あの……『厳げん命めいだ』って言ってました」


「冗談でしょ……事件はまだ解かい決けつしてないし、第一わたくしたち、昨日は徹てつ夜やで奔ほん走そうしてたのよ？　部長だって知ってるはずじゃない！」


　が、スワンが慌てて封筒を開けると、書類の束たばの表紙に、『逆さからう場合は降こう格かくする』とまで、殴なぐり書きされていた。間ま違ちがいなく、陣内の直筆である。


「……鬼おにですわ」


　書類を持つスワンの手が、ぷるぷると細こまかく震える。ヒバリも気の毒そうに先輩調停員コンプロマイザーを見つめている。


　ただ、サキの表情だけは厳きびしく引き締しまっていた。


「この時期に私たち二人を外はずす？　……いや、特区の外に出す、ということか。なぜ？」


　そして、この人選だ。サキもスワンも、優ゆう秀しゆうな調停員には違いない。しかし、調停部で絶対に欠かせない存在とまでは言えないだろう。特にスワンは、実家の財ざい力りよくとコネクションこそ大きいが、まだベテランの域いきには達していない。


　その二人をあえて選んだとすると、陣内の意図する中心にいるのは、サキやスワンではないだろう。ミミコだ。だからこそ、彼女ともっとも親しいサキとスワンを選んだに違いない。


「……スワン。急いで出張準備を」


「でも、サキさんっ。これはあまりに横暴ですわ!?」


「上司の厳命だ。仕方あるまい」


　いったい何を企たくらんでいるのか。陣内の秘ひ密みつ主しゆ義ぎにも困こまったものだ。サキは諦めて頭かぶりを振ると、せめて最後にひと息入れるように、ヒバリの淹れたコーヒーに口を付けた。


「だが……そうだな。せめて本人の口から命令を聞きたいな。会議がどれほど長引くかわからんが、ギリギリまで出発は待とう」





　しかし、サキが陣内と会うことはなかった。


　会議が長引いたからではない。尾根崎の提案により、久ひさしぶりに開かい催さいされた特区のトップ会議を、陣内は無む断だんですっぽかしたのである。





　　　２





　コタロウが目を覚ましたのは、翌日の午後二時過ぎだった。


　すでに兄弟は、いま彼らが暮くらしているビルの屋上の小屋へと戻っている。わずかばかり休息を取ったジローは、そのまま日中もコタロウの側に付き添そっていた。
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　ベッドに横たわるコタロウと、そのすぐ隣となりで椅い子すに座すわるジロー。窓まどのカーテンは閉め切られ、濾ろ過かされた淡い光の粒りゆう子しだけが室内に入ってきていた。カチカチという時計の音。耳を澄すませば微かすかな潮しお騒さいも聞こえる。


「──ん」


　と目を覚ました弟が目ま蓋ぶたを擦こすり、傍かたわらに兄の姿を確認するのを、ジローは静かに見守った。


　コタロウが笑う。ジローもそっと笑みを返す。


「……兄者？　おはよー」


「……はい。お早うございます、コタロウ」


「──あれ？　ぼく、なんでこんなとこで寝てるの？　ここ、ミミちゃんのベッドだよね？」


「ええ。ミミコさんがお前に貸してくれたんです」


「そうなの？　じゃあミミちゃんは？　ていうか、いま何時？　なんかぼく、すごく寝てた気がする」


「……ミミコさんは外出してます。いまはお昼の二時です。お前、昨日の夕方から、いままでずっと寝てたんですよ？　あまり……心配させないで下さい」


「え、もう二時なの!?　うそおっ？」


　コタロウが驚おどろいて身体を起こす。目覚めた瞬間から、すでに元気いっぱいだ。カーテンを開けて外の明るさに瞬まばたきし、それから兄がいることを思い出して、すぐにまたカーテンを閉めた。


「あっれー？　なんでだろ。ぼく、昨日は確かゼルマンさんと……」


　眉まゆ根ねを寄よせて首を捻ひねりかけたコタロウが、兄の視線に気付き、慌あわてて両手で口を塞ふさいだ。「わかってます」とジローが告げる。


「ゼルマンといたのでしょう？　眠っていたお前を連れてきてくれたのは、サユカさんだそうですよ」


「そ、そうなんだ。ごめんね、兄者。絶ぜつ対たい内ない緒しよって言われてたから」


「いいんですよ。もう。それより──」


「ん？」


「……いえ。なんでもありません」


　ジローが穏おだやかに微ほほ笑えむ。コタロウはきょとんとしたが、すぐににっこり笑った。


　よくわからないときは笑うのがコタロウの癖くせである。あまり物事を追つい及きゆうしない点は感心できないが、それだけ不安が存在しないという証しよう拠こだろう。彼は兄を信じているから、わからなくても構かまわないのである。


　彼にとって大事なのは、兄が自分に微笑みかけてくれている、その事実の方なのだ。だから、嬉しくて、笑うのである。


　静かな寝室に、兄弟の会話が積み重なっていく。


「兄者ぁ。ぼく、お腹なか空すいたよ。兄者は？」


「……そうですね。私も少し」


「じゃあじゃあ、ご飯にしよ。朝ご飯──あれ、お昼ご飯？」


「コタロウは──」


「え、なに？」


「お腹が空いた、のですか？」


「そう言ったじゃない」


「……のどが渇かわいたのではなく？」


「のども渇いたけど……」


　再びコタロウがきょとんとする。椅子に座るジローの両手が、きゅっと固く結ばれた。


「でも、どっちかっていうと『お腹空いた！』って感じ。夕方から寝ちゃってたってことは、それからなんにも食べてないってことでしょ？　昨日の晩ご飯も、今日の朝ご飯も、今日のお昼ご飯だって……うわ！　なんかすっごいお腹空いてきた！」


「……そうですか」


　ジローは複雑そうに声を落とした。無邪気な弟とは対照的だ。コタロウも気付いたらしく、「んん？」と顔をしかめた。


「なんなの、兄者。さっきから妙に沈んじゃって──あー。ひょっとして何も食べる物がないの？　だったら外に食べに行こうよ。ぼくこの前、ケチャップ掛け放題のホットドックの屋台見つけたんだ！　あ、兄者は駄目か。まだ太陽出てるもんね。それじゃあ、ぼくが兄者の分も──」


　興こう奮ふんするコタロウに、ジローがつい小さな苦笑を見せる。


「なんです、はしたない。心配しなくても、食べる物ならありますよ」


　と言って、傍かたわらのテーブルからラップをかけられた皿を持ち上げた。皿に載のっているのは、形良く握にぎられた、たくさんのおにぎりだ。


「わっ。美お味いしそう！　どうしたの、それ？」


「……ミミコさんが作っていってくれたようです。食しよく卓たくに置いてありました」


「へえー。中の具は何かなあ。兄者。食べよ食べよ」


　コタロウがベッドでぴょんぴょん飛び跳はねる。ジローがラップを剝はいで差し出すと、さっそく一番大きなおにぎりを選んで、口いっぱいに頰ほお張ばった。


　陽光を受けて輝くひまわりの花のような、見ている者まで幸せになる健康的な笑顔。しかし、二度三度咀そ嚼しやくしたあと、コタロウはげんなりして口をすぼめた。


「……梅うめ干ぼし～。ぼく嫌きらいなのに～」


「こら。せっかく作ってくれた物になんです。好き嫌いはよくないでしょう」


「だって……ううん、いいや。次はケチャップのを狙ねらうから」


「ケチャップですか。ミミコさんの創意工夫に期待ですね」


「ミミちゃんならきっとわかってくれてるよ」


　根こん拠きよのない自信と共に、コタロウは旺おう盛せいな食欲でおにぎりにかぶりつく。「酸すっぱい～」と口をすぼめつつ、兄の言いつけ通り、苦手な物でも残さず食べるつもりらしい。


「兄者は食べないの？」


　指し摘てきされ、弟を見守っていたジローが「ああ」と生返事をした。


　指先で鼻の頭を搔かき、


「……なんだか申し訳なくて、ね」


「なんで？」


「うん。まあ……」


　このおにぎりは、ジローが仮か眠みんを取っていた間に用意されていた。残された書き置きにも、『カンパニーに行って様子を見る』とだけしか書かれていなかった。ミミコは、どんな気持ちでこれを握ってくれたのか。ジロー如きには、想像がつかない。


「……いっそ、ニンニク入りでも握っていってくれれば、謹つつしんで頂いただいたんですが……」


「はあ？　何言ってんのさ、兄者。兄者、ニンニクは弱点じゃない。そんなの食べたら、大変だよ」


「ときには自分で自分を叱しかる必要もあるのですよ。コタロウ」


「えー。何それ。ぼくわかんない」


「お前には私がいますからね」


「なるほど。ぼくは兄者に叱られてれば済むもんね」


「なるべくなら、私にも叱られないようになりなさい」


「もちろん！　いまに立りつ派ぱな吸血鬼になって、兄者に一杯褒ほめてもらうから」


　米こめ粒つぶを飛ばしながら、コタロウは勇いさましく請うけ合った。


　立派な吸血鬼になって。


　そのひと言に、ジローがくしゃりと口元を歪ゆがめた。まるで涙なみだぐむように。


「あれ、待って？　てことは兄者、何か叱られるようなことしたの？」


「……些いささか」


「わかった～。ミミちゃんを怒おこらせたんでしょう～。駄目だなあ、兄者は。この前だって、修しゆう理りしたばっかりの電気ストーブ壊こわして、ミミちゃんに怒られてたのに」


「……言い訳の余地はありませんね。確かに、駄目です。私」


　ジローは肩を竦すくめた。そんな動作にも、いつもの力がない。


　すると、


「はい、これ」


「え？」


「ちゃんと食べないと。ミミちゃん、怒ってるのに、ぼくらのために作ってくれたんでしょう？」


　コタロウが兄におにぎりを差し出した。自分のしていることが正しいと、純じゆん粋すいに確信している、真っ直ぐな眼まな差ざしをしている。


　ジローはしばし弟の眼差しを受け止めたあと、おにぎりを受け取った。口を開け、小さく齧かじった。


　米の甘あまみに絶妙の塩加か減げんが合わさり、口の中に素そ朴ぼくな味わいが広がる。飾かざらない素直さと細やかな思いやり。ミミコらしい味付けだ。


「美お味いしいでしょ？」


「……美味しいですね」


「ミミちゃんは、優しいね」


「……ええ。彼女は優しい」


　優しすぎるぐらいだ。あんな口こう論ろんをした相手に、どうしてこんな風な気き遣づかいができるのだろうか。


　──『だって……』


「好き──です、か」


「は？」


「いえ。我われながら罪つみ作りだなあ、と思って」


「あ、兄者」


　と、なぜか急に、コタロウが青い瞳ひとみを尖とがらせた。子こ供どもらしい仕草に過ぎないのに、幼おさない容よう貌ぼうが突然迫はく力りよくを増ましたようだ。


「いまなんか格かつ好こう悪かった。すごく格好悪かった。駄だ目めだよ、兄者。そんな風に、色々噓うそ吐ついたら」


　本気で怒っているらしい。ジローは、見み破やぶられた、というばつの悪い顔を見せると、自ら拳こぶしを握り、ゴツンと自分の頭を叩いた。


「──ごもっとも。確かに見苦しい。許して下さい、コタロウ。兄は反省しました」


「まったくもうっ。不得意なことで躓つまずくと、すぐワルぶって誤ご魔ま化かそうとするんだから。そんなの兄者には似に合あわないんだからね。だいたい、そんな風に皮肉っぽく誤魔化したって、結局兄者は自分で抱かかえ込んじゃうだけなんだし。苦手でも不慣れでも、きちんと向き合って頑がん張ばるべきだよ！」


　コタロウがいつになく大人びた口振りで、ぴしゃりとジローを懲こらしめた。しかも正論である。ジローには反論する余地もない。大人しく、弟の苦言に頭こうべを垂たれるだけだ。


　手の中のおにぎりに視線を落とす。


　あれほど待ち侘わびた、賢けん者じやの転生。しかし、賢者が現世に孵かえるということは、彼からこの味わいが失われることである。いや、それに留とどまらない。この味わいに込められた想おもいが、向かう先を消失するということでもあるのだ。そんな当たり前のことですら、自分はこれまで、真ま面じ目めに考えてみようとしなかった。


　ただ現状に満足し、日常の中の思わぬ幸福を、いたずらに甘かん受じゆしていた。何ひとつ、未来に備そなえるでもなく。


　結局自分は、自分のことしか考えていなかったのだ。


「……私は未み熟じゆく者ものですね」


「ほんとだよ。いい加減にしないと、ぼくまで幻げん滅めつするからね」


　コタロウがぷりぷり怒り、それからおにぎりをむしゃむしゃ頰張った。


　まだ不服そうなしかめ面をしている。珍しく叱る側に回って調子に乗っているようにも見えるが。


　──いや、それとも案外……


　これは──この言葉を紡つむいでいるのは──


「……コタロウ」


「……なに？」


「実は私、驚いてるんです」


「何にさ？」


「自分自身に。私が、いつの間にか抱かかえていた未練。その重たさに、びっくりしています」


「……未練？」


「はい。以前の私では想像もつかなかった。こんな……自分の使命と比くらべてしまうほど大きな何かが、私の中にできるだなんて」


　コタロウがおにぎりを食べる手を止めた。


　ジローは、両りよう膝ひざに両りよう肘ひじを乗せるようにして、少しだけうなだれた。前髪が額ひたいにかかる。床ゆかの木目をぼんやり見つめ、自分の中の感情をたどたどしく辿たどりながら、ゆっくりと話を続けた。


「ほんと言うとね。ここでの暮らしがこんなに長く続くとは思っていませんでした。お前を外の世界に連れ出して。お前が何人か信じられる友人を作る。それを見み届とどけようと、そう思ってただけなんです。私はとっくに覚かく悟ごを決めていた。その穏おだやかな覚悟のままで課せられた使命を全まつとうできると、勝手に思い込んでいました」


　ところが周囲は彼を放っておいてはくれなかった。それも、よくよく考えてみれば、ただ彼が聖せい戦せんの英雄『銀ぎん刀とう』だからという理由だけではないらしい。もちろん、その肩かた書がきを無視することはできないが、そんな肩書きとは関係なく、彼、望月ジローに積極的に関わってくれる人々が、特区には大おお勢ぜいいたのだ。黒い血の者たちの中にも。そして、赤い血の者たちの中にも。


　彼ら彼女らと共に過ごすうちに、最初は弟のことだけを考えていたジローにも、幾いくつかの絆きずなが紡がれた。大切な絆が。ジローは、そのことをありがたいと思っている。誰かに構われる喜び。誰かと関われることの幸運を、ジローは知っていた。


　だからこそ、絶対と信じていた使命を前にして、その絆が重みを増す。心から、鋭さや冷れい徹てつさを奪うばう。使命を全うせんとする、鉄の意志いしを。


「ねえ、コタロウ。私もお前と同じように、『立派な吸血鬼』になりたいと思っています。私の大事な人が、胸むねを張はって誇ほこってくれるような、一人前の吸血鬼に。でも……しかし、いいのでしょうか？　そのために、他の大切なことを犠ぎ牲せいにしても。そうして誓ちかいを果たしたとして、彼女はなんと言うでしょう？」


　以前なら、ジローは迷まよわずイエスと言えた。たとえアリスが悲しい顔をするとわかっても、あえてイエスといい、その決断に心から殉じゆんじることができた。


　なのに、いまの自分はこんなにも迷っている。皆を──ミミコを残していく自分を、不実だと感じている。彼女に指し摘てきされた言葉通りに。本当に驚きだ。


　いったい誰が、自分をこんなにも変えたのか。


　おにぎりが、しょっぱい。


「コタロウ。お前はどう思います？　兄は、何を……何を選べばいいのでしょう。この身はひとつしかない。私にできることなんか、ほんの少しでしかないというのに」


　ジローの告白に、コタロウはじっと耳を澄ませていた。兄を見つめる青い瞳が、どこまでも透すき通っている。ジローが顔を上げた。黒い瞳と青い瞳が、正面から向き合った。


「兄者の使命って何？」


「聞きたいですか？」


「うん」


「内緒です」


「そっか」


「でも大事なことです」


「うん。きっと、すごく大事なことなんだよね」


「はい」


「でも、ミミちゃんや特区のみんなも、大事なんだよね」


「……はい」


「だったら──」


　コタロウは大きく腕を広げる。ジローを抱きしめるように、両腕を一杯に。椅子に座って身を折るジローを、祝しゆく福ふくするかのようだ。


「だったら、兄者。『血』の導みちびきに、従したがおう」


　ジローがうなだれたまま、弟を見上げた。


「それが、『あなた』の答えですか？」


　するとコタロウは笑った。


「えへへ。ちょっとズルいかな？」


「ズルい？」


「うん。だって、結局同じ事だもんね。兄者いつも言ってるじゃない。ぼくらの本質は、『血』にあるっ、て。ぼくらこそ、『血』なんだって！」


　ジローが両目を見開いた。


　弟の言葉が、胸を突いた。


「もしそうなんだとしたら、『血』の導きってさ。結局、『自分で決めろ！』ってことだもんね。だから答えにはなってないかも。やっぱり、ちょっとズルいね」


「……コタロウ」


　ジローの唇がわずかに開き、弟の名を口ずさむ。さらに何か続けようとし、それを止めるように、ぐっと嚙かみしめた。


「でもでもきっと大だい丈じよう夫ぶだよ。だってぼくたち、賢者の血けつ統とうだよ？　きっとすごく賢かしこいはずだよ。自信持って決めちゃったらいいよ。えっへん、って胸張ってさ！」


「……やれやれ。コタロウ。お前という奴やつは」


　ジローが笑う。口元から牙きばがのぞく。コタロウの笑みもまた、小さな牙をのぞかせていた。吸血鬼の兄弟は、椅子とベッドに腰を下ろし、おにぎりを手に持ったまま、牙を見せ合ってクスクス笑った。
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　そして、


「よしっ」


　とジローが突然背筋を伸ばした。手に持っていたおにぎりをふた口で片付けるや、それをのみ込むより先に、次のおにぎりに手を伸ばす。


「はえ？」


　とコタロウが目を点にする前で、もぐもぐおにぎりを咀そ嚼しやくし、ごくりとのみ込んで、ジローは厳おごそかに言った。


「コタロウ。兄は急に、とてもお腹が空いてきました」


「……え？」


「と言うわけで、いただきます」


　両手につかんだおにぎりを、すごい勢いで頰張り始める。そして、「え、え？」とコタロウが目の前の光景を理解できないうちに、さらに次のおにぎりへと手を伸ばす。コタロウは衝しよう撃げきのあまり、すぐには声も出せない。そうするうちにも、皿のおにぎりは急速に数を減らしていく。


　さらに二個。残り三つ。さらに一個。残り二つ。


「あーっ！　あっ、あっ！」


　と、ようやくコタロウは、手て酷ひどい裏うら切ぎりを受けたような悲鳴を上げた。


「兄者、ズルい！　ぼくまだ、苦手な梅干ししか食べてないのにっ」


「いやあ。よく考えてみると、兄も昨日から何も食べていません。お腹が空くのは、当たり前でした。このおにぎり、大変美お味いしいですね」


「ちょっ、コラあ！　言ってる間にまた──ズールーいー！　これは、ぼくの分～！」


「うん。こっちはツナマヨネーズという奴ですか。あまり好みじゃないのですが、これはこれで。どうやら具材は全部違うらしい。ミミコさんも手が込んでますね」


「そんな！　じゃあぼく、一個しかない梅干しを!?　そしてツナマヨネーズは、ぼくの大好物だよ、神様！」


「ング!?　こ、このオカカ、味付けがニンニク醬しよう油ゆ!?　ミミコさん、やっぱり少しは、根に持ってますね!?」


「うわーん、ぼくもおにぎり食べるう～！」


　涙すら流す弟を相手に、兄は容よう赦しやなくおにぎりを平らげている。口いっぱいにおにぎりを頰張る表情には、わずかだけ溜りゆう飲いんを──コタロウではなく、彼らの闇の母ナイト・マムに対しての溜飲を下げたという、大人げない小気味よさがある。


　自分で決めろ？


　オー、イエス。まったくその通り。ぐうの音も出ませんよ、我が君。


「あ、兄者っ。お願いだよ。お願いだから、最後のおにぎりは──」


「あむ」


「ぎゃー！　ストップっ。ストップだってば、兄者のバカー！」


「むぐ……こら、コタロウ。腕にぶら下がるのは止めなさい。ほら。食べかけでいいなら、上げますから。つくづくお前は、食べ物にははしたないですね」


「うっう……リフジンだよ。クツジョク的だよ。でも美味しい……」


　コタロウが泣きながら、もそもそとおにぎりを嚙かむ。ジローは満足げに目を細めると、「お茶を淹いれましょうか」と椅子から立ち上がった。


　寝しん室しつから出ようとするジローの背中に、コタロウの問いが、ぽん、と投げられた。


「……ねえ」


「ん？」


「……兄者、いなくなっちゃうの？」


　ジローは足を止めた。


　クスッと肩が笑う。ジローは振り返ると、たまらないほど優やさしい微び笑しようを浮うかべて、おにぎりを手に兄を見上げる弟を見やった。


　そして、えっへんと胸を張るように、はっきり、力強く言った。


「いなくなりはしません。どんな形であっても。私たち兄弟は、未み来らい永えい劫ごう、ずっと一緒です」





　　　３





　お腹が空くのは、何も吸血鬼だけではない。成長期の健康な人間なら、お昼を過ぎれば自然とお腹は減る。


　たとえそれが、激げき情じようのままに世紀の告白を口走り、わんわん夜っぴいて号ごう泣きゆうした末、死にたいくらい気まずい朝を迎むかえた乙おと女めだったとしても。


　それどころか、乙女の場合、沈しずんだ気持ちを食物で補ほ塡てんしようとする極きわめて危き険けんな遺い伝でん子しが存そん在ざいする。その遺伝子に命じられるまま、ミミコは三つ目のハンバーガーの包みを破やぶった。


「ああ」


　と、ファスト・フード店の奥おくの椅子に腰を下ろしたミミコは、その分体重が減っているのではないかと勘かんぐりたくなるほど重苦しいため息をついた。もっとも、もしため息に重量があったなら、いまごろミミコは空に浮いているはずだ。


　──言っ……ちゃっ……た……


　言ってしまった。絶対言ってはいけないことを。誰も幸せにしない、誰も楽にならない、知ってしまった者たちを悩なやませ傷きずつけるだけの想おもいを、とうとう口にしてしまった。この愚おろか者。なんて浅はかな。


　ただ、


　──ああ、そうよ。好きよ。好きですとも。だいぶ前から好きでしたとも。だって仕方ないでしょ。こちとら十八の乙女ですし、ひとを好きにだってなりますとも。


　とミミコは半ば以上開き直っている。ある意味、腹はらが据すわってしまっていた。


　──ずっと一緒にいたんだから。ずっと側にいたんだから。ずっと見てきたんだから。ジローさんのこと……


　だから、実はミミコは後こう悔かいしていない。言ってはいけないことを口にした。それはわかっている。しかし、後悔はしていないのだ。したくないのである。


　公園でジローの運命を思い出し、動どう揺ようしていたこともあるだろう。だが、あの鈍にぶちんの間ま抜ぬけ面づらに、ずっと我が慢まんしてきた言葉を叩たたき付けた、あの瞬間。あの一瞬で感じた、もう駄目だという転落感と爽そう快かい感かん。のどの奥の小こ骨ぼねが取れたような解放感は、本物だった。もっと早く言ってやれば良かったのだ。どうして自分だけ、苦しい思いをすることがあったろう。いい気味だ。ざまを見ればよいのだ。


　しかし──


　それでも、ため息は止まらなかった。


「ああ」


　すでに『カンパニー』には顔を出した帰りである。不幸中の幸いと言うべきか、皆の顔には活気があった。ロモスのときとは、雰ふん囲い気きが違う。ジローの暴ぼう走そうは許ゆるされることではないが、悲ひ劇げきは、免まぬがれたようだ。


『カンパニー』の地力。関係者の強い信念。さすがだと思う。図はからずも袂たもとを分かつことになった職しよく場ばだが、外に出てみて改めて、『カンパニー』の信しん頼らい性せいを再さい認にん識しきした気がした。少し、誇らしい。


　それに比べて、自分はどうだ。たかが告白ひとつでこの始末。みっともないは、情なさけないはで、いい加減涙も涸かれた。それは、ため息も止まらないというものだ。


　しかし──


「ああ」


　苦しい。


　ため息の本当の原げん因いん。そのひとつは、結局何も変わっていないということだ。


　コタロウはやがて、賢者になる。ジローはやがて、いなくなる。その事実は、あれから何一つ変わっていない。だから、言うべきではなかったのだ。大事なことは何も変わらないまま、その周辺の色んなことを壊こわしてしまいかねない告白など。


　──アリスは……


　待ってくれた。ミミコの頼たのみを聞いて。


　吸血鬼ブラツク・ブラツドにとって血けつ統とうの存そん続ぞくは最重要課題であろう。また、始祖ソース・ブラツドの転生が、『賢者イヴ』の血統にとって悲願であることも疑うたがいようがない。ジローなど、そのためなら喜んで自らを捧ささげようとしているのだ。


　それなのに、アリスは待ってくれた。ありがたいと思う。もしあのとき、あのまま彼女が転生していたら──コタロウがジローの血を吸い尽くしていたら、自分はいまごろ正気でいられただろうか？　そんなシーンを目まの当たりにしていたらと思うと……ジローとコタロウがいなくなったあとに、何もできなかった自分がぽつり残されている姿を思い描えがくと、目の前が真っ暗になる。想像するだけで、絶望が胸を抉えぐる。


　あるいは、アリスにはそれがわかっていたのかもしれない。だからこそ、転生を取りやめてまで、自分を助けてくれたのかもしれない。会ったことも話したことさえない、アリスへの感かん謝しや。その気持ちに噓うそはない。


　しかし……


　馬ば鹿かげてるとわかっていながら、悔しさが込み上げる。


　つまるところ、自分は同情されたのだ。ジローはアリスのものなのである。最初から、優ゆう先せん順位は明確に決まっているのだ。絶対に揺ゆるがないのだ。


　その上で、ミミコは情けをかけて貰もらった。可か哀わい想そうだから、と。そして、その同情に、自分は心から感謝している。笑ってしまう。


「……嫌なやつ」


　アリスが、ではない。そんな風に思ってしまう自分自身を嫌けん悪おした。


　ただ。


　それでも。


　──それでも……それが同情でも、アリスが待ってくれるなら……


　これからも自分は、ジローといられるのだろうか？　いままで通りに。


　どうやら、転生の兆ちよう候こうはひとまずなくなったらしい。しかし、次がいつになるかはわからない。百年後か、十年後か。はたまた、残り一年か。明日にはまた、始まるのか。きっと、ジローにもわからないに違いない。答えが出ないとわかっていても、考えずにはいられない。そのくせ、まともに考えようとすると、胸の奥が冷えていく。


　たとえば百年。いや、五十年。自分が死ぬまでの間でいい。転生を待ってもらうことはできないだろうか？　それが無理なら、せめてあと十年。自分がジローより人として成長し──そんなことが可能かはわからないにせよ──ジローをしっかりと見送ってやれる強さを身に付けるまで、待ってはもらえないだろうか？


　いまは無理だ。できっこない。アリスがミミコに同情してくれるのなら、ミミコがジローの喪そう失しつに耐たえられるようになるまで待ってくれてもいいのではないか？　それとも、許されないことなのだろうか？　たかが十八の小こ娘むすめが、吸血鬼にとっては神にも等しい始祖ソース・ブラツドに、転生を待たせるだなんて。


　大事な人と早くして別れる。そんな思いをした者は、世の中にはごまんといる。だが、頭ではわかっていても、自分の身に置き換かえてみることは難むずかしい。ジローが好きなのだ。失いたくないのだ。いなくなってほしくない。


　そして──


「ああ」


　ため息の、二つ目の原因。言うまでもない。あの、朴ぼく念ねん仁じんだ。


　好きなんだ、と、みっともないほど愚ぐ直ちよくにぶつけた告白。いや、いまにして──死ぬほど恥はずかしいのを堪こらえて──振り返ってみれば、あれは告白とは呼べないような、感情の吐と露ろだったかもしれない。


　しかし。


　しかしだ。


　なんだろうか、あの豆まめ鉄でつ砲ぽうを食らった鳩はとのような反はん応のうは？　イエスでもノーでもない。それ以前に、うんともすんとも答えない。ただ息をのみ、言葉を失い、顔まで余よ所そに背そむける始末。憎たらしいにもほどがある。何が百年前のロンドンだ。ジェントルマンの、いや、男の風上にも置けない。女の子にあれほど恥ずかしい思いをさせて、自分だけノーコメントを決め込むだなんて。もちろん、自業自得なのは承しよう知ちしているが、しかし、だ。あの態度は客観的に見ても、許されざる怠たい慢まんではあるまいか。


　──せめてちょっとぐらい……ちょっとぐらい嬉うれしがる素そ振ぶりとか……恥ずかしそうに赤くなるとか……


　それが、よりにもよって、『当とう惑わく』。あるいは、『迷めい惑わく』？　酷ひどい話もあったものだ。乙女心はボロボロだ。あんな奴、磔たつ刑けいにされても誰だれも文もん句くは言わないだろう。まったく、馬鹿にされたものである。つくづく滑こつ稽けいだ。涸れたはずの涙が、また溢あふれてしまいそうだ。


　泣きたくなる。


　──ジローさんは、あたしのことなんか……


　百年生きた吸血鬼。十八の小娘など、彼の目にどう映うつるか、想像できない訳ではない。何より、ジローには、アリスがいる。以前、彼自身の口から聞いた。かつての伴はん侶りよ。いまもまだ、側にいるのだ。いまもまだ、愛しているのだ。


　ジローは優しい。だから、自分は彼の優しさに甘あまえてしまったのだろう。こんなに好きになるほどに。


　──……そっか。こういうことか。


　以前、ある女性に言われた台詞せりふを、ミミコは突とつ然ぜん思い出した。


　──『やめておけ』


　──『あいつは血の一いつ滴てきまでアリス・イヴのものだ』


　ひょっとして、あの人も？


　ミミコは目を閉とじる。色んな考えがぐるぐる回り、様々な感情が胸の奥から込み上げてくる。対たい処しよできない。ただ翻ほん弄ろうされる。苦しい。人を好きになることはこんなにも苦しい──なんて、何かの歌にあった気がする。ふーん、と思っていた。いま、思い知った。


　これから自分はどうすればいい？　家に帰って、どんな顔でジローに会えばいい？　彼がいなくなるまで、どんな気持ちで過ごせばいい？　彼がいなくなったあと、どうやって生きればいい？


　わからない。答えは、でない。


　でるのはただ、ため息だけだ。


「ああ」


　と、搔かき出しても搔き出してもなくならない苦く悶もんをそれでも搔き出すように、ミミコはまた、ため息を吐はき出した。


　そのときだ。


「──眉み間けんにしわが寄ってるぞ」


「え？」


　顔を上げる。すると、いったいいつからそこにいたのか、ミミコのテーブルの向かい側に、一人の男性が座っていた。


　面と向かうのは半年ぶり。その前は、毎日のように向き合い、報ほう告こくし、叱しかられていた顔だ。


「……陣内部長」


「やあ、ミミコ君。だいぶ、煮に詰つまってるようだな」


　ミミコを『カンパニー』から追い出した張本人。トップ会議をすっぽかして元部下の元に足を運んだ、陣内ショウゴだった。
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「初めに教えておくが──」


　とバニラシェイクのストローから口を離し、陣内はおもむろに言った。


「あの青二才には、何も期待するな。明治生まれは伊だ達てじゃない。プラトニックでストイックなのが男の生いき様ざまと、本気で信じてる生きた化石だからな」


　反はん射しや的に深く頷うなずいてから、ミミコは、ハッと顔を赤らめた。


「な、何が仰おつしやりたいんですか、部長は!?」


「何がって、ただの世間話だ」


「……世間話、ですか？」


「聞きたいだろ？」


「…………」


「世間話。聞きたくはないかね？」


「…………聞きたいです」


　縮ちぢこまり、頰を紅こう潮ちようさせながらも、ついついミミコは上うわ目め遣づかいにそう言った。


　たちまち、振り向いた陣内の目がニヤリと笑う。うっ、とミミコは視し線せんを逸そらせる。


　半年の間に少しは自分も成長したと思っていたが、てんで駄目だった。いとも容易たやすく手て管くだにはまっている。そして、手管にはまっていることは察さつ知ちできるのに、そこから抜け出す手段は思いつけない。そもそも抜け出す気になれない。そんな元部下の内面を陣内は見み透すかしていて、しかも「よく見えるぞ」とわざわざ態たい度どに出しているのである。なのに逆さからえない。実に質たちが悪い。


　二人はファスト・フード店を出て、細い並木道を歩いていた。


　穏おだやかな晩ばん秋しゆうの午後。陽光は柔やわらかく、空気はわずかに肌はだ寒い。一週間前までは鮮あざやかな紅こう葉ようを楽しませていた並なみ木きの楓かえでも、いまは少しずつ黒っぽい茶色へと衣ころもを変えていた。街も次し第だいに色しき彩さいをなくし、沈しずんだ色合いになりつつある。


　稀まれに吹くそよ風に手を引かれ、小さな葉が音もなく舞まい落ちた。第五地区フイフス・ヤードには高こう層そうビルもないため、新市街区ニユー・ヤードに見られるような強いビル風は吹かないのである。事務所があり、以前のアパートがある地区。ミミコにとっては、もっともなじみ深い土地である。


　落葉が彩いろどる舗ほ道どうの上を、シェイクのカップを手に持つスーツ姿すがたの陣内が歩き、その後ろにうつむき加減のミミコが続いた。


　陣内がリラックスした自然体なのに対し、ミミコはどこかぎくしゃくしている。他人からは、補ほ導どうされたあとの娘と、呼び出しに応じた父親のように見えるかも知れない。少し懐なつかしい気がするのは、まだ新人調停員コンプロマイザーだったころ、自分の失しつ態たいをカバーしてもらったあとに、こんな光景がよくあったからだろう。もう、ずいぶんとなかったことだが。


「ジローの方は、いまどうしてる？」


「…………」


「ミミコ君？」


「あ、ごめんなさい。その……部長がジローさんのこと呼よび捨すてにするの、初めて聞いたから」


「ああ」


　陣内が肩かたを竦すくめる。そんな風に砕くだけた上司は新しん鮮せんで、ミミコは妙な気分になった。さっきもそうだが、ジローのことを喋しやべる陣内は、調停部の彼とは少し表情が違う。


「あいつとは腐くされ縁えんでね。もう聞いてるだろ？　香ホン港コンでのことは」


「はい。少しだけですが」


「大変結構。根掘り葉掘り話されていたら、ずいぶんとやりづらくなる」


「……友人、だったんですか？」


「言ったろ。腐れ縁。悪友さ」


「でも、友達なんですよね」


「そうだな。色々あったが……いや、友達だからこそ色々あったんだろうな」


　そう言うと、陣内はストローをくわえて、ズズズとシェイクをすすった。


　十一年前の香港。誰もが知っている、しかし体験した者はとても少ない場所。ミミコにとっては記事やニュースの記録でしか触ふれることのできない場所で、この人はジローと出会ったのだ。


　まだ若い陣内と、いまと変わらないジローが。


「……どんなでした？」


「ん？」


「ジローさん。やっぱり、いまと同じですか？」


「……そうだな。少し、いまよりのんきだったかな」


「のんき？」


「ああ。吸血鬼は成長しないとよく言うが、まったく成長できないって訳じゃない。痛いたい目を見て成長するのは、人も吸血鬼も同じだよ」


　陣内の台詞に、ミミコが唇くちびるを嚙かんだ。


『九クー龍ロンショック』。香港聖戦。それに続く、世界規き模ぼの動どう揺ようと、吹き荒あれた、吸血鬼狩りの気風。十一年前の香港を起点に、世界は確かに変へん容ようしたのだ。ジローと陣内はその変化を目まの当たりにした。激動のときを駆け抜けて、いまここに立っている。


「部長は──」


　とミミコは前を行く陣内の背中に語りかける。


「ジローさんと、十年以上つき合って来たんですよね。間に色んな、大変な出来事を乗り越えて」


「さて。まあそう言うことになるが、あいつは香港を出たあと、聖せい域いきに十年引っ込んでたからな。実際に顔をつき合わせてたのは、全部足しても、二年そこそこ」


　と陣内は肩越しにミミコを振り返り、


「いまの君と変わらんよ、ミミコ君」


「でもっ」


「でも？」


　ミミコの視線が彷徨さまよう。言葉が見つからないのがもどかしい。


　陣内が、ゆっくりと息を吐き出した。


「人と人とのつき合いには、時間がとても重要だ。しかし、時間だけではない。十人いれば十人の、多様なつき合い方がある。しかも人付き合いってのは、一人じゃできないからな。そのパターンは星の数ほどあるものさ」


「……そんなことは」


「わかっている？」


「……たぶん」


　言いつつも自信はない。十八年間生きてきて、自分はどれだけ、他人との関わりを持ってきただろう。それなりに──と断言できるほど、自分は豊ゆたかな交流を経けい験けんしてきただろうか？　少なくとも、いま話している相手と比べれば、お話にならないぐらい乏とぼしい経験なのは間違いない。自分が知る人間の中で、もっとも多様なつき合いを経験し、豊富な経験を積んできた人物こそ、陣内なのだ。


　だから、聞きたい。


　教えて欲しい。


「……部長」


「何かね」


「部長は、ジローさんの未来を、どう思っているんですか？」


「うん。そうだな……」


　陣内がまたストローをくわえる。少し歩みが遅おそくなった。ちらりと見える横顔は、悪わる巧だくみをするときのように愉ゆ快かいそうである。ミミコとの問答を楽しんでいるのだ。


「なんというか……またずいぶん面めん倒どうな生き方をすると、出会った頃ころは思っていたがね」


「出会った頃は、ですか？」


「そのうち慣なれた。馬ば鹿かだし、頑がん固こだが、まあ、いい奴だからな。そんな生き方を選ぶなら、それが奴の道なんだろうと……第一、私にはあまり、他人のことは言えない」


　ストローをくわえた唇が、ニッと笑う。自じ嘲ちようと誇ほこりが共にある微笑。相反する二つの自じ己こ評ひよう価かを丸ごと受け入れ、その上で認みとめている者の笑みだ。いかにも陣内らしかった。


「それに、なんといっても面おも白しろかったんだ。性せい格かくは堅かた苦くるしくてつまらないのに、どういう訳か、一緒にいると思いも寄らぬ面白い目を見られた」


「……危険な目、じゃなくてですか？」


　ミミコが尋たずねると、陣内は本気で驚いた顔をした。


「それが面白いんじゃないか」


「…………」


　ミミコは呆あきれて口をつぐんだ。まったく、敵かなわない。


　陣内は元部下の態度を気にすることなく、マイペースに先を続ける。


「事情を知る者ならわかるだろう。深く関われば辛つらいことになるのは、はっきりしている男だ。ただ、だからといって親交を絶たつのは、どうにも芸がない。それで興味半分につき合っているうちに『九クー龍ロンショック』が起こり、あとはもう状じよう況きように振り回されっぱなしだ。危険どころか何度も死にかけたが……私にも意地があったしな」


「意地？」


「人と吸血鬼は、共存できる」


「あ」


　陣内は彼の信念をさらりと口にした。些いささかも気き負おわない口振りは、意地で固持した信念が、いまや血肉となっている証あかしだ。自分もそうなりたいと、ミミコは思っている。


　ミミコの顔に少しだが血色が差した。瞳ひとみに力が戻もどってきた。


「きっと似にた者同士だったんですね」


「私が？　ジローと？　冗じよう談だんだろ」


「でも……馬鹿で頑がん固こ。でもいい奴、って」


「……ミミコ君。仮にも前の上司に向かって」


「クビにした本人に言われたくありません」


　ようやく反撃できたミミコが、クスクスと軽かろやかに笑う。陣内は顔をしかめたが、ミミコを見る瞳は温あたたかい。


　前を見て小声で、


「……うむ。私もまだ、捨てたもんじゃない」


「え、なんです？」


「なんでもない。独ひとり言ごとだよ」


　陣内はそう言って先に進んだ。ミミコもあとを追う。いつしか二人は並んで歩いていた。そうしていると、今度は父の散歩につき合う、できた娘むすめのようだ。


　しばらく二人は無言だった。しかし、少し経たってからミミコが口を開けた。


「部長。部長は、自分の信念に従したがって、意地でジローさんと一緒にいたんですか？」


　それまでに比べれば、ずいぶんと落ち着いた声だ。もっとも、陣内には丸わかりだった。言葉の節々に薄うすい膜まくのような緊きん張ちよう感が張り付いている。しかし、あえて気付かないふりをして、同じように落ち着いた声で答えた。


「理由のひとつだ。一番大きな理由は、たぶん消去法だな」


「消去法、ですか？　いったいなんの──」


「側にいるか、側から離れるか、の消去法さ。君だって同じじゃないかな」


　と陣内が横目にミミコを見る。


「──離れられないんだろ？　あいつの側そばを」


　そのひと言は躱かわせなかった。まともに言いい当あてられたミミコは、ゆでだこのように真っ赤になった。これが交こう渉しよう事ごとなら、まさに一いち撃げき必殺。身体からだまでひと回り小さく縮む気がした。


　陣内は、全面降こう伏ふくしたミミコに追い打ちはしなかった。目を彼女から前方に向け、


「離れれば離れたで、辛いのは目に見えている。そして、離れてしまえば、その辛さはもう、動かしようがない。せいぜい自分を騙だますぐらいだ。だから、前向きに考えるのさ」


「……もっと辛い目に遭あうかもしれません」


「それも一いつ興きよう」


飄ひよう々ひようと、陣内は言う。その軽やかでなお芯しんのある言葉が、ミミコの耳に祝福のように響く。


「そうだな。ひとつ君にアドバイスをあげよう。調停員コンプロマイザーとしての心構え。その極ごく意いを」


「……知ってます。誰かを恨うらまない。それに、お節せつ介かい、でしょ？」


「それは建前だ」


「え」


　ミミコが思わず足を止める。陣内は止めない。ミミコは慌あわててあとを追う。もう一度、横に並ぶ。


「建前って……だって、いつもあんなに」


「ミミコ君。建前を軽んじるんじゃないよ。建前には建前の、存そん在ざい理由というものがある。それは決して疎おろそかにしていいものじゃない。ただ、さすがに建前というだけあって、耳みみ障ざわりはいいだろう？　本当の極意というのは、もっと泥どろ臭くさいものでね」


「はあ。泥臭い、ですか」


　つまり、綺き麗れい事ごとではないと言うことだろうか。ミミコは唾つばを飲み、改めて陣内に問うた。


「なんなんですか？」


「『根性』だ」


　ミミコがぽかんとする。陣内は至し極ごく真しん剣けんだ。


　やがて、止まった時間が動き出すように、ミミコは「ぷっ」と噴ふき出した。


「こ、根性？　根性ですか？　あははっ」


「……やはり若いな。極意を授さずけるには早過ぎたか」


「だ、だって、部長。そんな真面目な顔で……あははは」


　涸かれていた涙が、もう一度戻ってきた。今度のは、温かい。心の凝しこりが解とけていく。


　まるで魔ま法ほうのような話わ術じゆつ。人の心の中の問題までも調停してしまう、これが、本物の調停員の力なのだ。きっと。


　進むべき道のりはまだまだ続き、そのことがミミコには嬉うれしい。


「──ところで、ミミコ君」


「な、なんでしょう、部長」


「特区が目指すべき新たな形という命題に、何か答えは出たのかね？」


　陣内の言うことは、すぐに理解できた。半年前の口こう論ろんだ。『カンパニー』が掲かかげる、協定の限げん界かい。そのことで、ミミコと陣内の意見はぶつかり、ミミコは職しよく場ばを去ることになった。


「どうなんだね？　あれから半年経たつが？」


「えーと……済すみません」


「まだ、答えは見つからないと？」


「はい」


「ふむ。ま、いいだろう」


　畏かしこまるミミコを責せめるでもなく、陣内はあごを撫なでた。


「……目の前の吸血鬼一人に全力でぶつかることが、吸血鬼という種しゆ全体と本気で向き合うことにも繫つながる。のんびりやりなさい。といっても、聞かないんだろうな。君の場合」


「……はい」


　陣内の台詞せりふに、ミミコは素す直なおに頷うなずいた。二人はまた、どちらも口を閉とざす。心ここ地ちよい沈ちん黙もくが、二人を包んでいた。


　そして、並んで歩いていた陣内の足が、不意に止まった。ミミコは気づかず歩き続けた。


　二人の距きよ離りが開き、それからようやくミミコが気付いて足を止めた。後ろに立ち止まる陣内を振り返った。


　ミミコの顔に不思議そうな表情が浮かぶ。


　なんの疑ぎ心しんも存在しない、身内を見つめるような表情。ごく自然に彼を待つ、立ち姿。その姿に、陣内はまぶしげに目を細める。


「葛かつ城らぎミミコ君」


　と陣内は彼女の名を呼んだ。


「私は、当人の負ふ担たんになることや、自分の理想を他人に押し付ける真ま似ねはあまり好まない。だから、いつもならこういうことは言わないんだが、今日、君にだけは、あえて言わせてもらおう」


　真剣なのかふざけているのか、わからない口調だった。ミミコは黙って続きを待った。


　陣内は告げる。


「君には、期待している」


　ミミコはじっと動きを止めた。素そ朴ぼくな台詞に内包されたとても尊とうとい何かが、胸に飛び込んでコトリとはまったような気がした。


　ミミコは何も答えられなかった。それでも、陣内は気にした風ではなかった。


　シェイクを持った手を軽く挙あげる。そして、踵きびすを返し、少し前に通り過ぎていた交差点を、来た道とは違う方向へと歩き始めた。


　たぶん仕事に向かうのだろう。いま陣内は、特区でも屈くつ指しの凶きよう悪あくなスケジュールをこなしている人物だ。まるでそうは見えないのは、ミミコの眼がん力りきが至いたらないからか、それとも、彼の隠かくれた凄すご味み故ゆえか。


　陣内の後ろ姿が小さくなる。


　唐とう突とつに、ミミコは背筋を伸ばした。込み上げる想おもいのまま、去りゆく陣内の背中に、深々と頭を下げた。


　陣内の背中が遠ざかっていく。冬枯れし始める楓かえで並木に彼の姿が消えるまで、ミミコはじっと頭を下げ続けた。





　それが、葛城ミミコの見た、陣内ショウゴの最後の姿だった。





　　　４





　──みんな、どうかな？


　とザザが念話を飛ばした。


　──配置についた。


　とダール。


　──早くしろ。


　とナブロ。


　──いつなりと。


　とハンス。


　──こっちもオッケー。


　とマーベリック。


　──ちくしょう、見てろよ。


　とヤフリー。


　──構わないぜ。


　とラウ。


　──みんな、死なないで。


　とワイン。


　そして、


　──始めよう。


　とカーサが答えた。
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　第十地区テン・ヤードは特区の最さい東とう端たんにある地区である。『黄昏橋トワイライト・ブリツジ』が架かかる第一地区フアースト・ヤードの反対側で、本土からもっとも遠い位置にある地区だ。


　ここには特区に唯ゆい一いつの空港があった。規模としては小さい物で、主に特区の大企き業ぎようが、自社の便を飛ばすために利用している空港だ。そのため、国内便よりは、むしろ国際便の発着が目立つ。一いつ般ぱん客もいないわけではないが、通常の空港と比べれば、事務的な佇たたずまいの施し設せつである。


　その空港の、滑かつ走そう路ろが見渡せるロビーに、尾根崎と張、それにバドリックの姿があった。間もなくチャーター機が『赤い牙レツド・フアング』の本隊を乗せて特区に到とう着ちやくする。それを出で迎むかえに足を運んでいるのである。


　すでに日は沈み、滑走路には誘ゆう導どう灯とうが点ともっている。暗い平坦なアスファルトの彼方かなたに、闇やみ色いろにうねる海うな原ばらが見えた。


　ソファに座るのは、尾根崎と張。バドリックはその背はい後ごで立っている。何度か腕時計で時間を確認していた。空路に乱れがないのなら、あと十分で到着する予定だ。


「間もなくですな」


　と沈黙を埋めるように、張が口を開けた。


「ああ」


「やはり、前もってセイやケインと歩み寄れたのは大きな収しゆう穫かくでした。具体的な結論には至らなかったにせよ、再び同じテーブルにつけた。だからこうして、外部の戦力を怯ひるむことなく受け入れられる」


「そうだな」


　と、今日の昼に設もうけられたトップ会議を思い出し、尾根崎は張の台詞せりふに同意した。


　セイもケインも、特区を愛する気持ちに変わりはなかった。もちろん、尾根崎もだ。そして、特区を愛する者にとって『九龍の血統クーロン・チヤイルド』は共通の敵てきである。敵の存在があってようやくひとつにまとまることができる。皮肉かも知れないが、互いの協力を再確認できたのは、歓かん迎げいすべきことだった。


「しかし、陣内はクビだ」


「……会長」


「退職金もやらん」


「会長っ」


　珍めずらしくも張は苦く笑しようして、尾根崎に自重を促うながした。


「お気持ちはわかりますが、落ち着いて下さい。失礼ですが、どうも会長は陣内部長のこととなると大人気なくていらっしゃる」


「何を言う。信しん賞しよう必ひつ罰ばつは組そ織しきの要かなめ。『カンパニー』の行く末を占う会議を無断で欠席する輩やからに、調停部の重責を任まかせられるか」


「何か理由があったのでしょう」


　願わくば、と胸の中でだけ、張は付け加える。


「それに、昨日の件もある。今回は半年前とは逆に、様々な幸運に助けられました。が、それでも事じ件けんの影えい響きようは少なからず残っている。突発的な案件が持ち上がったとも考えられます」


「にしても、電話一本入れられんはずがあるまいっ」


　もっともである。張は尾根崎の意見を認めてか、あるいは彼の頭を冷やすためか、慎しん重ちように──そして賢けん明めいに──口をつぐんだ。この二人にこのような態度を取らせてしまう辺り、さすが陣内だ、と後ろで控ひかえるバドリックは、妙みような感想を抱いだいていた。


　長い沈黙が降りた。尾根崎は両目を閉ざした。おそらく、また次のトップ会議──そしてこれからの特区へと思いを馳はせているに違いない。協定血族。それに、『赤い牙レツド・フアング』や米軍。ＣＥＯ連盟マネー・キヤビネツト。まだ計れない『豪ごう王おうフォワード』の思おも惑わく。そして──


「……持ち込みたくなかったのかもしれません」


「何？」


「彼自身の目もく論ろ見みを。いまはまだ。あの場に」


　まずは『カンパニー』と協定血族だけで。そう、陣内は考えたのかもしれない。なぜなら、その二組こそが、特区の土台であるからだ。土台がしっかり成り立たねば、どんな大おお仰ぎような城しろや宮きゆう殿でんの設せつ計けい図ずを引いたところで意味がない。


　尾根崎は無言で張をにらんだあと、「ふん」と鼻を鳴らした。


「気にくわんな」


「その点は同感です」


『カンパニー』のトップとナンバーツーは、仲良く首しゆ肯こうした。バドリックは見なかったことにした。最近鎮ちん圧あつチームは、調停部と仲がよい。中間管理職には中間管理職の連帯が存在するのだ。


　と、そっぽを向いたバドリックが、壁一面を覆おおうガラスの向こうに目をこらした。闇夜の空から一定間かん隔かくで点灯する光が近づいてきたのだ。光はすぐに輪りん郭かくを作り、闇の中から顔を出した。


「来ました」


　部下の報告に、会長とその右腕は談笑を打ちきった。


　そのとき、静かなロビーにバイブの音が響ひびいた。携けい帯たいの着信だ。尾根崎である。


　尾根崎はスーツの胸ポケットから携帯を取りだした。ディスプレイを開き、寝室に入り込んだ薮やぶ蚊かを見るような顔になる。


「……陣内ですか？」


「顔色を読むな」


　尾根崎はぴしゃりと言い、しばらく振動し続ける携帯をにらんでいた。「会長」と張に促うながされ、渋しぶ々しぶ電話に出た。


　言うまでもなく、陣内は普ふ段だん通りだった。


『尾根崎会長。急に申し訳ない。それと、昼間は大変失礼しました』


「確かに大変礼を失したな、陣内君。いま張もいる。君の進退について、選せん択たくの余よ地ちのない結論を出しているところだ」


　声が尖とがるのは仕方がないだろう。しかし陣内は平然としている。


『それはお忙いそがしいところを重ね重ね申し訳ない。ただ、かけ直すと言いたいところですが、あいにく時間がないのです。少しよろしいですか？』


「……なんだね」


『いま第十一地区イレブン・ヤードにいます』


　尾根崎の全身が硬こう直ちよくした。会話をもれ聞いていた張も、息を呑のんでいた。


『敵に動きがありました。どうも 「赤い牙レツド・フアング」はきな臭くさい。いま空港ですよね？　張部長と一いつ緒しよと仰おつしやったが、鎮圧チームは？』


「……バドリック君はここだ。他に一チームが港外で待機している」


『足りません。すぐケイン氏に連れん絡らくを取って、来てもらって下さい。私の方は、これから電波が届かなくなる。それに、その場からも退たい避ひを』


「待て、どういうことだ。詳しく説明しろ」


『「九龍の血統クーロン・チヤイルド」が来ます』


　断言だった。ぎりっと尾根崎が奥おく歯ばを嚙かみしめた。


「陣内っ。お前、自分が何を言っているか、わかっているのかっ」


　張りのある叱しつ声せいが、ロビーの空気を鋭するどく叩いた。バドリックが驚いて尾根崎に視線を向ける。張は黙って耳を澄すませていた。老いた相そう貌ぼうの中で、眼がん光こうが火のように鋭い。彼の右手は上着の下に走り、ホルスターの中の拳けん銃じゆうを確認している。


　陣内の電話は続く。


『予想が外はずれたときはクビで結構。もう少し早くお知らせできれば良かったのですが、まさか本隊到着前に動くとは……いや、待てよ。ということは、本命は別に……』


「陣内っ。おい。話を聞いているのか？」


『申し訳ありません、会長。とにかくご注意を。可能な限り早く、特区全域に非常事態宣言エマージエンシー・コールをお願いします。あとでまた連絡しますので、いまはこれで──』


「陣内っ！」


　尾根崎が吠ほえた。


　長年組織のトップに座り続けた者にのみ可能な、厳げん然ぜんとした強制力を内包する声。電波越しに、陣内が動きを止めるのがわかった。


「……お前、無事なんだな？」


　携帯の向こうで陣内が微ほほ笑えむ気配がした。一いつ拍ぱくおいて、『ありがとうございます、会長』とひどく素直な言葉が返ってきた。


『どうぞご心配なく。これでも聖戦の生き残りです。尾根崎会長こそ、くれぐれも慎重に。それでは』


　電話が切れた。尾根崎は厳きびしい面おも持もちで携帯を畳たたんだ。


「……会長」


「ああ」


　尾根崎と張がソファから立ち上がる。張の動作に至いたっては、すでに完全に戦場のものだ。老体とは思えない鋭えい敏びんさが宿っている。


　そのときだった。


「──なんだあれは」


　バドリックが呆ぼう然ぜんと言った。二人の視線がガラスの外に飛んだ。


　滑かつ走そう路ろの上空。もうはっきりと『赤い牙レツド・フアング』の兵士たちを乗せたチャーター機の機き影えいが視し認にんできる。滑空しながら徐じよ々じよに大地へと高度を下げる機体。


　その機体へ、大地から光の矢が放たれた。


　暗い夜空にくっきりと白い軌き跡せきを残し、まるで空飛ぶ鳥に牙きばを立てる猟りよう犬けんのように、獰どう猛もうに襲おそいかかる。


「地対空ミサイル!?」


　バドリックの叫びには、空々しさすら含まれていた。


　言下に、暗い夜空で炎ほのおと爆ばく炎えんの花が咲さいた。


　機体が衝しよう撃げきで大きく傾かたむく。そのまま胴どう体たいから滑走路に着地。大地が噴ふき出す鮮せん血けつのように盛大な火花を散らしながら、墜つい落らくした機体が、滑走路のアスファルトを引き裂さいていく。耐えきれずに、機体後部が爆発。さらに右の主翼が誘ゆう爆ばく。


　炎が大きく膨ふくれあがり、巨きよ人じんの舞ぶ踏とうの如ごとく翻ひるがえった。まるでスクリーンの中のような、現実味を欠く光景だ。


　尾根崎と、張、バドリックの三名は、ロビーに呆然と立ち尽つくした。どこかからサイレンと、慌ただしい足音が聞こえ始めていた。


　特区崩ほう壊かいの足音が。
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「おー。当たった、当たった」


　肩に担かついでいた携行対空ミサイルステインガーを放り捨て、マーベリックは子こ供どものようにはしゃいだ声を上げた。


「案外簡かん単たんだなあ。なるほど、世にテロリストがはびこる訳だ」


「『当たり過ぎ』だ、マーベリック。俺が途と中ちゆうで曲げねば、空中で爆散していたぞ」


　ダールが苦々しく弟を注意する。直撃しかけたミサイルの弾だん道どうを、彼はこの距きよ離りから力場思念ハイド・ハンドで調整したのだ。


　二人が立っているのは、滑走路の先だった。第十地区テン・ヤードの突とつ端たんである。海上の浮遊物──投とう棄きされた無数のゴミや木材が流れ着き、廃はい棄き用埋うめ立て地のようになっている、不安定な土地だ。特区の外にはみ出すように浮かぶその場所は、セイが張り巡めぐらせた『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の侵しん入にゆうを拒こばむ『結界』に含ふくまれていない。


　特区に上陸できない以上、ダールやマーベリックの行動範はん囲いは極きわめて限かぎられる。他にも用意した携けい行こうミサイルで空港を破壊することぐらはできるだろうが、『結界』に阻はばまれる限り、その先には侵入できない。


　だが……


「来た来た。さすがは世界の警けい察さつ、我が故国。吸血鬼になっても、正せい義ぎと高こう慢まんは健在だね。テロ行こう為いに屈くつしてたんじゃ、星せい条じよう旗きの星が泣くってさ」


　舌なめずりをするマーベリック。彼の目は、墜落した機体から、早くも動き出した人影を捉とらえていた。派手にミサイルを撃ち出したマーベリックたちは、とっくに場所を知られている。特区上陸の出鼻を挫くじいた無礼者に、手痛い反撃を加えようとしているのだ。
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『赤い牙レツド・フアング』の吸血鬼たち。彼らを全ぜん滅めつさせないために、あえてミサイルの直撃を避さけたのである。


「結構残ってる。さすが、優ゆう秀しゆうだね。しかもお利口さんだ。もうこっちを見つけた」


「……マーベリック？」


「うん。ごめん、ダール兄ちゃん。ちょっと興こう奮ふんしてきた。柄がらじゃないけど、俺も『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の端はしくれってことみたいだ」


　マーベリックの語ご尾びは微かすかに震ふるえている。彼はザザと共に、姉弟の策さく略りやくや破は壊かい工作を担当してきた。えげつない陰いん謀ぼうにも手を染そめてきた彼だが、本来の彼は優しい性格の持ち主なのである。実戦は、正直苦手なのだ。


　ダールは口ひげを曲げ、貫かん禄ろくの微笑で牙を見せた。


「構わんさ。正面は俺が引き受ける。だが本命はお前だからな。上手うまくやってくれ」


「はは。頑がん張ばるよ」


　頼りなく答えて、マーベリックは用意したライフルに手を伸のばす。不ふ慣なれな手つきで構えた銃は、Ｍ４Ａ１カービン。 『赤い牙レツド・フアング』の主要装そう備びだ。


　弟の戦意を見届け、ダールは滑走路目指して歩み出した。


　静かで優ゆう雅がな足運び。両手が身体の前で交差され、左右の腰こしに吊つった剣に伸びる。次の瞬しゆん間かん、涼すずやかな音を響かせて、長大なふた振りの曲刀が、白い刃を月下に晒さらした。


　ペルシアの刀剣──「ライオンの尾シヤムシール」という名を持つ三日月刀である。


　アラビアの夜にその人ありと称しようされた名剣士、『舞まい姫ひめバサラ』のダール・ディーン。褐かつ色しよくの肌と白い刃が入り乱れる彼の剣けん舞ぶは、砂さ漠ばくの嵐あらしを微み塵じんに切り裂くと、中東の吸血鬼たちから畏い怖ふと畏い敬けいを集めてきた。いま、その希き代だいの舞ぶ踏とう家かの手に、愛用の双刀が戻ったのである。十一年の時を経へて。


「牙折れんとも、血は残るマン・ハツラフア・マー・マータ」


　ダールは静せい穏おんさすら感じさせる動きで、厳おごそかに戦いくさの舞を舞い始めた。
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　同時刻、特区の反対側。本土と第一地区フアースト・ヤードを繫つなぐ『黄昏橋トワイライト・ブリツジ』の橋の上──斜ななめに張られたケーブルが集まる、主塔の頂上に、他の九姉弟の姿があった。


　ナブロとハンス、ヤフリーの三名だ。ダールの合図を受け、互いに素早く目配せを交かわした。


「こっちも始める」


　ナブロがいつもの無表情で淡たん々たんと命じた。ハンスが無言で頷き、主塔の上から身を躍おどらせた。


　落ちる。だが、落下する彼の姿し勢せいは身じろがない。左手は腰の鞘さやに。右手は刀の柄に。風に前髪が煽あおられ、剝むき出しになった双そう眸ぼうが、カッと強く輝いた。


「──せっ！」


　抜ばつ刀とう。


　白はく刃じんが空間を切り裂き、刃に同調し飛ばされた力場が、橋を吊つるケーブルをばっさりと切り離していく。拘こう束そくを解とかれたケーブルが、ヒドラのように大きくのたくった。


　ギィィと、巨大で耳障りな音を立てながら、『黄昏橋トワイライト・ブリツジ』が横に傾く。橋を渡っていた幾つもの車しや輛りようが、横よこ滑すべりして海に落ちる。


「……次」


「了りよう解かい！」


　ヤフリーが本土側に向けて、両肩に携行対戦車ロケット砲ＲＰＧ─７を担いだ。


「行っけ！」


　と左右同時に発はつ射しやした。撃ち出されたロケット弾だんが空中で点火。花火のように火の尾おを吹かせ、錐きり揉もみしながら夜空を横切って行く。黒い海面にも、二条の光線が映うつっていた。夜空の光線と海面の光線──計四つの光が、美しい吊り橋のたもとに吸い込まれる。


　着弾。


　爆音が轟とどろき、橋を激震が揺さぶった。しかし、「よおしっ」とガッツポーズを作るヤフリーの脳のう天てんに、ナブロはエナメル靴ぐつで踵かかと落おとしを落とした。ヤフリーは打たれた釘くぎのようにしゃがみ込み、両手で頭を押さえた。


「下手くそめ。片方外れたぞ」


「……くう～っ……な、なんだよ！　いいだろ、別にっ。橋は落とさなくていいって、ザザ兄あに貴きも言ってたじゃねえか!?」


「半はん端ぱは嫌いだ」


「好き嫌いかよっ？」


「美しくない」


「関係ないだろ!?」


　しかしナブロは、ヤフリーの抗こう議ぎにも耳を貸かさない。足あし下もとに用意した手しゆ榴りゆう弾だんやプラスチック爆弾Ｃ─４を残らず力場思念ハイド・ハンドで持ち上げると、一いつ斉せいにピンを抜いた。


「イっ!?」


「……燃えよ。滅ほろびの火」


「待てコラ！」


　待たなかった。ナブロが力場を消した途と端たん、宙に浮いていた爆弾が橋の路ろ床しようへと自由落下。一方ナブロは、ふわりと宙に浮く。


「離はなれて見よう。来い。ヤフリー。綺き麗れいだぞ」


「ハンス兄貴は、どーすんだよっ？」


「…………」


「てめーっ！」


　怒ど鳴なりつける弟を無視し、ナブロはスイッと夜空を移い動どう。その身体が薄れて見えるのは、彼の魔術が働いている証あかしだ。『老ろう牙がニザリ』が得意とする高等魔術『霧化フオグ・ラン』。天才と呼ばれた彼は、習得に数百年と言われる秘ひ術じゆつを、転化後二年でマスターしている。熟じゆく練れん度どにかけても、一族屈くつ指しの腕前なのだ。


　ヤフリーは眼下のハンスに向けて、大声で危険を知らせつつ、自らもまだ繫がっているケーブルを選んで、全速で駆け抜けた。他方、先に飛び降りたハンスも、頭上の不ふ穏おんな気配を察知していたらしい。すでに退たい避ひに移っているようだ。


　そして数秒後、ヤフリーのミサイル弾に十倍する大爆音が、特区の静せい寂じやくを荒々しくノックした。


　戦いの訪問を告げる、運命のノックを。
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　その日の夕食は、シチューだった。


　食しよく卓たくに置かれたシチュー鍋なべ。フランスパンを入れたバスケット。取り皿が三つ。スプーンも三つ。食卓を囲むのも、もちろん三人だ。


「美お味いしそう！」


　コタロウが喜びを表明した。


「美味しそうです」


　とジローが言った。視線は湯気を上げるシチューの皿に注がれている。表情がほんの少し空々しい。


「美味しそうでしょ」


　とミミコも言った。視線は湯気を上げるシチューの皿に注がれている。声が微び妙みように浮うわついている。


　コタロウも二人と一緒に、じっとシチューの皿を眺ながめていた。ルーから顔を出すジャガイモやニンジンに、にへっと幸せそうな顔をする。それから気がついて顔を上げた。


　兄を見る。兄はまだシチューに視線を落としたままだ。和なごやかな表情の中に、なぜかただならぬ緊きん張ちよう感かんをおぼえる。さあどうするか、と顔に書いてあることに、旧友がいれば気付いただろう。


　ミミコを見た。ミミコもまだシチューとにらめっこしていた。穏おだやかな表情の奥おくに、どういう訳わけか切せつ羽ぱ詰まった何かを感じる。ああどうしよう、と瞳が焦あせっているのを、元上司がいれば見抜いたはずだ。


　コタロウはきょろきょろと二人の間に視線を行き来させたあと、しばし天てん井じようを見上げてから、おもむろに両手を叩たたいた。


「いただきます！」


「……いただきます」


「……いただきます」


　コクリとおじぎしたあと、三人の手が綺き麗れいに同期をとって、スプーンを持ち上げ、シチューをすくう。口に運ぶ。


「う～ん。おいひい～」


　コタロウは喜び勇いさんでスプーンを動かした。はふはふと口の中の熱を冷ましながら、夢む中ちゆうになってシチューを堪たん能のうする。ジローとミミコのスプーンも、カチャリカチャリと規き則そく正しい音を立てていた。実を言うと、規則正し過ぎるほどだった。


　シチューの香りが漂ただよう部屋で、無言の時間がゆるりと流れる。


「ミミちゃん、おかわり！」


「う、うん」


　コタロウが差し出す皿を受け取り、鍋の蓋ふたを開けて、シチューをよそう。そのとき、ちらっと視線がジローに飛んだが、ジローは黙だまって自分のシチューをすくっていた。


「……はあ」


「なに？」


「べ、別に」


　はい、と皿を渡わたすと、コタロウはさっそく二皿目に取りかかった。元気のいい健けん啖たんぶりは、昨日の様子からは想像もつかない。ひょっとすると、昼間のおにぎりの雪せつ辱じよくを晴らそうとしているのかもしれない。


　と、ジローがスプーンを置いた。びくっとミミコの身体が緊張する。


　ジローは黙ってバスケットのフランスパンに手を伸ばした。半分に割って、残りを戻す。その際、サッとミミコの様子を確認したが、ミミコはやや強こわ張ばった顔で自分のシチューにスプーンを潜もぐらせていた。


「……むう」


「え？　兄者、どうかした？」


「なんでもありません」


　指でパンを千ち切ぎり、シチューに浸ひたして口に入れる。兄の態度には一瞬眉まゆ根ねを寄せたコタロウだが、兄の食べ方を見るとさっそく真ま似ねをすべく、バスケットに手を伸のばした。


　届かない。


「ごめん、ちょっとパン取って」


　ジローとミミコの手が同時に伸びた。中程で相手に気付いて停止。高速で視線が飛び交かい、目が合い、逸そらされた。


「…………」


「…………」


「……あの、パンは？」


　二人の手はしばらく宙ちゆうに留とどまったあと、ジローがバスケットを動かし、ミミコがその中からパンを取ってコタロウに渡した。


「……ありがとう」


「いえ」


「ど、どういたしまして」


　コタロウのお礼に、ジローとミミコがそれぞれ答える。コタロウはしばらく二人を眺めていたが、やがてパンを千切り、シチュー味にして食べた。


　なんだろう、とコタロウは内心首を捻ひねった。


　なんというか、ひどくイタタマレナイ。ひょっとしてぼく、ちょっと席を外はずした方がよいのだろうか、と、コタロウは年に一度あるかないかの「遠えん慮りよ」心が芽め生ばえるのを感じた。


　そして誰も喋しやべらなくなった。


　陣じん内ないがいたら、さぞ盛せい大だいなため息をこぼしていたに違いない。リンスケなら腹を抱かかえて大笑いだ。ヒバリだけはすごく嬉うれしがったかもしれないが。


　沈ちん黙もくの食卓は、何事もなく続いた。時間と気力と鍋の中身だけが、順調に消費されていった。こういうのなんて言ったっけ、とシチューを食べながらコタロウは考えた。そうそう、嵐あらしの前は静かにしよう、だ。なぜかって言うと、その方が嵐を楽しめるから。でも、嵐って楽しむものだっけ？　ちょっと上級者向けのキョークンなのかもしれない。


　そして嵐はやって来た。切り出したのはジローからだった。


「……ミミコさん」


「は、はいっ」


　ミミコが即そく答とうする。コタロウのスプーンが止まった。


　ピンという音が聞こえてきそうなほど──少なくともコタロウは耳を澄すませば絶対聞こえると確信した──食卓の空気が張り詰めた。が、張り詰めた空気が、ジローの動きを妨さまたげる。


「……お」


「お？」


「おにぎり……ありがとうございました」


「あー……ど、どういたしまして」


　張り詰めた空気が、雪崩なだれを打って弛し緩かんした。意気地なし、とコタロウは思った。


　だが、場が動いたのは確かだったようだ。次はミミコが、決意も新たに顔を上げた。


「ジローさんっ」


「な、なんでしょう？」


「……し」


「し？」


「シ……チューは……どうかな？」


「えー……大変美味しい、ですよ」


「そ、そう。よかった」


　弛緩しては張り詰め、張り詰めては弛緩する空気。ああん、とコタロウは思った。


　にしても、「お」とか「し」とか、なんだか間違った尻しり取とりをしてるみたいだ。そういえば、ぼくも昔やったなあ、とコタロウは懐なつかしく思い出す。あれ？　でも昔っていつだったっけ？


　ふと見れば、二人とも酷ひどく消しよう耗もうした顔で、また自分のシチューに戻っていた。コタロウは焦じれる。いや、でもまだ大丈夫。まだシチューは残っている。


　と、ジローが急に、おかしそうにクスリとした。


　独ひとり言ごとをつぶやくように、


「困こまりましたね。これなら、ゼルマンともうひと勝負する方が楽かもしれない」


　すると、ふっ、とミミコも力を抜いた。


「ほんと……調停員コンプロマイザーも形無しって感じ。せっかくアドバイスもらったのに」


「アドバイス？　誰からです」


「ふふ。秘ひ密みつ。でも、よく考えたら、具体的なことって何も言ってなかったわ。せっかくちょっと尊そん敬けいしたのに、実は上手くおだてられただけだったのかも」


「ああ、中年の管理職ですね」


「そう。偉えらそうな不良のおじさん」


　二人はそれぞれ眉まゆを持ち上げると、肩を振るわせて楽しげに笑った。あ、いい感じ、とコタロウは思ったが、彼にしては実に賢けん明めいなことに、口を挟はさもうとはしなかった。


「……ねえ、ミミコさん」


「うん。なに」


「正直に言います。昨日、あれからまだ一日しか経たっていませんが……」


「…………」


「急に辛つらくなりました。自分の運命が」


「……ジローさん」


　ミミコの顔が真しん剣けん味みを帯びる。そうなってしまえと一度は思った。けど、決してそれが目的ではなかったのだ。


「ごめん。そんなつもり……」


「いいんです。逆ぎやくに感かん謝しやしてます」


「でも」


「本当です。上う手まく言えませんが……自分の生が深みを増ました気がする。百年生きて、初めての経けい験けんかもしれない」


　ただ、とジローが苦い口調で続ける。


「あなたの辛さをどうにかすることは、私にはできない。私の宿命は定まっているのです。そして、辛いと感じるいまになっても、我わが宿命は、我が悲ひ願がん。私の決意に、揺ゆらぎはありません」


「……うん」


「気の利きいたことも言えず、申し訳ないですね。でも、噓うそはない。私の本心です」


「……うん」


　真剣に話すジローを、ミミコは眩まぶしそうに見つめた。気持ちはわかるよ、と静観中のコタロウは、胸きよう中ちゆうでつぶやいた。兄者はこうでなきゃ。こんな兄者だからこそ、ぼくもミミちゃんも、大好きなんだ。


「……ジローさんに聞きたい」


「はい」


「まだ、あたしの護ご衛えい、引き受けてくれる？」


「あなたの護衛を──」


「うん。どう？　駄だ目め？」


「あなたはそれでいいのですか？」


「だって困るもん」


「いないと？」


「そう。それに、ジローさんは？」


「私ですか？」


「ジローさんは、困らないの？」


　ぐっ、とミミコが瞳ひとみの力を強くする。甘あまく、にらむ。今度こそは、逃にがさないように。


　ジローは黙だまり込こんだ。沈ちん黙もくが長い。じりじり時間が過ぎていくのを、ミミコは、コタロウは、まんじりともせず待った。


　そして、その瞬間だけ自らの縛いましめを解くように、ジローは声を震ふるわせた。彼の目にミミコと同じ思いが浮かび、それを自らの責せき任にんにおいて突き放すのがわかった。


「別れがもっと辛くなります」


　間かん髪はつを入れず、ミミコが答えた。


「それも一いつ興きよう」


　綺き麗れいなカウンターが決まった。それは、師しの教えが、愛まな弟で子しと相あい棒ぼうの絆きずなを、再ふたたび結びつけた瞬間だった。


　今度はジローが、さっきミミコが彼を見ていたような目つきになった。そうだね、とコタロウは兄の感かん嘆たんに同意して頷うなずいた。ミミちゃんて、すごいよね。赤い血って、どうしてこんなにたくましいんだろう。


　そして、あれれ、とコタロウはおかしそうに首を捻った。


　さっきから、ぼく、どうしたんだろう。何か変だけど、まあいいや。


　身体が──『血』が命じるままに、コタロウが席から立ち上がる。ジローとミミコが反はん射しや的てきに彼を見る。世界が彼に祝福を投げる。祝福と、合図を告げる。


　始まりの合図を──


「良かった！　間に合ったよ、アダムっ。これで、戦える！」


　二人がぱちりと瞬まばたきをした。


「……どういうこと？」


「何を言っているのです、コタロウ」


「え？」


　あれ、という顔で、コタロウは立たち尽つくした。自分で自分の発言に首を傾かしげた。


「……アダムって、誰？」


　その瞬間、ジローがハッとし、即そく座ざに蒼そう白はくになった。思い出したのだ。


「お前っ、その名をどこで──」


　爆ばく音おんが聞こえたのは、その瞬間だった。


　夜の静寂しじまを破る、不吉な響ひびきだ。しかも、近い。


「な、何いまの？」


　ミミコが怯おびえたように尋たずねる。「……まさか」とジローも身体を強こわ張ばらせた。


　そして、再び爆音が聞こえてきた。先ほどの爆音を遥はるかに上回る轟ごう音おんだ。はっきりと、近い。ビリビリと大地を揺るがす震動までが、小屋に伝わってくるほどだった。


　ジローとミミコは顔を見合わせた。どちらも相手が息を呑のんでいるのがわかった。声をかけ合うまでもなく、同時に小屋からビルの屋上へと飛び出す。コタロウも慌あわててあとを追う。


「──なっ、何よ、あれ!?」


　ミミコが手で口を覆おおい、悲鳴を上げた。


　屋上から見み渡わたせる湾わん岸がん。『黄昏橋』が落ちている。海面からの高さが一七五メートルもある二本の主しゆ塔とうが、凄すさまじい炎ほのおに包まれ炎えん上じようしていた。まるで悪い冗じよう談だんのようだ。さすがのジローも愕がく然ぜんと棒ぼう立だちになった。


　その炎を見た者なら、そして特区の真実を知る者なら、誰しもが同じことを連想しただろう。狼煙のろし。あれは、狼煙だ。戦いに敗やぶれ、虐しいたげられながら牙を研といできた者たちの、反撃の狼煙なのだ。


「……兄者」


　コタロウがジローの裾すそを引いた。ジローの視線が燃もえ上がる橋から離はなれ──見つけた。


　夜空を突き破る猛たけ々だけしい炎の塔。闇を膨ふくらます轟々たる黒こく煙えん。火の粉を撒まいて燃え落ちる橋の残骸ざんがい。荒々しい光に揺れる、ガラスを散らしたような水面。


　そんな、眩まぶしいほどきらびやかな光の乱らん舞ぶを背はい景けいに、一いつ艘そうのボートが浮かんでいた。花火の光に照らされているように、瞬またたく光を浴びながら。


　ボートには人ひと影かげ。


　美しい姿し勢せいですっくと立ち、長い髪をなびかせながら、こちらを見つめている。紛まぎれもない「将」の威い風ふうが、背後の破壊を祝しゆく砲ほうに変えている。ジローが気付いたことを知ると、大きく右腕を広げ、胸に当て、一礼した。典てん雅がな仕草で。


「カーサ……」


　ジローは彼女の名を口にした。顔を上げたカーサの翠みどりの瞳が、挑いどむように、ジローを絡からめた。
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　その男は、月夜の墓ぼ地ちを口笛を吹きながら独ひとり歩いていた。


　足が一度止まる。風に乗って、本土の方から爆発音が届いてきたからだ。男は満足そうに頷き、もう一度歩き出した。


　しかし、続く大爆発の轟ごう音おんを聞くと、思わずびくっと首を竦すくめた。


　呆あきれ顔で音の聞こえた方を振り返り、


「何をやってるんだ。頼むよ、ほんとに」


　と情なさけない声を出して嘆なげいた。


　気を取り直して、もう一度散さん策さくに戻る。目的は定まっていた。墓地の一番奥。香港聖戦の戦死者を祀まつる石せき碑ひだ。知る者は極きわめて少ないが、そこには人だけでなく、戦いで失われた吸血鬼ブラツク・ブラツドたちの魂たましいも、共に祀られている。


　第五地区フイフス・ヤードにある『カンパニー』事務所。ここは、その隣にある、『カンパニー』が経けい営えいする墓地だった。


　石碑の前に立った男は、しみじみと石の墓ぼ標ひようを見つめた。この時期ともなれば、夜気は冷たい。が、なぜかその石碑の近くは、周りよりさらに空気が冷たかった。骨ほねに染しみ入いるようだ。男はぶるっと身体を震わせたあと、石碑の周囲を回り始めた。


　石に刻きざまれた文句をなんとなく目で追いながら、


「おっ」


　と途中で目を留める。


　目立たないように、しかしはっきり刻まれた一文があった。





『　　アダム・王ウオンここに眠る　　』





「律りち儀ぎだねえ」


　男は嬉しそうににやけ、石碑に手を伸ばした。その一文が刻まれた辺あたりを細かく調べ、その真下の台座から、要石キー・ストーンとなる石材を発見する。台座は煉れん瓦が状じようの石材で組まれていた。しかし、その石だけはくさび形をしていた。


　男は用意していたバールを取り出すと、その石の隣に無理矢理差し込んだ。苦労しながら隙すき間まをこじ開け、石を浮かせる。


「ま、こんなもんか」


　と手を叩いたあと、男は台座に打ち込まれたくさび形の石を引き抜いた。


　墓地に重たい轟音が響いた。


　台座が崩くずれ、乗っていた石碑ごと地下に陥かん没ぼつしたのだ。男は間抜けにも一緒に落下した。


　粉ふん塵じんが舞い上がり、視界を塞ふさぐ。激はげしい衝しよう撃げきと震動が、ゆっくりと大地に吸い込まれていく。男は落下した瓦が礫れきの上でよろよろと立ち上がり、涙を流しながら激しく咳せき込こんだ。


「……し、死ぬかと思った」


　まさかこんな派は手でな仕掛けとは思わなかった。『カンパニー』の事務所は、目と鼻の先である。この時間ならまだ大勢詰めているはずだから、すぐに人が来るだろう。これで時間の余よ裕ゆうがなくなってしまった。


「さっさと済ませるか」


　男は涙を拭ぬぐいつつ、携けい行こうしていたマグライトの明かりを点つけた。


　少しずつ晴れ始めた粉塵の奥へと、ライトを向ける。石碑の下は、地下の納のう骨こつ堂どうになっていた。広い。ざっと見て、墓地の半分近い広さがある。そして、その広さを等とう間かん隔かくで埋うめるように台座があり、棺ひつぎが据すえられていた。その数は……数えようとして、やめる。探さがす棺はひとつで、それにはわかりやすい目印がついているはずなのだ。


　ぽっかりと開いた天井の穴あなからは、月光が差し込んでいた。男はその光の中から、奥の闇やみへと足を進めた。


　納骨堂の床ゆかも、石のタイルが敷かれていた。革かわ靴ぐつの底が立てる音が、納骨堂の中で反響する。土と埃ほこりと黴かびのにおい。そして、気配。充じゆう満まんしている。男の唇がにんまりとした。男は再び口笛を吹き始めた。男の口笛は石の壁に撥はね返り、互いの旋せん律りつを喰くらい合うように、殷いん々いんと不気味に響き渡った。


　一番奥に扉があった。鍵かぎはかかっていない。


　男は扉を開けた。


「あれ？」


　奥の部屋は納骨堂よりは狭かった。それでも二十、いや、三十畳ほどの広さがある。内装は納骨堂と同じ。素そっ気けない石のタイルだ。ただ、その部屋に安置された棺は、中央にひとつだけだった。


　そして、封ふう印いんされた棺の上に、鞘さやに収まるひと振りの剣けん。


　探していた、棺だ。


　しかし、男が驚おどろいたのは、もっと別のことだった。その部屋に明かりが点いていたのである。誰が持ち込んだのか、この場には不似合いなライトが床に置かれ、部屋を照らしていた。


「誰が──」


「私さ」


　カチリと撃げき鉄てつを起こしつつ、扉の横に隠れていた陣内は、男に銃じゆう口こうを突き付けた。


「初めまして、『ウォーカーマン』。あなたの読み通り、ここが第十一地区イレブン・ヤードだ」
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「……陣内部長」


　とフォックスは困ったように両手を上げた。


「勘かん弁べんしてもらえませんか。無む断だんで入ったのは謝あやまります。が、九クー龍ロン王おうの遺い灰はいは、特区の防ぼう衛えい上じよう無視できない案件でして──」


「お止やめなさい」


　と陣内は言った。


「初めから憑いていたのでしょう？　少なくとも、私の前では」


　銃口は動かさない。瞳に浮かぶのは緊張と好奇心。抜け目なくフォックスを──黒いスーツを着た『赤い牙レツド・フアング』の戦術顧問タクテイカル・アドバイザーをにらんでいる。


　ザザはすぐに諦あきらめた。「あーあ」とがっくり肩を落とした。


「香港でもそうだったが……君は目め敏ざといね、陣内ショウゴ。油断ならない男だよ」


「あなたにそう言われるとは光栄だ、『ウォーカーマン』。策さく謀ぼうにかけては、あなたこそ月下で随ずい一いちと評判だからな」


「あはは。そう言われると照れるね。ところで手を下ろしてもいいかな？」


「駄目だ。こちらも向くな。急だったんで、サングラスの用意がない」


「いまさら抵てい抗こうしないよ？」


「申し訳ないが」


「あ、そう。えーと、じゃあこれも渡した方がいいかな？」


　そう言って、マグライトを振る。「床に」と指示されると、ザザは大人しく放り捨てた。点灯したままの光が部屋を横切り、回転して止まる。ちょうど、棺を横から照らすような形になった。部屋の壁に巨大な棺の影が落ちた。


「でも君、どうやって入ったの？　まさか下から石碑を組み直したとか？」


「白はく状じようすると、別に出入り口がある」


「ええっ？　なんだいそりゃ。ひどいな。雰ふん囲い気き、台無しじゃないか」


「こちらからも聞きたいことがある。墓地の管理人。彼はどうした」


「ああ、杜もり田たってお爺じいちゃんだね。管理人室で寝てるよ。明日には目を覚ます。しかし……」


　とザザは背後に立つ陣内を横目に見る。


「優しいね。陰いん謀ぼう屋やと調停員コンプロマイザーの違いかな」


「……こちらを向くな」


　振り向きかけた顔に、陣内が銃を向ける。ザザは慌てて前を向いた。


「いまの質問は手始めだ。あなたには聞きたいことが山ほどある」


「僕もだよ、陣内君。君のことは、聖戦のときから注目していた。人と吸血鬼の共同戦線。あれには心底やられたよ。まさか実現されるとは。僕らにとっては、あれがケチのつき始めだ」


「……双そう方ほうの理解あってこそさ」


「謙けん遜そんするなよ。君なくしては為なし得えなかったことだ。いまだから言うがね。当時僕は、君を二度暗殺しようとした。そのあとは殺すのが惜おしくなって、なんとかこっちに引き入れようと画かく策さくしてた。いい機会だから聞くけど、不老不死に興味は？」


「いまのところない」


「そう？　残念だなあ。なかなかいいもんだよ？」


　ザザはおどけるように言う。陣内は強気に笑った。が、さすがの彼も泰たい然ぜんとはしていられない。背中越し、銃を向けての会話だが、意志の力で貼はり付けた笑みは、幾いく分ぶん強こわ張ばっている。


　しかし、同時にこの状況を楽しんでもいた。何しろ、世界中にその悪あく名めいを知られた、大吸血鬼を前にしているのだ。こんな機会はまたとない。


「ジープでの話。楽しかったですよ。久しぶりに、知的な興こう奮ふんがあった」


「あ、やっぱりあれでバレたのか。まあ、僕も楽しくて調子に乗ったわけだけど──でも、何か拙まずいことを口にしたかな？　記き憶おくにないが」


「そうですね。特には何も」


「だったらなんで──」


「失礼。勘かんです」


　ザザが言葉に詰まる。そして、実に愉ゆ快かいそうに、だが、見る者の心しん胆たんを寒くするほど、底冷えがする微び笑しようを浮かべた。


「……陣内君。君、ほんとに転化に興味はないのかね？」


「気持ちだけ頂いておきます」


　薄はく氷ひようの上を踏ふむような、ひやりとするやり取りだった。陣内は肌はだが粟あわ立だつのを感じた。


　一度大きく深呼吸。正しよう念ねん場ばだった。クールに。そして大胆に。陣内は、突き付けた銃を、しっかりと握にぎり締しめた。


「止よしなさい。撃うったら、この子が可か哀わい想そうだ」


「……その端たん末まつは生きているのか？」


「もちろん。ぴんぴんしてる」


　ザザは請うけ合った。ここで不要な噓うそをつくとも思えない。陣内は頷いた。


「結構。彼が死体で発見された日には、説明が面倒になる」


「だろうね」


「……前に」


「前？　歩けって？」


「見たいでしょう？」


　ザザはしばらく考える素振りを見せたが、やがて指示に従したがい、両手を上げたまま部屋の中央へと歩き始めた。陣内は慎しん重ちようにあとに続いた。


　二人が、棺ひつぎに近づいていく。しかし、次し第だいにザザの足が重くなり始めた。上げていた両手も、少しずつ下がり始める。呼こ吸きゆうまで乱みだれだした。


　ザザが止まったのは棺の手前だった。転がったマグライトが作る、光の輪の少しだけ外。残り二メートルという距きよ離りだ。顔を嫌けん悪おと恐きよう怖ふにしかめている。額に汗あせが浮かんでいるところを見ると、演えん技ぎではなさそうだ。


「……この中に？」


「ああ。遺灰が収められている」


「哀あわれな王よ」


　とザザは沈んだ声で言った。


「君にはわかるまいな。精せい神しんだけの僕ですら、これ以上は近づきたくない」


「……『真なる銀』か？」


　ザザは首しゆ肯こうした。


　棺の上に、無む造ぞう作さに置かれた剣。真銀で作られたという剣は、まるで遺跡から発はつ掘くつされたのかと思うほど古い装そう飾しよくの鞘さやに収まっていた。真っ直ぐに伸びた、おそらくは両りよう刃ばの剣。かなり大おお振ぶりだ。鞘に収まる刀とう身しんの部分だけで一メートル弱。柄つかを入れると一メートルを優ゆうに超こす。刀身と垂直に伸びる短みじかい鍔つばがあり、全体としては十字の形をしていた。


　柄と鍔には布切れが巻かれ、刀身は鞘に入れられている。それでも、ザザには直視することさえできないらしい。見ようとし、その度たびに視線を背そむけていた。


「我ら黒い血の血族にとって、これを上回る呪いは、この世に存在しない。龍りゆう王おうめ。聖戦時に飽あきたらず、よくもこんな物を持ち出して──」


　ザザはそれきり黙り込んだ。陣内は銃を構えたまま、じっと彼の背中をにらんでいた。


　やがて、開いたままの扉から、物音が聞こえてきた。事務所の人間が、石碑の陥没した音を聞いて様子を見に来たのだろう。あの大穴だ。見み過すごすはずはない。じきにここにもやって来る。


「……さて、『ウォーカーマン』。先ほども言ったが、あなたには聞きたいことがいくつもある」


「ふふん。見くびってもらうと困るね。たとえ虜りよ囚しゆうの身になろうとも、愛する姉きよう弟だいを売りはしないよ」


「でしょうね。第一、虜囚にするのが至し難なんの業わざだ。あなたはいつでもその身体から抜け出して、他の端末に移い動どうできる」


「なんだ。知ってたか。つまらない」


「しかしせっかくこうして会えたんだ。私としても、ぜひ、この出会いを活いかしたい」


　陣内が一歩、ザザに近づく。ザザは背中を反そらし、銃口を気にしながら、肩越しに振り向いた。


「……どうやって？」


　陣内は行動で答えた。ザザの背中に肩から体当たりし、彼の身体を棺に向けて突き飛ばす。ザザがうつぶせに転てん倒とうした。その身体を飛び越え、陣内は棺に飛びついた。マグライトが映うつす壁の影が、激しく大きく入り乱れた。


　剣をつかみ取る。倒れたザザが両目を剝むく。


　陣内の指が、鍔にかかった。押し上げ、ほんのわずかに刀身を外気に晒さらした。


　ザザが絶ぜつ叫きようを上げた。


　石室に、吸血鬼の悲鳴がわんわんと木こ霊だました。


　陣内は息をのんで、動かなくなったザザを──フォックスの身体を注ちゆう視しした。右手には拳けん銃じゆう。左手には真銀の剣。真銀の力はあらゆる吸血鬼が持つ『血』の力を打ち破る。これでザザの能力を封じ込めたなら……


　どれくらい経っただろうか。伏ふせていたフォックスの身体が、弱々しく身じろぎした。ゆっくりと腕を動かし、肘ひじを立てて身体を持ち上げようとする。


「『ウォーカーマン』！」


　陣内は左手の剣を、彼の鼻先に突き付けた。彼は驚いて剣を見つめ、それから視線を上げて陣内を見た。


「……あんた、『カンパニー』の……」


　陣内は全身の息を吐き出した。


「……逃がしたか」


　剣を鞘に収め直し、棺の上へと戻す。そして、驚く男の前で、「くそっ」と悔くやしそうに棺を蹴けった。


　仕方があるまい。こちらの体勢は整っていなかった。万全からはほど遠かったのだ。だが、現在の特区の戦力を考えると、なんとしてもここで捕とらえておきたかった。


「でかい魚を逃のがしたものだ」


　気持ちを切り替かえなくては。ザザの登場は前まえ触ぶれに過ぎない。これから他の連中が来る。いや、もう来たか？　戦いはこれからだ。今度こそ、特区は多大な──考えるのを拒こばみたくなるほど、多大な犠ぎ牲せいを払はらうことになるだろう。


　しかし──


　しかし、特区は残る。残らねばならない。


「……陣内部長」


　呼ばれてようやく陣内は我われに返った。


「ミスター・フォックス。気分は？　どこか怪け我がはありませんか？」


「最悪だよ。怪我はないようだが……」


　男は尻しり餅もちをついた格かつ好こうで頭を振った。


　あご先に古い傷きず跡あとが残っている。よく見ればなかなか太ふて々ぶてしい面つら構がまえをしているのだが、いまは人生最悪の二日酔いを体験しているように、酷ひどい表情で顔をしかめていた。


　ただ、呪じゆ詛そを吐くかのような態度の割に、あまり陰いん湿しつな感じがしない。陣内は気を取り直して、彼に手を差し伸べた。


「さあ。混乱されていると思うが、あいにく時間がない。ここから出ます。ついて来て下さい」


　しかし男は首を横に振った。


「いや、いい。それと……」


「え？」


「悪いな」


　スッと動いた男の右手に、次の瞬間、拳銃が握にぎられていた。まるで手品のような早抜きクイツク・ドローだった。


　小型の短銃身リボルバースナブノウズ。コルトのデテクティブ・スペシャル。


　銃声が乱反射した。


　衝撃は、巨きよ大だいなハンマーで殴なぐられたように大きかった。


　逆に、胸に開いた弾だん痕こんは、噓のように小さかった。


　足がもつれた。棺にもたれかかり、そのまま崩れ落ちた。反対に、男はすっくと立ち上がった。これまでのあらゆる瞬間が噓だったとひと目でわかる、キレのある戦士の動きだ。


　まだ顔をしかめたまま、


「乗り移るときは、もう少し気を遣って欲ほしいもんだな。頭が割れそうだ」


「…………」


　陣内は変へん貌ぼうを遂とげた──いや、正体を見せた男を凝ぎよう視しした。唇の端はしから血が流れる。肺はいが傷ついたらしい。男は冷れい徹てつな眼まな差ざしを向けると、野生の獣けもののような笑みを見せた。


「初めまして、だな。ラウ・王ウオン。姉弟の八番目だ。もっとも、牙は生はえてないがね。意外だろ？」


「……王？」


「ほう。あんた、ほんとに目め敏ざといな。いや、この場合は耳みみ聡ざといか？」


　男──ラウは、崩れ落ちた陣内に近づくと、くずおれる彼の脇に立ち、ぽん、と棺に手を置いた。


「ご想像の通りだ。王ウオン家の次男。九クー龍ロン王おう、アダム・王の実の弟さ」


　陣内の両目が見開かれた。ラウの微笑がいつしか冷笑に変わる。コルトをホルスターに戻しながら、


「人間用、とわざわざザザが忠ちゆう告こくしただろう。どうもあいつの方が、一枚上手だったようだ。騙だまして悪かったが……あいにく、もう、戦争は始まってる」


　陣内は歯を食いしばった。胸の傷を手で押さえる。あっという間に真っ赤になる。


　息をすると血のにおいに噎むせそうになった。それでも、陣内は会話を続けようとした。


「……狙いは、剣か？」


　ラウが陣内を一いち瞥べつした。「ああ」と答え、すぐに視線を棺の上に戻した。


　剣を手に取る。


「……あいにく、俺の血では、いまここで復活って訳にはいかない。他の誰かを連れてくる必要がある」


　真銀の力はあらゆる吸血鬼が持つ『血』の力を打ち破る。むろん、セイとて例外ではない。その剣さえあれば、特区を守る『結界』を、破ることができるのだ。


「待ってろよ、兄さん──」


　ラウはそうささやいた。棺に相あい対たいしたときだけ、彼の目に真しん摯しな思いが宿る。壁に伸びる、巨大な人影。それは、吸血鬼以上に禍まが々まがしい影だった。


　兄──と陣内は思った。ザザの台詞が甦る。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』もまた吸血鬼の一血統。彼らもまた、ひとつの一族──家族なのだ。


　ラウは剣を提さげ、棺に背を向けた。迷いのない足取りで、扉とびらへと向かった。


　陣内は彼の背中を目で追った。


　視界がゆっくりと霞かすみ始めた。






あとがき







　はい今回はココまで！　どうかなみんな？　続きが気になるかな？（ひどい書き出し）


　てなわけで、『ＢＬＡＣＫ　ＢＬＯＯＤ　ＢＲＯＴＨＥＲＳ　６　九牙集結』です。


　このサブタイトル、実は前まえ々まえから考えてたものでして、このために敵てき方がたを九人も出したのだと言っても過か言ごんでは──あ、いや、さすがに過言ですね。でも、格かつ好こう良よい響きと、「いよいよ」って感じが、個人的にはお気に入りです。「集結」っていうわりには登場シーンは多くないですが、その分インパクトはあったのではないでしょうか？　色んな意味で。


　にしても、これから先、登場人物紹介はかなり大変なことになりそうな気がします。頑がん張ばれ、キャサリン。（登場人物紹介頁は、担当Ｋ嬢キヤサリンのお仕事なのです）
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　そして本編はといいますと、様々な要よう素そが、まさに「いよいよ」となりました。友情あり、バトルあり、謎なぞあり、スペクタクルありと実に盛りだくさん。


　それに、なんといっても、今回は「ラブ」があります！（笑）


　いや、ここで（笑）う必要はないのかもしれませんが、なぜかあの二人のラブを書いてると、ふとした瞬間に笑ってしまうのですよね。ゼルマンとサユカの方は、そんなことないのに。


　ま、楽しかったけどさ！（笑）


　もっとも、二人の関係はまだまだこれからですので、皆様やきもきしながらお楽しみ頂ければと。


　また、敵側である九姉弟の方も、だいぶそれぞれの顔が──というか性格が──見えてきたのではないでしょうか？　ヤフリーとか、先に登場させておいて正せい解かいでした。他の連中が曲くせ者もの揃ぞろいだけに、みんなと同じタイミングで登場してたら、ただのいじめられっ子になっていたかもしれません。実際そんな感じですし。（頑張れ……）





　ちなみに、今回のお話は、ミミコが『カンパニー』をクビになって半年後からのスタートとなりました。この間の出で来き事ごとは、現在ドラゴンマガジンで連載中の短編にて描かれています。以後も、ドラマガの短編は当分この半年間──つまり『ＢＢＢ５』と『ＢＢＢ６』の間の時間軸を描くことになると思います。


　理由は……本編を読んで頂ければ、なんとなく納なつ得とくしてもらえますよね？


　今後、登場人物たちにとって、短編で描いているような「日常」は、宝石より貴き重ちようなものになります。再び本編の時間軸とリンクする展開もあるかもしれませんが、とりあえず短編は短編として、本編は「先」に進もうかと思います。


　短編の雰ふん囲い気きは、いまのまま続ける予定です。本編でリンスケが憤ふん慨がいしていた「ほんっと悲ひ惨さんだった」とはなんなのか？　はたまた、ミミコはいかにして恋心を育んでいったのか（笑）等など々など、ご注目下さればと思います。ミミコにせよ、ジローにせよ、コタロウにせよ、おバカな面とシリアスな面の両りよう面めんが揃って『ＢＢＢ』の主人公たちですので。


　あ、でも、本編も重おも苦くるしいだけにはしませんので、その点はご安心＆ご期待下さい。





　それから、前回が一年後、今回が半年後と、本編での時間の経けい過かが、結構大きくなっております。それだけに、「ドラマガ読んでないから、クビになったあと何があったか気になるよ！」という方もいらっしゃるでしょう。あんな場面で終わったあと、次の巻が急に半年後では、ちょっと拍ひよう子し抜ぬけさせてしまったかもしれません。筆者もその点は考えたのですが、物語の構成上こういう話にしてしまいました。誠に申し訳ないです。


　でもね。ぶっちゃけ、たいして何もないのですよ。（言い切った！）


　基本的に、すでに文庫化している『ＢＢＢ[image: ]１』や『ＢＢＢ[image: ]２』のようなドタバタな日々があったのだとお考え頂ければ、それでほぼ全部ですから。まあ、若じやつ干かん「身みも蓋ふたもない」感じは増しているかもしれませんが。（リンスケ「ほんっと悲惨だったんだから」）


　いずれこの辺の話も短編集としてまとまるはずですので、少しばかり待ってて下さいませ。よろしくお願いします。





[image: ]　[image: ]　[image: ]







　そして！ （主に筆ひつ者しやが）お待ちかね！　アニメ！　の話題です！


　この前『ＢＢＢ[image: ]２』のあとがきでお伝えしました『ＢＢＢ』のＴＶアニメが、現在大絶賛（←きっと）放映中です！　すでにご覧らんになられた方は、どんな感想を抱いだかれたでしょうか？　この巻が発売になった時点では、まだ一部の局でのみの放映のはずですが、十月からはもうちょっと放映局が拡かく大だいされる予定です。「うちの地ち域いきじゃ見られない！」とお嘆きの方もご安心下さい。公式サイトより動画配信もスタートしていますので。


　筆者は、このあとがきを書いてる時じ点てんでは、まだ完成したアニメを見ていません。それでも、第一話の映像は見ましたし、音楽も聴かせてもらいました。アフレコにも立ち会わせてもらってます。


　その上で言いますが、どうやら、原作ファンの方にも、自信を持ってお薦すすめできる作品になりそうですっ。クーっ……！（嬉うれしいらしい）


　あまりアニメには詳くわしくない筆者なのですが、映像のクオリティは高いし、声のキャストは実力派揃ぞろいだし、音楽にいたっては劇場版かと呆れるほどの豪ごう勢せいさ。自分が創そう造ぞうした世界がアニメになるだけでもびっくりなのに、すごく良い物が作られつつあります。その制作過程を、少しとはいえ見せて貰もらえた立場から、このドキドキ感かんを皆さんにもお伝えしたいっ。


「執しつ筆ぴつ」というのは、編集さんの協力こそあれ、つまるところは閉へい鎖さ的てきで孤こ独どくな作業です。それだけに、そうして創造したものが大勢のスタッフによって昇華する様というのは、相当に感かん慨がい深ぶかいものがあります。いやあ、『ＢＢＢ』は、つくづくラッキーな作品ですよ。あらためて、この作品を応援して下さる読者の皆さんにお礼を申し上げたいです。そして、このアニメが読者の皆さんへの感謝のプレゼントになればと、心から願ねがっています。


　ああ、早く完成版がこの目で見たい！


　特に、吸血シーンが！（……ココだけの話、『ＢＢＢ１』にあるミミコとジローの吸血シーン。絵コンテではかなり「きゃー[image: ]」な感じになってました。乞こうご期待！）





[image: ]　[image: ]　[image: ]







　そしてそして。実はもうひとつニュースがあります。


　月刊ドラゴンエイジの二〇〇六年十月号（既すでに発売中です！）より『ＢＢＢ』コミカライズ版の短期集中連載が始まっているのです！


　初のアニメ化に続き、初のコミカライズ。いやはや笑いが止まりまセン！（ドッキリじゃないよね？　違うよね？）


　こちらの『ＢＢＢ』を担たん当とうして頂けるのはフジノ明あき亜つぐ先生と米よね倉くらサトル先生の美人コンビ！　話の方は筆ひつ者しやがオリジナル・ストーリーを書き下ろさせてもらいました。よろしければこちらの方も、ぜひ読んでみてくださいね。





[image: ]　[image: ]　[image: ]







　最後に、小説『ＢＢＢ』の制せい作さくスタッフにも感謝の言葉を。


　担当のキャサリン。彼女は現在アニメ化のためにてんてこ舞いな状態が続いています。きっとこれからはてんてこ舞いがキリキリ舞いになると思いますが、なんとか無事に生き延びて下さい！


　イラストの草くさ河かさん。彼も現在アニメ化のために噓うそみたいなスケジュールをこなしておられます。たぶんこれからは夢みたいなスケジュールをキャサリンから告げられるのだろうと思いますが、素す晴ばらしいイラストを期待しています。よろしくお願いします！


　そして読者の皆さま。本編もいよいよ後あと戻もどりの利きかない展開に突入しました。必ひつ死し扱こいて書きますので、楽しみにしていただければ幸いです。


　それでは。







二〇〇六年　八月　あざの耕平
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